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1-1 

１ 概 説  
 

１‐１ 概 要  
 

Ｌ Ｃ ８ ７ Ｂ Ｈ ０ ０ シ リ ー ズ は 、 小 バ ス サ イ ク ル タ イ ム ８ ３ ． ３ ｎ ｓ で 動 作 す る Ｃ Ｐ Ｕ 部 を 中 心 に

し て 、 ８ Ｋ バ イ ト の フ ラ ッ シ ュ Ｒ Ｏ Ｍ （ オ ン ボ ー ド 書 き 換 え 可 能 ） 、 ２ ５ ６ バ イ ト Ｒ Ａ Ｍ ， オ ン

チ ッ プ デ バ ッ ガ 機 能 （ フ ラ ッ シ ュ Ｒ Ｏ Ｍ 版 の み ） 、 高 機 能 １ ６ ビ ッ ト タ イ マ ／ カ ウ ン タ × ２ （ ８

ビ ッ ト タ イ マ に 分 割 可 ） ， プ リ ス ケ ー ラ 付 き ８ ビ ッ ト タ イ マ × ２ ， 時 計 用 ベ ー ス タ イ マ ， 同 期

式 Ｓ Ｉ Ｏ × １ ， 非 同 期 ／ 同 期 式 Ｓ Ｉ Ｏ × １ ， Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ( 全 二 重 ) ， 周 期 可 変 １ ２ ビ ッ ト Ｐ Ｗ Ｍ ×

２ ， １ ２ ／ ８ ビ ッ ト 分 解 の 切 り 替 え 付 き １ ２ ビ ッ ト １ １ チ ャ ネ ル Ａ Ｄ コ ン バ ー タ ， 高 速 ク ロ ッ ク カ

ウ ン タ ， シ ス テ ム ク ロ ッ ク 分 周 機 能 ， 高 精 度 内 蔵 発 振 回 路 ， 基 準 電 圧 発 生 回 路 ， 内

蔵 リ セ ッ ト 回 路 ， ２ ０ 要 因 １ ０ ベ ク タ 割 り 込 み 機 能 等 を １ チ ッ プ に 集 積 し た ８ ビ ッ ト マ イ ク ロ

コント ローラで す 。  
 
 

１‐２ 特 徴  
 
■ フ ラ ッ シ ュ Ｒ Ｏ Ｍ  

Ｌ Ｃ ８ ７ Ｆ Ｂ Ｈ ０ ８ Ａ  ：  ８ １ ９ ２ × ８ ビ ッ ト  

・ 電 源 電 圧 ２ ． ２ ～ ５ ． ５ Ｖ の 幅 広 い オ ン ボ ー ド 書 き 込 み が 可 能  

・ １ ２ ８ バ イ ト 単 位 で の ブ ロ ッ ク 消 去 可 能  

・ ２ バ イ ト 単 位 で の 書 き 込 み 可 能  
 

■ Ｒ Ａ Ｍ  

Ｌ Ｃ ８ ７ Ｆ Ｂ Ｈ ０ ８ Ａ  ：  ２ ５ ６ × ９ ビ ッ ト  
 

■ 小 バ ス サ イ ク ル タ イ ム  

・ ８ ３ ． ３ ｎ ｓ (１ ２ Ｍ Ｈ ｚ ， Ｖ Ｄ Ｄ ＝ ２ ． ７ ～ ５ ． ５ Ｖ )  

・ １ ０ ０ ｎ ｓ  (１ ０ Ｍ Ｈ ｚ ， Ｖ Ｄ Ｄ ＝ ２ ． ２ ～ ５ ． ５ Ｖ )  

・ ２ ５ ０ ｎ ｓ  (  ４ Ｍ Ｈ ｚ ， Ｖ Ｄ Ｄ ＝ １ ． ８ ～ ５ ． ５ Ｖ )  

（ 注 ） バ ス サ イ ク ル タ イ ム は Ｒ Ｏ Ｍ の 読 み 出 し 速 度 を 表 し ま す 。  
 

■ 小 命 令 サ イ ク ル タ イ ム （ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  

・ ２ ５ ０ ｎ ｓ （ １ ２ Ｍ Ｈ ｚ ， Ｖ Ｄ Ｄ ＝ ２ ． ７ ～ ５ ． ５ Ｖ )  

・ ３ ０ ０ ｎ ｓ （ １ ０ Ｍ Ｈ ｚ ， Ｖ Ｄ Ｄ ＝ ２ ． ２ ～ ５ ． ５ Ｖ )  

・ ７ ５ ０ ｎ ｓ （  ４ Ｍ Ｈ ｚ ， Ｖ Ｄ Ｄ ＝ １ ． ８ ～ ５ ． ５ Ｖ ）  
 

■ ポ ー ト  

・ ノ ー マ ル 耐 圧 入 出 力 ポ ー ト  

１ ビ ッ ト 単 位 で 入 出 力 指 定 可 能  １ ７ （ Ｐ １ ｎ ， Ｐ ２ ０ ， Ｐ ２ １ ， Ｐ ３ ０ ， Ｐ ３ １ ， Ｐ ７ ０ ～ Ｐ ７ ３ ，

Ｃ Ｆ ２ ／ Ｘ Ｔ ２ ）  

４ ビ ッ ト 単 位 で 入 出 力 指 定 可 能   ８ （ Ｐ ０ ｎ ）  

・ 発 振 ／ 入 力 専 用 ポ ー ト    １ （ Ｃ Ｆ １ ／ Ｘ Ｔ １ ）  

・ リ セ ッ ト 端 子      １ （ Ｒ Ｅ Ｓ ）  

・ 電 源 端 子      ３ （ Ｖ Ｓ Ｓ １ ， Ｖ Ｓ Ｓ ２ ， Ｖ Ｄ Ｄ １ ）  
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■ タ イ マ  
・ タ イ マ ０ ： キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ 付 き の １ ６ ビ ッ ト の タ イ マ ／ カ ウ ン タ  

モ ー ド ０ ：  ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ 付 き ８ ビ ッ ト タ イ マ （ ８ ビ ッ ト キ ャ プ チ ャ レ ジ

ス タ 付 き ） × ２ チ ャ ネ ル  

モ ー ド １ ：  ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ 付 き ８ ビ ッ ト タ イ マ （ ８ ビ ッ ト キ ャ プ チ ャ レ ジ

ス タ 付 き ） ＋ ８ ビ ッ ト カ ウ ン タ （ ８ ビ ッ ト キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ 付 き ）  

モ ー ド ２ ：  ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ 付 き １ ６ ビ ッ ト タ イ マ （ １ ６ ビ ッ ト キ ャ プ チ ャ

レ ジ ス タ 付 き ）  

モ ー ド ３ ：  １ ６ ビ ッ ト カ ウ ン タ （ １ ６ ビ ッ ト キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ 付 き ）  

 

・ タ イ マ １ ： Ｐ Ｗ Ｍ ／ ト グ ル 出 力 可 能 な １ ６ ビ ッ ト の タ イ マ ／ カ ウ ン タ  

モ ー ド ０ ：  ８ ビ ッ ト プ リ ス ケ ー ラ 付 き ８ ビ ッ ト タ イ マ （ ト グ ル 出 力 付 き ） ＋ ８ ビ ッ ト プ リ ス ケ ー

ラ 付 き ８ ビ ッ ト タ イ マ ／ カ ウ ン タ （ ト グ ル 出 力 付 き ）  

モ ー ド １ ：  ８ ビ ッ ト プ リ ス ケ ー ラ 付 き ８ ビ ッ ト Ｐ Ｗ Ｍ × ２ チ ャ ネ ル  

モ ー ド ２ ：  ８ ビ ッ ト プ リ ス ケ ー ラ 付 き １ ６ ビ ッ ト タ イ マ ／ カ ウ ン タ （ ト グ ル 出 力 付 き ） （ 下 位

８ ビ ッ ト か ら も ト グ ル 出 力 可 能 ）  

モ ー ド ３ ：  ８ ビ ッ ト プ リ ス ケ ー ラ 付 き １ ６ ビ ッ ト タ イ マ （ ト グ ル 出 力 付 き ） （ 下 位 ８ ビ ッ ト は Ｐ

Ｗ Ｍ と し て 使 用 可 能 ）  

 

・ タ イ マ ６ ： ６ ビ ッ ト プ リ ス ケ ー ラ 付 き ８ ビ ッ ト タ イ マ （ ト グ ル 出 力 付 き ）  

 

・ タ イ マ ７ ： ６ ビ ッ ト プ リ ス ケ ー ラ 付 き ８ ビ ッ ト タ イ マ （ ト グ ル 出 力 付 き ）  

 

・ ベ ー ス タ イ マ  

① ク ロ ッ ク は 、 サ ブ ク ロ ッ ク （ ３ ２ ．７ ６ ８ ｋ Ｈ ｚ 水 晶 発 振 ） ， シ ス テ ム ク ロ ッ ク ， タ イ マ ０ の プ

リ ス ケ ー ラ 出 力 か ら 選 択 で き る 。  

② ５ 種 類 の 時 間 で の 割 り 込 み 発 生 が 可 能 。  

③ Ｃ Ｆ 発 振 回 路 選 択 時 の ベ ー ス タ イ マ は 使 用 不 可 。  

 

■ 高 速 ク ロ ッ ク カ ウ ン タ  

① 高 ２ ０ Ｍ Ｈ ｚ の ク ロ ッ ク を カ ウ ン ト で き る 。 （ メ イ ン ク ロ ッ ク １ ０ Ｍ Ｈ ｚ 使 用 時 ）  

② リ ア ル タ イ ム 出 力  
 

■ シ リ ア ル イ ン タ フ ェ ー ス  

・ Ｓ Ｉ Ｏ ０ ： ８ ビ ッ ト 同 期 式 シ リ ア ル イ ン タ フ ェ ー ス  

① Ｌ Ｓ Ｂ 先 頭 ／ Ｍ Ｓ Ｂ 先 頭 切 り 替 え 可 能  

② ８ ビ ッ ト ボ ー レ ー ト ジ ェ ネ レ ー タ 内 蔵 （ 大 転 送 ク ロ ッ ク 周 期 ４ ／ ３ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  

③ 連 続 自 動 デ ー タ 通 信 （ １ ～ ２ ５ ６ ビ ッ ト ま で ビ ッ ト 単 位 で 切 り 替 え 可 能 ） （ バ イ ト 単

位 で 転 送 途 中 停 止 ・ 再 開 が 可 能 ）  

 

・ Ｓ Ｉ Ｏ １ ： ８ ビ ッ ト 非 同 期 ／ 同 期 式 シ リ ア ル イ ン タ フ ェ ー ス  

モ ー ド ０ ： 同 期 式 ８ ビ ッ ト シ リ ア ル Ｉ ／ Ｏ  

（ ２ 線 式 ま た は ３ 線 式 ， 転 送 ク ロ ッ ク ２ ～ ５ １ ２ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  

モ ー ド １ ： 非 同 期 シ リ ア ル Ｉ ／ Ｏ  

（ 半 二 重 ， デ ー タ ８ ビ ッ ト ， ス ト ッ プ ビ ッ ト １ ， ボ ー レ ー ト ８ ～ ２ ０ ４ ８ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  

モ ー ド ２ ： バ ス モ ー ド １ （ ス タ ー ト ビ ッ ト ， デ ー タ ８ ビ ッ ト ， 転 送 ク ロ ッ ク ２ ～ ５ １ ２ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  

モ ー ド ３ ： バ ス モ ー ド ２ （ ス タ ー ト 検 出 ， デ ー タ ８ ビ ッ ト ， ス ト ッ プ 検 出 ）  
 

■ Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １  
・ 全 二 重  

・ ７ ／ ８ ／ ９ ビ ッ ト 切 り 替 え  

・ ス ト ッ プ ビ ッ ト １ ビ ッ ト （ 連 続 送 信 時 は ２ ビ ッ ト ）  

・ ビ ッ ト ボ ー レ ー ト ジ ェ ネ レ ー タ 内 蔵  
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■ Ａ Ｄ コ ン バ ー タ ： １ ２ ビ ッ ト × １ １ チ ャ ネ ル  

・ 逐 次 比 較 方 式  

・ １ ２ ／ ８ ビ ッ ト Ａ Ｄ コ ン バ ー タ 分 解 能 切 り 替 え  
・ ポ ー ト 入 力 ： １ ０ チ ャ ネ ル ， 基 準 電 圧 専 用 入 力 ： １ チ ャ ネ ル  

 

■ Ｐ Ｗ Ｍ ： 周 期 可 変 １ ２ ビ ッ ト Ｐ Ｗ Ｍ × ２ チ ャ ネ ル  
 

■基 準 電 圧 発 生 回 路 ( V R E F 1 7 )  

・周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 の 基 準 電 圧 を Ａ Ｄ 変 換 す る こ と で 電 源 電 圧 の モ ニ タ ー が

可 能  

 

■ リ モ コ ン 受 信 回 路 （ Ｐ ７ ３ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ３ ／ Ｔ ０ Ｉ Ｎ 端 子 と 共 用 ）  

・ノイズ除 去 機 能 （ノイズ除 去 フィルタの時 定 数 選 択 １Ｔｃｙｃ／３２Ｔ ｃ ｙ ｃ ／１２８Ｔｃｙｃ）  

 

■ ク ロ ッ ク 出 力 機 能  

① シ ス テ ム ク ロ ッ ク と し て 選 択 さ れ た 源 発 振 ク ロ ッ ク の
1

1 ，
2

1 ，
4

1 ，
8

1 ，
16

1 ，
32

1 ，
64

1
を 出 力 可 能  

② サ ブ ク ロ ッ ク の 源 発 振 ク ロ ッ ク を 出 力 可 能  

 

■ ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ  
・ 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 ク ロ ッ ク ／ サ ブ ク ロ ッ ク に よ り 動 作 す る タ イ マ の オ ー バ ー フ ロ ー で 内 部 リ

セ ッ ト 発 生 可 能  

・ ス タ ン バ イ モ ー ド 時 の 動 作 を ３ 種 類 （ カ ウ ン ト 動 作 継 続 ／ 動 作 停 止 ／ カ ウ ン ト 値 を 保

持 し て カ ウ ン ト 動 作 停 止 ） か ら 選 択 可 能  
 

■ 割 り 込 み 要 求 フ ラ グ  

・ ２ ０ 要 因 １ ０ ベ ク タ  
① 割 り 込 み は 低 レ ベ ル （ Ｌ ） ， 高 レ ベ ル （ Ｈ ） ， 高 レ ベ ル （ Ｘ ） の ３ レ ベ ル の 多 重 割 り

込 み 制 御 。 割 り 込 み 処 理 中 に 、 同 一 レ ベ ル ま た は 下 位 の レ ベ ル の 割 り 込 み 要

求 が 入 っ て も 受 け 付 け ら れ ま せ ん 。  

② ２ つ 以 上 の ベ ク タ ア ド レ ス へ の 割 り 込 み 要 求 が 同 時 に 発 生 し た 場 合 、 レ ベ ル の 高

い も の が 優 先 さ れ ま す 。 ま た 、 同 一 レ ベ ル で は 飛 び 先 ベ ク タ ア ド レ ス の 小 さ い 方 の

割 り 込 み が 優 先 さ れ ま す 。  

Ｎｏ． ベクタ 選択レベル 割り込み要因 

１ ００００３Ｈ ＸまたはＬ ＩＮＴ０ 

２ ００００ＢＨ ＸまたはＬ ＩＮＴ１ 

３ ０００１３Ｈ ＨまたはＬ ＩＮＴ２／Ｔ０Ｌ／ＩＮＴ４ 

４ ０００１ＢＨ ＨまたはＬ ＩＮＴ３／ＩＮＴ５／ベースタイマ 

５ ０００２３Ｈ ＨまたはＬ Ｔ０Ｈ 

６ ０００２ＢＨ ＨまたはＬ Ｔ１Ｌ／Ｔ１Ｈ 

７ ０００３３Ｈ ＨまたはＬ ＳＩＯ０／ＵＡＲＴ１受信 

８ ０００３ＢＨ ＨまたはＬ ＳＩＯ１／ＵＡＲＴ１送信 

９ ０００４３Ｈ ＨまたはＬ ＡＤＣ／Ｔ６／Ｔ７／ＰＷＭ４，５ 

１０ ０００４ＢＨ ＨまたはＬ ポート０ 

・優 先 レベル Ｘ＞Ｈ＞Ｌ 

・同 一 レベルではベクタアドレスの小 さいものが優 先  
 

■ サ ブ ル ー チ ン ス タ ッ ク レ ベ ル ： 大 １ ２ ８ レ ベ ル （ ス タ ッ ク は Ｒ Ａ Ｍ の 中 に 設 定 ）  

 

■ 高 速 乗 除 算 命 令  

・ １ ６ ビ ッ ト ×  ８ ビ ッ ト  （ 実 行 時 間 ：  ５ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  

・ ２ ４ ビ ッ ト × １ ６ ビ ッ ト  （ 実 行 時 間 ： １ ２ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  

・ １ ６ ビ ッ ト ÷  ８ ビ ッ ト  （ 実 行 時 間 ：  ８ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  

・ ２ ４ ビ ッ ト ÷ １ ６ ビ ッ ト  （ 実 行 時 間 ： １ ２ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  
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■ 発 振 回 路  

・ 内 蔵 発 振 回 路  

① 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 （ S R C ）  ： シ ス テ ム ク ロ ッ ク 用 ／ ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ 用

（１００ｋＨｚ）  

② 中 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 （ R C ）  ： シ ス テ ム ク ロ ッ ク 用 （ １ Ｍ Ｈ ｚ ）  

③ 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 （ M R C ）  ： シ ス テ ム ク ロ ッ ク 用 （ ８ Ｍ Ｈ ｚ ）  

  

・ 外 部 発 振 回 路  

① 高 速 Ｃ Ｆ 発 振 回 路 （ C F ）  ： シ ス テ ム ク ロ ッ ク 用 ， Ｒ ｆ 内 蔵  

② 低 速 水 晶 発 振 回 路 （ X ’ t a l ）  ： 低 速 シ ス テ ム ク ロ ッ ク ／ ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ

マ 用  Ｒ ｆ 内 蔵  

（１）Ｃ Ｆ 発 振 回 路 と 水 晶 発 振 回 路 の 発 振 端 子 は 共 有 端 子 と な っ て お り 、 選 択 は

プ ロ グ ラ マ ブ ル 切 り 替 え 。  

（２ ）シ ス テ ム リ セ ッ ト 中 は Ｃ Ｆ 発 振 回 路 、 水 晶 発 振 回 路 共 に 発 振 動 作 を 停 止 し

ま す 。 リ セ ッ ト 解 除 後 も 発 振 停 止 状 態 を 維 持 し ま す の で 、 プ ロ グ ラ ム に て 発 振

動 作 を 開 始 し て く だ さ い 。  

 

■ シ ス テ ム ク ロ ッ ク 分 周 機 能  

・ 低 消 費 電 流 動 作 可 能  

・ 小 命 令 サ イ ク ル で ３ ０ ０ ｎ ｓ ， ６ ０ ０ ｎ ｓ ， １ ． ２ μ ｓ ， ２ ． ４ μ ｓ ， ４ ． ８ μ ｓ ， ９ ． ６ μ ｓ ，  

１ ９ ． ２ μ ｓ ， ３ ８ ． ４ μ ｓ ， ７ ６ ． ８ μ ｓ の 選 択 が 可 能 （ メ イ ン ク ロ ッ ク １ ０ Ｍ Ｈ ｚ 使 用 時 ）  

 

■ 内 蔵 リ セ ッ ト 回 路  

・ パ ワ ー オ ン リ セ ッ ト （ Ｐ Ｏ Ｒ ） 機 能  

① Ｐ Ｏ Ｒ は 電 源 投 入 時 の み リ セ ッ ト が か か り ま す 。  

② Ｐ Ｏ Ｒ の 解 除 レ ベ ル を ８ レ ベ ル （ １ ． ６ ７ Ｖ ， １ ． ９ ７ Ｖ ， ２ ． ０ ７ Ｖ ， ２ ． ３ ７ Ｖ ， ２ ． ５ ７ Ｖ ，  

２ ． ８ ７ Ｖ ， ３ ． ８ ６ Ｖ ， ４ ． ３ ５ Ｖ ） オ プ シ ョ ン に て 切 り 替 え 可 能 。  

・ 低 電 圧 検 知 リ セ ッ ト （ Ｌ Ｖ Ｄ ） 機 能  

① Ｌ Ｖ Ｄ は Ｐ Ｏ Ｒ と の 併 用 に よ り 、 電 源 投 入 時 と 電 源 低 下 時 と も に リ セットがかかります。  

② Ｌ Ｖ Ｄ 機 能 を 使 用 す る ／ 使 用 し な い と 、 低 電 圧 検 知 レ ベ ル を ７ レ ベ ル （ １ ． ９ １ Ｖ ，  

２ ． ０ １ Ｖ ， ２ ． ３ １ Ｖ ， ２ ． ５ １ Ｖ ， ２ ． ８ １ Ｖ ， ３ ． ７ ９ Ｖ ， ４ ． ２ ８ Ｖ ） か ら オ プ シ ョ ン に て 切 り

替 え 可 能 。  

 
■ ス タ ン バ イ 機 能  

・ Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド ： 命 令 実 行 停 止 ， 周 辺 回 路 動 作 継 続  

① 発 振 の 停 止 は 自 動 的 に は 行 い ま せ ん 。  

② Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド を 解 除 す る に は 次 の ４ つ の 方 法 が あ り ま す 。  

( 1 ) リ セ ッ ト 端 子 に 「 Ｌ 」 レ ベ ル を 入 力 す る 。  

( 2 ) 低 電 圧 検 知 に よ る リ セ ッ ト 発 生 。  

( 3 ) ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ に よ る リ セ ッ ト 発 生 。  

( 4 ) 割 り 込 み の 発 生 。  
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・ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ モ ー ド ： 命 令 実 行 停 止 ， 周 辺 回 路 動 作 停 止  

① Ｃ Ｆ 発 振 ， 低 速 ／ 中 速 ／ 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 ， 水 晶 発 振 の い ず れ も 自 動 的 に

停 止 し ま す 。  

（ 注 ） 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 は 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ か ら も 直 接 発 振 が 制 御 さ れ 、 ス タ ン バ イ

モ ー ド 時 の 発 振 の 制 御 も 行 わ れ ま す 。  

② Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ モ ー ド を 解 除 す る に は 次 の ５ つ の 方 法 が あ り ま す 。  

( 1 ) リ セ ッ ト 端 子 に 「 Ｌ 」 レ ベ ル を 入 力 す る 。  

( 2 ) 低 電 圧 検 知 に よ る リ セ ッ ト 発 生 。  

( 3 ) ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ に よ る リ セ ッ ト 発 生 。  

( 4 ) Ｉ Ｎ Ｔ ０ ， Ｉ Ｎ Ｔ １ ， Ｉ Ｎ Ｔ ２ ， Ｉ Ｎ Ｔ ４ ， Ｉ Ｎ Ｔ ５ の 何 れ か で 割 り 込 み 要 因 が 成 立 す る 。  

（ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ， Ｉ Ｎ Ｔ １ は レ ベ ル 検 出 設 定 に 限 る ）  

( 5 ) ポ ー ト ０ で 割 り 込 み 要 因 が 成 立 す る 。  

 

・ Ｘ ’ ｔ ａ ｌ  Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ モ ー ド ： 命 令 実 行 停 止 ， ベ ー ス タ イ マ 以 外 の 周 辺 回 路 動 作 停 止  

（ Ｘ ’ ｔ ａ ｌ 発 振 選 択 時 ）  

① Ｃ Ｆ 発 振 ， 低 速 ／ 中 速 ／ 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 は 自 動 的 に 停 止 し ま す 。  
（ 注 ） 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 は 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ か ら も 直 接 発 振 が 制 御 さ れ 、 ス タ ン バ イ

モ ー ド 時 の 発 振 の 制 御 も 行 わ れ ま す 。  

② 水 晶 発 振 は 突 入 時 の 状 態 を 維 持 し ま す 。  

③ Ｘ ’ ｔ ａ ｌ  Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ モ ー ド を 解 除 す る に は 次 の ６ つ の 方 法 が あ り ま す 。  

( 1 ) リ セ ッ ト 端 子 に 「 Ｌ 」 レ ベ ル を 入 力 す る 。  

( 2 ) 低 電 圧 検 知 に よ る リ セ ッ ト 発 生 。  

( 3 ) ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ に よ る リ セ ッ ト 発 生 。  

( 4 ) Ｉ Ｎ Ｔ ０ ， Ｉ Ｎ Ｔ １ ， Ｉ Ｎ Ｔ ２ ， Ｉ Ｎ Ｔ ４ ， Ｉ Ｎ Ｔ ５ の 何 れ か で 割 り 込 み 要 因 が 成 立 す る 。  

 ※ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ， Ｉ Ｎ Ｔ １ は レ ベ ル 検 出 設 定 に 限 る 。  

( 5 ) ポ ー ト ０ で 割 り 込 み 要 因 が 成 立 す る 。  

( 6 ) ベ ー ス タ イ マ 回 路 で 割 り 込 み 要 因 が 成 立 す る 。  

（ 注 ） Ｘ ’ ｔ ａ ｌ 発 振 を 選 択 時 の み 使 用 で き ま す 。  

 

■ オ ン チ ッ プ デ バ ッ ガ 機 能 （ フ ラ ッ シ ュ R O M 版 の み ）  

・ タ ー ゲ ッ ト 基 板 に 実 装 状 態 で ソ フ ト デ バ ッ グ 可 能  

・ ソ フ ト ウ ェ ア ブ レ ー ク 機 能  

・ 1 命 令 毎 の ス テ ッ プ 実 行 機 能  

・ メ モ リ モ ニ タ 機 能  

プ ロ グ ラ ム 実 行 状 態 で 全 メ モ リ 内 容 の モ ニ タ お よ び 書 き 換 え が 可 能  

（ 一 部 の 特 殊 レ ジ ス タ に つ い て は 書 き 換 え で き ま せ ん ）  

・ 小 ピ ン 対 応 に 合 わ せ オ ン チ ッ プ デ バ ッ ガ ・ タ ー ミ ナ ル は ２ チ ャ ネ ル 装 備  

Ｄ Ｂ Ｇ Ｐ ０ （ Ｐ ０ ） ， Ｄ Ｂ Ｇ Ｐ １ （ Ｐ １ ）  

 

■ デ ー タ セ キ ュ リ テ ィ 機 能 （ フ ラ ッ シ ュ R O M 版 の み ）  

・ フ ラ ッ シ ュ メ モ リ に 書 き 込 ま れ て い る プ ロ グ ラ ム デ ー タ の 不 正 読 出 し や コ ピ ー を 防 止  

（ 注 ） デ ー タ セ キ ュ リ テ ィ 機 能 に は 絶 対 的 な セ キ ュ リ テ ィ は あ り ま せ ん 。  

 

■ 出 荷 形 態  

・ Ｑ Ｆ Ｐ ３ ６ （ ７ ｍ ｍ × ７ ｍ ｍ ）   『 鉛 ・ ハ ロ ゲ ン フ リ ー 仕 様 品 』  

・ Ｖ Ｑ Ｌ Ｐ ３ ２ （ ４ ｍ ｍ × ４ ｍ ｍ ）   『 鉛 ・ ハ ロ ゲ ン フ リ ー 仕 様 品 』  受 注 生 産 品  
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■ 開 発 ツ ー ル  

・ オ ン チ ッ プ デ バ ッ ガ  ：  （ １ ） Ｔ Ｃ Ｂ ８ ７  Ｔ ｙ ｐ ｅ Ｂ ＋ Ｌ Ｃ ８ ７ Ｆ Ｂ Ｈ ０ ８ Ａ  

（ ２ ） Ｔ Ｃ Ｂ ８ ７  Ｔ ｙ ｐ ｅ Ｃ (３ 線 用 ケ ー ブ ル )＋ Ｌ Ｃ ８ ７ Ｆ Ｂ Ｈ ０ ８ Ａ  

 

■ 書 き 込 み 基 板  

 

 
パッケージ 書き込み基板 

QFP36（7mm×7mm） W87F24Q 

ＶＱＬＰ３２（7mm×7mm） 受注生産品 
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１‐３ ピン配 置 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
( 注 ) N . C . 端 子 は オ ー プ ン （ 未 接 続 ） に す る こ と 。  

 

Q F P 3 6 ( 7 m m × 7 m m )  『 鉛 ・ ハ ロ ゲ ン フ リ ー 仕 様 品 』  
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( 注 ) N . C . 端 子 は オ ー プ ン （ 未 接 続 ） に す る こ と 。  

 

V Q L P 3 2 ( 4 m m × 4 m m )  『鉛・ハロゲンフリー仕様品』 受 注 生 産 品  
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１‐４ システムブロック図  
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１‐５ 端 子 機 能 表  

 
端子名 Ｉ／Ｏ 機能説明 オプション

ＶＳＳ１，ＶＳＳ２ － 電源の－端子 なし 

ＶＤＤ１ － 電源の＋端子 なし 

ポート０ Ｉ／Ｏ ・８ビットの入出力ポート 
・４ビット単位の入出力指定可能 
・４ビット単位のプルアップ抵抗 ＯＮ／ＯＦＦ可能 
・ＨＯＬＤ解除入力 
・ポート０割り込み入力 
・端子機能 

Ｐ０５ ： システムクロック出力 

Ｐ０６ ： タイマ６トグル出力 

Ｐ０７ ： タイマ７トグル出力 

Ｐ００（ＡＮ０）～Ｐ０６（ＡＮ６） ： ＡＤ変換入力ポート 

Ｐ０５（ＤＢＧＰ００）～Ｐ０７（ＤＢＧＰ０２） ： オンチップデバッガ-０用端子 

あり 

Ｐ００～Ｐ０７ 

ポート１ Ｉ／Ｏ ・８ビットの入出力ポート 
・１ビット単位の入出力指定可能 
・１ビット単位のプルアップ抵抗 ＯＮ／ＯＦＦ可能 
・端子機能 

Ｐ１０ ： ＳＩＯ０データ出力 
Ｐ１１ ： ＳＩＯ０データ入力／バス入出力 
Ｐ１２ ： ＳＩＯ０クロック入出力 
Ｐ１３ ： ＳＩＯ１データ出力 
Ｐ１４ ： ＳＩＯ１データ入力／バス入出力 
Ｐ１５ ： ＳＩＯ１クロック入出力    
Ｐ１６ ： タイマ１ＰＷＭＬ出力 
Ｐ１７ ： タイマ１ＰＷＭＨ出力／ブザー出力 

Ｐ１５（ＤＢＧＰ１０）～Ｐ１３（ＤＢＧＰ１２） ： オンチップデバッガ-１用端子 

あり 

Ｐ１０～Ｐ１７ 

ポート２ Ｉ／Ｏ ・２ビットの入出力ポート 
・１ビット単位の入出力指定可能 
・１ビット単位のプルアップ抵抗 ＯＮ／ＯＦＦ可能 
・端子機能 

Ｐ２０ ： UART 送信／PWM4 出力 
Ｐ２１ ： UART 受信／PWM5 出力 
Ｐ２０，Ｐ２１ ： ＩＮＴ４入力／ＨＯＬＤ解除入力／タイマ１イベント入力 

／タイマ０Ｌキャプチャ入力／タイマ０Ｈキャプチャ入力 
インタラプト受付形式 

あり 

Ｐ２０，Ｐ２１ 

 
立ち上がり 立ち下がり

立ち上がり
立ち下がり

Ｈレベル Ｌレベル 

ＩＮＴ４ ○ ○ ○ × × 

ポート３ Ｉ／Ｏ ・２ビットの入出力ポート 
・１ビット単位の入出力指定可能 
・１ビット単位のプルアップ抵抗 ＯＮ／ＯＦＦ可能 
・端子機能 

Ｐ３０ ： ＰＷＭ４出力  Ｐ３１ ： ＰＷＭ５出力 
Ｐ３０，Ｐ３１ ： ＩＮＴ５入力／ＨＯＬＤ解除入力／タイマ１イベント入力 

／タイマ０Ｌキャプチャ入力／タイマ０Ｈキャプチャ入力 
インタラプト受付形式 

あり 

Ｐ３０，Ｐ３１ 

 
立ち上がり 立ち下がり

立ち上がり
立ち下がり

Ｈレベル Ｌレベル 

ＩＮＴ５ ○ ○ ○ × × 

（次ページへ） 



L C 8 7 B Ｈ 0 0  第 １ 章  

1-11 

 

端子名 Ｉ／Ｏ 機能説明 オプション

ポート７ Ｉ／Ｏ ・４ビットの入出力ポート 
・１ビット単位の入出力指定可能 
・１ビット単位のプルアップ抵抗 ＯＮ／ＯＦＦ可能 
・端子機能 

Ｐ７０ ： ＩＮＴ０入力／ＨＯＬＤ解除入力／タイマ０Ｌキャプチャ入力 
       ／ウォッチドッグタイマ用出力 
Ｐ７１ ： ＩＮＴ１入力／ＨＯＬＤ解除入力／タイマ０Ｈキャプチャ入力 
Ｐ７２ ： ＩＮＴ２入力／ＨＯＬＤ解除入力／タイマ０イベント入力／ 

タイマ０Ｌキャプチャ入力 
Ｐ７３ ： ＩＮＴ３入力（ノイズフィルタ付き入力）／タイマ０イベント入力／ 

タイマ０Ｈキャプチャ入力 
Ｐ７０（ＡＮ８）～Ｐ７２（ＡＮ１０） ： ＡＤ変換入力ポート 

 
インタラプト受付形式 

なし 

Ｐ７０～Ｐ７３ 

 立ち上がり 立ち下がり
立ち上がり
立ち下がり

Ｈレベル Ｌレベル 
 

ＩＮＴ０ 
ＩＮＴ１ 
ＩＮＴ２ 
ＩＮＴ３ 

○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 

× 
× 
○ 
○ 

○ 
○ 
× 
× 

○ 
○ 
× 
× 

 

RES  Ｉ／Ｏ 外部リセット入力／内部リセット出力端子 なし 

ＣＦ１／ＸＴ１ Ｉ ・セラミック発振子／３２．７６８ｋＨｚ水晶発振子用入力端子 

・端子機能 

汎用入力ポート 

なし 

ＣＦ２／ＸＴ２ Ｉ／Ｏ ・セラミック発振子／３２．７６８ｋＨｚ水晶発振子用出力端子 

・端子機能 

汎用入出力ポート 

なし 
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１‐６ オンチップデバッガ端 子 処 理  
オンチップデバッガ端 子 処 理 に関 しては、別 マニュアル【オンチップデバッガＲＤ８７導

入 資 料 】 、ＡＰＰＥＮＤＩＸ（Ａ-Ⅲ）【 LC872000／LC87B000 オンチップデバッガ端子処

理】をご参 照 ください。  
 
 
 

１‐７ 未 使 用 端 子 の推 奨 処 理  

端子名 
未使用時の推奨処理 

基板 ソフトウェア 

P00～P07 OPEN 出力LOW設定 

P10～P17 OPEN 出力LOW設定 

P20～P21 OPEN 出力LOW設定 

P30～P31 OPEN 出力LOW設定 

P70～P73 OPEN 出力LOW設定 

CF1/XT1 100kΩ以下の抵抗でプルダウン 汎用入力設定 

CF2/XT2 100kΩ以下の抵抗でプルダウン 汎用入力設定 

 
 
 

１‐８ ポート出 力 形 態  

ポートの出 力 形 態 とプルアップ抵 抗 の有 無 を以 下 に示 します。  

なお、入 力 ポートでのデータの読 み込 みは、ポートが出 力 モード時 でも可 能 です。  

 

ポート名 
オプション 

切り替え単位 

オプション 

種類 
出力形式 プルアップ抵抗 

Ｐ００～Ｐ０７ １ビット単位 １ ＣＭＯＳ プログラマブル（注１） 

２ Ｎｃｈオープンドレイン なし 

Ｐ１０～Ｐ１７ 

Ｐ２０，Ｐ２１ 

Ｐ３０，Ｐ３１ 

１ビット単位 １ ＣＭＯＳ プログラマブル 

２ Ｎｃｈオープンドレイン プログラマブル 

Ｐ７０ － なし Ｎｃｈオープンドレイン プログラマブル 

Ｐ７１～Ｐ７３ － なし ＣＭＯＳ プログラマブル 

ＣＦ２／ＸＴ２ － なし セラミック発振子／３２．７６８ｋＨｚ 

水晶発振子用出力 

Ｎｃｈオープンドレイン 

（汎用入出力ポート選択時は 

Ｎｃｈオープンドレイン） 

なし 

 
（注１） ポート０のプログラマブルプルアップ抵 抗 の有 無 とＬｏｗインピーダンス・プルアップ／

Ｈｉ ｇｈインピーダンス・プルアップ切 り替 えは、共 にニブル（４ビット）単 位 （Ｐ００～０３，

Ｐ０４～０７）の制 御 となります。  
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１‐９ ユーザオプション一 覧 表  

オプション名 オプション種類 
マスク版

※１ 
フラッシュ版

オプション 

切り替え単位 
指定する内容 

ポート出力形式 

P00～P07 ○ ○ 1ビット単位 
CMOS 

Nch オープンドレイン

P10～P17 ○ ○ 1ビット単位 
CMOS 

Nch オープンドレイン

P20～P21 ○ ○ 1ビット単位 
CMOS 

Nch オープンドレイン

P30～P31 ○ ○ 1ビット単位 
CMOS 

Nch オープンドレイン

プログラム    

スタート番地 
- 

× 

※２ 
○ - 

00000h 

01E00h 

低電圧検知    

リセット機能 

検知機能 ○ ○ - 
許可:使用する 

禁止:使用しない 

検知レベル ○ ○ - 7 レベル 

パワーオン    

リセット機能 

パワーオンリセット 

レベル 
○ ○ - 8 レベル 

※１：マスクオプションとしての選 択 になりますのでマスク完 成 後 の変 更 は出 来 ません。  
※２：マスク版 のプログラムスタート番 地 は０００００ｈになります。  
 
 

１‐１０ 電 源 端 子 推 奨 条 件 （ＶＤＤ１，ＶＳＳ１）  

ＶＤＤ１～ＶＳＳ１端 子 間 には、以 下 の条 件 を満 たすようなバイパスコンデンサを接 続

してください。  
 

・ＶＤＤ１，ＶＳＳ１端 子 とバイパスコンデンサＣ１，Ｃ２間 は太 い配 線 により最 短 で接 続

し、かつ両 端 子 からバイパスコンデンサまでのインピーダンスが極 力 等 しく（Ｌ１＝Ｌ１ ’，
Ｌ２＝Ｌ２ ’ ）なるように接 続 してください。  

・コンデンサは大 容 量 のものＣ１と小 容 量 のものＣ２を並 列 に挿 入 してください。  

Ｃ２については０．１Ｆ程 度 のコンデンサを接 続 してください。  
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1：ＶＳＳ１端子とＶＳＳ２端子は必ず電気的にショートしてください。 

VSS1 

VDD1 

L1’ 

L2’ 

L1 

L2 

C1 C2 



1-14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



L C 8 7 Ｂ Ｈ 0 0  第 ２ 章  

2-1 

２ 内 部 システム構 成  
 

２-１ メモリ空 間  

 

Ｌ Ｃ ８ ７ ０ ０ ０ ０ シ リ ー ズ は 、 次 の ３ 種 類 の メ モ リ 空 間 を 持 ち ま す 。  

① プ ロ グ ラ ム メ モ リ 空 間  ２ ５ ６ Ｋ バ イ ト （ １ ２ ８ Ｋ バ イ ト × ２ バ ン ク ）  

② 内 部 デ ー タ メ モ リ 空 間  ６ ４ Ｋ バ イ ト （ ０ ０ ０ ０ Ｈ ～ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｈ の う ち ０ ０ ０ ０ Ｈ ～ Ｆ Ｄ Ｆ Ｆ Ｈ が ス

タ ッ ク エ リ ア 兼 用 ）  

③ 外 部 デ ー タ メ モ リ 空 間  １ ６ Ｍ バ イ ト  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 注 ） Ｓ Ｆ Ｒ ： ア キ ュ ム レ ー タ 等 の 特 殊 機 能 レ ジ ス タ の 配 置 さ れ て い る 領 域 （ Ａ Ｐ Ｐ Ｅ Ｎ Ｄ Ｉ Ｘ   

Ａ - Ｉ 参 照 ）  

図 ２ － １ － １   メ モ リ 空 間  

 

 

２ -２  プログラムカウンタ（ＰＣ）  

 

プ ロ グ ラ ム カ ウ ン タ （ Ｐ Ｃ ） は １ ７ ビ ッ ト で 構 成 さ れ て 、 そ の 他 に バ ン ク フ ラ グ Ｂ Ｎ Ｋ が あ り 、 Ｂ

Ｎ Ｋ の 値 で バ ン ク が 変 化 し ま す 。 Ｐ Ｃ の 下 位 １ ７ ビ ッ ト に よ り 、 バ ン ク 内 の １ ２ ８ Ｋ の Ｒ Ｏ Ｍ 空

間 が リ ニ ア に ア ク セ ス で き ま す 。  

通 常 、 Ｐ Ｃ は 命 令 実 行 毎 に バ ン ク 内 で 自 動 的 に 進 み ま す 。 バ ン ク の 切 り 替 え は ス タ ッ ク

に ア ド レ ス を プ ッ シ ュ し て 、 リ タ ー ン 命 令 を 実 行 す る こ と で 行 い ま す 。  

分 岐 命 令 ， サ ブ ル ー チ ン 命 令 の 実 行 時 、 割 り 込 み 受 け 付 け 時 や リ セ ッ ト 時 に は 、 各 動

作 に 応 じ た 値 が Ｐ Ｃ に 設 定 さ れ ま す 。  

各 動 作 に お け る Ｐ Ｃ の 設 定 デ ー タ を 表 ２ － ２ － １ に 示 し ま す 。  

 

アドレス

アドレス プログラムメモリ空間 

3FFFFH 

1FFFFH 

00000H 

ROM バンク 1 
128KB 

ROM バンク 0 
128KB 

アドレス 外部データメモリ空間

FFFFFFH 

000000H 

RAM 
16MB 

内部データメモリ空間

FFFFH

FF00H

FEFFH

FE00H

FDFFH

0000H

システム 
予約領域

SFR（8 ビット）
（一部 9 ビット）

RAM／スタック
64KB 

（9 ビット構成）
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表 ２ － ２ － １  Ｐ Ｃ 設 定 値  
動作の種類 ＰＣの値 ＢＮＫの値 

割
り
込
み 

リセット（注） 00000H 0 

01E00H 0 

INT0 00003H 0 

INT1 0000BH 0 

INT2／T0L／INT4 00013H 0 

INT3／INT5／ベースタイマ 0001BH 0 

T0H 00023H  0 

T1L／T1H 0002BH 0 

SIO0／UART1 受信 00033H 0 

SIO1／UART1 送信 0003BH 0 

ADC／T6／T7／PWM4,5 00043H 0 

ポート 0 0004BH 0 

無条件分岐命令 JUMP  a17 PC=a17 不変 

BR     r12 PC=PC+2+r12[-2048～+2047] 不変 

条件分岐命令 BE,BNE,DBNZ,DBZ,BZ,BNZ,B
ZW,BNZW,BP,BN,BPC 

PC=PC+nb+r8[-128～+127] 

nb：命令のバイト数 

不変 

ＣＡＬＬ命令 CALL   a17 PC=a17 不変 

RCALL  r12 PC=PC+2+r12[-2048～+2047] 不変 

RCALLA PC=PC+1+Areg[0～+255] 不変 

リターン命令 RET,RETI PC16～08=(SP), 

PC07～00=(SP-1) 

(SP)はスタックポインタの値ＳＰで
指示されるＲＡＭの内容。 

BNK は 

(SP-1)の 

ビット８ 

通常命令 NOP,MOV,ADD,… PC=PC+nb 

nb：命令のバイト数 

不変 

（ 注 ） フ ラ ッ シ ュ 版 で は 、 ユ ー ザ オ プ シ ョ ン 設 定 に よ り 、 リ セ ッ ト 時 の プ ロ グ ラ ム ス タ ー ト ア ド

レ ス を 選 択 す る こ と が で き ま す 。 マ ス ク 版 で は 、 ０ ０ ０ ０ ０ Ｈ 番 地 固 定 と な り ま す 。  

 

２ - ３ プログラムメモリ（ＲＯＭ）  
 

プ ロ グ ラ ム メ モ リ 空 間 は ２ ５ ６ Ｋ バ イ ト あ り ま す が 、 実 際 に 内 蔵 し て い る Ｒ Ｏ Ｍ は 機 種 に よ り

異 な り ま す 。 Ｒ Ｏ Ｍ テ ー ブ ル 参 照 命 令 （ Ｌ Ｄ Ｃ ） で バ ン ク 内 の 全 て の Ｒ Ｏ Ｍ デ ー タ を 参 照

で き ま す 。 Ｒ Ｏ Ｍ 空 間 の う ち Ｒ Ｏ Ｍ バ ン ク ０ の ２ ５ ６ バ イ ト （ 本 シ リ ー ズ ： ０ １ Ｆ ０ ０ Ｈ ～ ０ １ Ｆ Ｆ Ｆ

Ｈ ） を オ プ シ ョ ン 指 定 領 域 と し て 使 用 し ま す の で 、 こ の 領 域 は プ ロ グ ラ ム 領 域 と し て 使 え

ま せ ん 。  

 

 

２ - ４ 内 部 データメモリ（ＲＡＭ）  
 

内 部 デ ー タ メ モ リ 空 間 は ６ ４ Ｋ バ イ ト あ り ま す が 、 実 際 に 内 蔵 し て い る Ｒ Ａ Ｍ は 機 種 に よ り

異 な り ま す 。 Ｒ Ａ Ｍ の ビ ッ ト 長 は 、 １ ２ ８ Ｋ の Ｒ Ｏ Ｍ 空 間 を 実 現 す る た め に ０ ０ ０ ０ Ｈ ～ Ｆ Ｄ Ｆ

Ｆ Ｈ で は ９ ビ ッ ト で 、 Ｆ Ｅ ０ ０ Ｈ ～ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｈ で は ８ ビ ッ ト ま た は ９ ビ ッ ト で す 。 な お 、 Ｒ Ａ Ｍ の ９

ビ ッ ト 目 は Ｐ Ｓ Ｗ の ビ ッ ト １ を 使 用 し 、 読 み 書 き で き ま す 。  

Ｒ Ａ Ｍ の ０ ０ ０ ０ Ｈ ～ ０ ０ ７ Ｆ Ｈ の １ ２ ８ バ イ ト は ２ バ イ ト づ つ ペ ア に な り ６ ４ 個 の 間 接 ア ド レ ス レ

ジ ス タ と し て も 使 用 で き ま す 。 こ れ ら 間 接 レ ジ ス タ の ビ ッ ト 長 は 通 常 １ ６ ビ ッ ト （ ８ ビ ッ ト × ２ ）

と し て 扱 わ れ ま す が 、 Ｒ Ｏ Ｍ テ ー ブ ル 参 照 命 令 （ Ｌ Ｄ Ｃ ） で 使 用 す る 時 は １ ７ ビ ッ ト （ ９ ビ ッ ト

( 上 位 ) ＋ ８ ビ ッ ト ( 下 位 ) ） と な り ま す 。  

図 ２ － ４ － １ に 示 す よ う に 、 Ｒ Ａ Ｍ の ア ド レ ス に よ り 使 用 で き る 命 令 が 異 な り ま す 。 こ れ ら の

命 令 を 使 い 分 け る こ と に よ っ て 、 使 用 Ｒ Ｏ Ｍ ／ 実 行 ス ピ ー ド の 効 率 化 が 図 れ ま す 。  
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図 ２ － ４ － １   Ｒ Ａ Ｍ ア ド レ ッ シ ン グ マ ッ プ  

 

ま た 、 サ ブ ル ー チ ン 呼 び 出 し 命 令 や イ ン タ ラ プ ト で Ｐ Ｃ が Ｒ Ａ Ｍ に 格 納 さ れ る 時 に は 、 現

在 の ス タ ッ ク ポ イ ン タ の 値 を Ｓ Ｐ と す る と 、 Ｒ Ａ Ｍ の Ｓ Ｐ ＋ １ に Ｂ Ｎ Ｋ の 値 と Ｐ Ｃ （ １ ７ ビ ッ ト ） の

下 位 ８ ビ ッ ト が 、 Ｓ Ｐ ＋ ２ に Ｐ Ｃ の 上 位 ９ ビ ッ ト が 格 納 さ れ 、 Ｓ Ｐ ＝ Ｓ Ｐ ＋ ２ と な り ま す 。  

 

 

２ - ５ アキュムレータ／Ａレジスタ（ＡＣＣ／Ａ）  
 

ア キ ュ ム レ ー タ （ Ａ Ｃ Ｃ ） は Ａ レ ジ ス タ と も 呼 ば れ 、 デ ー タ の 演 算 ， 転 送 ， 入 出 力 の 処 理 が

行 わ れ る の に 使 用 さ れ る ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。 内 部 デ ー タ メ モ リ 空 間 の Ｆ Ｅ ０ ０ Ｈ 番 地

に 割 り 当 て ら れ 、 リ セ ッ ト 時 に は ０ ０ Ｈ に 初 期 化 さ れ ま す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE00 0000 0000 R/W AREG AREG7 AREG6 AREG5 AREG4 AREG3 AREG2 AREG1 AREG0

 

 

２ - ６ Ｂレジスタ（Ｂ）  
 

Ｂ レ ジ ス タ は １ ６ ビ ッ ト 演 算 命 令 で は 、 Ａ Ｃ Ｃ と 組 み 合 わ せ て １ ６ ビ ッ ト の 演 算 用 レ ジ ス タ と

な り ま す 。 ま た 、 乗 除 算 命 令 で は 、 Ａ Ｃ Ｃ ， Ｃ レ ジ ス タ と と も に 、 結 果 の 格 納 に 使 わ れ ま す 。

さ ら に 、 外 部 メ モ リ ア ク セ ス 命 令 （ Ｌ Ｄ Ｘ ， Ｓ Ｔ Ｘ ） で は 、 ２ ４ ビ ッ ト ア ド レ ス の 上 位 ８ ビ ッ ト の

指 定 を 行 い ま す 。  

Ｂ レ ジ ス タ は 内 部 デ ー タ メ モ リ 空 間 の Ｆ Ｅ ０ １ Ｈ 番 地 に 割 り 当 て ら れ 、 リ セ ッ ト 時 に は ０ ０ Ｈ

に 初 期 化 さ れ ま す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE01 0000 0000 R/W BREG BREG7 BREG6 BREG5 BREG4 BREG3 BREG2 BREG1 BREG0

 

 

システム予約領域 

FFFFH 

FF00H 
FEFFH 

0000H 

SFR 領域 
*8 ビット長 

*注）一部に 9 ビット長のレジスタあり 

RAM／スタック領域 
9 ビット長 

FE00H 
FDFFH 

2000H 
1FFFH 

0200H 
01FFH 

0100H 
00FFH 

ビット命令直接（ロング） 

ビット命令直接（ショート） 

ビット命令以外直接（ロング）／間接，16 ビット演算命令直接／間接 

ビット命令以外直接（ショート） 
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２ - ７ Ｃレジスタ（Ｃ）  
 

Ｃ レ ジ ス タ は 、 乗 除 算 命 令 で は 、 Ａ Ｃ Ｃ ， Ｂ レ ジ ス タ と と も に 、 結 果 の 格 納 に 使 わ れ ま す 。

さ ら に 、 Ｃ レ ジ ス タ ・ オ フ セ ッ ト 間 接 命 令 で は 、 間 接 レ ジ ス タ の 内 容 に 対 す る オ フ セ ッ ト

デ ー タ （ － １ ２ ８ ～ ＋ １ ２ ７ ） を 格 納 し ま す 。  

Ｃ レ ジ ス タ は 内 部 デ ー タ メ モ リ 空 間 の Ｆ Ｅ ０ ２ Ｈ 番 地 に 割 り 当 て ら れ 、 リ セ ッ ト 時 に は ０ ０ Ｈ

に 初 期 化 さ れ ま す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE02 0000 0000 R/W CREG CREG7 CREG6 CREG5 CREG4 CREG3 CREG2 CREG1 CREG0

 

 

２ - ８ プログラムステータスワード（ＰＳＷ）  
 

プ ロ グ ラ ム ス テ ー タ ス ワ ー ド （ Ｐ Ｓ Ｗ ） は 、 演 算 結 果 の 状 態 を 示 す フ ラ グ と Ｒ Ａ Ｍ の ９ ビ ッ ト

目 を ア ク セ ス す る フ ラ グ と Ｌ Ｄ Ｃ Ｗ 命 令 時 の バ ン ク 指 定 の フ ラ グ か ら 構 成 さ れ て い ま す 。  

Ｐ Ｓ Ｗ は 内 部 デ ー タ メ モ リ 空 間 の Ｆ Ｅ ０ ６ Ｈ 番 地 に 割 り 当 て ら れ 、 リ セ ッ ト 時 に は ０ ０ Ｈ に 初

期 化 さ れ ま す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE06 0000 0000 R/W PSW CY AC PSWB5 PSWB4 LDCBNK OV P1 PARITY

 
Ｃ Ｙ （ ビ ッ ト ７ ） ： キ ャ リ ー フ ラ グ  

Ｃ Ｙ は 、 演 算 の 実 行 に よ り キ ャ リ ー が 生 じ た 時 セ ッ ト （ １ ） さ れ 、 生 じ な か っ た 時 ク

リ ア （ ０ ） さ れ ま す 。 キ ャ リ ー に は 次 の 種 類 が あ り ま す 。  

① 加 算 結 果 の キ ャ リ ー  

② 減 算 結 果 の ボ ロ ー  

③ 比 較 結 果 の ボ ロ ー  

④ ロ ー テ ー ト の キ ャ リ ー  

但 し 、 命 令 に よ っ て は フ ラ グ が 変 化 し な い 場 合 が あ り ま す 。  

 
Ａ Ｃ （ ビ ッ ト ６ ） ： 補 助 キ ャ リ ー フ ラ グ  

Ａ Ｃ は 、 加 減 算 の 実 行 に よ り ビ ッ ト ３ （ １ ６ ビ ッ ト 演 算 で は 上 位 バ イ ト の ビ ッ ト ３ ）

に キ ャ リ ー ま た は ボ ロ ー が 生 じ た 時 セ ッ ト （ １ ） さ れ 、 生 じ な か っ た 時 ク リ ア （ ０ ） さ

れ ま す 。  

但 し 、 命 令 に よ っ て は フ ラ グ が 変 化 し な い 場 合 が あ り ま す 。  

 
Ｐ Ｓ Ｗ Ｂ ５ ， ４ （ ビ ッ ト ５ ， ４ ） ： ユ ー ザ ビ ッ ト  

命 令 で リ ー ド ／ ラ イ ト で き ま す の で 、 ご 自 由 に お 使 い く だ さ い 。  

 
Ｌ Ｄ Ｃ Ｂ Ｎ Ｋ （ ビ ッ ト ３ ） ： テ ー ブ ル 参 照 命 令 （ Ｌ Ｄ Ｃ Ｗ ） 用 バ ン ク フ ラ グ  

テーブル参 照 命 令 でプログラムＲＯＭを読 む時 のＲＯＭバンクを指 定 します。  

（ ０ ： Ｒ Ｏ Ｍ － Ａ Ｄ Ｒ ＝ ０ ～ １ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ   １ ： Ｒ Ｏ Ｍ － Ａ Ｄ Ｒ ＝ ２ ０ ０ ０ ０ ～ ３ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ ）  

 
Ｏ Ｖ （ ビ ッ ト ２ ） ： オ ー バ ー フ ロ ー フ ラ グ  

Ｏ Ｖ は 、 算 術 演 算 の 実 行 に よ り オ ー バ ー フ ロ ー が 生 じ た 時 セ ッ ト （ １ ） さ れ 、 生 じ

な か っ た 時 ク リ ア （ ０ ） さ れ ま す 。 オ ー バ ー フ ロ ー が 生 じ る 場 合 に は 次 の 種 類 が

あ り ま す 。  

① Ｍ Ｓ Ｂ を 符 号 ビ ッ ト と し た 時 、 負 数 ＋ 負 数 ま た は 負 数 － 正 数 の 結 果 が 正

数 と な っ た 時  

② Ｍ Ｓ Ｂ を 符 号 ビ ッ ト と し た 時 、 正 数 ＋ 正 数 ま た は 正 数 － 負 数 の 結 果 が 負

数 と な っ た 時  
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③ １ ６ ビ ッ ト × ８ ビ ッ ト の 乗 算 結 果 の 上 位 ８ ビ ッ ト の 値 が ０ で な い 時  

④ ２ ４ ビ ッ ト × １ ６ ビ ッ ト の 乗 算 結 果 の 上 位 １ ６ ビ ッ ト の 値 が ０ で な い 時  

⑤ 除 算 で 除 数 が ０ の 時  

但 し 、 命 令 に よ っ て は フ ラ グ が 変 化 し な い 場 合 が あ り ま す 。  

 

Ｐ １ （ ビ ッ ト １ ） ： Ｒ Ａ Ｍ ビ ッ ト ８ デ ー タ フ ラ グ  

Ｐ １ は 、 ９ ビ ッ ト で 構 成 さ れ る 内 部 デ ー タ Ｒ Ａ Ｍ （ ０ ０ ０ ０ Ｈ ～ Ｆ Ｄ Ｆ Ｆ Ｈ ） の ビ ッ ト ８

を 操 作 す る の に 使 い ま す 。 命 令 に よ り 動 作 が 異 な り ま す 。 詳 し く は 、 表 ２ － ４ －

１ を 参 照 し て く だ さ い 。  

 

Ｐ Ａ Ｒ Ｉ Ｔ Ｙ （ ビ ッ ト ０ ） ： パ リ テ ィ フ ラ グ  

ア キ ュ ム レ ー タ （ Ａ レ ジ ス タ ） の パ リ テ ィ を 示 し ま す 。  

Ａ レ ジ ス タ の ビ ッ ト 状 態 が 、 “ １ ” が 奇 数 個 の 場 合 に パ リ テ ィ フ ラ グ が セ ッ ト （ １ ） さ

れ ま す 。 ま た 、 “ １ ” が 偶 数 個 の 場 合 に は 、 パ リ テ ィ フ ラ グ が リ セ ッ ト （ ０ ） さ れ ま す 。  

 

 

２ - ９ スタックポインタ（ＳＰ）  
 

Ｌ Ｃ ８ ７ ０ ０ ０ ０ シ リ ー ズ は Ｒ Ａ Ｍ の ０ ０ ０ ０ Ｈ ～ Ｆ Ｄ Ｆ Ｆ Ｈ を ス タ ッ ク 領 域 と し て 使 用 で き ま す 。

但 し 、 内 蔵 し て い る Ｒ Ａ Ｍ サ イ ズ は 機 種 に よ り 異 な り ま す 。  

Ｓ Ｐ は １ ６ ビ ッ ト 長 で 、 Ｓ Ｐ Ｌ （ Ｆ Ｅ ０ Ａ 番 地 ） と Ｓ Ｐ Ｈ （ Ｆ Ｅ ０ Ｂ 番 地 ） の ２ つ の レ ジ ス タ で 構 成 さ

れ 、 リ セ ッ ト 時 に は ０ ０ ０ ０ Ｈ に 初 期 化 さ れ ま す 。  

Ｓ Ｐ は 、 ス タ ッ ク メ モ リ に デ ー タ を 待 避 す る 前 に ＋ １ さ れ 、 デ ー タ を ス タ ッ ク メ モ リ か ら 復 帰 し

た 後 で － １ さ れ ま す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE0A 0000 0000 R/W SPL SP7 SP6 SP5 SP4 SP3 SP2 SP1 SP0 

FE0B 0000 0000 R/W SPH SP15 SP14 SP13 SP12 SP11 SP10 SP9 SP8 

 

Ｓ Ｐ の 値 は 以 下 の よ う に 変 化 し ま す 。  

① Ｐ Ｕ Ｓ Ｈ 命 令 実 行 時  ： Ｓ Ｐ ＝ Ｓ Ｐ ＋ １ ， Ｒ Ａ Ｍ （ Ｓ Ｐ ） ＝ Ｄ Ａ Ｔ Ａ  

② Ｃ Ａ Ｌ Ｌ 命 令 実 行 時  ： Ｓ Ｐ ＝ Ｓ Ｐ ＋ １ ， Ｒ Ａ Ｍ （ Ｓ Ｐ ） ＝ Ｒ Ｏ Ｍ Ｂ Ａ Ｎ Ｋ ＋ Ａ Ｄ Ｌ  

Ｓ Ｐ ＝ Ｓ Ｐ ＋ １ ， Ｒ Ａ Ｍ （ Ｓ Ｐ ） ＝ Ａ Ｄ Ｈ  

③ Ｐ Ｏ Ｐ 命 令 実 行 時  ： Ｄ Ａ Ｔ Ａ ＝ Ｒ Ａ Ｍ （ Ｓ Ｐ ） ， Ｓ Ｐ ＝ Ｓ Ｐ － １  

④ Ｒ Ｅ Ｔ 命 令 実 行 時  ： Ａ Ｄ Ｈ ＝ Ｒ Ａ Ｍ （ Ｓ Ｐ ） ， Ｓ Ｐ ＝ Ｓ Ｐ － １  

Ｒ Ｏ Ｍ Ｂ Ａ Ｎ Ｋ + Ａ Ｄ Ｌ ＝ Ｒ Ａ Ｍ （ Ｓ Ｐ ） ， Ｓ Ｐ ＝ Ｓ Ｐ － １  

 

２ - １０ 間 接 アドレスレジスタ  
 

Ｌ Ｃ ８ ７ ０ ０ ０ ０ シ リ ー ズ は 、 間 接 レ ジ ス タ の 内 容 を 用 い た 番 地 指 定 機 能 （ イ ン ダ イ レ ク ト ・ ア

ド レ ッ シ ン グ ・ モ ー ド ） を ３ 種 類 （ [ Ｒ ｎ ] ， [ Ｒ ｎ ＋ Ｃ ] ， [ ｏ ｆ ｆ ] ） 持 っ て い ま す 。 ( ア ド レ ッ シ ン グ ・

モ ー ド に つ い て は ２ ． １ １ 項 参 照 ) こ の 時 使 用 さ れ る の が 、 Ｒ Ａ Ｍ の ０ ～ ７ Ｅ Ｈ 番 地 に ２ バ イ ト

構 成 で ６ ４ 個 （ Ｒ ０ ～ Ｒ ６ ３ ） 存 在 す る 間 接 レ ジ ス タ で す 。 間 接 レ ジ ス タ は 、 汎 用 レ ジ ス タ （ ２

バ イ ト デ ー タ の 待 避 用 等 ） と し て も 使 用 で き ま す 。 も ち ろ ん 、 間 接 レ ジスタとして使 用 しない

場 合 に は 、 通 常 Ｒ Ａ Ｍ （ １ バ イ ト （ ９ ビ ッ ト ） デ ー タ 単 位 ） と し て 使 用 で き ま す 。 Ｒ ０ ～ Ｒ ６３は、

アセンブラにて「システム予 約 語 」となっておりユーザが定 義 する必 要 はありません。  
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図 ２ － １ ０ － １   間 接 レ ジ ス タ 配 置  

 

 

２ - １１ アドレッシング・モード  
 

Ｌ Ｃ ８ ７ ０ ０ ０ ０ シ リ ー ズ は 、 以 下 の ７ 種 類 の ア ド レ ッ シ ン グ ・ モ ー ド が あ り ま す 。  

① イ ミ デ ィ エ イ ト （ 即 値 ： プ ロ グ ラ ム 作 成 （ ア セ ン ブ ル ） 時 に 値 が 確 定 し て い る デ ー タ ）  

② 間 接 レ ジ ス タ （ Ｒ ｎ ） ・ イ ン ダ イ レ ク ト （ 間 接 ）  （ ０ ＜ ＝ ｎ ＜ ＝ ６ ３ ）  

③ 間 接 レ ジ ス タ （ Ｒ ｎ ） ＋ Ｃ レ ジ ス タ ・ イ ン ダ イ レ ク ト （ 間 接 ）  （ ０ ＜ ＝ ｎ ＜ ＝ ６ ３ ）  

④ 間 接 レ ジ ス タ （ Ｒ ０ ） ＋ オ フ セ ッ ト 値 ・ イ ン ダ イ レ ク ト （ 間 接 ）  

⑤ ダ イ レ ク ト （ 直 接 ）  

⑥ Ｒ Ｏ Ｍ テ ー ブ ル 参 照  

⑦ 外 部 デ ー タ メ モ リ ・ ア ク セ ス  

次 項 よ り 、 各 ア ド レ ッ シ ン グ ・ モ ー ド の 説 明 を 行 い ま す 。  

 

 

２ - １ １ - １  イ ミ デ ィ エ イ ト ・ ア ド レ ッ シ ン グ （ ＃ ）  

 

イ ミ デ ィ エ イ ト ・ ア ド レ ッ シ ン グ で は 、 ８ ビ ッ ト （ １ バ イ ト ） ま た は １ ６ ビ ッ ト （ １ ワ ー ド ） の イ ミ デ ィ エ

イ ト （ 即 値 ） デ ー タ を 扱 う こ と が で き ま す 。 以 下 に 例 を 示 し ま す 。  

例 ：  

Ｌ Ｄ  ＃ １ ２ Ｈ  ； ア キ ュ ム レ ー タ に バ イ ト デ ー タ （ １ ２ Ｈ ） を 設 定  

Ｌ １ ：  Ｌ Ｄ Ｗ  ＃ １ ２ ３ ４ Ｈ  ； Ｂ Ａ ペ ア レ ジ ス タ に ワ ー ド デ ー タ （ １ ２ ３ ４ Ｈ ） を 設 定  

Ｐ Ｕ Ｓ Ｈ  ＃ ３ ４ Ｈ  ； ス タ ッ ク に バ イ ト デ ー タ （ ３ ４ Ｈ ） を 設 定  

Ａ Ｄ Ｄ  ＃ ５ ６ Ｈ  ； ア キ ュ ム レ ー タ と バ イ ト デ ー タ （ ５ ６ Ｈ ） の 加 算  

Ｂ Ｅ  ＃ ７ ８ Ｈ ， Ｌ １  ； ア キ ュ ム レ ー タ と バ イ ト デ ー タ （ ７ ８ Ｈ ） の 比 較 ・ 分 岐  

 

 

システム予約データ

アドレス 

RAM 

・ 

R63（上位） 
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R0（下位） 
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・ 

R1=2 

R0=0 

7FH 
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・ 

・ 

03H 

02H 

01H 

00H 
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２ - １ １ - ２  間 接 レ ジ ス タ ・ イ ン ダ イ レ ク ト ・ ア ド レ ッ シ ン グ （ [ Ｒ ｎ ] ）  

 

間 接 レ ジ ス タ ・ イ ン ダ イ レ ク ト ・ ア ド レ ッ シ ン グ で は 、 間 接 レ ジ ス タ （ Ｒ ０ ～ Ｒ ６ ３ ） の ど れ か 一

つ を 選 択 し 、 そ の レ ジ ス タ の 内 容 で Ｒ Ａ Ｍ ま た は Ｓ Ｆ Ｒ の 番 地 を 指 定 す る こ と が で き ま す 。

つ ま り 、 選 択 し た 間 接 レ ジ ス タ の 内 容 が 例 え ば “ Ｆ Ｅ ０ ２ Ｈ ” で あ っ た 場 合 、 「 Ｃ レ ジ ス タ 」 を

示 す こ と に な り ま す 。  

例 ：  

Ｒ ３ の 内 容 が “ １ ２ ３ Ｈ ” の 場 合 （ Ｒ Ａ Ｍ ６ 番 地 ： ２ ３ Ｈ ， Ｒ Ａ Ｍ ７ 番 地 ： ０ １ Ｈ ）  

Ｌ Ｄ  [ Ｒ ３ ]  ； Ｒ Ａ Ｍ の １ ２ ３ Ｈ 番 地 の 内 容 を ア キ ュ ム レ ー タ に 転 送  

Ｌ １ ：  Ｓ Ｔ Ｗ  [ Ｒ ３ ]  ； ＢＡペア・レジスタの内 容 をＲＡＭの１２３Ｈ番 地 に転 送  

Ｐ Ｕ Ｓ Ｈ  [ Ｒ ３ ]  ； Ｒ Ａ Ｍ の １ ２ ３ Ｈ 番 地 の 内 容 を ス タ ッ ク に 待 避  

Ｓ Ｕ Ｂ  [ Ｒ ３ ]  ； アキュムレータからＲＡＭの１２３Ｈ番 地 の 内 容 を減 算  

Ｄ Ｂ Ｚ  [ Ｒ ３ ] ， Ｌ １  ； ＲＡＭの１２３Ｈ番 地 の内 容 を“－１”し「ゼロ」なら分 岐  

 

 

２ -１１ -３ 間 接 レジスタ＋Ｃレジスタ・インダイレクト・アドレッシング（ [Ｒｎ，Ｃ ]）  

 

間 接 レ ジ ス タ ＋ Ｃ レ ジ ス タ ・ イ ン ダ イ レ ク ト ・ ア ド レ ッ シ ン グ で は 、 間 接 レ ジ ス タ （ Ｒ ０ ～ Ｒ ６ ３ ）

の ど れ か 一 つ の 内 容 と Ｃ レ ジ ス タ の 内 容 （ Ｍ Ｓ Ｂ を 符 号 と す る － １ ２ ８ ～ ＋ １ ２ ７ ） を 加 算 し

た 結 果 で Ｒ Ａ Ｍ ま た は Ｓ Ｆ Ｒ の 番 地 を 指 定 す る こ と が で き ま す 。 つ ま り 、 選 択 し た 間 接 レ

ジ ス タ の 内 容 を “ Ｆ Ｅ ０ ２ Ｈ ” と し 、 Ｃ レ ジ ス タ の 内 容 が “ Ｆ Ｆ Ｈ （ － １ ） ” で あ っ た の で 「 Ｂ レ ジ

ス タ （ Ｆ Ｅ ０ ２ Ｈ ＋ （ － １ ） ＝ Ｆ Ｅ ０ １ Ｈ ） 」 を 示 す こ と に な り ま す 。  

例 ：  

Ｒ ３ の 内 容 が “ １ ２ ３ Ｈ ” 、 Ｃ レ ジ ス タ の 内 容 が “ ０ ２ Ｈ ” の 場 合  

Ｌ Ｄ  [ Ｒ ３ ， Ｃ ]  ； Ｒ Ａ Ｍ の １ ２ ５ Ｈ 番 地 の 内 容 を ア キ ュ ム レ ー タ に 転 送  

Ｌ １ ：  Ｓ Ｔ Ｗ  [ Ｒ ３ ， Ｃ ]  ； ＢＡペア・レジスタの内 容 をＲＡＭの１２５Ｈ番 地 に転 送  

Ｐ Ｕ Ｓ Ｈ  [ Ｒ ３ ， Ｃ ]  ； Ｒ Ａ Ｍ の １ ２ ５ Ｈ 番 地 の 内 容 を ス タ ッ ク に 待 避  

Ｓ Ｕ Ｂ  [ Ｒ ３ ， Ｃ ]  ； アキュムレータからＲＡＭの１２５Ｈ番 地 の 内 容 を減 算  

Ｄ Ｂ Ｚ  [ Ｒ ３ ， Ｃ ] ， Ｌ １  ； ＲＡＭの１２５Ｈ番 地 の内 容 を“－１”し「ゼロ」なら分 岐  

 

＜ こ の ア ド レ ッ シ ン グ ・ モ ー ド の 注 意 事 項 ＞  

内 部 デ ー タ メ モ リ 空 間 は 、 前 述 （ ２ ． １ 項 ） の よ う に ① シ ス テ ム 予 約 領 域 （ Ｆ Ｆ ０ ０ Ｈ ～ Ｆ Ｆ

Ｆ Ｆ Ｈ ） ② Ｓ Ｆ Ｒ 領 域 （ Ｆ Ｅ ０ ０ Ｈ ～ Ｆ Ｅ Ｆ Ｆ Ｈ ） ③ Ｒ Ａ Ｍ ／ ス タ ッ ク 領 域 （ ０ ０ ０ ０ Ｈ ～ Ｆ Ｄ Ｆ Ｆ Ｈ ）

の ３ つ の 機 能 領 域 に 分 か れ て 閉 じ て い ま す 。 よ っ て 、 基 本 と な る Ｒ ｎ の 内 容 が 示 す 領 域

か ら Ｃ レ ジ ス タ の 値 に よ っ て 別 領 域 を 示 す と い う こ と は で き ま せ ん 。 例 え ば 、 Ｒ ５ の 内 容 が

“ ０ Ｆ Ｄ Ｆ Ｆ Ｈ ” で 、 Ｃ レ ジ ス タ の 内 容 が “ １ ” で あ る 場 合 に 「 Ｌ Ｄ  [ Ｒ ５ ， Ｃ ] 」 命 令 を 実 行 す

る と 、 基 本 と な る 領 域 は ③ Ｒ Ａ Ｍ ／ ス タ ッ ク 領 域 （ ０ ０ ０ ０ Ｈ ～ Ｆ Ｄ Ｆ Ｆ Ｈ ） で あ る た め 、 ア ド

レ ッ シ ン グ し よ う と し た “ ０ Ｆ Ｄ Ｆ Ｆ Ｈ ＋ １ ＝ ０ Ｆ Ｅ ０ ０ Ｈ ” は 領 域 外 と な り 、 Ｌ Ｄ の 結 果 は “ ０ Ｆ Ｆ

Ｈ ” が Ａ Ｃ Ｃ に 入 り ま す 。 ま た 、 Ｒ ５ の 内 容 が “ ０ Ｆ Ｅ Ｆ Ｆ Ｈ ” で Ｃ レ ジ ス タ の 内 容 が “ ２ ” で あ る

場 合 に 「 Ｌ Ｄ  [ Ｒ ５ ， Ｃ ] 」 命 令 を 実 行 す る と 、 基 本 と な る 領 域 は ② Ｓ Ｆ Ｒ 領 域 （ Ｆ Ｅ ０ ０ Ｈ

～ Ｆ Ｅ Ｆ Ｆ Ｈ ） で あ る た め 、 ア ド レ ッ シ ン グ し よ う と し た “ ０ Ｆ Ｅ Ｆ Ｆ Ｈ ＋ ２ ＝ ０ Ｆ Ｆ ０ １ Ｈ ” は 領 域

外 と な り ま す 。 こ の 場 合 は 、 Ｓ Ｆ Ｒ が ８ ビ ッ ト ア ド レ ス 空 間 で 閉 じ て い る た め ８ ビ ッ ト を 超 過 し

た 部 分 は 無 視 さ れ “ ０ Ｆ Ｆ ０ １ Ｈ ＆ ０ Ｆ Ｆ Ｈ ＋ ０ Ｆ Ｅ ０ ０ Ｈ ＝ ０ Ｆ Ｅ ０ １ Ｈ ” と な り ０ Ｆ Ｅ ０ １ Ｈ （ Ｂ レ

ジ ス タ ） の 内 容 が Ａ Ｃ Ｃ に 入 り ま す 。  
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２ - １ １ - ４  間 接 レ ジ ス タ （ Ｒ ０ ） ＋ オ フ セ ッ ト 値 ・ イ ン ダ イ レ ク ト ・ ア ド レ ッ シ ン グ

（ [ ｏ ｆ ｆ ] ）  

 

こ の ア ド レ ッ シ ン グ ・ モ ー ド で は 、 間 接 レ ジ ス タ 「 Ｒ ０ 」 の 内 容 と 符 号 付 き ７ ビ ッ ト オ フ セ ッ ト

デ ー タ ｏ ｆ ｆ （ － ６ ４ ～ ＋ ６ ３ ） を 加 算 し た 結 果 で 、 Ｒ Ａ Ｍ ま た は Ｓ Ｆ Ｒ の 番 地 を 指 定 す る こ と

が で き ま す 。 つ ま り 、 Ｒ ０ の 内 容 が “ Ｆ Ｅ ０ ２ Ｈ ” で あ り ｏ ｆ ｆ 値 を “ ７ Ｅ Ｈ （ － ２ ） ” と し た 場 合 、

「 Ａ レ ジ ス タ （ Ｆ Ｅ ０ ２ Ｈ ＋ （ － ２ ） ＝ Ｆ Ｅ ０ ０ Ｈ ） 」 を 示 す こ と に な り ま す 。  

例 ：  

Ｒ ０ の 内 容 が “ １ ２ ３ Ｈ ” の 場 合 （ Ｒ Ａ Ｍ ０ 番 地 ： ２ ３ Ｈ ， Ｒ Ａ Ｍ １ 番 地 ： ０ １ Ｈ ）  

Ｌ Ｄ  [ １ ０ Ｈ ]  ； Ｒ Ａ Ｍ の １ ３ ３ Ｈ 番 地 の 内 容 を ア キ ュ ム レ ー タ に 転 送  

Ｌ １ ：  Ｓ Ｔ Ｗ  [ １ ０ Ｈ ]  ； ＢＡペア・レジスタの内 容 をＲＡＭの１３３Ｈ番 地 に転 送  

Ｐ Ｕ Ｓ Ｈ  [ １ ０ Ｈ ]  ； Ｒ Ａ Ｍ の １ ３ ３ Ｈ 番 地 の 内 容 を ス タ ッ ク に 待 避  

Ｓ Ｕ Ｂ  [ １ ０ Ｈ ]  ； アキュムレータからＲＡＭの１３３Ｈ番 地 の 内 容 を減 算  

Ｄ Ｂ Ｚ  [ １ ０ Ｈ ] ， Ｌ １  ； ＲＡＭの１３３Ｈ番 地 の内 容 を“－１”し「ゼロ」なら分 岐  

 

＜ こ の ア ド レ ッ シ ン グ ・ モ ー ド の 注 意 事 項 ＞  

内 部 デ ー タ メ モ リ 空 間 は 、 前 述 （ ２ ． １ 項 ） の よ う に ① シ ス テ ム 予 約 領 域 （ Ｆ Ｆ ０ ０ Ｈ ～ Ｆ Ｆ

Ｆ Ｆ Ｈ ） ② Ｓ Ｆ Ｒ 領 域 （ Ｆ Ｅ ０ ０ Ｈ ～ Ｆ Ｅ Ｆ Ｆ Ｈ ） ③ Ｒ Ａ Ｍ ／ ス タ ッ ク 領 域 （ ０ ０ ０ ０ Ｈ ～ Ｆ Ｄ Ｆ Ｆ Ｈ ）

の ３ つ の 機 能 領 域 に 分 か れ て 閉 じ て い ま す 。 よ っ て 、 基 本 と な る Ｒ ０ の 内 容 が 示 す 領 域

か ら オ フ セ ッ ト 値 に よ っ て 別 領 域 を 示 す と い う こ と は で き ま せ ん 。 例 え ば 、 Ｒ ０ の 内 容 が “ ０

Ｆ Ｄ Ｆ Ｆ Ｈ ” で あ る 場 合 に 「 Ｌ Ｄ  [ １ ] 」 命 令 を 実 行 す る と 、 基 本 と な る 領 域 は ③ Ｒ Ａ Ｍ ／ ス

タ ッ ク 領 域 （ ０ ０ ０ ０ Ｈ ～ Ｆ Ｄ Ｆ Ｆ Ｈ ） で あ る た め 、 ア ド レ ッ シ ン グ し よ う と し た “ ０ Ｆ Ｄ Ｆ Ｆ Ｈ ＋ １

＝ ０ Ｆ Ｅ ０ ０ Ｈ ” は 領 域 外 と な り 、 Ｌ Ｄ の 結 果 は “ ０ Ｆ Ｆ Ｈ ” が Ａ Ｃ Ｃ に 入 り ま す 。 ま た 、 Ｒ ０ の

内 容 が “ ０ Ｆ Ｅ Ｆ Ｆ Ｈ ” で あ る 場 合 に 「 Ｌ Ｄ  [ ２ ] 」 命 令 を 実 行 す る と 、 基 本 と な る 領 域 は ②

Ｓ Ｆ Ｒ 領 域 （ Ｆ Ｅ ０ ０ Ｈ ～ Ｆ Ｅ Ｆ Ｆ Ｈ ） で あ る た め 、 ア ド レ ッ シ ン グ し よ う と し た “ ０ Ｆ Ｅ Ｆ Ｆ Ｈ ＋ ２ ＝

０ Ｆ Ｆ ０ １ Ｈ ” は 領 域 外 と な り ま す 。 こ の 場 合 は 、 Ｓ Ｆ Ｒ が ８ ビ ッ ト ア ド レ ス 空 間 で 閉 じ て い る

た め ８ ビ ッ ト を 超 過 し た 部 分 は 無 視 さ れ “ ０ Ｆ Ｆ ０ １ Ｈ ＆ ０ Ｆ Ｆ Ｈ ＋ ０ Ｆ Ｅ ０ ０ Ｈ ＝ ０ Ｆ Ｅ ０ １ Ｈ ”

と な り ０ Ｆ Ｅ ０ １ Ｈ （ Ｂ レ ジ ス タ ） の 内 容 が Ａ Ｃ Ｃ に 入 り ま す 。  

 

 

２ - １ １ - ５  ダ イ レ ク ト ・ ア ド レ ッ シ ン グ （ ｄ ｓ ｔ ）  

 

ダ イ レ ク ト ・ ア ド レ ッ シ ン グ で は 、 Ｒ Ａ Ｍ ま た は Ｓ Ｆ Ｒ の 番 地 を オ ペ ラ ン ド に 記 述 し 直 接 指 定

す る こ と が 可 能 で す 。 こ の ア ド レ ッ シ ン グ ・ モ ー ド で は 、 記 述 さ れ た オ ペ ラ ン ド の 番 地 か ら

ア セ ン ブ ラ が 自 動 的 に 適 な 命 令 コ ー ド を 生 成 し ま す （ オ ペ ラ ン ド の 番 地 に よ り 命 令 の

バ イ ト 数 が 異 な る ） 。 ま た 、 命 令 の バ イ ト 数 を 一 定 （ バ イ ト 数 の 多 い 方 ） と し た い 場 合 の た

め に 、 ロ ン グ （ ミ ド ル ） ・ レ ン ジ 命 令 も 用 意 し ま し た （ ニ ー モ ニ ッ ク の 後 に “ Ｌ （ Ｍ ） ” が 付 い

て い る も の ） 。  

例 ：  

Ｌ Ｄ  １ ２ ３ Ｈ  ； Ｒ Ａ Ｍ の １ ２ ３ Ｈ 番 地 の 内 容 を ア キ ュ ム レ ー タ に 転 送  

（ ２ バ イ ト 命 令 ）  

Ｌ Ｄ Ｌ  １ ２ ３ Ｈ  ； Ｒ Ａ Ｍ の １ ２ ３ Ｈ 番 地 の 内 容 を ア キ ュ ム レ ー タ に 転 送  

（ ３ バ イ ト 命 令 ）  

Ｌ １ ：  Ｓ Ｔ Ｗ  １ ２ ３ Ｈ  ； ＢＡペア・レジスタの内 容 をＲＡＭの１２３Ｈ番 地 に転 送  

Ｐ Ｕ Ｓ Ｈ  １ ２ ３ Ｈ  ； Ｒ Ａ Ｍ の １ ２ ３ Ｈ 番 地 の 内 容 を ス タ ッ ク に 待 避  

Ｓ Ｕ Ｂ  １ ２ ３ Ｈ  ； アキュムレータからＲＡＭの１２３Ｈ番 地 の 内 容 を減 算  

Ｄ Ｂ Ｚ  １ ２ ３ Ｈ ， Ｌ １  ； ＲＡＭの１２３Ｈ番 地 の内 容 を“－１”し「ゼロ」なら分 岐  
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２ - １ １ - ６  Ｒ Ｏ Ｍ テ ー ブ ル 参 照 ・ ア ド レ ッ シ ン グ  

 

Ｌ Ｃ ８ ７ ０ ０ ０ ０ シ リ ー ズ は 、 「 Ｌ Ｄ Ｃ Ｗ 」 命 令 を 用 い る こ と に よ り Ｒ Ｏ Ｍ 上 の ２ バ イ ト デ ー タ を Ｂ

Ａ レ ジ ス タ ペ ア に 一 度 に 読 み 出 す こ と が で き ま す 。 こ の 時 の ア ド レ ッ シ ン グ ・ モ ー ド は 、 [ Ｒ

ｎ ] ， [ Ｒ ｎ ， Ｃ ] ， [ ｏ ｆ ｆ ] の ３ 種 類 が 使 用 で き ま す 。 （ こ の 場 合 に 限 り 、 Ｒ ｎ は １ ７ ビ ッ ト 構 成  

（ １ ２ ８ Ｋ バ イ ト 空 間 ） と な り ま す 。 ）  

Ｒ Ｏ Ｍ に バ ン ク が あ る 機 種 で は 、 Ｐ Ｓ Ｗ 内 の “ Ｌ Ｄ Ｃ Ｂ Ｎ Ｋ ” フ ラ グ （ ビ ッ ト ３ ） が 示 す Ｒ Ｏ Ｍ バ

ン ク 内 （ １ ２ ８ Ｋ バ イ ト ） の Ｒ Ｏ Ｍ デ ー タ を 参 照 す る こ と が で き ま す 。 よ っ て 、 Ｒ Ｏ Ｍ バ ン ク の

存 在 す る 機 種 で の Ｒ Ｏ Ｍ テ ー ブ ル 参 照 時 に は 、 Ｒ Ｏ Ｍ テ ー ブ ル が 存 在 す る Ｒ Ｏ Ｍ バ ン ク

を “ Ｌ Ｄ Ｃ Ｂ Ｎ Ｋ ” フ ラ グ が 示 す よ う に 「 Ｓ Ｅ Ｔ １ ， Ｃ Ｌ Ｒ １ 等 」 の 命 令 で 切 り 替 え て か ら 「 Ｌ Ｄ Ｃ

Ｗ 」 命 令 を 実 行 し て く だ さ い 。  

例 ：  

Ｔ Ｂ Ｌ ：  Ｄ Ｂ  ３ ４ Ｈ  

Ｄ Ｂ  １ ２ Ｈ  

Ｄ Ｗ  ５ ６ ７ ８ Ｈ  

 ・  ・  

 ・  ・  

Ｌ Ｄ Ｗ  ＃ Ｔ Ｂ Ｌ  ； Ｂ Ａ レ ジ ス タ ペ ア に “ Ｔ Ｂ Ｌ ア ド レ ス ” を 設 定  

（ 注 １ ）  Ｃ Ｈ Ｇ Ｐ ３  （ Ｔ Ｂ Ｌ ＞ ＞ １ ７ ） ＆ １  ； Ｐ ＳＷの ＬＤＣＢＮＫに ＴＢＬアドレスビット １７を  

設 定 す る 。  

 Ｃ Ｈ Ｇ Ｐ １  （ Ｔ Ｂ Ｌ ＞ ＞ １ ６ ） ＆ １  ； Ｐ Ｓ Ｗ の Ｐ １ に “ Ｔ Ｂ Ｌ ア ド レ ス ビ ッ ト １ ６ を 設 定  

す る 。  

Ｓ Ｔ Ｗ  Ｒ ０  ； 間 接 レジスタＲ０へのＴＢＬアドレス設 定 （ビット１６～ビット０）  

Ｌ Ｄ Ｃ Ｗ  [ １ ]  ； Ｒ Ｏ Ｍ テ ー ブ ル 読 み 出 し （ Ｂ ＝ ７ ８ Ｈ ， Ａ Ｃ Ｃ ＝ １ ２ Ｈ ）  

Ｍ Ｏ Ｖ  ＃ １ ， Ｃ  ； Ｃ レ ジ ス タ に “ ０ １ Ｈ ” を 設 定  

Ｌ Ｄ Ｃ Ｗ  [ Ｒ ０ ， Ｃ ]  ； Ｒ Ｏ Ｍ テ ー ブ ル 読 み 出 し （ Ｂ ＝ ７ ８ Ｈ ， Ａ Ｃ Ｃ ＝ １ ２ Ｈ ）  

Ｉ Ｎ Ｃ  Ｃ  ； Ｃ レ ジ ス タ を イ ン ク リ メ ン ト （ ＋ １ ）  

Ｌ Ｄ Ｃ Ｗ  [ Ｒ ０ ， Ｃ ]  ； Ｒ Ｏ Ｍ テ ー ブ ル 読 み 出 し （ Ｂ ＝ ５ ６ Ｈ ， Ａ Ｃ Ｃ ＝ ７ ８ Ｈ ）  

 

（ 注 １ ）  Ｒ Ｏ Ｍ に バ ン ク が あ る 機 種 の み 、 Ｐ Ｓ Ｗ の Ｌ Ｄ Ｃ Ｂ Ｎ Ｋ （ ビ ッ ト ３ ） の 設 定 が 必 要 。  

 

２ - １ １ - ７  外 部 デ ー タ ・ メ モ リ ・ ア ド レ ッ シ ン グ  

 

Ｌ Ｃ ８ ７ ０ ０ ０ ０ シ リ ー ズ は 、 「 Ｌ Ｄ Ｘ ， Ｓ Ｔ Ｘ 」 命 令 を 用 い る こ と に よ り 、 １ ６ Ｍ バ イ ト （ ２ ４ ビ ッ ト ）

の 外 部 デ ー タ メ モ リ 空 間 を ア ク セ ス す る こ と が 可 能 で す 。 ２ ４ ビ ッ ト の 空 間 指 定 に は 、 Ｂ レ

ジ ス タ （ ８ ビ ッ ト ） の 内 容 を 上 位 に 、 ま た 、 （ Ｒ ｎ ） ， （ Ｒ ｎ ） ＋ （ Ｃ ） ， （ Ｒ ０ ） ＋ ｏ ｆ ｆ （ の ど れ か

一 つ ） の 内 容 （ １ ６ ビ ッ ト ） を 下 位 に 用 い ま す 。  

例 ：  

Ｌ Ｄ Ｗ  ＃ ３ ４ ５ ６ Ｈ  ； 下 位 １ ６ ビ ッ ト 設 定  

Ｓ Ｔ Ｗ  Ｒ ５  ； 間 接 レ ジ ス タ Ｒ ５ に ア ド レ ス 下 位 １ ６ ビ ッ ト を 設 定  

Ｍ Ｏ Ｖ  ＃ １ ２ Ｈ ， Ｂ  ； ア ド レ ス 上 位 ８ ビ ッ ト 設 定  

Ｌ Ｄ Ｘ  [ １ ]  ； 外 部 デ ー タ メ モ リ （ １ ２ ３ ４ ５ ６ Ｈ 番 地 ） の 内 容 を ア キ ュ

ム レ ー タ に 転 送  
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２ - １２ ＷＡＩＴ動 作  

 

２ - １ ２ - １  Ｗ Ａ Ｉ Ｔ 動 作 の 発 生  

 

本 シ リ ー ズ で は 、 自 動 的 に 命 令 の 実 行 を 中 断 す る Ｗ Ａ Ｉ Ｔ 動 作 が 以 下 の 場 合 に 発 生

し ま す 。  

①  Ｓ Ｉ Ｏ ０ で Ｓ Ｉ ０ Ｃ Ｔ Ｒ （ Ｓ Ｃ Ｏ Ｎ ０ の ビ ッ ト ４ ） を セ ッ ト し た 連 続 デ ー タ 転 送 を 行 う と き 、 ８ ビ ッ

ト の デ ー タ 転 送 毎 に 、 先 行 し て Ｗ Ａ Ｉ Ｔ 要 求 が 発 生 し 、 １ サ イ ク ル の Ｗ Ａ Ｉ Ｔ 動 作 （ Ｒ Ａ

Ｍ デ ー タ の 転 送 ） を 行 い ま す 。  

 

 

２ - １ ２ - ２  Ｗ Ａ Ｉ Ｔ 動 作 と は  

 

① ２ ． １ ２ ． １ に 示 し た よ う な 要 因 で 、 Ｗ Ａ Ｉ Ｔ 要 求 が 発 生 す る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ は 命 令 の 実 行 を １

サ イ ク ル 中 断 し 、 こ の 間 に 所 定 の デ ー タ 転 送 を 行 い ま す 。 こ れ が Ｗ Ａ Ｉ Ｔ 動 作 で す 。  

② タ イ マ や Ｐ Ｗ Ｍ な ど の 周 辺 の 回 路 は 、 Ｗ Ａ Ｉ Ｔ 動 作 中 も 変 わ り な く 動 作 し ま す 。  

③ Ｗ Ａ Ｉ Ｔ 動 作 は ２ サ イ ク ル 以 上 連 続 し て 行 わ れ る こ と は あ り ま せ ん 。  

④ ホ ル ト ， ホ ー ル ド モ ー ド 時 、 Ｗ Ａ Ｉ Ｔ 動 作 は 行 わ れ ま せ ん 。  

⑤ Ｗ Ａ Ｉ Ｔ 動 作 が １ 回 発 生 す る と 、 プ ロ グ ラ ム カ ウ ン タ の 進 行 と 時 間 の 進 行 の 間 に ず れ が

１ サ イ ク ル 生 じ ま す の で 、 注 意 し て く だ さ い 。  
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表 ２ － ４ － １  Ｂ Ｉ Ｔ ８ （ Ｒ Ａ Ｍ ／ Ｓ Ｆ Ｒ ） と Ｐ １ の 状 態 変 化 表  
命令 ＢＩＴ８（ＲＡＭ／ＳＦＲ） Ｐ１（ＰＳＷのＢＩＴ１） 備考 

LD#/LDW# － －  

LD － P1←REG8  

LDW － P1←REGH8  

ST REG8←P1 －  

STW REGL8,REGH8←P1 －  

MOV REG8←P1 －  

PUSH# RAM8←P1 －  

PUSH RAM8←REG8 P1←REG8  

PUSHW RAMH8←REGH8,RAML8←REGL8 P1←REGH8  

PUSH_P RAM8←P1 －  

PUSH_BA RAMH8←P1,RAML8←P1 －  

POP REG8←RAM8 P1←RAM8 PSW 対 象 の場 合 、P1←
bit1 

POPW REGH8←RAMH8,REGL8←RAML8 P1←RAMH8 上位ｱﾄﾞﾚｽ PSW 対象時、
P1←bit1 

POP_P － P1←RAM1(bit1) BIT8 は無視 

POP_BA － P1←RAMH8  

XCH REG8<->P1 同左  

XCHW REGH8←P1,REGL8←P1,P1←REGH8 同左  

INC 9bit の INC 演算後,P1←REG8 9bit の INC 

INCW 17bit の INC,REGL8←下位ﾊﾞｲﾄの CY 演算後,P1←REGH8 17bit の INC 

DEC 9bit の DEC 演算後,P1←REG8 9bit の DEC 

DECW 17bit の DEC, 

REGL8←下位ﾊﾞｲﾄの CY の反転 

演算後,P1←REGH8 17bit の DEC 

DBNZ 9bit の DEC P1←REG8 9bit の DEC， 

判定は下位 8bit 

DBZ 9bit の DEC P1←REG8 9bit の DEC， 

判定は下位 8bit 

SET1 － －  

NOT1 － －  

CLR1 － －  

BPC － －  

BP － －  

BN － －  

MUL24/DIV24 RAM8←“1” － 演算結果の入る RAM の

BIT8 は 1 

FUNC － －  
 
（ 注 ） 対 象 が ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ （ ビ ッ ト ８ な し ） の 場 合 “ １ ” が 読 み 込 ま れ て 処 理 さ れ ま す 。  

（ 記 号 ） R E G 8 ： R A M ま た は S F R の ビ ッ ト 8   

R E G H 8 / R E G L 8 ： R A M ま た は S F R の 上 位 バ イ ト の ビ ッ ト 8 / 下 位 バ イ ト の ビ ッ ト 8  

R A M 8 ：  R A M の ビ ッ ト 8  

R A M H 8 / R A M L 8 ： R A M の 上 位 バ イ ト の ビ ッ ト 8 / 下 位 バ イ ト の ビ ッ ト 8  
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３ 周 辺 システム構 成  
 

こ の 章 で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ コ ア ， Ｒ Ａ Ｍ ， Ｒ Ｏ Ｍ 以 外 の 内 蔵 さ れ て い る 機 能 ブ ロ ッ ク （ 周 辺 シ ス テ

ム ） に つ い て 説 明 し ま す 。  

ま た 、 ポ ー ト の ブ ロ ッ ク 図 を Ａ Ｐ Ｐ Ｅ Ｎ Ｄ Ｉ Ｘ （ Ａ -Ⅱ ） に 添 付 し ま し た の で 、 ご 参 照 く だ さ い 。  

 

３ - １ ポート０ 

３ - １ - １  概 要  

ポ ー ト ０ は 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き の ８ ビ ッ ト の 入 出 力 ポ ー ト で す 。 デ ー タ ラ

ッ チ ， デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ ， 制 御 回 路 で 構 成 さ れ 、 入 出 力 方 向 と プ ル ア ッ プ 抵

抗 を デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ に よ り ４ ビ ッ ト 毎 に 設 定 で き ま す 。  

ポ ー ト ０ は 、 外 部 割 り 込 み 端 子 と し て も 使 用 で き 、 ホ ー ル ド モ ー ド の 解 除 も 可 能 で す 。  

ユ ー ザ オ プ シ ョ ン に よ り 、 出 力 形 式 と し て プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 出

力 ま た は Ｎ ｃ ｈ オ ー プ ン ド レ イ ン 出 力 の ど ち ら か を ビ ッ ト 毎 に 選 択 で き ま す 。  

＜ フ ラ ッ シ ュ 版 の 注 意 点 ＞  

マ イ コ ン に リ セ ッ ト が 掛 か る と ポ ー ト Ｐ ０ ５ は 一 時 的 に Ｌ Ｏ Ｗ を 出 力 し ま す 。 ま た 、 リ セ ッ ト

期 間 中 の ポ ー ト Ｐ ０ ７ に は 、 ク ロ ッ ク や 中 間 電 位 （ Ｈ ｉ ‐ Ｚ 含 む ） を 印 加 し な い で く だ さ い 。  
 

オ ン チ ッ プ デ バ ッ ガ 端 子 処 理 に 関 し て は 、 別 マ ニ ュ ア ル 【 オ ン チ ッ プ デ バ ッ ガ Ｒ Ｄ ８ ７ 導 入

資 料 】 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｅ Ｎ Ｄ Ｉ Ｘ （ Ａ -Ⅲ ） の 【 L C 8 7 2 0 0 0 / L C 8 7 B 0 0 0 シ リ ー ズ ・ オ ン チ ッ プ デ バ ッ ガ 端

子 処 理 】 を ご 参 照 く だ さ い 。  

 

３ - １ - ２  機 能  

① 入 出 力 ポ ー ト  （ ８ ビ ッ ト ： Ｐ ０ ０ ～ Ｐ ０ ７ ）  

・ポート０データラッチ（Ｐ０：ＦＥ４０）でポート出 力 データの制 御 をビット毎 に行 います。  

・Ｐ００～Ｐ０３の入 出 力 の制 御 は、Ｐ０ＬＤＤＲ（Ｐ０ＤＤＲ：ＦＥ４１のビット０）で行 います。  

・Ｐ０４～Ｐ０７の入 出 力 の制 御 は、Ｐ０ＨＤＤＲ（Ｐ０ＤＤＲ：ＦＥ４１のビット１）で行 います。  

・ ユ ー ザ オ プ シ ョ ン で Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 出 力 を 選 ん だ ポ ー ト に 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵

抗 が 付 き ま す 。  

・ プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 に は Ｌ ｏ ｗ イ ン ピ ー ダ ン ス ・ プ ル ア ッ プ と Ｈ ｉ ｇ ｈ イ ン ピ

ー ダ ン ス ・ プ ル ア ッ プ が 選 択 で き ま す 。  

・ Ｐ ０ ０ ～ Ｐ ０ ３ の プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 の 制 御 は 、 Ｐ ０ Ｌ Ｐ Ｕ （ Ｐ ０ Ｄ Ｄ Ｒ ： Ｆ Ｅ ４

１ の ビ ッ ト ２ ） で 行 い 、 Ｈ ｉ ｇ ｈ イ ン ピ ー ダ ン ス ・ プ ル ア ッ プ と Ｌ ｏ ｗ イ ン ピ ー ダ ン ス ・ プ ル ア

ッ プ の 選 択 は Ｐ ０ Ｌ Ｐ Ｕ Ｓ （ Ｐ ０ Ｄ Ｄ Ｒ ： Ｆ Ｅ ４ １ の ビ ッ ト ６ ） で 行 い ま す 。  

・ Ｐ ０ ４ ～ Ｐ ０ ７ の プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 の 制 御 は 、 Ｐ ０ Ｈ Ｐ Ｕ （ Ｐ ０ Ｄ Ｄ Ｒ ： Ｆ Ｅ

４ １ の ビ ッ ト ３ ） で 行 い 、 Ｈ ｉ ｇ ｈ イ ン ピ ー ダ ン ス ・ プ ル ア ッ プ と Ｌ ｏ ｗ イ ン ピ ー ダ ン ス ・ プ ル

ア ッ プ の 選 択 は Ｐ ０ Ｈ Ｐ Ｕ Ｓ （ Ｐ ０ Ｄ Ｄ Ｒ ： Ｆ Ｅ ４ １ の ビ ッ ト ７ ） で 行 い ま す 。  
 

② 割 り 込 み 端 子 機 能  

入 力 ポ ー ト 指 定 さ れ 、 対 応 す る ポ ー ト ０ デ ー タ ラ ッ チ （ Ｐ ０ ： Ｆ Ｅ ４ ０ ） の ビ ッ ト が “ １ ” の ポ

ー ト の ど れ か １ つ に “ ０ ” レ ベ ル の デ ー タ が 入 力 さ れ る と 、 Ｐ ０ Ｆ Ｌ Ｇ （ Ｐ ０ Ｄ Ｄ Ｒ ： Ｆ Ｅ ４ １ の

ビ ッ ト ５ ） が セ ッ ト さ れ ま す 。  

こ の と き 、 Ｐ ０ Ｉ Ｅ （ Ｐ ０ Ｄ Ｄ Ｒ ： Ｆ Ｅ ４ １ の ビ ッ ト ４ ） が “ １ ” で あ れ ば 、 ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 と 、

ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ４ Ｂ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 を 行 い ま す 。  
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③ 兼 用 機 能  

Ｐ ０ ５ で シ ス テ ム ク ロ ッ ク 出 力 、 Ｐ ０ ６ で タ イ マ ６ ト グ ル 出 力 、 Ｐ ０ ７ で タ イ マ ７ ト グ ル 出 力 、

Ｐ ０ ０ ～ Ｐ ０ ６ で ア ナ ロ グ 入 力 チ ャ ネ ル Ａ Ｎ ０ ～ Ａ Ｎ ６ 機 能 を 兼 用 し ま す 。  
 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE40 0000 0000 R/W P0 P07 P06 P05 P04 P03 P02 P01 P00 

FE41 0000 0000 R/W P0DDR P0HPUS P0LPUS P0FLG P0IE P0HPU P0LPU P0HDDR P0LDDR

FE42 00HH 0000 R/W P0FCR T7OE T6OE - - CLKOEN CKODV2 CKODV１ CKODV0

 

３ - １ - ３  関 連 レ ジ ス タ  

３ - １ - ３ - １  ポ ー ト ０ デ ー タ ラ ッ チ （ Ｐ ０ ）  

① ポ ー ト ０ の 出 力 デ ー タ と ポ ー ト ０ 割 り 込 み の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

② こ の レ ジ ス タ を 命 令 で 読 む と Ｐ ０ ０ ～ Ｐ ０ ７ の 端 子 の デ ー タ が 読 み 込 ま れ ま す 。 但 し 、 Ｎ

Ｏ Ｔ １ ， Ｃ Ｌ Ｒ １ ， Ｓ Ｅ Ｔ １ ， Ｄ Ｂ Ｚ ， Ｄ Ｂ Ｎ Ｚ ， Ｉ Ｎ Ｃ ， Ｄ Ｅ Ｃ 命 令 で Ｐ ０ （ Ｆ Ｅ ４ ０ ） を 操 作 す る と 、

端 子 の デ ー タ で な く 、 レ ジ ス タ の 内 容 が 参 照 さ れ ま す 。  

③ ポ ー ト ０ の デ ー タ の 読 み 込 み は 、 ポ ー ト の 入 出 力 状 態 に か か わ ら ず 、 常 に 可 能 で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE40 0000 0000 R/W P0 P07 P06 P05 P04 P03 P02 P01 P00 

 

３ - １ - ３ - ２  ポ ー ト ０ デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ （ Ｐ ０ Ｄ Ｄ Ｒ ）  

① ４ ビ ッ ト 毎 の ポ ー ト ０ の 入 出 力 方 向 の 制 御 と 、 ４ ビ ッ ト 毎 の プ ル ア ッ プ 抵 抗 の 制 御 と ポ

ー ト ０ 割 り 込 み の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE41 0000 0000 R/W P0DDR P0HPUS P0LPUS P0FLG P0IE P0HPU P0LPU P0HDDR P0LDDR

 

Ｐ ０ Ｈ Ｐ Ｕ Ｓ （ ビ ッ ト ７ ） ： Ｐ ０ ７ ～ Ｐ ０ ４  Ｈ ｉ ｇ ｈ ／ Ｌ ｏ ｗ イ ン ピ ー ダ ン ス ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 選 択  

こ の ビ ッ ト が “ １ ” の 時 、 Ｐ ０ ７ ～ Ｐ ０ ４ は Ｈ ｉ ｇ ｈ イ ン ピ ー ダ ン ス ・ プ ル ア ッ プ が 選 択 さ

れ 、 こ の ビ ッ ト が “ ０ ” の 時 、 Ｐ ０ ７ ～ Ｐ ０ ４ は Ｌ ｏ ｗ イ ン ピ ー ダ ン ス ・ プ ル ア ッ プ が 選

択 さ れ ま す 。  

 

Ｐ ０ Ｌ Ｐ Ｕ Ｓ （ ビ ッ ト ６ ） ： Ｐ ０ ３ ～ Ｐ ０ ０  Ｈ ｉ ｇ ｈ ／ Ｌ ｏ ｗ イ ン ピ ー ダ ン ス ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 選 択  

こ の ビ ッ ト が “ １ ” の 時 、 Ｐ ０ ３ ～ Ｐ ０ ０ は Ｈ ｉ ｇ ｈ イ ン ピ ー ダ ン ス ・ プ ル ア ッ プ が 選 択 さ

れ 、 こ の ビ ッ ト が “ ０ ” の 時 、 Ｐ ０ ３ ～ Ｐ ０ ０ は Ｌ ｏ ｗ イ ン ピ ー ダ ン ス ・ プ ル ア ッ プ が 選

択 さ れ ま す 。  

 

Ｐ ０ Ｆ Ｌ Ｇ （ ビ ッ ト ５ ） ： Ｐ ０ 割 り 込 み 要 因 フ ラ グ  

入 力 ポ ー ト 指 定 さ れ た ポ ー ト ０ で 、 対 応 す る Ｐ ０ （ Ｆ Ｅ ４ ０ ） の ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ て

い る ポ ー ト に “ Ｌ ” レ ベ ル が 印 可 さ れ る と セ ッ ト さ れ ま す 。  

こ の ビ ッ ト と 割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト （ Ｐ ０ Ｉ Ｅ ） が と も に “ １ ” の 時 、 ホ ー ル ド モ ー ド

解 除 信 号 と ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ４ Ｂ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  

こ の ビ ッ ト は 、 自 動 的 に は ク リ ア さ れ ま せ ん の で 、 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 

Ｐ ０ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｐ ０ 割 り 込 み 要 求 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｐ ０ Ｆ Ｌ Ｇ が と も に “ １ ” の 時 、 ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ ア ド レ

ス ０ ０ ４ Ｂ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  
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Ｐ ０ Ｈ Ｐ Ｕ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｐ ０ ７ ～ Ｐ ０ ４ プ ル ア ッ プ 抵 抗 制 御  

こ の ビ ッ ト が “ １ ” で 、 Ｐ ０ Ｈ Ｄ Ｄ Ｒ が “ ０ ” の 時 、 Ｐ ０ ７ ～ Ｐ ０ ４ の う ち の オ プ シ ョ ン で Ｃ

Ｍ Ｏ Ｓ 出 力 指 定 さ れ た ポ ー ト に プ ル ア ッ プ 抵 抗 が 付 き ま す 。  

 

Ｐ ０ Ｌ Ｐ Ｕ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｐ ０ ３ ～ Ｐ ０ ０ プ ル ア ッ プ 抵 抗 制 御  

こ の ビ ッ ト が “ １ ” で 、 Ｐ ０ Ｌ Ｄ Ｄ Ｒ が “ ０ ” の 時 、 Ｐ ０ ３ ～ Ｐ ０ ０ の う ち の オ プ シ ョ ン で Ｃ

Ｍ Ｏ Ｓ 出 力 指 定 さ れ た ポ ー ト に プ ル ア ッ プ 抵 抗 が 付 き ま す 。  

 

Ｐ ０ Ｈ Ｄ Ｄ Ｒ （ ビ ッ ト １ ） ： Ｐ ０ ７ ～ Ｐ ０ ４ 入 出 力 制 御  

こ の ビ ッ ト が “ １ ” の 時 、 Ｐ ０ ７ ～ Ｐ ０ ４ が 出 力 モ ー ド に な り 、 対 応 す る ポ ー ト ０ デ ー

タ ラ ッ チ （ Ｐ ０ ） の 内 容 が ポ ー ト か ら 出 力 さ れ ま す 。  

こ の ビ ッ ト が “ ０ ” の 時 、 Ｐ ０ ７ ～ Ｐ ０ ４ が 入 力 モ ー ド に な り 、 対 応 す る ポ ー ト ０ デ ー

タ ラ ッ チ （ Ｐ ０ ） の 内 容 が “ １ ” の ポ ー ト で “ Ｌ ” レ ベ ル を 検 出 す る と Ｐ ０ Ｆ Ｌ Ｇ が セ ッ ト

さ れ ま す 。  

 

Ｐ ０ Ｌ Ｄ Ｄ Ｒ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｐ ０ ３ ～ Ｐ ０ ０ 入 出 力 制 御  

こ の ビ ッ ト が “ １ ” の 時 、 Ｐ ０ ３ ～ Ｐ ０ ０ が 出 力 モ ー ド に な り 、 対 応 す る ポ ー ト ０ デ ー

タ ラ ッ チ （ Ｐ ０ ） の 内 容 が ポ ー ト か ら 出 力 さ れ ま す 。  

こ の ビ ッ ト が “ ０ ” の 時 、 Ｐ ０ ３ ～ Ｐ ０ ０ が 入 力 モ ー ド に な り 、 対 応 す る ポ ー ト ０ デ ー

タ ラ ッ チ （ Ｐ ０ ） の 内 容 が “ １ ” の ポ ー ト で “ Ｌ ” レ ベ ル を 検 出 す る と Ｐ ０ Ｆ Ｌ Ｇ が セ ッ ト

さ れ ま す 。  

 

         Ｐ ０ ７ ～ Ｐ ０ ４ プ ル ア ッ プ 抵 抗 選 択 方 法  

Ｐ０ＨＰＵＳ Ｐ０ＨＰＵ Ｐ０ＨＤＤＲ＝０，ＣＭＯＳオプション指定ポート 

Ｘ ０ プルアップ抵抗 OFF 

Ｘ ０ プルアップ抵抗 OFF 

０ １ Ｌｏｗインピーダンス・プルアップ抵抗ＯＮ 

１ １ Ｈｉｇｈインピーダンス・プルアップ抵抗ＯＮ 

 

Ｐ ０ ３ ～ Ｐ ０ ０ プ ル ア ッ プ 抵 抗 選 択 方 法  

Ｐ０ＬＰＵＳ Ｐ０ＬＰＵ Ｐ０ＬＤＤＲ＝０，ＣＭＯＳオプション指定ポート 

Ｘ ０ プルアップ抵抗 OFF 

Ｘ ０ プルアップ抵抗 OFF 

０ １ Ｌｏｗインピーダンス・プルアップ抵抗ＯＮ 

１ １ Ｈｉｇｈインピーダンス・プルアップ抵抗ＯＮ 

 

３ - １ - ３ - ３  ポ ー ト ０ 機 能 制 御 レ ジ ス タ （ Ｐ ０ Ｆ Ｃ Ｒ ）  

① ポ ー ト ０ の 兼 用 出 力 の 制 御 を 行 う ６ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE42 00HH 0000 R/W P0FCR T7OE T6OE - - CLKOEN CKODV2 CKODV1 CKODV0

 
Ｔ ７ Ｏ Ｅ （ ビ ッ ト ７ ）  

Ｐ ０ ７ 端 子 の 出 力 デ ー タ の 制 御 を 行 い ま す 。  

Ｐ ０ ７ が 入 力 モ ー ド の 時 、 こ の ビ ッ ト は 無 効 で す 。  

Ｐ ０ ７ が 出 力 モ ー ド の 時 、 “ ０ ” ： ポ ー ト デ ー タ ラ ッ チ の 値 を 出 力 し ま す 。  

“ １ ” ： タ イ マ ７ 周 期 で ト グ ル す る 波 形 と ポ ー ト デ ー タ ラ

ッ チ の Ｏ Ｒ を 出 力 し ま す 。  
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Ｔ ６ Ｏ Ｅ （ ビ ッ ト ６ ）  

Ｐ ０ ６ 端 子 の 出 力 デ ー タ の 制 御 を 行 い ま す 。  

Ｐ ０ ６ が 入 力 モ ー ド の 時 、 こ の ビ ッ ト は 無 効 で す 。  

Ｐ ０ ６ が 出 力 モ ー ド の 時 、 “ ０ ” ： ポ ー ト デ ー タ ラ ッ チ の 値 を 出 力 し ま す 。  

“ １ ” ： タ イ マ ６ 周 期 で ト グ ル す る 波 形 と ポ ー ト デ ー タ ラ

ッ チ の Ｏ Ｒ を 出 力 し ま す 。  

Ｃ Ｌ Ｋ Ｏ Ｅ Ｎ （ ビ ッ ト ３ ）  

Ｐ ０ ５ 端 子 の 出 力 デ ー タ の 制 御 を 行 い ま す 。  

Ｐ ０ ５ が 入 力 モ ー ド の 時 、 こ の ビ ッ ト は 無 効 で す 。  

Ｐ ０ ５ が 出 力 モ ー ド の 時 、 “ ０ ” ： ポ ー ト デ ー タ ラ ッ チ の 値 を 出 力 し ま す 。  

“ １ ” ： シ ス テ ム ク ロ ッ ク 出 力 と ポ ー ト デ ー タ ラ ッ チ の Ｏ Ｒ

を 出 力 し ま す 。  

Ｃ Ｋ Ｏ Ｄ Ｖ ２ （ ビ ッ ト ２ ）  

Ｃ Ｋ Ｏ Ｄ Ｖ １ （ ビ ッ ト １ ）  

Ｃ Ｋ Ｏ Ｄ Ｖ ０ （ ビ ッ ト ０ ）  

Ｐ ０ ５ に 出 力 す る シ ス テ ム ク ロ ッ ク の 周 波 数 を 設 定 し ま す 。  

０ ０ ０  ：  シ ス テ ム ク ロ ッ ク 選 択 の 源 発 振 ク ロ ッ ク 周 波 数  

０ ０ １  ：  シ ス テ ム ク ロ ッ ク 選 択 の 源 発 振 ク ロ ッ ク 周 波 数 の ２ 分 周 周 波 数  

０ １ ０  ：  シ ス テ ム ク ロ ッ ク 選 択 の 源 発 振 ク ロ ッ ク 周 波 数 の ４ 分 周 周 波 数  

０ １ １  ：  シ ス テ ム ク ロ ッ ク 選 択 の 源 発 振 ク ロ ッ ク 周 波 数 の ８ 分 周 周 波 数  

１ ０ ０  ：  シ ス テ ム ク ロ ッ ク 選 択 の 源 発 振 ク ロ ッ ク 周 波 数 の １ ６ 分 周 周 波 数  

１ ０ １  ：  シ ス テ ム ク ロ ッ ク 選 択 の 源 発 振 ク ロ ッ ク 周 波 数 の ３ ２ 分 周 周 波 数  

１ １ ０  ：  シ ス テ ム ク ロ ッ ク 選 択 の 源 発 振 ク ロ ッ ク 周 波 数 の ６ ４ 分 周 周 波 数  

１ １ １  ：  サ ブ ク ロ ッ ク の 源 発 振 ク ロ ッ ク 周 波 数  

 

＜ ク ロ ッ ク 出 力 機 能 使 用 上 の 注 意 点 ＞  

ク ロ ッ ク 出 力 機 能 使 用 の 際 は 下 記 ① ～ ③ を 守 っ て く だ さ い 。  

下 記 に 違 反 し た 場 合 、 ポ ー ト の 出 力 波 形 に 異 常 が 生 じ る 場 合 が あ り ま す 。  

① Ｃ Ｌ Ｋ Ｏ Ｅ Ｎ （ ビ ッ ト ３ ） ＝ １ の 設 定 時 に ク ロ ッ ク 出 力 分 周 設 定 を 変 更 し な い 。  

→ C K O Ｄ Ｖ ２ ～ C K O Ｄ Ｖ ０ （ ビ ッ ト ２ ～ ビ ッ ト ０ ） の 設 定 を 変 更 し な い 。  

 ② Ｃ Ｌ Ｋ Ｏ Ｅ Ｎ （ ビ ッ ト ３ ） ＝ １ の 設 定 時 に シ ス テ ム ク ロ ッ ク 選 択 を 変 更 し な い 。  

→ Ｏ Ｃ Ｒ レ ジ ス タ の Ｃ Ｌ Ｋ Ｃ Ｂ ５ ～ ４ （ ビ ッ ト ５ ～ ４ ） ， Ｓ Ｌ Ｗ Ｒ Ｃ レ ジ ス タ の Ｓ Ｌ Ｒ Ｃ Ｓ Ｅ Ｌ （ ビ

ッ ト １ ） ， Ｍ Ｒ Ｃ Ｒ レ ジ ス タ の Ｍ Ｒ Ｃ Ｓ Ｅ Ｌ （ ビ ッ ト ７ ） の 設 定 を 変 更 し な い 。  

 ③ Ｃ Ｌ Ｋ Ｏ Ｅ Ｎ （ ビ ッ ト ３ ） ＝ １ の 状 態 か ら Ｃ Ｌ Ｋ Ｏ Ｅ Ｎ ＝ ０ と な る デ ー タ を Ｐ ０ Ｆ Ｃ Ｒ レ ジ ス タ

に 書 き 込 む 命 令 を 実 行 し た 場 合 、 Ｃ Ｌ Ｋ Ｏ Ｅ Ｎ は す ぐ に ０ に は な り ま せ ん 。  

出 力 中 の ク ロ ッ ク が 終 了 （ ク ロ ッ ク 立 ち 下 が り 検 出 ） し て か ら Ｃ Ｌ Ｋ Ｏ Ｅ Ｎ ＝ ０ と な り ま

す 。 従 っ て 、 命 令 で Ｃ Ｌ Ｋ Ｏ Ｅ Ｎ ＝ ０ と し た 後 に ク ロ ッ ク 分 周 設 定 変 更 及 び シ ス テ ム

ク ロ ッ ク 選 択 変 更 を 行 う 場 合 は 、 Ｃ Ｌ Ｋ Ｏ Ｅ Ｎ の 値 を 読 み 出 し て ０ で あ る こ と を 確 認

し た 後 に 行 っ て く だ さ い 。  

 

３ - １ - ４  オ プ シ ョ ン  

ユ ー ザ オ プ シ ョ ン と し て 次 の ２ 通 り の 選 択 が で き ま す 。  

① Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 出 力 （ プ ロ グ ラ マ ブ ル プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き ）  

② Ｎ ｃ ｈ オ ー プ ン ド レ イ ン 出 力  
 

３ - １ - ５  Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 時 の 動 作  

Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 時 の ポ ー ト の 状 態 は 、 Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 突 入 時 の 状 態 を 保 持 し ま す 。  
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３ - ２ ポート１  

３ - ２ - １  概 要  

ポ ー ト １ は 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き の ８ ビ ッ ト の 入 出 力 ポ ー ト で す 。 デ ー タ ラ

ッ チ ， デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ ， 機 能 制 御 レ ジ ス タ ， 制 御 回 路 で 構 成 さ れ 、 入 出 力

方 向 を デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ に よ り ビ ッ ト 毎 に 設 定 で き ま す 。 ま た 、 機 能 制 御 レ ジ

ス タ を 操 作 す る こ と に よ り 、 シ リ ア ル イ ン タ フ ェ ー ス 用 入 出 力 ， Ｐ Ｗ Ｍ 出 力 ポ ー ト と し て 使

用 で き ま す 。  

ユ ー ザ オ プ シ ョ ン に よ り 、 出 力 形 式 と し て プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 出

力 ま た は プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き Ｎ ｃ ｈ オ ー プ ン ド レ イ ン 出 力 の ど ち ら か を ビ

ッ ト 毎 に 選 択 で き ま す 。  

＜ フ ラ ッ シ ュ 版 の 注 意 点 ＞  

マ イ コ ン に リ セ ッ ト が 掛 か る と ポ ー ト Ｐ １ ５ は 一 時 的 に Ｌ Ｏ Ｗ を 出 力 し ま す 。 ま た 、 リ セ ッ ト

期 間 中 の ポ ー ト Ｐ １ ３ に は 、 ク ロ ッ ク や 中 間 電 位 （ Ｈ ｉ ‐ Ｚ 含 む ） を 印 加 し な い で く だ さ い 。  
 

オ ン チ ッ プ デ バ ッ ガ 端 子 処 理 に 関 し て は 、 別 マ ニ ュ ア ル 【 オ ン チ ッ プ デ バ ッ ガ Ｒ Ｄ ８ ７  

導 入 資 料 】 、 ＡＰＰＥＮＤＩＸ（Ａ-Ⅲ）の 【 L C 8 7 2 0 0 0 / L C 8 7 B 0 0 0 シ リ ー ズ ・ オ ン チ ッ プ デ バ ッ ガ

端 子 処 理 】 を ご 参 照 く だ さ い 。  

 

３ - ２ - ２  機 能  

① 入 出 力 ポ ー ト  （ ８ ビ ッ ト ： Ｐ １ ０ ～ Ｐ １ ７ ）  

・ ポ ー ト １ デ ー タ ラ ッ チ （ Ｐ １ ： Ｆ Ｅ ４ ４ ） で ポ ー ト 出 力 デ ー タ の 制 御 ， ポ ー ト １ デ ー タ デ ィ

レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ （ Ｐ １ Ｄ Ｄ Ｒ ： Ｆ Ｅ ４ ５ ） で 入 出 力 方 向 を 制 御 し ま す 。  

・ プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 が 、 各 ポ ー ト に 付 い て い ま す 。  
 
② 兼 用 機 能  

Ｐ １ ７ で タ イ マ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｈ ／ ベ ー ス タ イ マ Ｂ Ｕ Ｚ 出 力 ， Ｐ １ ６ で タ イ マ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｌ 出 力 ， Ｐ １

５ ～ Ｐ １ ３ で Ｓ Ｉ Ｏ １ 入 出 力 ， Ｐ １ ２ ～ Ｐ １ ０ で Ｓ Ｉ Ｏ ０ 入 出 力 機 能 を 兼 用 し ま す 。  
 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE44 0000 0000 R/W P1 P17 P16 P15 P14 P13 P12 P11 P10 

FE45 0000 0000 R/W P1DDR P17DDR P16DDR P15DDR P14DDR P13DDR P12DDR P11DDR P10DDR

FE46 0000 0000 R/W P1FCR P17FCR P16FCR P15FCR P14FCR P13FCR P12FCR P11FCR P10FCR

FE47 0000 H0H0 R/W P1TST FIX0 FIX0 FIX0 FIX0 - DSNKOT - FIX0 

Ｐ １ Ｔ Ｓ Ｔ （ Ｆ Ｅ ４ ７ ） の ビ ッ ト ７ ～ ビ ッ ト ４ ， ビ ッ ト ０ は テ ス ト 用 で す 。 設 定 値 は “ ０ ” で 使 用 し て

く だ さ い 。  
Ｐ １ Ｔ Ｓ Ｔ （ Ｆ Ｅ ４ ７ ） の ビ ッ ト ２ は 高 速 ク ロ ッ ク カ ウ ン タ の リ ア ル タ イ ム 出 力 を 制 御 す る ビ ッ ト で
す 。 説 明 は 高 速 ク ロ ッ ク カ ウ ン タ の 章 で 行 い ま す 。  
 

３ - ２ - ３  関 連 レ ジ ス タ  

３ - ２ - ３ - １  ポ ー ト １ デ ー タ ラ ッ チ （ Ｐ １ ）  

① ポ ー ト １ の 出 力 デ ー タ と プ ル ア ッ プ 抵 抗 の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

② こ の レ ジ ス タ を 命 令 で 読 む と Ｐ １ ０ ～ Ｐ １ ７ の 端 子 の デ ー タ が 読 み 込 ま れ ま す 。 但 し 、 Ｎ

Ｏ Ｔ １ ， Ｃ Ｌ Ｒ １ ， Ｓ Ｅ Ｔ １ ， Ｄ Ｂ Ｚ ， Ｄ Ｂ Ｎ Ｚ ， Ｉ Ｎ Ｃ ， Ｄ Ｅ Ｃ 命 令 で Ｐ １ （ Ｆ Ｅ ４ ４ ） を 操 作 す る と 、

端 子 の デ ー タ で な く 、 レ ジ ス タ の 内 容 が 参 照 さ れ ま す 。  

③ ポ ー ト １ の デ ー タ の 読 み 込 み は 、 ポ ー ト の 入 出 力 状 態 に か か わ ら ず 、 常 に 可 能 で す 。  
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ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE44 0000 0000 R/W P1 P17 P16 P15 P14 P13 P12 P11 P10 

 

３ - ２ - ３ - ２  ポ ー ト １ デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ （ Ｐ １ Ｄ Ｄ Ｒ ）  

① ポ ー ト １ の 入 出 力 方 向 の 制 御 を ビ ッ ト 毎 に 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。 ビ ッ ト Ｐ １ ｎ Ｄ Ｄ

Ｒ が “ １ ” の 時 、 ポ ー ト Ｐ １ ｎ は 出 力 モ ー ド に な り 、 ビ ッ ト Ｐ １ ｎ Ｄ Ｄ Ｒ が “ ０ ” の 時 、 ポ ー ト Ｐ １

ｎ は 入 力 モ ー ド に な り ま す 。  

② ビ ッ ト Ｐ １ ｎ Ｄ Ｄ Ｒ が “ ０ ” で 、 ポ ー ト １ デ ー タ ラ ッ チ の ビ ッ ト Ｐ １ ｎ が “ １ ” の 時 、 ポ ー ト Ｐ １ ｎ は

プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き 入 力 と な り ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE45 0000 0000 R/W P1DDR P17DDR P16DDR P15DDR P14DDR P13DDR P12DDR P11DDR P10DDR

 

レジスタデータ ポートＰ１ｎの状態 内蔵プルアップ

抵抗 P1n P1nDDR 入力 出力 

０ ０ 可能 オープン ＯＦＦ 

１ ０ 可能 内蔵プルアップ抵抗 ＯＮ 

０ １ 可能 ＬＯＷ ＯＦＦ 

１ １ 可能 ＨＩＧＨ／オープン（ＣＭＯＳ／Ｎｃｈオープンドレイン） ＯＦＦ 

 

３ - ２ - ３ - ３  ポ ー ト １ 機 能 制 御 レ ジ ス タ （ Ｐ １ Ｆ Ｃ Ｒ ）  

① ポ ー ト １ の 兼 用 出 力 の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE46 0000 0000 R/W P1FCR P17FCR P16FCR P15FCR P14FCR P13FCR P12FCR P11FCR P10FCR

 

ｎ Ｐ１ｎＦＣＲ Ｐ１ｎ 出力モード（Ｐ１ｎＤＤＲ＝１）の時のＰ１ｎ端子データ 

７ ０ － ポートデータラッチ（Ｐ１７）の値 
１ ０ タイマ１ＰＷＭＨまたはベースタイマのＢＵＺデータ 
１ １ タイマ１ＰＷＭＨまたはベースタイマのＢＵＺ反転データ 

６ ０ － ポートデータラッチ（Ｐ１６）の値 
１ ０ タイマ１ＰＷＭＬのデータ 
１ １ タイマ１ＰＷＭＬ反転データ 

５ ０ － ポートデータラッチ（Ｐ１５）の値 
１ ０ ＳＩＯ１クロック出力データ 
１ １ ＨＩＧＨ出力 

４ ０ － ポートデータラッチ（Ｐ１４）の値 
１ ０ ＳＩＯ１出力データ 
１ １ ＨＩＧＨ出力 

３ ０ － ポートデータラッチ（Ｐ１３）の値 
１ ０ ＳＩＯ１出力データ 
１ １ ＨＩＧＨ出力 

２ ０ － ポートデータラッチ（Ｐ１２）の値 
１ ０ ＳＩＯ０クロック出力データ 
１ １ ＨＩＧＨ出力 

１ ０ － ポートデータラッチ（Ｐ１１）の値 
１ ０ ＳＩＯ０出力データ 
１ １ ＨＩＧＨ出力 

０ ０ － ポートデータラッチ（Ｐ１０）の値 
１ ０ ＳＩＯ０出力データ 
１ １ ＨＩＧＨ出力 

尚 、 オ プ シ ョ ン で Ｎ ｃ ｈ オ ー プ ン ド レ イ ン 出 力 を 選 択 し た 端 子 の Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ デ ー タ 出 力 は オ ー

プ ン と な り ま す 。  
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Ｐ １ ７ Ｆ Ｃ Ｒ （ ビ ッ ト ７ ） ： Ｐ１７機 能 制 御 （タイマ１ＰＷＭＨまたはベースタイマＢＵＺ出 力 制 御 ）  

Ｐ １ ７ 端 子 の 出 力 デ ー タ の 制 御 を 行 い ま す 。  

Ｐ １ ７ が 出 力 モ ー ド （ Ｐ １ ７ Ｄ Ｄ Ｒ ＝ １ ） で 、 Ｐ １ ７ Ｆ Ｃ Ｒ が “ １ ” の 時 、 タ イ マ １ の Ｐ Ｗ Ｍ

Ｈ 出 力 ま た は ベ ー ス タ イ マ か ら の Ｂ Ｕ Ｚ 出 力 デ ー タ と ポ ー ト デ ー タ ラ ッ チ の Ｅ Ｏ Ｒ

を Ｐ １ ７ 端 子 は 出 力 し ま す 。  

※  タ イ マ １ の Ｐ Ｗ Ｍ Ｈ と ベ ー ス タ イ マ の Ｂ Ｕ Ｚ 出 力 切 り 替 え は 、 Ｂ Ｕ Ｚ Ｏ Ｎ （ Ｉ Ｓ Ｌ ：

Ｆ Ｅ ５ Ｆ の ビ ッ ト ３ ） で 行 い ま す 。  

 

Ｐ １ ６ Ｆ Ｃ Ｒ （ ビ ッ ト ６ ） ： Ｐ １ ６ 機 能 制 御 （ タ イ マ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｌ 出 力 制 御 ）  

Ｐ １ ６ 端 子 の 出 力 デ ー タ の 制 御 を 行 い ま す 。  

Ｐ １ ６ が 出 力 モ ー ド （ Ｐ １ ６ Ｄ Ｄ Ｒ ＝ １ ） で 、 Ｐ １ ６ Ｆ Ｃ Ｒ が “ １ ” の 時 、 タ イ マ １ の Ｐ Ｗ Ｍ

Ｌ 出 力 デ ー タ と ポ ー ト デ ー タ ラ ッ チ の Ｅ Ｏ Ｒ を Ｐ １ ６ 端 子 は 出 力 し ま す 。  

 

Ｐ １ ５ Ｆ Ｃ Ｒ （ ビ ッ ト ５ ） ： Ｐ １ ５ 機 能 制 御 （ Ｓ Ｉ Ｏ １ ク ロ ッ ク 出 力 制 御 ）  

Ｐ １ ５ 端 子 の 出 力 デ ー タ の 制 御 を 行 い ま す 。  

Ｐ １ ５ が 出 力 モ ー ド （ Ｐ １ ５ Ｄ Ｄ Ｒ ＝ １ ） で 、 Ｐ １ ５ Ｆ Ｃ Ｒ が “ １ ” の 時 、 Ｓ Ｉ Ｏ １ の ク ロ ッ ク

出 力 デ ー タ と ポ ー ト デ ー タ ラ ッ チ の Ｏ Ｒ を Ｐ １ ５ 端 子 は 出 力 し ま す 。  

 

Ｐ １ ４ Ｆ Ｃ Ｒ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｐ １ ４ 機 能 制 御 （ Ｓ Ｉ Ｏ １ デ ー タ 出 力 制 御 ）  

Ｐ １ ４ 端 子 の 出 力 デ ー タ の 制 御 を 行 い ま す 。  

Ｐ １ ４ が 出 力 モ ー ド （ Ｐ １ ４ Ｄ Ｄ Ｒ ＝ １ ） で 、 Ｐ １ ４ Ｆ Ｃ Ｒ が “ １ ” の 時 、 Ｓ Ｉ Ｏ １ 出 力 デ

ー タ と ポ ー ト デ ー タ ラ ッ チ の Ｏ Ｒ を Ｐ １ ４ 端 子 は 出 力 し ま す 。  

尚 、 Ｐ １ ４ の 入 出 力 状 態 に 関 係 な く 、 Ｐ １ ４ か ら は Ｓ Ｉ Ｏ １ 動 作 時 、 Ｓ Ｉ Ｏ １ 入 力 デ

ー タ が 取 り 込 ま れ ま す 。  

 

Ｐ １ ３ Ｆ Ｃ Ｒ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｐ １ ３ 機 能 制 御 （ Ｓ Ｉ Ｏ １ デ ー タ 出 力 制 御 ）  

Ｐ １ ３ 端 子 の 出 力 デ ー タ の 制 御 を 行 い ま す 。  

Ｐ １ ３ が 出 力 モ ー ド （ Ｐ １ ３ Ｄ Ｄ Ｒ ＝ １ ） で 、 Ｐ １ ３ Ｆ Ｃ Ｒ が “ １ ” の 時 、 Ｓ Ｉ Ｏ １ 出 力 デ

ー タ と ポ ー ト デ ー タ ラ ッ チ の Ｏ Ｒ を Ｐ １ ３ 端 子 は 出 力 し ま す 。  

 

Ｐ １ ２ Ｆ Ｃ Ｒ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｐ １ ２ 機 能 制 御 （ Ｓ Ｉ Ｏ ０ ク ロ ッ ク 出 力 制 御 ）  

Ｐ １ ２ 端 子 の 出 力 デ ー タ の 制 御 を 行 い ま す 。  

Ｐ １ ２ が 出 力 モ ー ド （ Ｐ １ ２ Ｄ Ｄ Ｒ ＝ １ ） で 、 Ｐ １ ２ Ｆ Ｃ Ｒ が “ １ ” の 時 、 Ｓ Ｉ Ｏ ０ の ク ロ ッ ク

出 力 デ ー タ と ポ ー ト デ ー タ ラ ッ チ の Ｏ Ｒ を Ｐ １ ２ 端 子 は 出 力 し ま す 。  

 

Ｐ １ １ Ｆ Ｃ Ｒ （ ビ ッ ト １ ） ： Ｐ １ １ 機 能 制 御 （ Ｓ Ｉ Ｏ ０ デ ー タ 出 力 制 御 ）  

Ｐ １ １ 端 子 の 出 力 デ ー タ の 制 御 を 行 い ま す 。  

Ｐ １ １ が 出 力 モ ー ド （ Ｐ １ １ Ｄ Ｄ Ｒ ＝ １ ） で 、 Ｐ １ １ Ｆ Ｃ Ｒ が “ １ ” の 時 、 Ｓ Ｉ Ｏ ０ 出 力 デ

ー タ と ポ ー ト デ ー タ ラ ッ チ の Ｏ Ｒ を Ｐ １ １ 端 子 は 出 力 し ま す 。  

尚 、 Ｐ １ １ の 入 出 力 状 態 に 関 係 な く 、 Ｐ １ １ か ら は Ｓ Ｉ Ｏ ０ 動 作 時 、 Ｓ Ｉ Ｏ ０ 入 力 デ

ー タ が 取 り 込 ま れ ま す 。  

 

Ｐ １ ０ Ｆ Ｃ Ｒ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｐ １ ０ 機 能 制 御 （ Ｓ Ｉ Ｏ ０ デ ー タ 出 力 制 御 ）  

Ｐ １ ０ 端 子 の 出 力 デ ー タ の 制 御 を 行 い ま す 。  

Ｐ １ ０ が 出 力 モ ー ド （ Ｐ １ ０ Ｄ Ｄ Ｒ ＝ １ ） で 、 Ｐ １ ０ Ｆ Ｃ Ｒ が “ １ ” の 時 、 Ｓ Ｉ Ｏ ０ 出 力 デ

ー タ と ポ ー ト デ ー タ ラ ッ チ の Ｏ Ｒ を Ｐ １ ０ 端 子 は 出 力 し ま す 。  
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３ - ２ - ４  オ プ シ ョ ン  

ユ ー ザ オ プ シ ョ ン と し て 次 の ２ 通 り の 選 択 が で き ま す 。  

① Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 出 力  （ プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き ）  

② Ｎ ｃ ｈ オ ー プ ン ド レ イ ン 出 力  （ プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き ）  

 

３ - ２ - ５  Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 時 の 動 作  

Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 時 の ポ ー ト の 状 態 は 、 Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 突 入 時 の 状 態 を 保 持 し ま す 。  

 

 



L C 8 7 B Ｈ 0 0  第 ３ 章  

3-9 

３ - ３ ポート２  

３ -３ -１  概 要  

ポ ー ト ２ は 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き の ２ ビ ッ ト の 入 出 力 ポ ー ト で す 。 デ ー タ ラ

ッ チ ， デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ ， 制 御 回 路 で 構 成 さ れ 、 入 出 力 方 向 を デ ー タ デ ィ レ

ク シ ョ ン レ ジ ス タ に よ り ビ ッ ト 毎 に 設 定 で き ま す 。  

ポ ー ト ２ は 、 外 部 割 り 込 み 用 入 力 ポ ー ト と し て も 使 用 で き ま す 。 ま た 、 タ イ マ １のカウントクロ

ッ ク 入 力 ， タ イ マ ０ の キ ャ プ チ ャ 信 号 入 力 ， Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ の 非 同 期 シ リ ア ル イ ン タ ー フ ェ ー ス 用

入 出 力 、ＰＷＭ４、５出 力 やホールドモード解 除 信 号 入 力 ポートとしても使 用 できます。  

ユ ー ザ オ プ シ ョ ン に よ り 、 出 力 形 式 と し て プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 出

力 ま た は プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き Ｎ ｃ ｈ オ ー プ ン ド レ イ ン 出 力 の ど ち ら か を ビ

ッ ト 毎 に 選 択 で き ま す 。  

 

３ - ３ - ２  機 能  

① 入 出 力 ポ ー ト  （ ２ ビ ッ ト ： Ｐ ２ ０ ， Ｐ ２ １ ）  

・ ポ ー ト ２ デ ー タ ラ ッ チ （ Ｐ ２ ： Ｆ Ｅ ４ ８ ） で ポ ー ト 出 力 デ ー タ の 制 御 、 ポ ー ト ２ デ ー タ デ ィ

レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ （ Ｐ ２ Ｄ Ｄ Ｒ ： Ｆ Ｅ ４ ９ ） で 入 出 力 方 向 を 制 御 し ま す 。  

・ プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 が 、 各 ポ ー ト に 付 い て い ま す 。  
 

② 割 り 込 み 入 力 端 子 機 能  

Ｐ ２ ０ ， Ｐ ２ １ か ら 選 択 さ れ た １ ポ ー ト （ Ｉ Ｎ Ｔ ４ ） に は 、 端 子 割 り 込 み 機 能 が あ り 、 Ｌ エ ッ

ジ ， Ｈ エ ッ ジ ， 両 エ ッ ジ 検 出 を 行 い 、 割 り 込 み フ ラ グ を セ ッ ト し ま す 。 さ ら に 選 択 さ れ た

こ れ ら ２ ポ ー ト は タ イ マ １ の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク 入 力 ， タ イ マ ０ の キ ャ プ チ ャ 信 号 入 力 と し て

も 使 用 で き ま す 。  
 

③ ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 機 能  

・ Ｉ Ｎ Ｔ ４ で 割 り 込 み フ ラ グ と 割 り 込 み 許 可 フ ラ グ の 両 方 が セ ッ ト さ れ る と 、 ホ ー ル ド モ

ー ド 解 除 信 号 が 発 生 し 、 ホ ー ル ド モ ー ド が 解 除 さ れ ホ ル ト モ ー ド （ シ ス テ ム ク ロ ッ ク

＝ 中 速 Ｒ Ｃ ま た は 低 速 Ｒ Ｃ ） に 移 行 し ま す 。 さ ら に 割 り 込 み が 受 け 付 け ら れ る と 、 ホ

ル ト モ ー ド か ら 通 常 動 作 モ ー ド へ 移 行 し ま す 。  

・  ホ ー ル ド モ ー ド 時 に Ｉ Ｎ Ｔ ４ 割 り 込 み フ ラ グ を セ ッ ト す る よ う な 信 号 変 化 が 入 力 さ れ る

と 、 割 り 込 み フ ラ グ が セ ッ ト さ れ ま す 。 こ の 時 、 対 応 す る 割 り 込 み 許 可 フ ラ グ が セ ッ ト

さ れ て い れ ば ホ ー ル ド モ ー ド が 解 除 さ れ ま す 。  

但 し 、 ホ ー ル ド モ ー ド 突 入 時 の Ｉ Ｎ Ｔ ４ の デ ー タ が “ Ｈ ” の 時 の Ｈ エ ッ ジ と 、 ホ ー ル ド モ

ー ド 突 入 時 の Ｉ Ｎ Ｔ ４ の デ ー タ が “ Ｌ ” の 時 の Ｌ エ ッ ジ で は 、 割 り 込 み フ ラ グ は セ ッ ト で

き ま せ ん 。 従 っ て 、 Ｉ Ｎ Ｔ ４ で ホ ー ル ド モ ー ド を 解 除 す る 時 は 、 Ｉ Ｎ Ｔ ４ を 両 エ ッ ジ 割 り

込 み モ ー ド で 使 用 す る こ と を 薦 め ま す 。  
 

 ④ 兼 用 機 能  

Ｐ ２ ０ ， Ｐ ２ １ で Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 入 出 力 、 Ｐ Ｗ Ｍ ４ 、 ５ 出 力 機 能 を 兼 用 し ま す 。 説 明 は 各 章 で

行 い ま す 。  
 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE48 HHHH HH00 R/W P2 - - - - - - P21 P20 

FE49 HHHH HH00 R/W P2DDR - - - - - - P21DDR P20DDR

FE4A 0000 0000 R/W I45CR INT5HEG INT5LEG INT5IF INT5IE INT4HEG INT4LEG INT4IF INT4IE

FE4B 0000 0000 R/W I45SL I5SL3 I5SL2 I5SL1 I5SL0 I4SL3 I4SL2 I4SL1 I4SL0
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３ - ３ - ３  関 連 レ ジ ス タ  

３ - ３ - ３ - １  ポ ー ト ２ デ ー タ ラ ッ チ （ Ｐ ２ ）  

① ポ ー ト ２ の 出 力 デ ー タ と プ ル ア ッ プ 抵 抗 の 制 御 を 行 う ２ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

② こ の レ ジ ス タ を 命 令 で 読 む と Ｐ ２ ０ ， Ｐ ２ １ の 端 子 の デ ー タ が 読 み 込 ま れ ま す 。 但 し 、 Ｎ

Ｏ Ｔ １ ， Ｃ Ｌ Ｒ １ ， Ｓ Ｅ Ｔ １ ， Ｄ Ｂ Ｚ ， Ｄ Ｂ Ｎ Ｚ ， Ｉ Ｎ Ｃ ， Ｄ Ｅ Ｃ 命 令 で Ｐ ２ （ Ｆ Ｅ ４ ８ ） を 操 作 す る と 、

端 子 の デ ー タ で な く 、 レ ジ ス タ の 内 容 が 参 照 さ れ ま す 。  

③ ポ ー ト ２ の デ ー タ の 読 み 込 み は 、 ポ ー ト の 入 出 力 状 態 に か か わ ら ず 、 常 に 可 能 で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE48 HHHH HH00 R/W P2 - - - - - - P21 P20 

 

３ - ３ - ３ - ２  ポ ー ト ２ デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ （ Ｐ ２ Ｄ Ｄ Ｒ ）  

① ポ ー ト ２ の 入 出 力 方 向 の 制 御 を ビ ッ ト 毎 に 行 う ２ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。 ビ ッ ト Ｐ ２ ｎ Ｄ Ｄ

Ｒ が “ １ ” の 時 、 ポ ー ト Ｐ ２ ｎ は 出 力 モ ー ド に な り 、 ビ ッ ト Ｐ ２ ｎ Ｄ Ｄ Ｒ が “ ０ ” の 時 、 ポ ー ト Ｐ ２

ｎ は 入 力 モ ー ド に な り ま す 。  

② ビ ッ ト Ｐ ２ ｎ Ｄ Ｄ Ｒ が “ ０ ” で 、 ポ ー ト ２ デ ー タ ラ ッ チ の ビ ッ ト Ｐ ２ ｎ が “ １ ” の 時 、 ポ ー ト Ｐ ２ ｎ は

プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き 入 力 と な り ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE49 HHHH HH00 R/W P2DDR - - - - - - P21DDR P20DDR

 

レジスタデータ ポートＰ2ｎの状態 内蔵プルアップ

抵抗 Ｐ２ｎ Ｐ２ｎＤＤＲ 入力 出力 

０ ０ 可能 オープン ＯＦＦ 

１ ０ 可能 内蔵プルアップ抵抗 ＯＮ 

０ １ 可能 ＬＯＷ ＯＦＦ 

１ １ 可能 ＨＩＧＨ／オープン（ＣＭＯＳ／Ｎｃｈオープンドレイン） ＯＦＦ 

 

３ - ３ - ３ - ３  外 部 割 り 込 み ４ ， ５ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｉ ４ ５ Ｃ Ｒ ）  

① 外 部 割 り 込 み ４ ， ５ の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE4A 0000 0000 R/W I45CR INT5HEG INT5LEG INT5IF INT5IE INT4HEG INT4LEG INT4IF INT4IE

 

Ｉ Ｎ Ｔ ５ Ｈ Ｅ Ｇ （ ビ ッ ト ７ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ５ 立 ち 上 が り エ ッ ジ 検 出 制 御  

Ｉ Ｎ Ｔ ５ Ｌ Ｅ Ｇ （ ビ ッ ト ６ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ５ 立 ち 下 が り エ ッ ジ 検 出 制 御  

ＩＮＴ５ＨＥＧ ＩＮＴ５ＬＥＧ ＩＮＴ５割り込み条件（端子のデータ） 

０ ０ 検出しない 
０ １ 立ち下がり検出 
１ ０ 立ち上がり検出 
１ １ 両エッジ検出 
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Ｉ Ｎ Ｔ ５ Ｉ Ｆ （ ビ ッ ト ５ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ５ 割 り 込 み 要 因 フ ラ グ  

Ｉ Ｎ Ｔ ５ Ｈ Ｅ Ｇ ， Ｉ Ｎ Ｔ ５ Ｌ Ｅ Ｇ で 指 定 さ れ た 条 件 が 満 た さ れ る と セ ッ ト さ れ ま す 。  

こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ ５ の 割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト （ Ｉ Ｎ Ｔ ５ Ｉ Ｅ ） が と も に “ １ ” の 時 、 ホ

ー ル ド モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ １ Ｂ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し  

ま す 。  

但 し 、 ホ ー ル ド モ ー ド 突 入 時 の Ｉ Ｎ Ｔ ５ の デ ー タ が “ Ｈ ” の 時 の Ｈ エ ッ ジ と 、 ホ ー ル

ド モ ー ド 突 入 時 の Ｉ Ｎ Ｔ ５ の デ ー タ が “ Ｌ ” の 時 の Ｌ エ ッ ジ で は 、 割 り 込 み フ ラ グ は

セ ッ ト で き ま せ ん 。 従 っ て 、 Ｉ Ｎ Ｔ ５ で ホ ー ル ド モ ー ド を 解 除 す る 時 は 、 Ｉ Ｎ Ｔ ５ を 両

エ ッ ジ 割 り 込 み モ ー ド で 使 用 す る こ と を 薦 め ま す 。  

こ の ビ ッ ト は 、 自 動 的 に は ク リ ア さ れ ま せ ん の で 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 

Ｉ Ｎ Ｔ ５ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ５ 割 り 込 み 要 求 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ ５ Ｉ Ｆ が と も に “ １ ” の 時 、 ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ ア ド レ

ス ０ ０ １ Ｂ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  

 

Ｉ Ｎ Ｔ ４ Ｈ Ｅ Ｇ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ４ 立 ち 上 が り エ ッ ジ 検 出 制 御  

Ｉ Ｎ Ｔ ４ Ｌ Ｅ Ｇ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ４ 立 ち 下 が り エ ッ ジ 検 出 制 御  

ＩＮＴ４ＨＥＧ ＩＮＴ４ＬＥＧ ＩＮＴ４割り込み条件（端子のデータ） 

０ ０ 検出しない 
０ １ 立ち下がり検出 
１ ０ 立ち上がり検出 
１ １ 両エッジ検出 

 

Ｉ Ｎ Ｔ ４ Ｉ Ｆ （ ビ ッ ト １ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ４ 割 り 込 み 要 因 フ ラ グ  

Ｉ Ｎ Ｔ ４ Ｈ Ｅ Ｇ ， Ｉ Ｎ Ｔ ４ Ｌ Ｅ Ｇ で 指 定 さ れ た 条 件 が 満 た さ れ る と セ ッ ト さ れ ま す 。  

こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ ４ の 割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト （ Ｉ Ｎ Ｔ ４ Ｉ Ｅ ） が と も に “ １ ” の 時 、 ホ

ー ル ド モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ １ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し  

ま す 。  

但 し 、 ホ ー ル ド モ ー ド 突 入 時 の Ｉ Ｎ Ｔ ４ の デ ー タ が “ Ｈ ” の 時 の Ｈ エ ッ ジ と 、 ホ ー ル

ド モ ー ド 突 入 時 の Ｉ Ｎ Ｔ ４ の デ ー タ が “ Ｌ ” の 時 の Ｌ エ ッ ジ で は 、 割 り 込 み フ ラ グ は

セ ッ ト で き ま せ ん 。 従 っ て 、 Ｉ Ｎ Ｔ ４ で ホ ー ル ド モ ー ド を 解 除 す る 時 は 、 Ｉ Ｎ Ｔ ４ を 両

エ ッ ジ 割 り 込 み モ ー ド で 使 用 す る こ と を 薦 め ま す 。  

こ の ビ ッ ト は 、 自 動 的 に は ク リ ア さ れ ま せ ん の で 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 

Ｉ Ｎ Ｔ ４ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ４ 割 り 込 み 要 求 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ ４ Ｉ Ｆ が と も に “ １ ” の 時 、 ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ ア ド レ

ス ０ ０ １ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  

 

３ - ３ - ３ - ４  外 部 割 り 込 み ４ ， ５ 端 子 選 択 レ ジ ス タ （ Ｉ ４ ５ Ｓ Ｌ ）  

① 外 部 割 り 込 み ４ ， ５ の 端 子 を 選 択 す る ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE4B 0000 0000 R/W I45SL I5SL3 I5SL2 I5SL1 I5SL0 I4SL3 I4SL2 I4SL1 I4SL0
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Ｉ ５ Ｓ Ｌ ３ （ ビ ッ ト ７ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ５ 用 端 子 選 択  

Ｉ ５ Ｓ Ｌ ２ （ ビ ッ ト ６ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ５ 用 端 子 選 択  

Ｉ５ＳＬ３ Ｉ５ＳＬ２ ＩＮＴ５として使用する端子 

０ ０ ポートＰ３０ 
０ １ ポートＰ３１ 
１ ０ 禁止 
１ １ 禁止 

 

Ｉ ５ Ｓ Ｌ １ （ ビ ッ ト ５ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ５ 用 端 子 機 能 選 択  

Ｉ ５ Ｓ Ｌ ０ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ５ 用 端 子 機 能 選 択  

Ｉ Ｎ Ｔ ５ と し て 選 択 さ れ た 端 子 に 、 外 部 割 り 込 み ４ ， ５ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｉ ４ ５ Ｃ Ｒ ） で

指 定 さ れ た デ ー タ 変 化 が 与 え ら れ る と 、 タ イ マ １ の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク 入 力 や タ イ マ

０ の キ ャ プ チ ャ 信 号 を 発 生 し ま す 。  

Ｉ５ＳＬ１ Ｉ５ＳＬ０ ＩＮＴ５の割り込み以外の機能 

０ ０ なし 
０ １ タイマ１のカウントクロック入力 
１ ０ タイマ０Ｌのキャプチャ信号入力 
１ １ タイマ０Ｈのキャプチャ信号入力 

 

Ｉ ４ Ｓ Ｌ ３ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ４ 用 端 子 選 択  

Ｉ ４ Ｓ Ｌ ２ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ４ 用 端 子 選 択  

Ｉ４ＳＬ３ Ｉ４ＳＬ２ ＩＮＴ４として使用する端子 

０ ０ ポートＰ２０ 
０ １ ポートＰ２１ 
１ ０ 禁止 
１ １ 禁止 

 

Ｉ ４ Ｓ Ｌ １ （ ビ ッ ト １ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ４ 用 端 子 機 能 選 択  

Ｉ ４ Ｓ Ｌ ０ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ４ 用 端 子 機 能 選 択  

Ｉ Ｎ Ｔ ４ と し て 選 択 さ れ た 端 子 に 、 外 部 割 り 込 み ４ ， ５ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｉ ４ ５ Ｃ Ｒ ） で

指 定 さ れ た デ ー タ 変 化 が 与 え ら れ る と 、 タ イ マ １ の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク 入 力 や タ イ マ

０ の キ ャ プ チ ャ 信 号 を 発 生 し ま す 。  

Ｉ４ＳＬ１ Ｉ４ＳＬ０ ＩＮＴ４の割り込み以外の機能 

０ ０ なし 
０ １ タイマ１のカウントクロック入力 
１ ０ タイマ０Ｌのキャプチャ信号入力 
１ １ タイマ０Ｈのキャプチャ信号入力 

 

注 意 ：  

① Ｉ Ｎ Ｔ ４ ま た は Ｉ Ｎ Ｔ ５ で 、 タ イ マ ０ Ｌ の キ ャ プ チ ャ 信 号 入 力 ， タ イ マ ０ Ｈ の キ ャ プ チ ャ 信 号

入 力 が ポ ー ト ７ と 重 複 し て 指 定 さ れ た 場 合 、 ポ ー ト ７ か ら の 信 号 は 無 視 さ れ ま す 。  

② Ｉ Ｎ Ｔ ４ と Ｉ Ｎ Ｔ ５ が 、 タ イ マ １ の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク 入 力 ， タ イ マ ０ Ｌ の キ ャ プ チ ャ 信 号 入 力 ， タ

イ マ ０ Ｈ の キ ャ プ チ ャ 信 号 入 力 と し て 、 重 複 し て 指 定 さ れ た 場 合 、 両 方 と も 受 け 付 け

ま す 。 但 し 、 Ｉ Ｎ Ｔ ４ と Ｉ Ｎ Ｔ ５ の イ ベ ン ト が 同 時 に 起 こ っ た 場 合 は 、 １ つ の イ ベ ン ト と み な

し ま す 。  

③ Ｉ Ｎ Ｔ ４ と Ｉ Ｎ Ｔ ５ の 少 な く と も 一 方 で 、 タ イ マ １ の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク 入 力 が 指 定 さ れ た 場 合 、

タ イ マ １ Ｌ は イ ベ ン ト カ ウ ン タ と な り ま す 。 ま た 、 Ｉ Ｎ Ｔ ４ と Ｉ Ｎ Ｔ ５ の 両 方 で タ イ マ １ の カ ウ ン

ト ク ロ ッ ク 入 力 が 指 定 さ れ な い 場 合 、 タ イ マ １ Ｌ の カ ウ ン ト は ２ Ｔ ｃ ｙ ｃ 毎 に 行 わ れ ま す 。  
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３ - ３ - ４  オ プ シ ョ ン  

ユ ー ザ オ プ シ ョ ン と し て 次 の ２ 通 り の 選 択 が で き ま す 。  

① Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 出 力  （ プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き ）  

② Ｎ ｃ ｈ オ ー プ ン ド レ イ ン 出 力  （ プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き ）  

 

３ - ３ - ５  Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 時 の 動 作  

Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 時 の ポ ー ト の 入 出 力 状 態 は 、 Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ の 突 入 時 の 状 態 を 保

持 し ま す 。  
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３ - ４ ポート３ 

３ - ４ - １  概 要  

ポ ー ト ３ は 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き の ２ ビ ッ ト の 入 出 力 ポ ー ト で す 。 デ ー タ ラ

ッ チ ， デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ ， 制 御 回 路 で 構 成 さ れ 、 入 出 力 方 向 を デ ー タ デ ィ レ

ク シ ョ ン レ ジ ス タ に よ り ビ ッ ト 毎 に 設 定 で き ま す 。  

ポ ー ト ３ は 、 外 部 割 り 込 み 用 入 力 ポ ー ト と し て も 使 用 で き ま す 。 ま た 、 タ イ マ １ の カ ウ ン ト ク

ロ ッ ク 入 力 ， タ イ マ ０ の キ ャ プ チ ャ 信 号 入 力 、 Ｐ Ｗ Ｍ ４ 、 ５ 出 力 や ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 信

号 入 力 ポ ー ト と し て も 使 用 で き ま す 。  

ユ ー ザ オ プ シ ョ ン に よ り 、 出 力 形 式 と し て プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 出

力 ま た は プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き Ｎ ｃ ｈ オ ー プ ン ド レ イ ン 出 力 の ど ち ら か を ビ

ッ ト 毎 に 選 択 で き ま す 。  

 

３ - ４ - ２  機 能  

① 入 出 力 ポ ー ト  （ ２ ビ ッ ト ： Ｐ ３ ０ ， Ｐ ３ １ ）  

・ ポ ー ト ３ デ ー タ ラ ッ チ （ Ｐ ３ ： Ｆ Ｅ ４ Ｃ ） で ポ ー ト 出 力 デ ー タ の 制 御 ， ポ ー ト ３ デ ー タ デ ィ

レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ （ Ｐ ３ Ｄ Ｄ Ｒ ： Ｆ Ｅ ４ Ｄ ） で 入 出 力 方 向 を 制 御 し ま す 。  

・  プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 が 、 各 ポ ー ト に 付 い て い ま す 。  
 

② 割 り 込 み 入 力 端 子 機 能  

Ｐ ３ ０ ， Ｐ ３ １ か ら 選 択 さ れ た １ ポ ー ト （ Ｉ Ｎ Ｔ ５ ） に は 、 端 子 割 り 込 み 機 能 が あ り 、 Ｌ エ ッ

ジ ， Ｈ エ ッ ジ ， 両 エ ッ ジ 検 出 を 行 い 、 割 り 込 み フ ラ グ を セ ッ ト し ま す 。 さ ら に 選 択 さ れ た

こ れ ら ２ ポ ー ト は タ イ マ １ の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク 入 力 ， タ イ マ ０ の キ ャ プ チ ャ 信 号 入 力 と し て

も 使 用 で き ま す 。  

Ｉ Ｎ Ｔ ５ 割 込 み の 動 作 説 明 は ３ － ３ － ３ － ３ 項 を 参 照 し て く だ さ い 。  
 

③ ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 機 能  

・ Ｉ Ｎ Ｔ ５ で 、 割 り 込 み フ ラ グ と 割 り 込 み 許 可 フ ラ グ の 両 方 が セ ッ ト さ れ る と 、 ホ ー ル ド モ

ー ド 解 除 信 号 が 発 生 し 、 ホ ー ル ド モ ー ド が 解 除 さ れ ホ ル ト モ ー ド （ シ ス テ ム ク ロ ッ ク

＝ 中 速 Ｒ Ｃ ま た は 低 速 Ｒ Ｃ ） に 移 行 し ま す 。 さ ら に 割 り 込 み が 受 け 付 け ら れ る と 、 ホ

ル ト モ ー ド か ら 通 常 動 作 モ ー ド へ 移 行 し ま す 。  

・  ホ ー ル ド モ ー ド 時 に Ｉ Ｎ Ｔ ５ に 、 割 り 込 み フ ラ グ を セ ッ ト す る よ う な 信 号 変 化 が 入 力 さ

れ る と 、 割 り 込 み フ ラ グ が セ ッ ト さ れ ま す 。 こ の 時 、 対 応 す る 割 り 込 み 許 可 フ ラ グ が

セ ッ ト さ れ て い れ ば ホ ー ル ド モ ー ド が 解 除 さ れ ま す 。  

但 し 、 ホ ー ル ド モ ー ド 突 入 時 の Ｉ Ｎ Ｔ ５ の デ ー タ が “ Ｈ ” の 時 の Ｈ エ ッ ジ と 、 ホ ー ル ド モ

ー ド 突 入 時 の Ｉ Ｎ Ｔ ５ の デ ー タ が “ Ｌ ” の 時 の Ｌ エ ッ ジ で は 、 割 り 込 み フ ラ グ は セ ッ ト で

き ま せ ん 。 従 っ て 、 Ｉ Ｎ Ｔ ５ で ホ ー ル ド モ ー ド を 解 除 す る 時 は 、 Ｉ Ｎ Ｔ ５ を 両 エ ッ ジ 割 り

込 み モ ー ド で 使 用 す る こ と を 薦 め ま す 。  
 

 ④ 兼 用 機 能  

・  Ｐ ３ ０ ， Ｐ ３ １ で Ｐ Ｗ Ｍ ４ ， Ｐ Ｗ Ｍ ５ 出 力 機 能 を 兼 用 し ま す 。 説 明 は 各 章 で 行 い ま す 。  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE4C HHHH HH00 R/W P3 - - - - - - P31 P30 

FE4D HHHH HH00 R/W P3DDR - - - - - - P31DDR P30DDR
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３ - ４ - ３  関 連 レ ジ ス タ  

３ - ４ - ３ - １  ポ ー ト ３ デ ー タ ラ ッ チ （ Ｐ ３ ）  

① ポ ー ト ３ の 出 力 デ ー タ と プ ル ア ッ プ 抵 抗 の 制 御 を 行 う ２ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

② こ の レ ジ ス タ を 命 令 で 読 む と Ｐ ３ ０ ， Ｐ ３ １ の 端 子 の デ ー タ が 読 み 込 ま れ ま す 。 但 し 、 Ｎ

Ｏ Ｔ １ ， Ｃ Ｌ Ｒ １ ， Ｓ Ｅ Ｔ １ ， Ｄ Ｂ Ｚ ， Ｄ Ｂ Ｎ Ｚ ， Ｉ Ｎ Ｃ ， Ｄ Ｅ Ｃ 命 令 で Ｐ ３ （ Ｆ Ｅ ４ Ｃ ） を 操 作 す る と 、

端 子 の デ ー タ で な く 、 レ ジ ス タ の 内 容 が 参 照 さ れ ま す 。  

③ ポ ー ト ３ の デ ー タ の 読 み 込 み は 、 ポ ー ト の 入 出 力 状 態 に か か わ ら ず 、 常 に 可 能 で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE4C HHHH HH00 R/W P3 - - - - - - P31 P30 

 

３ - ４ - ３ - ２  ポ ー ト ３ デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ （ Ｐ ３ Ｄ Ｄ Ｒ ）  

① ポ ー ト ３ の 入 出 力 方 向 の 制 御 を ビ ッ ト 毎 に 行 う ２ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。 ビ ッ ト Ｐ ３ ｎ Ｄ Ｄ

Ｒ が “ １ ” の 時 、 ポ ー ト Ｐ ３ ｎ は 出 力 モ ー ド に な り 、 ビ ッ ト Ｐ ３ ｎ Ｄ Ｄ Ｒ が “ ０ ” の 時 、 ポ ー ト Ｐ ３

ｎ は 入 力 モ ー ド に な り ま す 。  

② ビ ッ ト Ｐ ３ ｎ Ｄ Ｄ Ｒ が “ ０ ” で 、 ポ ー ト ３ デ ー タ ラ ッ チ の ビ ッ ト Ｐ ３ ｎ が “ １ ” の 時 、 ポ ー ト Ｐ ３ ｎ は

プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き 入 力 と な り ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE4D HHHH HH00 R/W P3DDR - - - - - - P31DDR P30DDR

 
レジスタデータ ポートＰ３ｎの状態 内蔵プルアップ

抵抗 Ｐ３ｎ Ｐ３ｎＤＤＲ 入力 出力 

０ ０ 可能 オープン ＯＦＦ 
１ ０ 可能 内蔵プルアップ抵抗 ＯＮ 
０ １ 可能 ＬＯＷ ＯＦＦ 
１ １ 可能 ＨＩＧＨ／オープン（ＣＭＯＳ／Ｎｃｈオープンドレイン） ＯＦＦ 

 

３ - ４ - ４  オ プ シ ョ ン  

ユ ー ザ オ プ シ ョ ン と し て 次 の ２ 通 り の 選 択 が で き ま す 。  

① Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 出 力  （ プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き ）  

② Ｎ ｃ ｈ オ ー プ ン ド レ イ ン 出 力  （ プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き ）  

 

３ - ４ - ５  Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 時 の 動 作  

Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 時 の ポ ー ト の 状 態 は 、 Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 突 入 時 の 状 態 を 保 持 し ま す 。  
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３ - ５ ポート７ 

３ - ５ - １  概 要  

ポ ー ト ７ は 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き の ４ ビ ッ ト の 入 出 力 ポ ー ト で す 。 デ ー タ

制 御 ラ ッ チ と 制 御 回 路 で 構 成 さ れ 、 入 出 力 方 向 を ビ ッ ト 毎 に 設 定 で き ま す 。  

ポ ー ト ７ は 、 外 部 割 り 込 み 用 入 力 ポ ー ト と し て も 使 用 で き ま す 。 ま た 、 タ イ マ ０ の カ ウ ン ト ク

ロ ッ ク 入 力 ， キ ャ プ チ ャ 信 号 入 力 や ホ ー ル ド モ ー ド の 解 除 信 号 入 力 ポ ー ト と し て も 使 用

で き ま す 。  

ユ ー ザ オ プ シ ョ ン は あ り ま せ ん 。  

 

３ - ５ - ２  機 能  

① 入 出 力 ポ ー ト  （ ４ ビ ッ ト ： Ｐ ７ ０ ～ Ｐ ７ ３ ）  

・ ポ ー ト ７ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｐ ７ ： Ｆ Ｅ ５ Ｃ ） の 下 位 ４ ビ ッ ト で ポ ー ト 出 力 デ ー タ の 制 御 ， 上

位 ４ ビ ッ ト で 入 出 力 方 向 を 制 御 し ま す 。  

・ Ｐ ７ ０ は Ｎ ｃ ｈ オ ー プ ン ド レ イ ン 出 力 で 、 Ｐ ７ １ ～ Ｐ ７ ３ は Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 出 力 ポ ー ト と な り ま す 。  

・ プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 が 、 各 ポ ー ト に 付 い て い ま す 。  

 

② 割 り 込 み 入 力 端 子 機 能  

・ Ｐ ７ ０ と Ｐ ７ １ は 、 そ れ ぞ れ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ， Ｉ Ｎ Ｔ １ と し て Ｌ レ ベ ル ， Ｈ レ ベ ル ， Ｌ エ ッ ジ ， Ｈ エ ッ ジ

検 出 を 行 い 、 割 り 込 み フ ラ グ を セ ッ ト し ま す 。  

・ Ｐ ７ ２ と Ｐ ７ ３ は 、 そ れ ぞ れ Ｉ Ｎ Ｔ ２ ， Ｉ Ｎ Ｔ ３ と し て Ｌ エ ッ ジ ， Ｈ エ ッ ジ ， 両 エ ッ ジ 検 出 を 行

い 、 割 り 込 み フ ラ グ を セ ッ ト し ま す 。  

 

③ タ イ マ ０ カ ウ ン ト 入 力 機 能  

Ｐ ７ ２ ， Ｐ ７ ３ か ら 選 択 さ れ た １ ポ ー ト に 対 し 、 割 り 込 み フ ラ グ を セ ッ ト す る よ う な 信 号 変

化 が 入 力 さ れ る 毎 に タ イ マ ０ に カ ウ ン ト 信 号 を 送 り ま す 。  

 

④ タ イ マ ０ Ｌ キ ャ プ チ ャ 入 力 機 能  

Ｐ ７ ０ ， Ｐ ７ ２ か ら 選 択 さ れ た １ ポ ー ト に 対 し 、 割 り 込 み フ ラ グ を セ ッ ト す る よ う な 信 号 変

化 が 入 力 さ れ る 毎 に タ イ マ ０ Ｌ キ ャ プ チ ャ 信 号 を 送 り ま す 。  

レ ベ ル 割 り 込 み 指 定 の Ｐ ７ ０ に 、 選 択 さ れ た レ ベ ル の 信 号 が 入 力 さ れ る と 、 こ の 間 、

１ サ イ ク ル 毎 に タ イ マ ０ Ｌ キ ャ プ チ ャ 信 号 が 発 生 し ま す 。  

 

⑤ タ イ マ ０ Ｈ キ ャ プ チ ャ 入 力 機 能  

Ｐ ７ １ ， Ｐ ７ ３ か ら 選 択 さ れ た １ ポ ー ト に 対 し 、 割 り 込 み フ ラ グ を セ ッ ト す る よ う な 信 号 変

化 が 入 力 さ れ る 毎 に タ イ マ ０ Ｈ キ ャ プ チ ャ 信 号 を 送 り ま す 。  

レ ベ ル 割 り 込 み 指 定 の Ｐ ７ １ に 、 選 択 さ れ た レ ベ ル の 信 号 が 入 力 さ れ る と 、 こ の 間 、

１ サ イ ク ル 毎 に タ イ マ ０ Ｈ キ ャ プ チ ャ 信 号 が 発 生 し ま す 。  

 



L C 8 7 B Ｈ 0 0  第 ３ 章  

3-17 

⑥ ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 機 能  

・ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ま た は Ｉ Ｎ Ｔ １ ま た は Ｉ Ｎ Ｔ ２ で 、 割 り 込 み フ ラ グ と 割 り 込 み 許 可 フ ラ グ の 両 方 が

セ ッ ト さ れ る と 、 ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 信 号 が 発 生 し 、 ホ ー ル ド モ ー ド が 解 除 さ れ ホ ル

ト モ ー ド （ シ ス テ ム ク ロ ッ ク ＝ 中 速 Ｒ Ｃ ま た は 低 速 Ｒ Ｃ ） に 移 行 し ま す 。 さ ら に 割 り 込

み が 受 け 付 け ら れ る と ホ ル ト モ ー ド か ら 通 常 動 作 モ ー ド へ 移 行 し ま す 。  

・ ホ ー ル ド モ ー ド 時 に 、 レ ベ ル 割 り 込 み 指 定 さ れ た Ｐ ７ ０ ま た は Ｐ ７ １ に 、 割 り 込 み フ ラ

グ を セ ッ ト す る よ う な 信 号 レ ベ ル が 入 力 さ れ る と 、 割 り 込 み フ ラ グ が セ ッ ト さ れ ま す 。

こ の 時 、 対 応 す る 割 り 込 み 許 可 フ ラ グ が セ ッ ト さ れ て い れ ば 、 ホ ー ル ド モ ー ド が 解

除 さ れ ま す 。  

・ ホ ー ル ド モ ー ド 時 に 、 Ｐ ７ ２ に 、 割 り 込 み フ ラ グ を セ ッ ト す る よ う な 信 号 変 化 が 入 力 さ

れ る と 、 割 り 込 み フ ラ グ が セ ッ ト さ れ ま す 。 こ の 時 、 対 応 す る 割 り 込 み 許 可 フ ラ グ が セ

ッ ト さ れ て い れ ば 、 ホ ー ル ド モ ー ド が 解 除 さ れ ま す 。 但 し 、 ホ ー ル ド モ ー ド 突 入 時 の Ｐ

７ ２ の デ ー タ が “ Ｈ ” の 時 の Ｈ エ ッ ジ と 、 ホ ー ル ド モ ー ド 突 入 時 の Ｐ ７ ２ の デ ー タ が “ Ｌ ”

の 時 の Ｌ エ ッ ジ で は 、 割 り 込 み フ ラ グ は セ ッ ト で き ま せ ん 。 従 っ て 、 Ｐ ７ ２ で ホ ー ル ド モ

ー ド を 解 除 す る 時 は 、 Ｐ ７ ２ を 両 エ ッ ジ 割 り 込 み モ ー ド で 使 用 す る こ と を 薦 め ま す 。  
 

⑦ 兼 用 機 能  

Ｐ ７ ０ ～ Ｐ ７ ２ で ア ナ ロ グ 入 力 チ ャ ネ ル Ａ Ｎ ８ ～ Ａ Ｎ １ ０ 機 能 を 兼 用 し ま す 。  
 

 入力 出力 
割り込み入力 

信号検出 

タイマ０ 

カウント入力

キャプチャ
入力 

ホールド 

モード解除

Ｐ７０ プ ロ グ ラ マ
ブ ル ・ プ ル
アップ抵 抗
付き 

Ｎｃｈオープンドレイン Ｌレベル，Ｈレベル，

Ｌエッジ，Ｈエッジ 

－ タイマ０Ｌ 可能（注）

Ｐ７１ ＣＭＯＳ － タイマ０Ｈ 可能（注）

Ｐ７２ Ｌエッジ，Ｈエッジ， 

両エッジ 

あり タイマ０Ｌ 可能 

Ｐ７３ あり タイマ０Ｈ － 

（ 注 ） ： Ｐ ７ ０ ， Ｐ ７ １ の ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 は レ ベ ル 検 出 設 定 時 の み 可 能 で す 。  
 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE5C 0000 0000 R/W P7 P73DDR P72DDR P71DDR P70DDR P73DT P72DT P71DT P70DT

FE5D 0000 0000 R/W I01CR INT1LH INT1LV INT1IF INT1IE INT0LH INT0LV INT0IF INT0IE

FE5E 0000 0000 R/W I23CR INT3HEG INT3LEG INT3IF INT3IE INT2HEG INT2LEG INT2IF INT2IE

FE5F 0000 0000 R/W ISL ST0HCP ST0LCP BTIMC1 BTIMC0 BUZON NFSEL NFON ST0IN

 

３ - ５ - ３  関 連 レ ジ ス タ  

３ - ５ - ３ - １  ポ ー ト ７ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｐ ７ ）  

① ポ ー ト ７ の 入 出 力 ， プ ル ア ッ プ 抵 抗 の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

② こ の レ ジ ス タ を 命 令 で 読 む と Ｐ ７ ０ ～ Ｐ ７ ３ の 端 子 の デ ー タ が ビ ッ ト ０ ～ ３ に 読 み 込 ま れ ま

す 。 ビ ッ ト ４ ～ ７ に は レ ジ ス タ Ｐ ７ の ビ ッ ト ４ ～ ７ の デ ー タ が 読 み 込 ま れ ま す 。  

但 し 、 Ｎ Ｏ Ｔ １ ， Ｃ Ｌ Ｒ １ ， Ｓ Ｅ Ｔ １ ， Ｄ Ｂ Ｚ ， Ｄ Ｂ Ｎ Ｚ ， Ｉ Ｎ Ｃ ， Ｄ Ｅ Ｃ 命 令 で Ｐ ７ （ Ｆ Ｅ ５ Ｃ ） を 操

作 す る と 、 ビ ッ ト ０ ～ ３ と し て 、 端 子 の デ ー タ で な く 、 レ ジ ス タ の 内 容 が 参 照 さ れ ま す 。  

③ ポ ー ト ７ の デ ー タ の 読 み 込 み は 、 ポ ー ト の 入 出 力 状 態 に か か わ ら ず 、 常 に 可 能 で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE5C 0000 0000 R/W P7 P73DDR P72DDR P71DDR P70DDR P73DT P72DT P71DT P70DT

 

レジスタデータ ポートＰ７ｎの状態 
内蔵プルアップ抵抗 

Ｐ７ｎＤＴ Ｐ７ｎＤＤＲ 入力 出力 

０ ０ 可能 オープン ＯＦＦ 
１ ０ 可能 内蔵プルアップ抵抗 ＯＮ 
０ １ 可能 ＣＭＯＳ－ＬＯＷ ＯＦＦ 
１ １ 可能 ＣＭＯＳ－ＨＩＧＨ （Ｐ７０はオープン） ＯＮ 
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Ｐ ７ ３ Ｄ Ｄ Ｒ （ ビ ッ ト ７ ） ： Ｐ ７ ３ 入 出 力 制 御  

こ の ビ ッ ト の １ ／ ０ で 、 Ｐ ７ ３ 端 子 の 出 力 （ Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ） ／ 入 力 を 制 御 し ま す 。  

 

Ｐ ７ ２ Ｄ Ｄ Ｒ （ ビ ッ ト ６ ） ： Ｐ ７ ２ 入 出 力 制 御  

こ の ビ ッ ト の １ ／ ０ で 、 Ｐ ７ ２ 端 子 の 出 力 （ Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ） ／ 入 力 を 制 御 し ま す 。  

 

Ｐ ７ １ Ｄ Ｄ Ｒ （ ビ ッ ト ５ ） ： Ｐ ７ １ 入 出 力 制 御  

こ の ビ ッ ト の １ ／ ０ で 、 Ｐ ７ １ 端 子 の 出 力 （ Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ） ／ 入 力 を 制 御 し ま す 。  

 

Ｐ ７ ０ Ｄ Ｄ Ｒ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｐ ７ ０ 入 出 力 制 御  

こ の ビ ッ ト の １ ／ ０ で 、 Ｐ ７ ０ 端 子 の 出 力 （ Ｎ ｃ ｈ オ ー プ ン ド レ イ ン ） ／ 入 力 を 制 御

し ま す 。  

 

Ｐ ７ ３ Ｄ Ｔ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｐ ７ ３ デ ー タ  

Ｐ ７ ３ Ｄ Ｄ Ｒ が １ の 時 、 こ の ビ ッ ト の 値 が Ｐ ７ ３ 端 子 か ら 出 力 さ れ ま す 。  

こ の ビ ッ ト の 値 （ １ ／ ０ ） に よ り 、 Ｐ ７ ３ 端 子 の 内 蔵 プ ル ア ッ プ 抵 抗 の （ Ｏ Ｎ ／ Ｏ ＦＦ）

が制 御 されます。  

 

Ｐ ７ ２ Ｄ Ｔ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｐ ７ ２ デ ー タ  

Ｐ ７ ２ Ｄ Ｄ Ｒ が １ の 時 、 こ の ビ ッ ト の 値 が Ｐ ７ ２ 端 子 か ら 出 力 さ れ ま す 。  

こ の ビ ッ ト の 値 （ １ ／ ０ ） に よ り 、 Ｐ ７ ２ 端 子 の 内 蔵 プ ル ア ッ プ 抵 抗 の （ Ｏ Ｎ ／ Ｏ ＦＦ）

が制 御 されます。  

 

Ｐ ７ １ Ｄ Ｔ （ ビ ッ ト １ ） ： Ｐ ７ １ デ ー タ  

Ｐ ７ １ Ｄ Ｄ Ｒ が １ の 時 、 こ の ビ ッ ト の 値 が Ｐ ７ １ 端 子 か ら 出 力 さ れ ま す 。  

こ の ビ ッ ト の 値 （ １ ／ ０ ） に よ り 、 Ｐ ７ １ 端 子 の 内 蔵 プ ル ア ッ プ 抵 抗 の （ Ｏ Ｎ ／ Ｏ ＦＦ）

が制 御 されます。  

 

Ｐ ７ ０ Ｄ Ｔ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｐ ７ ０ デ ー タ  

Ｐ ７ ０ Ｄ Ｄ Ｒ が １ の 時 、 こ の ビ ッ ト の 値 が Ｐ ７ ０ 端 子 か ら 出 力 さ れ ま す 。  

但 し 、 こ の 端 子 は Ｎ ｃ ｈ オ ー プ ン ド レ イ ン 出 力 端 子 な の で 、 Ｐ ７ ０ Ｄ Ｔ の 値 が “ １ ”

の 時 は ハ イ イ ン ピ ー ダ ン ス 出 力 と な り ま す 。  

こ の ビ ッ ト の 値 （ １ ／ ０ ） に よ り 、 Ｐ ７ ０ 端 子 の 内 蔵 プ ル ア ッ プ 抵 抗 の （ Ｏ Ｎ ／ Ｏ ＦＦ）

が制 御 されます。  

 

３ - ５ - ３ - ２  外 部 割 り 込 み ０ ， １ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｉ ０ １ Ｃ Ｒ ）  

① 外 部 割 り 込 み ０ ， １ の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE5D 0000 0000 R/W I01CR INT1LH INT1LV INT1IF INT1IE INT0LH INT0LV INT0IF INT0IE

 

Ｉ Ｎ Ｔ １ Ｌ Ｈ （ ビ ッ ト ７ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ １ 検 出 極 性 選 択  

Ｉ Ｎ Ｔ １ Ｌ Ｖ （ ビ ッ ト ６ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ １ 検 出 レ ベ ル ／ エ ッ ジ 選 択  

ＩＮＴ１ＬＨ ＩＮＴ１ＬＶ ＩＮＴ１割り込み条件（Ｐ７１端子のデータ） 

０ ０ 立ち下がり検出 
０ １ “Ｌ”レベル検出 
１ ０ 立ち上がり検出 
１ １ “Ｈ”レベル検出 
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Ｉ Ｎ Ｔ １ Ｉ Ｆ （ ビ ッ ト ５ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ １ 割 り 込 み 要 因 フ ラ グ  

Ｉ Ｎ Ｔ １ Ｌ Ｈ ， Ｉ Ｎ Ｔ １ Ｌ Ｖ で 指 定 さ れ た 条 件 が 満 た さ れ る と セ ッ ト さ れ ま す 。 こ の ビ ッ

ト と Ｉ Ｎ Ｔ １ の 割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト （ Ｉ Ｎ Ｔ １ Ｉ Ｅ ） が と も に “ １ ” の 時 、 ホ ー ル ド モ

ード解 除 信 号 とベクタアドレス０００ＢＨへの割 り込 み要 求 が 発 生 します。  

こ の ビ ッ ト は 、 自 動 的 に は ク リ ア さ れ ま せ ん の で 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 

Ｉ Ｎ Ｔ １ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ １ 割 り 込 み 要 求 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ １ Ｉ Ｆ が と も に “ １ ” の 時 、 ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ ア ド レ

ス ０ ０ ０ Ｂ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  

 

Ｉ Ｎ Ｔ ０ Ｌ Ｈ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ０ 検 出 極 性 選 択  

Ｉ Ｎ Ｔ ０ Ｌ Ｖ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ０ 検 出 レ ベ ル ／ エ ッ ジ 選 択  

ＩＮＴ０ＬＨ ＩＮＴ０ＬＶ ＩＮＴ０割り込み条件（Ｐ７０端子のデータ） 

０ ０ 立ち下がり検出 
０ １ “Ｌ”レベル検出 
１ ０ 立ち上がり検出 
１ １ “Ｈ”レベル検出 

 

Ｉ Ｎ Ｔ ０ Ｉ Ｆ （ ビ ッ ト １ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ０ 割 り 込 み 要 因 フ ラ グ  

Ｉ Ｎ Ｔ ０ Ｌ Ｈ ， Ｉ Ｎ Ｔ ０ Ｌ Ｖ で 指 定 さ れ た 条 件 が 満 た さ れ る と セ ッ ト さ れ ま す 。 こ の ビ ッ

ト と Ｉ Ｎ Ｔ ０ の 割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト （ Ｉ Ｎ Ｔ ０ Ｉ Ｅ ） が と も に “ １ ” の 時 、 ホ ー ル ド モ

ード解 除 信 号 とベクタアドレス０００３Ｈへの割 り込 み要 求 が発 生 します。  

こ の ビ ッ ト は 、 自 動 的 に は ク リ ア さ れ ま せ ん の で 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 

Ｉ Ｎ Ｔ ０ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ０ 割 り 込 み 要 求 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ ０ Ｉ Ｆ が と も に “ １ ” の 時 、 ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ ア ド レ

ス ０ ０ ０ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  

 

注 意 ：  Ｉ Ｎ Ｔ ０ ， １ の ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 機 能 は 、 レ ベ ル 検 出 設 定 時 の み 有 効 で す 。  

 

３ - ５ - ３ - ３  外 部 割 り 込 み ２ ， ３ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｉ ２ ３ Ｃ Ｒ ）  

① 外 部 割 り 込 み ２ ， ３ の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE5E 0000 0000 R/W I23CR INT3HEG INT3LEG INT3IF INT3IE INT2HEG INT2LEG INT2IF INT2IE

 

Ｉ Ｎ Ｔ ３ Ｈ Ｅ Ｇ （ ビ ッ ト ７ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ３ 立 ち 上 が り エ ッ ジ 検 出 制 御  

Ｉ Ｎ Ｔ ３ Ｌ Ｅ Ｇ （ ビ ッ ト ６ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ３ 立 ち 下 が り エ ッ ジ 検 出 制 御  

ＩＮＴ３ＨＥＧ ＩＮＴ３ＬＥＧ ＩＮＴ３割り込み条件（Ｐ７３端子のデータ） 

０ ０ 検出しない 
０ １ 立ち下がり検出 
１ ０ 立ち上がり検出 
１ １ 両エッジ検出 

 

Ｉ Ｎ Ｔ ３ Ｉ Ｆ （ ビ ッ ト ５ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ３ 割 り 込 み 要 因 フ ラ グ  

Ｉ Ｎ Ｔ ３ Ｈ Ｅ Ｇ ， Ｉ Ｎ Ｔ ３ Ｌ Ｅ Ｇ で 指 定 さ れ た 条 件 が 満 た さ れ る と セ ッ ト さ れ ま す 。 こ

の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ ３ の 割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト （ Ｉ Ｎ Ｔ ３ Ｉ Ｅ ） が と も に “ １ ” の 時 、 ベ ク

タ ア ド レ ス ０ ０ １ Ｂ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  

こ の ビ ッ ト は 、 自 動 的 に は ク リ ア さ れ ま せ ん の で 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  
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Ｉ Ｎ Ｔ ３ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ３ 割 り 込 み 要 求 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ ３ Ｉ Ｆ が と も に “ １ ” の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ １ Ｂ Ｈ へ の 割 り 込 み 要

求 が 発 生 し ま す 。  

 

Ｉ Ｎ Ｔ ２ Ｈ Ｅ Ｇ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ２ 立 ち 上 が り エ ッ ジ 検 出 制 御  

Ｉ Ｎ Ｔ ２ Ｌ Ｅ Ｇ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ２ 立 ち 下 が り エ ッ ジ 検 出 制 御  

ＩＮＴ２ＨＥＧ ＩＮＴ２ＬＥＧ ＩＮＴ２割り込み条件（Ｐ７２端子のデータ） 

０ ０ 検出しない 
０ １ 立ち下がり検出 
１ ０ 立ち上がり検出 
１ １ 両エッジ検出 

 

Ｉ Ｎ Ｔ ２ Ｉ Ｆ （ ビ ッ ト １ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ２ 割 り 込 み 要 因 フ ラ グ  

Ｉ Ｎ Ｔ ２ Ｈ Ｅ Ｇ ， Ｉ Ｎ Ｔ ２ Ｌ Ｅ Ｇ で 指 定 さ れ た 条 件 が 満 た さ れ る と セ ッ ト さ れ ま す 。 こ

の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ ２ の 割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト （ Ｉ Ｎ Ｔ ２ Ｉ Ｅ ） が と も に “ １ ” の 時 、 ホ ー

ル ド モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ １ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し    

ま す 。  

但 し 、 ホ ー ル ド モ ー ド 突 入 時 の Ｐ ７ ２ の デ ー タ が “ Ｈ ” の 時 の Ｈ エ ッ ジ と 、 ホ ー ル ド

モ ー ド 突 入 時 の Ｐ ７ ２ の デ ー タ が “ Ｌ ” の 時 の Ｌ エ ッ ジ で は 、 割 り 込 み フ ラ グ は セ

ッ ト で き ま せ ん 。 従 っ て 、 Ｐ ７ ２ で ホ ー ル ド モ ー ド を 解 除 す る 時 は 、 Ｐ ７ ２ を 両 エ ッ

ジ 割 り 込 み モ ー ド で 使 用 す る こ と を 薦 め ま す 。  

こ の ビ ッ ト は 、 自 動 的 に は ク リ ア さ れ ま せ ん の で 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 

Ｉ Ｎ Ｔ ２ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ２ 割 り 込 み 要 求 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ ２ Ｉ Ｆ が と も に “ １ ” の 時 、 ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ ア ド レ

ス ０ ０ １ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  

 

３ - ５ - ３ - ４  入 力 信 号 選 択 レ ジ ス タ （ Ｉ Ｓ Ｌ ）  

① タ イ マ ０ の 入 力 ， ノ イ ズ フ ィ ル タ の 時 定 数 ， ブ ザ ー 出 力 ／ タ イ マ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｈ 出 力 選 択 ，

ベ ー ス タ イ マ の ク ロ ッ ク 選 択 の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE5F 0000 0000 R/W ISL ST0HCP ST0LCP BTIMC1 BTIMC0 BUZON NFSEL NFON ST0IN

 

Ｓ Ｔ ０ Ｈ Ｃ Ｐ （ ビ ッ ト ７ ） ： タ イ マ ０ Ｈ キ ャ プ チ ャ 信 号 入 力 ポ ー ト 選 択  

タ イ マ ０ Ｈ キ ャ プ チ ャ 信 号 入 力 ポ ー ト を 選 択 し ま す 。  

“ １ ” の 設 定 時 、 Ｉ Ｎ Ｔ １ の 割 り 込 み 検 出 条 件 が 成 立 す る 入 力 が Ｐ ７ １ に 入 力 さ

れ る と 、 タ イ マ ０ Ｈ キ ャ プ チ ャ 信 号 が 発 生 し ま す 。 ま た Ｉ Ｎ Ｔ １ の 割 り 込 み 検 出 が

レ ベ ル 検 出 の 時 、 検 出 レ ベ ル が Ｐ ７ １ に 入 力 さ れ て い る 間 、 １ Ｔ ｃ ｙ ｃ 毎 に キ ャ プ

チ ャ 信 号 が 発 生 し ま す 。  

“ ０ ” の 設 定 時 、 Ｉ Ｎ Ｔ ３ の 割 り 込 み 検 出 条 件 が 成 立 す る 入 力 が Ｐ ７ ３ に 入 力 さ

れ る と 、 タ イ マ ０ Ｈ キ ャ プ チ ャ 信 号 が 発 生 し ま す 。  

 

Ｓ Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｐ （ ビ ッ ト ６ ） ： タ イ マ ０ Ｌ キ ャ プ チ ャ 信 号 入 力 ポ ー ト 選 択  

タ イ マ ０ Ｌ キ ャ プ チ ャ 信 号 入 力 ポ ー ト を 選 択 し ま す 。  

“ １ ” の 設 定 時 、 Ｉ Ｎ Ｔ ０ の 割 り 込 み 検 出 条 件 が 成 立 す る 入 力 が Ｐ ７ ０ に 入 力 さ

れ る と 、 タ イ マ ０ Ｌ キ ャ プ チ ャ 信 号 が 発 生 し ま す 。 ま た Ｉ Ｎ Ｔ ０ の 割 り 込 み 検 出 が

レ ベ ル 検 出 の 時 、 検 出 レ ベ ル が Ｐ ７ ０ に 入 力 さ れ て い る 間 、 １ Ｔ ｃ ｙ ｃ 毎 に キ ャ プ

チ ャ 信 号 が 発 生 し ま す 。  
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“ ０ ” の 設 定 時 、 Ｉ Ｎ Ｔ ２ の 割 り 込 み 検 出 条 件 が 成 立 す る 入 力 が Ｐ ７ ２ に 入 力 さ

れ る と 、 タ イ マ ０ Ｌ キ ャ プ チ ャ 信 号 が 発 生 し ま す 。  

 

Ｂ Ｔ Ｉ Ｍ Ｃ １ （ ビ ッ ト ５ ） ： ベ ー ス タ イ マ ク ロ ッ ク 選 択  

Ｂ Ｔ Ｉ Ｍ Ｃ ０ （ ビ ッ ト ４ ） ： ベ ー ス タ イ マ ク ロ ッ ク 選 択  

ＢＴＩＭＣ１ ＢＴＩＭＣ０ ベースタイマの入力クロック 

０ ０ サブクロック 
０ １ サイクルクロック 
１ ０ サブクロック 
１ １ タイマ／カウンタ０のプリスケーラ出力 

 

Ｂ Ｕ Ｚ Ｏ Ｎ （ ビ ッ ト ３ ） ： ブ ザ ー 出 力 選 択 ／ タ イ マ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｈ 出 力 選 択  

Ｐ １ ７ Ｆ Ｃ Ｒ （ Ｐ １ Ｆ Ｃ Ｒ の ビ ッ ト ７ ） ＝ “ １ ” の 際 に 、 ポ ー ト Ｐ １ ７ へ 転 送 す る デ ー タ （ ブ

ザ ー 出 力 ／ タ イ マ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｈ 出 力 ） の 選 択 を 行 い ま す 。  

“ １ ” の 設 定 時 、 タ イ マ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｈ の 出 力 は Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ 固 定 と な り 、 ポ ー ト Ｐ １ ７ に は

ベ ー ス タ イ マ ク ロ ッ ク を １ ６ 分 周 （ ｆ Ｂ Ｓ Ｔ ／ １ ６ ） し た 信 号 を ブ ザ ー 出 力 と し て 転

送 し ま す 。  

“ ０ ” の 設 定 時 、 ブ ザ ー 出 力 は Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ 固 定 と な り 、 ポ ー ト Ｐ １ ７ に は タ イ マ １ Ｐ Ｗ

Ｍ Ｈ の 出 力 デ ー タ を 転 送 し ま す 。  

ｆ Ｂ Ｓ Ｔ ： 入 力 信 号 選 択 レ ジ ス タ （ Ｉ Ｓ Ｌ ） の ビ ッ ト ５ ， ４ の 設 定 で 選 択 さ れ た  

ベ ー ス タ イ マ の 入 力 ク ロ ッ ク 周 波 数  

 

Ｎ Ｆ Ｓ Ｅ Ｌ （ ビ ッ ト ２ ） ： ノ イ ズ 除 去 フ ィ ル タ 時 定 数 選 択  

Ｎ Ｆ Ｏ Ｎ （ ビ ッ ト １ ） ： ノ イ ズ 除 去 フ ィ ル タ 時 定 数 選 択  

ＮＦＳＥＬ ＮＦＯＮ ノイズ除去フィルタ時定数 

０ ０ １Ｔｃｙｃ 
０ １ １２８Ｔｃｙｃ 
１ ０ １Ｔｃｙｃ 
１ １ ３２Ｔｃｙｃ 

 
Ｓ Ｔ ０ Ｉ Ｎ （ ビ ッ ト ０ ） ： タ イ マ ０ カ ウ ン ト ク ロ ッ ク 入 力 ポ ー ト 選 択  

タ イ マ ０ カ ウ ン ト ク ロ ッ ク 信 号 入 力 ポ ー ト を 選 択 し ま す 。  

“ １ ” の 設 定 時 、 Ｉ Ｎ Ｔ ３ の 割 り 込 み 検 出 条 件 が 成 立 す る 入 力 が Ｐ ７ ３ に 入 力 さ

れ る と 、 タ イ マ ０ カ ウ ン ト ク ロ ッ ク が 発 生 し ま す 。  

“ ０ ” の 設 定 時 、 Ｉ Ｎ Ｔ ２ の 割 り 込 み 検 出 条 件 が 成 立 す る 入 力 が Ｐ ７ ２ に 入 力 さ

れ る と 、 タ イ マ ０ カ ウ ン ト ク ロ ッ ク が 発 生 し ま す 。  

 

注 意 ：  Ｉ Ｎ Ｔ ４ ま た は Ｉ Ｎ Ｔ ５ で 、 タ イ マ ０ Ｌ キ ャ プ チ ャ 信 号 入 力 、 タ イ マ ０ Ｈ キ ャ プ チ ャ 信 号 入

力 がポート７と重 複 して指 定 された場 合 、ポート７からの信 号 は無 視 されます。  

 

３ - ５ - ４  オ プ シ ョ ン  

ユ ー ザ オ プ シ ョ ン は あ り ま せ ん 。  

 

３ - ５ - ５  Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 時 の 動 作  

Ｐ ７ ０ の プ ル ア ッ プ 抵 抗 は オ フ し ま す 。  

Ｐ ７ １ ～ Ｐ ７ ３ は Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 突 入 時 の 状 態 を 保 持 し ま す 。  
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３-６ タイマ／カウンタ０（Ｔ０） 

３ - ６ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ が 内 蔵 し て い る タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ （ Ｔ ０ ） は 、 次 の ４ つ の 機 能 を 持 っ た １ ６ ビ ッ ト

の タ イ マ ／ カ ウ ン タ で す 。  

① モ ー ド ０ ：  プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ 付 き ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ （ ８ ビ ッ ト キ ャ プ チ

ャ レ ジ ス タ 付 き ） × ２ ｃ ｈ  

② モ ー ド １ ：  プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ 付 き ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ （ ８ ビ ッ ト キ ャ プ チ

ャ レ ジ ス タ 付 き ） ＋ ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル カ ウ ン タ （ ８ ビ ッ ト キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ

付 き ）  

③ モ ー ド ２ ：  プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ 付 き １ ６ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ （ １ ６ ビ ッ ト キ ャ

プ チ ャ レ ジ ス タ 付 き ）  

④ モ ー ド ３ ：  １ ６ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル カ ウ ン タ （ １ ６ ビ ッ ト キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ 付 き ）  

 

３ - ６ - ２  機 能  

① モ ー ド ０ ：  プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ 付 き ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ （ ８ ビ ッ ト キ ャ プ チ

ャ レ ジ ス タ 付 き ） × ２ ｃ ｈ  

・ ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ か ら の ク ロ ッ ク （ 周 期 ： １ ～ ２ ５ ６ Ｔ ｃ ｙ ｃ ） に よ っ て 、 ２

つ の 独 立 し た ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ （ Ｔ ０ Ｌ ， Ｔ ０ Ｈ ） が 動 作 し ま す 。  

・ Ｐ ７ ０ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ／ Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｐ ， Ｐ ７ ２ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ２ ／ Ｔ ０ Ｉ Ｎ ， Ｐ ２ ０ ， Ｐ ２ １ ， Ｐ ３ ０ ， Ｐ ３ １ タ イ マ ０

Ｌ キ ャ プ チ ャ 入 力 端 子 か ら の 外 部 入 力 検 出 信 号 に よ り 、 Ｔ ０ Ｌ の 内 容 を キ ャ プ チ ャ

レ ジ ス タ Ｔ ０ Ｃ Ａ Ｌ に キ ャ プ チ ャ し ま す 。  

・ Ｐ ７ １ ／ Ｉ Ｎ Ｔ １ ／ Ｔ ０ Ｈ Ｃ Ｐ ， Ｐ ７ ３ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ３ ／ Ｔ ０ Ｉ Ｎ ， Ｐ ２ ０ ， Ｐ ２ １ ， Ｐ ３ ０ ， Ｐ ３ １ タ イ マ ０

Ｈ キ ャ プ チ ャ 入 力 端 子 か ら の 外 部 入 力 検 出 信 号 に よ り 、 Ｔ ０ Ｈ の 内 容 を キ ャ プ チ

ャ レ ジ ス タ Ｔ ０ Ｃ Ａ Ｈ に キ ャ プ チ ャ し ま す 。  

 

Ｔ ０ Ｌ の 周 期 ＝ （ Ｔ ０ Ｌ Ｒ ＋ １ ） × （ Ｔ ０ Ｐ Ｒ Ｒ ＋ １ ） × Ｔ ｃ ｙ ｃ  

Ｔ ０ Ｈ の 周 期 ＝ （ Ｔ ０ Ｈ Ｒ ＋ １ ） × （ Ｔ ０ Ｐ Ｒ Ｒ ＋ １ ） × Ｔ ｃ ｙ ｃ  

Ｔ ｃ ｙ ｃ ＝ サ イ ク ル ク ロ ッ ク の 周 期  

 

② モ ー ド １ ：  プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ 付 き ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ （ ８ ビ ッ ト キ ャ プ チ

ャ レ ジ ス タ 付 き ） ＋ ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル カ ウ ン タ （ ８ ビ ッ ト キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ

付 き ）  

・ Ｔ ０ Ｌ は 、 Ｐ ７ ２ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ２ ／ Ｔ ０ Ｉ Ｎ ， Ｐ ７ ３ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ３ ／ Ｔ ０ Ｉ Ｎ 端 子 か ら の 外 部 入 力 検 出

信 号 を カ ウ ン ト す る ８ ビ ッ ト の プ ロ グ ラ マ ブ ル カ ウ ン タ と し て 動 作 し ま す 。  

・ Ｔ ０ Ｈ は 、 ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ か ら の ク ロ ッ ク （ 周 期 ： １ ～ ２ ５ ６ Ｔ ｃ ｙ ｃ ） に

よ っ て 、 ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ と し て 動 作 し ま す 。  

・ Ｐ ７ ０ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ／ Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｐ ， Ｐ ７ ２ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ２ ／ Ｔ ０ Ｉ Ｎ ， Ｐ ２ ０ ， Ｐ ２ １ ， Ｐ ３ ０ ， Ｐ ３ １ タ イ マ ０

Ｌ キ ャ プ チ ャ 入 力 端 子 か ら の 外 部 入 力 検 出 信 号 に よ り 、 Ｔ ０ Ｌ の 内 容 を キ ャ プ チ ャ

レ ジ ス タ Ｔ ０ Ｃ Ａ Ｌ に キ ャ プ チ ャ し ま す 。  

・ Ｐ ７ １ ／ Ｉ Ｎ Ｔ １ ／ Ｔ ０ Ｈ Ｃ Ｐ ， Ｐ ７ ３ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ３ ／ Ｔ ０ Ｉ Ｎ ， Ｐ ２ ０ ， Ｐ ２ １ ， Ｐ ３ ０ ， Ｐ ３ １ タ イ マ ０

Ｈ キ ャ プ チ ャ 入 力 端 子 か ら の 外 部 入 力 検 出 信 号 に よ り 、 Ｔ ０ Ｈ の 内 容 を キ ャ プ チ

ャ レ ジ ス タ Ｔ ０ Ｃ Ａ Ｈ に キ ャ プ チ ャ し ま す 。  

 

Ｔ ０ Ｌ の 周 期 ＝ （ Ｔ ０ Ｌ Ｒ ＋ １ ）  

Ｔ ０ Ｈ の 周 期 ＝ （ Ｔ ０ Ｈ Ｒ ＋ １ ） × （ Ｔ ０ Ｐ Ｒ Ｒ ＋ １ ） × Ｔ ｃ ｙ ｃ  
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③ モ ー ド ２ ：  プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ 付 き １ ６ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ （ １ ６ ビ ッ ト キ ャ

プ チ ャ レ ジ ス タ 付 き ）  

・ ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ か ら の ク ロ ッ ク （ 周 期 ： １ ～ ２ ５ ６ Ｔ ｃ ｙ ｃ ） に よ っ て 、  

１ ６ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ と し て 動 作 し ま す 。  

・ Ｐ ７ １ ／ Ｉ Ｎ Ｔ １ ／ Ｔ ０ Ｈ Ｃ Ｐ ， Ｐ ７ ３ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ３ ／ Ｔ ０ Ｉ Ｎ ， Ｐ ２ ０ ， Ｐ ２ １ ， Ｐ ３ ０ ， Ｐ ３ １ タ イ マ ０

Ｈ キ ャ プ チ ャ 入 力 端 子 か ら の 外 部 入 力 検 出 信 号 に よ り 、 Ｔ ０ Ｌ ， Ｔ ０ Ｈ の 内 容 を キ

ャ プ チ ャ レ ジ ス タ Ｔ ０ Ｃ Ａ Ｌ ， Ｔ ０ Ｃ Ａ Ｈ に 同 時 に キ ャ プ チ ャ し ま す 。  

 

Ｔ ０ の 周 期 ＝ （ [ Ｔ ０ Ｈ Ｒ ， Ｔ ０ Ｌ Ｒ ] ＋ １ ） × （ Ｔ ０ Ｐ Ｒ Ｒ ＋ １ ） × Ｔ ｃ ｙ ｃ  

 １ ６ ビ ッ ト  

 

④ モ ー ド ３ ：  １ ６ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル カ ウ ン タ （ １ ６ ビ ッ ト キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ 付 き ）  

・ Ｐ ７ ２ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ２ ／ Ｔ ０ Ｉ Ｎ ， Ｐ ７ ３ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ３ ／ Ｔ ０ Ｉ Ｎ 端 子 か ら の 外 部 入 力 検 出 信 号 を

カ ウ ン ト す る １ ６ ビ ッ ト の プ ロ グ ラ マ ブ ル カ ウ ン タ と し て 動 作 し ま す 。  

・ Ｐ ７ １ ／ Ｉ Ｎ Ｔ １ ／ Ｔ ０ Ｈ Ｃ Ｐ ， Ｐ ７ ３ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ３ ／ Ｔ ０ Ｉ Ｎ ， Ｐ ２ ０ ， Ｐ ２ １ ， Ｐ ３ ０ ， Ｐ ３ １ タ イ マ ０

Ｈ キ ャ プ チ ャ 入 力 端 子 か ら の 外 部 入 力 検 出 信 号 に よ り 、 Ｔ ０ Ｌ ， Ｔ ０ Ｈ の 内 容 を キ

ャ プ チ ャ レ ジ ス タ Ｔ ０ Ｃ Ａ Ｌ ， Ｔ ０ Ｃ Ａ Ｈ に 同 時 に キ ャ プ チ ャ し ま す 。  

 

Ｔ ０ の 周 期 ＝ [ Ｔ ０ Ｈ Ｒ ， Ｔ ０ Ｌ Ｒ ] ＋ １  

 １ ６ ビ ッ ト  

 

⑤ 割 り 込 み の 発 生  

割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 、 Ｔ ０ Ｌ ま た は Ｔ ０ Ｈ の カ ウ ン タ 周 期

で 、 Ｔ ０ Ｌ ま た は Ｔ ０ Ｈ 割 り 込 み 要 求 を 発 生 し ま す 。  

 

⑥ タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ （ Ｔ ０ ） を 制 御 す る に は 、 次 に 示 す 特 殊 機 能 レ ジ ス タ を 操 作 す る 必

要 が あ り ま す 。  

 

・ Ｔ ０ Ｃ Ｎ Ｔ ， Ｔ ０ Ｐ Ｒ Ｒ ， Ｔ ０ Ｌ ， Ｔ ０ Ｈ ， Ｔ ０ Ｌ Ｒ ， Ｔ ０ Ｈ Ｒ ， Ｔ ０ Ｃ Ａ Ｌ ， Ｔ ０ Ｃ Ａ Ｈ  

・ Ｐ ７ ， Ｉ Ｓ Ｌ ， Ｉ ０ １ Ｃ Ｒ ， Ｉ ２ ３ Ｃ Ｒ  

・ Ｐ ２ ， Ｐ ２ Ｄ Ｄ Ｒ ， Ｐ ３ ， Ｐ ３ Ｄ Ｄ Ｒ ， Ｉ ４ ５ Ｃ Ｒ ， Ｉ ４ ５ Ｓ Ｌ  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE10 0000 0000 R/W T0CNT T0HRUN T0LRUN T0LONG T0LEXT T0HCMP T0HIE T0LCMP T0LIE

FE11 0000 0000 R/W T0PRR T0PRR7 T0PRR6 T0PRR5 T0PRR4 T0PRR3 T0PRR2 T0PRR1 T0PRR0

FE12 0000 0000 R T0L T0L7 T0L6 T0L5 T0L4 T0L3 T0L2 T0L1 T0L0

FE13 0000 0000 R T0H T0H7 T0H6 T0H5 T0H4 T0H3 T0H2 T0H1 T0H0

FE14 0000 0000 R/W T0LR T0LR7 T0LR6 T0LR5 T0LR4 T0LR3 T0LR2 T0LR1 T0LR0

FE15 0000 0000 R/W T0HR T0HR7 T0HR6 T0HR5 T0HR4 T0HR3 T0HR2 T0HR1 T0HR0

FE16 XXXX XXXX R T0CAL T0CAL7 T0CAL6 T0CAL5 T0CAL4 T0CAL3 T0CAL2 T0CAL1 T0CAL0

FE17 XXXX XXXX R T0CAH T0CAH7 T0CAH6 T0CAH5 T0CAH4 T0CAH3 T0CAH2 T0CAH1 T0CAH0

 

３ - ６ - ３  回 路 構 成  

３ - ６ - ３ - １  タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｔ ０ Ｃ Ｎ Ｔ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｔ ０ Ｌ ， Ｔ ０ Ｈ の 動 作 ， 割 り 込 み の 制 御 を 行 い ま す 。  
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３ - ６ - ３ - ２  プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ 一 致 レ ジ ス タ （ Ｔ ０ Ｐ Ｒ Ｒ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ の 一 致 デ ー タ 格 納 用 レ ジ ス タ で す 。  

 

３ - ６ - ３ - ３  プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ   （ ８ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

① 動 作 開 始 ／ 停 止  ： ホ ー ル ド モ ー ド 以 外 で 動 作 し ま す 。  

② カ ウ ン ト ク ロ ッ ク  ： サ イ ク ル ク ロ ッ ク （ 周 期 ＝ １ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  

③ 一 致 信 号  ： カ ウ ン ト 値 が レ ジ ス タ Ｔ ０ Ｐ Ｒ Ｒ の 値 と 一 致 す る と 一 致 信 号 を 発 生

し ま す 。 （ 周 期 ： １ ～ ２ ５ ６ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  

④ リ セ ッ ト  ： 一 致 信 号 の 発 生 ま た は Ｔ ０ Ｐ Ｒ Ｒ へ デ ー タ の 書 き 込 み に よ り 、 カ ウ

ン タ が ０ か ら カ ウ ン ト し 始 め ま す 。  

 

３ - ６ - ３ - ４  タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 下 位 （ Ｔ ０ Ｌ ）   （ ８ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

① 動 作 開 始 ／ 停 止  ： Ｔ ０ Ｌ Ｒ Ｕ Ｎ （ タ イ マ ０ 制 御 レ ジ ス タ の ビ ッ ト ６ ） の ０ ／ １ に よ り 、 停 止 ／

動 作 が 制 御 さ れ ま す 。  

② カ ウ ン ト ク ロ ッ ク  ： Ｔ ０ Ｌ Ｅ Ｘ Ｔ （ タ イ マ ０ 制 御 レ ジ ス タ の ビ ッ ト ４ ） の ０ ／ １ に よ り 、 プ リ ス ケ

ー ラ の 一 致 信 号 ／ 外 部 信 号 を 選 択 さ れ ま す 。  

③ 一 致 信 号  ： カ ウ ン ト 値 が 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の 値 と 一 致 す る と 一 致 信 号 を 発

生 します。（１６ビットモード時 は、１６ビットデータの一 致 が必 要 ）  

④ リ セ ッ ト  ： 動 作 停 止 時 、 ま た は 一 致 信 号 の 発 生 時 。  

 

３ - ６ - ３ - ５  タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 上 位 （ Ｔ ０ Ｈ ）   （ ８ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

① 動 作 開 始 ／ 停 止  ： Ｔ ０ Ｈ Ｒ Ｕ Ｎ （ タ イ マ ０ 制 御 レ ジ ス タ の ビ ッ ト ７ ） の ０ ／ １ に よ り 、 停 止

／ 動 作 が 制 御 さ れ ま す 。  

② カ ウ ン ト ク ロ ッ ク  ： Ｔ ０ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ （ タ イ マ ０ 制 御 レ ジ ス タ の ビ ッ ト ５ ） の ０ ／ １ に よ り 、 プ リ ス

ケ ー ラ の 一 致 信 号 ／ Ｔ ０ Ｌ の 一 致 信 号 を 選 択 さ れ ま す 。  

③ 一 致 信 号  ： カ ウ ン ト 値 が 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の 値 と 一 致 す る と 一 致 信 号 を 発

生 します。（１６ビットモード時 は、１６ビットデータの一 致 が必 要 ）  

④ リ セ ッ ト  ： 動 作 停 止 時 、 ま た は 一 致 信 号 の 発 生 時 。  

 

３ - ６ - ３ - ６  タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 一 致 デ ー タ レ ジ ス タ 下 位 （ Ｔ ０ Ｌ Ｒ ）   （ 一 致 バ ッ フ ァ レ

ジスタ付 き８ビットレジスタ）  

① Ｔ ０ Ｌ 用 の 一 致 デ ー タ 格 納 用 レ ジ ス タ で す 。 他 に 、 ８ ビ ッ ト の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ を 持

ち 、 こ の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ と タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 下 位 の 値 が 一 致 し た 時 、 一 致 信 号

が 発 生 し ま す 。 （ １ ６ ビ ッ ト モ ー ド 時 は 、 １ ６ ビ ッ ト デ ー タ の 一 致 が 必 要 ）  

② 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の 更 新 は 以 下 の よ う に 行 わ れ ま す 。  

非 動 作 時 （ Ｔ ０ Ｌ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ ０ ） に は 、 Ｔ ０ Ｌ Ｒ と 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は 同 値 と な る 。  

動 作 時 （ Ｔ ０ Ｌ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） に は 、 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は 一 致 信 号 の 発 生 時 に Ｔ ０ Ｌ Ｒ

の 内 容 を ロ ー ド す る 。  

 

３ - ６ - ３ - ７  タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 一 致 デ ー タ レジ ス タ 上 位 （ Ｔ ０ ＨＲ ）   （ 一 致 バ ッファレ

ジスタ付 き８ビットレジスタ）  

① Ｔ ０ Ｈ 用 の 一 致 デ ー タ 格 納 用 レ ジ ス タ で す 。 他 に 、 ８ ビ ッ ト の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ を 持

ち 、 こ の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ と タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 上 位 の 値 が 一 致 し た 時 、 一 致 信 号

が 発 生 し ま す 。 （ １ ６ ビ ッ ト モ ー ド 時 は 、 １ ６ ビ ッ ト デ ー タ の 一 致 が 必 要 ）  
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② 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の 更 新 は 以 下 の よ う に 行 わ れ ま す 。  

非 動 作 時 （ Ｔ ０ Ｈ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ ０ ） に は 、 Ｔ ０ Ｈ Ｒ と 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は 同 値 と な る 。  

動 作 時 （ Ｔ ０ Ｈ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） に は 、 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は 一 致 信 号 の 発 生 時 に Ｔ ０ Ｈ Ｒ

の 内 容 を ロ ー ド す る 。  

 

３ - ６ - ３ - ８  タイマ／カウンタ０キャプチャレジスタ下 位 （Ｔ０ＣＡＬ） （８ビットレジスタ）  

① キ ャ プ チ ャ ク ロ ッ ク ：  

Ｔ ０ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ （ タ イ マ ０ 制 御 レ ジ ス タ の ビ ッ ト ５ ） が ０ の 時 、 Ｐ ７ ０ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ／ Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｐ ， Ｐ ７ ２

／ Ｉ Ｎ Ｔ ２ ／ Ｔ ０ Ｉ Ｎ ， Ｐ ２ ０ ， Ｐ ２ １ ， Ｐ ３ ０ ， Ｐ ３ １ の タ イ マ ０ Ｌ キ ャ プ チ ャ 入 力 端 子 か ら の 外

部 入 力 検 出 信 号  

Ｔ ０ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ （ タ イ マ ０ 制 御 レ ジ ス タ の ビ ッ ト ５ ） が １ の 時 、 Ｐ ７ １ ／ Ｉ Ｎ Ｔ １ ／ Ｔ ０ Ｈ Ｃ Ｐ ， Ｐ ７ ３

／ Ｉ Ｎ Ｔ ３ ／ Ｔ ０ Ｉ Ｎ ， Ｐ ２ ０ ， Ｐ ２ １ ， Ｐ ３ ０ ， Ｐ ３ １ の タ イ マ ０ Ｈ キ ャ プ チ ャ 入 力 端 子 か ら の 外

部 入 力 検 出 信 号  

② キ ャ プ チ ャ デ ー タ ： タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 下 位 （ Ｔ ０ Ｌ ） の 内 容  

 

３ - ６ - ３ - ９  タイマ／カウンタ０キャプチャレジスタ上 位 （Ｔ０ＣＡＨ） （８ビットレジスタ）  

① キ ャ プ チ ャ ク ロ ッ ク ： Ｐ ７ １ ／ Ｉ Ｎ Ｔ １ ／ Ｔ ０ Ｈ Ｃ Ｐ ， Ｐ ７ ３ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ３ ／ Ｔ ０ Ｉ Ｎ ， Ｐ ２ ０ ， Ｐ ２ １ ， Ｐ ３ ０ ，

Ｐ３１のタイマ０Ｈキャプチャ入 力 端 子 からの外 部 入 力 検 出 信 号  

② キ ャ プ チ ャ デ ー タ ： タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 上 位 （ Ｔ ０ Ｈ ） の 内 容  

 

表 ３ － ６ － １  タ イ マ ０ （ Ｔ ０ Ｈ ， Ｔ ０ Ｌ ） の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク  

モード Ｔ０ＬＯＮＧ Ｔ０ＬＥＸＴ Ｔ０Ｈのカウントクロック Ｔ０Ｌのカウントクロック ［Ｔ０Ｈ，Ｔ０Ｌ]のカウントクロック

０ ０ ０ Ｔ０ＰＲＲの一致信号 Ｔ０ＰＲＲの一致信号 － 

１ ０ １ Ｔ０ＰＲＲの一致信号 外部信号 － 

２ １ ０ － － Ｔ０ＰＲＲの一致信号 

３ １ １ － － 外部信号 
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 図 ３ － ６ － １   モ ー ド ０ （ Ｔ ０ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ ＝ ０ ， Ｔ ０ Ｌ Ｅ Ｘ Ｔ ＝ ０ ） ブ ロ ッ ク 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 ３ － ６ － ２   モ ー ド １ （ Ｔ ０ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ ＝ ０ ， Ｔ ０ Ｌ Ｅ Ｘ Ｔ ＝ １ ） ブ ロ ッ ク 図  

ISL(FE5Fh) 
で設定 

外部入力 

Tcyc 
ｸﾛｯｸ 

プリスケーラ 

比較器 

T0PRR 

T0CAL 

T0L 

比較器 

一致バッファレジスタ 

T0LR 

ｸﾛｯｸ 

ｸﾘｱ

一致

T0CAH 

T0H 

比較器 

一致バッファレジスタ 

T0HR 

ｸﾛｯｸ

一致

ｸﾘｱ

ﾘﾛｰﾄﾞ

T0LCMP
ﾌﾗｸﾞｾｯﾄ

一致 

ｸﾘｱ 

ﾘﾛｰﾄﾞ 

T0HCMP
ﾌﾗｸﾞｾｯﾄ

I01CR(FE5Dh) 
I23CR(FE5Eh) 
ISL(FE5Fh) 
I45CR(FE4Ah) 
I45SL(FE4Bh) 
の各レジスタの設定必要 

キャプチャトリガ 

キャプチャ キャプチャ 

プログラマブルプリスケーラ付き
８ビット プログラマブルタイマ 

プログラマブルプリスケーラ付き 
８ビット プログラマブルタイマ 

I01CR(FE5Dh) 
I23CR(FE5Eh) 
ISL(FE5Fh) 
I45CR(FE4Ah) 
I45SL(FE4Bh) 
の各レジスタの設定必要 

キャプチャトリガ Tcyc
ｸﾛｯｸ

プリスケーラ 

比較器 

T0PRR 

T0CAH 

T0H 

比較器 

一致バッファレジスタ 

T0HR 

ｸﾛｯｸ

ｸﾘｱ 

一致 

一致 

ｸﾘｱ 

ﾘﾛｰﾄﾞ 

T0HCMP
ﾌﾗｸﾞｾｯﾄ

キャプチャ 

T0CAL 

T0L 

比較器 

一致バッファレジスタ 

T0LR 

ｸﾛｯｸ 

一致

ｸﾘｱ

ﾘﾛｰﾄﾞ

T0LCMP
ﾌﾗｸﾞｾｯﾄ

キャプチャ 

８ビット プログラマブルカウンタ
プログラマブルプリスケーラ付き 
８ビット プログラマブルタイマ 



L C 8 7 B Ｈ 0 0  第 ３ 章  

3-27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 ３ － ６ － ３   モ ー ド ２ （ Ｔ ０ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ ＝ １ ， Ｔ ０ Ｌ Ｅ Ｘ Ｔ ＝ ０ ） ブ ロ ッ ク 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 ３ － ６ － ４   モ ー ド ３ （ Ｔ ０ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ ＝ １ ， Ｔ ０ Ｌ Ｅ Ｘ Ｔ ＝ １ ） ブ ロ ッ ク 図  
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３ - ６ - ４  関 連 レ ジ ス タ  

３ - ６ - ４ - １  タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｔ ０ Ｃ Ｎ Ｔ ）  

① Ｔ ０ Ｌ ， Ｔ ０ Ｈ の 動 作 ， 割 り 込 み の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE10 0000 0000 R/W T0CNT T0HRUN T0LRUN T0LONG T0LEXT T0HCMP T0HIE T0LCMP T0LIE

 

Ｔ ０ Ｈ Ｒ Ｕ Ｎ （ ビ ッ ト ７ ） ： Ｔ ０ Ｈ カ ウ ン ト 制 御  

こ の ビ ッ ト が ０ の 時 タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 上 位 （ Ｔ ０ Ｈ ） は 、 カ ウ ン ト 値 ０ で 停 止 し 、 Ｔ

０ Ｈ の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ 値 は Ｔ ０ Ｈ Ｒ の 値 と 同 じ で す 。  

こ の ビ ッ ト が １ の 時 タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 上 位 （ Ｔ ０ Ｈ ） は 、 所 定 の カ ウ ン ト 動 作 を 行

い ま す 。 ま た 、 Ｔ ０ Ｈ の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は 、 一 致 信 号 の 発 生 時 に Ｔ ０ Ｈ Ｒ

の 内 容 を ロ ー ド し ま す 。  

 

Ｔ ０ Ｌ Ｒ Ｕ Ｎ （ ビ ッ ト ６ ） ： Ｔ ０ Ｌ カ ウ ン ト 制 御  

こ の ビ ッ ト が ０ の 時 タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 下 位 （ Ｔ ０ Ｌ ） は 、 カ ウ ン ト 値 ０ で 停 止 し 、 Ｔ

０ Ｌ の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ 値 は Ｔ ０ Ｌ Ｒ の 値 と 同 じ で す 。  

こ の ビ ッ ト が １ の 時 タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 下 位 （ Ｔ ０ Ｌ ） は 、 所 定 の カ ウ ン ト 動 作 を 行

い ま す 。 ま た 、 Ｔ ０ Ｌ の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は 、 一 致 信 号 の 発 生 時 に Ｔ ０ Ｌ Ｒ の

内 容 を ロ ー ド し ま す 。  

 

Ｔ ０ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ （ ビ ッ ト ５ ） ： タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ ビ ッ ト 長 選 択  

こ の ビ ッ ト が ０ の 時 タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ は 上 位 と 下 位 の 独 立 し た ８ ビ ッ ト の タ イ マ

／ カ ウ ン タ と な り ま す 。  

こ の ビ ッ ト が １ の 時 タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ は １ ６ ビ ッ ト の タ イ マ ／ カ ウ ン タ と な り ま す 。 ま

た 、 Ｔ ０ Ｈ ， Ｔ ０ Ｌ で 構 成 さ れ る １ ６ ビ ッ ト の カ ウ ン タ 値 と Ｔ ０ Ｈ ， Ｔ ０ Ｌ の 一 致 バ ッ フ

ァ レ ジ ス タ の 内 容 が 一 致 し た 時 に 、 一 致 信 号 が 発 生 し ま す 。  

 

Ｔ ０ Ｌ Ｅ Ｘ Ｔ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｔ ０ Ｌ 入 力 ク ロ ッ ク 選 択  

このビットが０の時 Ｔ０Ｌのカウントクロックはプリスケーラの一 致 信 号 となります。  

こ の ビ ッ ト が １ の 時 Ｔ ０ Ｌ の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク は 外 部 入 力 信 号 と な り ま す 。  

 

Ｔ ０ Ｈ Ｃ Ｍ Ｐ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｔ ０ Ｈ 一 致 フ ラ グ  

Ｔ ０ Ｈ が 動 作 し て い る （ Ｔ ０ Ｈ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） 時 に 、 Ｔ ０ Ｈ の 値 と Ｔ ０ Ｈ の 一 致 バ ッ フ ァ

レ ジ ス タ の 値 が 一 致 し 、 一 致 信 号 が 発 生 す る と セ ッ ト さ れ ま す 。 一 致 信 号 が

発 生 し な い 場 合 は 変 化 し ま せ ん 。 従 っ て 、 こ の フ ラ グ は 、 命 令 で ク リ ア し て く だ

さ い 。  

尚 、 １ ６ ビ ッ ト モ ー ド （ Ｔ ０ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ ＝ １ ） の 時 、 一 致 信 号 の 発 生 に は 、 １ ６ ビ ッ ト デ

ー タ で の 一 致 が 必 要 で す 。  

 

Ｔ ０ Ｈ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｔ ０ Ｈ 割 り 込 み 要 求 発 生 許 可 制 御  

こ の ビ ッ ト と Ｔ ０ Ｈ Ｃ Ｍ Ｐ が と も に １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ２ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み 要

求 が 発 生 し ま す 。  
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Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｍ Ｐ （ ビ ッ ト １ ） ： Ｔ ０ Ｌ 一 致 フ ラ グ  

Ｔ ０ Ｌ が 動 作 し て い る （ Ｔ ０ Ｌ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） 時 に 、 Ｔ ０ Ｌ の 値 と Ｔ ０ Ｌ の 一 致 バ ッ フ ァ レ

ジ ス タ の 値 が 一 致 し 、 一 致 信 号 が 発 生 す る と セ ッ ト さ れ ま す 。 一 致 信 号 が 発

生 し な い 場 合 は 変 化 し ま せ ん 。 従 って、このフラグは命 令 でクリアしてください。  

尚 、 １ ６ ビ ッ ト モ ー ド （ Ｔ ０ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ ＝ １ ） の 時 、 一 致 信 号 の 発 生 に は 、 １ ６ ビ ッ ト デ

ー タ で の 一 致 が 必 要 で す 。  

Ｔ ０ Ｌ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｔ ０ Ｌ 割 り 込 み 要 求 発 生 許 可 制 御  

こ の ビ ッ ト と Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｍ Ｐ が と も に １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ １ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み 要

求 が 発 生 し ま す 。  

 

注 意 ：  

・ Ｔ ０ Ｈ Ｃ Ｍ Ｐ ， Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｍ Ｐ は 命 令 で ０ に し て く だ さ い 。  

・ １ ６ ビ ッ ト モ ー ド で 使 用 す る 時 は 、 Ｔ ０ Ｌ Ｒ Ｕ Ｎ と Ｔ ０ Ｈ Ｒ Ｕ Ｎ は 同 時 に 同 じ 値 を 設 定 し て 、

動 作 を 制 御 し て く だ さ い 。  

・ １ ６ ビ ッ ト モ ー ド で は 、 Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｍ Ｐ と Ｔ ０ Ｈ Ｃ Ｍ Ｐ は 同 時 に セ ッ ト さ れ ま す 。  

 

３ - ６ - ４ - ２  タ イ マ ０ プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ 一 致 レ ジ ス タ （ Ｔ ０ Ｐ Ｒ Ｒ ）  

① タ イ マ ０ プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ 一 致 レ ジ ス タ は 、 タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ の ク ロ ッ ク 周 期

（ Ｔ ｐ ｒ ） の 設 定 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

② Ｔ ０ Ｐ Ｒ Ｒ に デ ー タ を 書 き 込 む と 、 プ リ ス ケ ー ラ の カ ウ ン ト 値 は ０ か ら ス タ ー ト し ま す 。  

③ Ｔ ｐ ｒ ＝ （ Ｔ ０ Ｐ Ｒ Ｒ ＋ １ ） × Ｔ ｃ ｙ ｃ  Ｔ ｃ ｙ ｃ ＝ サ イ ク ル ク ロ ッ ク の 周 期  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE11 0000 0000 R/W T0PRR T0PRR7 T0PRR6 T0PRR5 T0PRR4 T0PRR3 T0PRR2 T0PRR1 T0PRR0

 

３ - ６ - ４ - ３  タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 下 位 （ Ｔ ０ Ｌ ）  

① 読 み 出 し 専 用 の ８ ビ ッ ト の タ イ マ ／ カ ウ ン タ で す 。 プ リ ス ケ ー ラ の 一 致 信 号 、 ま た は 、 外

部 信 号 を カ ウ ン ト し ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE12 0000 0000 R T0L T0L7 T0L6 T0L5 T0L4 T0L3 T0L2 T0L1 T0L0

 

３ - ６ - ４ - ４  タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 上 位 （ Ｔ ０ Ｈ ）  

① 読 み 出 し 専 用 の ８ ビ ッ ト の タ イ マ ／ カ ウ ン タ で す 。 プ リ ス ケ ー ラ の 一 致 信 号 、 ま た は 、 Ｔ

０ Ｌ の オ ー バ ー フ ロ ー を カ ウ ン ト し ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE13 0000 0000 R T0H T0H7 T0H6 T0H5 T0H4 T0H3 T0H2 T0H1 T0H0

 

３ - ６ - ４ - ５  タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 一 致 デ ー タ レ ジ ス タ 下 位 （ Ｔ ０ Ｌ Ｒ ）  

① Ｔ ０ Ｌ 用 の 一 致 デ ー タ 格 納 用 レ ジ ス タ で す 。 他 に 、 ８ ビ ッ ト の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ を 持

ち 、 こ の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ と タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 下 位 の 値 が 一 致 し た 時 、 一 致 信 号

が 発 生 し ま す 。 （ １ ６ ビ ッ ト モ ー ド 時 は 、 １ ６ ビ ッ ト デ ー タ の 一 致 が 必 要 ）  

② 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の 更 新 は 以 下 の よ う に 行 わ れ ま す 。  

非 動 作 時 （ Ｔ ０ Ｌ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ ０ ） に は 、 Ｔ ０ Ｌ Ｒ と 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は 同 値 と な る 。  

動 作 時 （ Ｔ ０ Ｌ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） に は 、 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は 一 致 信 号 の 発 生 時 に Ｔ ０ Ｌ Ｒ

の 内 容 を ロ ー ド す る 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE14 0000 0000 R/W T0LR T0LR7 T0LR6 T0LR5 T0LR4 T0LR3 T0LR2 T0LR1 T0LR0



Ｔ ０  
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３ - ６ - ４ - ６  タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 一 致 デ ー タ レ ジ ス タ 上 位 （ Ｔ ０ Ｈ Ｒ ）  

① Ｔ ０ Ｈ 用 の 一 致 デ ー タ 格 納 用 レ ジ ス タ で す 。 他 に 、 ８ ビ ッ ト の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ を 持

ち 、 こ の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ と タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 上 位 の 値 が 一 致 し た 時 、 一 致 信 号

が 発 生 し ま す 。 （ １ ６ ビ ッ ト モ ー ド 時 は 、 １ ６ ビ ッ ト デ ー タ の 一 致 が 必 要 ）  

② 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の 更 新 は 以 下 の よ う に 行 わ れ ま す 。  

非 動 作 時 （ Ｔ ０ Ｈ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ ０ ） に は 、 Ｔ ０ Ｈ Ｒ と 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は 同 値 と な る 。  

動 作 時 （ Ｔ ０ Ｈ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） に は 、 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は 一 致 信 号 の 発 生 時 に Ｔ ０ Ｈ Ｒ

の 内 容 を ロ ー ド す る 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE15 0000 0000 R/W T0HR T0HR7 T0HR6 T0HR5 T0HR4 T0HR3 T0HR2 T0HR1 T0HR0

 

３ - ６ - ４ - ７  タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ 下 位 （ Ｔ ０ Ｃ Ａ Ｌ ）  

① 外 部 入 力 検 出 信 号 に よ り 、 タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 下 位 （ Ｔ ０ Ｌ ） の 内 容 を キ ャ プ チ ャ す る

読 み 出 し 専 用 の ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE16 XXXX XXXX R T0CAL T0CAL7 T0CAL6 T0CAL5 T0CAL4 T0CAL3 T0CAL2 T0CAL1 T0CAL0

 

３ - ６ - ４ - ８  タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ 上 位 （ Ｔ ０ Ｃ Ａ Ｈ ）  

① 外 部 入 力 検 出 信 号 に よ り 、 タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 上 位 （ Ｔ ０ Ｈ ） の 内 容 を キ ャ プ チ ャ す る

読 み 出 し 専 用 の ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE17 XXXX XXXX R T0CAH T0CAH7 T0CAH6 T0CAH5 T0CAH4 T0CAH3 T0CAH2 T0CAH1 T0CAH0
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３ - ７ 高 速 クロックカウンタ  

３ - ７ - １  概 要  

高 速 ク ロ ッ ク カ ウ ン タ は 、 リ ア ル タ イ ム 出 力 機 能 を 持 っ た ３ ビ ッ ト カ ウ ン タ で す 。 タ イ マ ／ カ

ウ ン タ ０ と 連 結 し て 使 用 し 、 合 わ せ て １ １ ビ ッ ト ま た は １ ９ ビ ッ ト の 高 速 カ ウ ン タ と な り ま す 。

サ イ ク ル タ イ ム の １ ／ ６ の 周 期 の ク ロ ッ ク ま で 入 力 で き ま す 。 ま た 、 キ ャ リ ー ビ ッ ト も 含 め た ４

ビ ッ ト の キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ を 備 え て い ま す 。  

 

３ - ７ - ２  機 能  

① １ １ ビ ッ ト ま た は １ ９ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル 高 速 カ ウ ン タ  

タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 下 位 （ Ｔ ０ Ｌ ） 及 び タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 上 位 （ Ｔ ０ Ｈ ） と 連 結 し 、    

Ｐ ７ ２ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ２ ／ Ｔ ０ Ｉ Ｎ ／ Ｎ Ｋ Ｉ Ｎ 端 子 か ら の 外 部 入 力 信 号 を カ ウ ン ト す る １ １ ビ ッ ト

ま た は １ ９ ビ ッ ト の プ ロ グ ラ マ ブ ル 高 速 カ ウ ン タ と し て 動 作 し ま す 。  

連 結 し た タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ は ３ ビ ッ ト の カ ウ ン タ の オ ー バ ー フ ロ ー を カ ウ ン ト し ま す 。

こ の 時 、 タ イ マ ０ は フ リ ー ラ ン カ ウ ン タ と な り ま す 。  

 

② リ ア ル タ イ ム 出 力  

リ ア ル タ イ ム 出 力 は 、 Ｐ １ ７ 端 子 に 出 力 さ れ ま す 。  

リ ア ル タ イ ム 出 力 と は カ ウ ン タ の カ ウ ン ト 値 が 所 定 の 値 に な っ た 時 に 、 ポ ー ト の 出 力

を リ ア ル タ イ ム に 変 化 さ せ る 機 能 で す 。 出 力 変 化 は マ イ コ ン ク ロ ッ ク と 非 同 期 に 行

わ れ ま す 。  

 

③ キ ャ プ チ ャ 動 作  

Ｔ ０ Ｌ （ タ イ マ ０ 下 位 ） の キ ャ プ チ ャ 動 作 に 同 期 し て 、 Ｎ Ｋ Ｃ Ｏ Ｖ ， Ｎ Ｋ Ｃ Ａ Ｐ ２ ～ ０ に 高

速 ク ロ ッ ク カ ウ ン タ 値 が キ ャ プ チ ャ さ れ ま す 。 Ｎ Ｋ Ｃ Ｏ Ｖ は 、 タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ へ の キ ャ

リ ー で す 。 こ れ が １ の 時 、 タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ の キ ャ プ チ ャ 値 を ＋ １ 補 正 し て く だ さ い 。  

Ｎ Ｋ Ｃ Ａ Ｐ ２ ～ ０ は 、 高 速 ク ロ ッ ク カ ウ ン タ の キ ャ プ チ ャ 値 で す 。  

 

④ 割 り 込 み の 発 生  

高 速 ク ロ ッ ク カ ウ ン タ と タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ が カ ウ ン ト 動 作 を 続 け カ ウ ン ト 値 が “ （ タ イ

マ ０ の 一 致 レ ジ ス タ 値 ＋ １ ） × ８ ＋ Ｎ Ｋ Ｃ Ｍ Ｐ ２ ～ ０ ” の 値 に な る と 、 所 定 の タ イ マ ／ カ

ウ ン タ ０ の フ ラ グ が セ ッ ト さ れ ま す 。 こ の 時 、 割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ て

い れ ば Ｔ ０ Ｌ ま た は Ｔ ０ Ｈ 割 り 込 み 要 求 を 発 生 し ま す 。  
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⑤ 高 速 ク ロ ッ ク カ ウ ン タ を 制 御 す る に は 、 次 に 示 す 特 殊 機 能 レ ジ ス タ を 操 作 す る 必 要 が

あ り ま す 。  

・  Ｎ Ｋ Ｒ Ｅ Ｇ ， Ｐ １ Ｔ Ｓ Ｔ ， Ｔ ０ Ｃ Ｎ Ｔ ， Ｔ ０ Ｌ ， Ｔ ０ Ｈ ， Ｔ ０ Ｌ Ｒ ， Ｔ ０ Ｈ Ｒ  

・  Ｐ ７ ， Ｉ Ｓ Ｌ ， Ｉ ０ １ Ｃ Ｒ ， Ｉ ２ ３ Ｃ Ｒ  

・  Ｐ ２ ， Ｐ ２ Ｄ Ｄ Ｒ ， Ｉ ４ ５ Ｃ Ｒ ， Ｉ ４ ５ Ｓ Ｌ  

・  Ｐ １ ， Ｐ １ Ｄ Ｄ Ｒ  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE7D 0000 0000 R/W NKREG NKEN NKCMP2 NKCMP1 NKCMP0 NKCOV NKCAP2 NKCAP1 NKCAP0

FE47 0000 H0H0 R/W P1TST FIX0 FIX0 FIX0 FIX0 - DSNKOT - FIX0 

FE10 0000 0000 R/W T0CNT T0HRUN T0LRUN T0LONG T0LEXT T0HCMP T0HIE T0LCNP T0LIE

FE12 0000 0000 R T0L T0L7 T0L6 T0L5 T0L4 T0L3 T0L2 T0L1 T0L0 

FE13 0000 0000 R T0H T0H7 T0H6 T0H5 T0H4 T0H3 T0H2 T0H1 T0H0

FE14 0000 0000 R/W T0LR T0LR7 T0LR6 T0LR5 T0LR4 T0LR3 T0LR2 T0LR1 T0LR0

FE15 0000 0000 R/W T0HR T0HR7 T0HR6 T0HR5 T0HR4 T0HR3 T0HR2 T0HR1 T0HR0

FE16 XXXX XXXX R T0CAL T0CAL7 T0CAL6 T0CAL5 T0CAL4 T0CAL3 T0CAL2 T0CAL1 T0CAL0

FE17 XXXX XXXX R T0CAH T0CAH7 T0CAH6 T0CAH5 T0CAH4 T0CAH3 T0CAH2 T0CAH1 T0CAH0

FE5D 0000 0000 R/W I01CR INT1LH INT1LV INT1IF INT1IE INT0LH INT0LV INT0IF INT0IE

FE5E 0000 0000 R/W I23CR INT3HEG INT3LEG INT3IF INT3IE INT2HEG INT2LEG INT2IF INT2IE

FE5F 0000 0000 R/W ISL ST0HCP ST0LCP BTIMC1 BTIMC0 BUZON NFSEL NFON ST0IN

 

３ - ７ - ３  回 路 構 成  

３ - ７ - ３ - １  高 速 ク ロ ッ ク カ ウ ン タ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｎ Ｋ Ｒ Ｅ Ｇ ）  （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① 高 速 ク ロ ッ ク カ ウ ン タ の 制 御 を 行 い ま す 。  

ス タ ー ト ビ ッ ト ， カ ウ ン ト 値 設 定 ビ ッ ト ， カ ウ ン タ 値 キ ャ プ チ ャ ビ ッ ト が あ り ま す 。  

② 動 作 開 始 ／ 停 止  ： Ｎ Ｋ Ｅ Ｎ ＝ １ か つ タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 下 位 （ Ｔ ０ Ｌ ） ス タ ー ト  

③ カ ウ ン ト ク ロ ッ ク  ： Ｐ ７ ２ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ２ ／ Ｔ ０ Ｉ Ｎ ／ Ｎ Ｋ Ｉ Ｎ 端 子 か ら の 外 部 入 力 信 号  

④ リ ア ル タ イ ム 出 力  ： リ ア ル タ イ ム 出 力 ポ ー ト は 出 力 モ ー ド に し て く だ さ い 。  

Ｎ Ｋ Ｅ Ｎ （ ビ ッ ト ７ ） ＝ ０ の 時 、 リ ア ル タ イ ム 出 力 ポ ー ト は 、 リ ア ル タ イ ム 出 力 機 能 を 失 い 、

ポ ー ト ラ ッ チ の デ ー タ に 同 期 し ま す 。  

結 果 が Ｎ Ｋ Ｅ Ｎ ＝ １ と な る 値 を Ｎ Ｋ Ｒ Ｅ Ｇ に 書 き 込 む と 、 リ ア ル タ イ ム 出 力 ポ ー ト は リ ア ル

タ イ ム 出 力 機 能 を 回 復 し 、 出 力 デ ー タ を 保 持 し ま す 。 こ の 状 態 で ポ ー ト ラ ッ チ の 内 容

を 次 の リ ア ル タ イ ム 出 力 値 に 変 更 し て く だ さ い 。  

高 速 ク ロ ッ ク カ ウ ン タ が カ ウ ン ト 動 作 を 続 け “ （ Ｔ ０ Ｌ Ｒ ＋ １ ） × ８ ＋ Ｎ Ｋ Ｃ Ｍ Ｐ ２ ～ ０ の 値 ”

の カ ウ ン ト 値 に な る と 、 リ ア ル タ イ ム 出 力 が 所 定 の 値 に 変 化 し ま す 。 こ の 後 、 リ ア ル タ イ

ム 出 力 ポ ー ト は 、 リ ア ル タ イ ム 出 力 機 能 を 失 い 、 ポ ー ト ラ ッ チ の デ ー タ に 同 期 し て 変 化

す る よ う に な り ま す 。 リ ア ル タ イ ム 出 力 機 能 を 回 復 さ せ る に は 、 結 果 が Ｎ Ｋ Ｅ Ｎ ＝ １ と な

る 値 を Ｎ Ｋ Ｒ Ｅ Ｇ に 書 き 込 ん で く だ さ い 。  

⑤ キ ャ プ チ ャ ク ク ロ ッ ク ： Ｔ ０ Ｌ （ タ イ マ ０ 下 位 ） の キ ャ プ チ ャ ク ロ ッ ク に 同 期 し て 発 生 し ま す 。  

 

３ - ７ - ３ - ２  Ｐ １ Ｔ Ｓ Ｔ レ ジ ス タ  

① Ｄ Ｓ Ｎ Ｋ Ｏ Ｔ （ Ｐ １ Ｔ Ｓ Ｔ レ ジ ス タ の ビ ッ ト ２ ） ＝ １ の 時 、 リ ア ル タ イ ム 出 力 機 能 は 有 効 と な り

ま す 。  

② Ｄ Ｓ Ｎ Ｋ Ｏ Ｔ （ Ｐ １ Ｔ Ｓ Ｔ レ ジ ス タ の ビ ッ ト ２ ） ＝ ０ の 時 、 リ ア ル タ イ ム 出 力 機 能 は 無 効 と な り

ま す 。  

こ の 時 、 リ ア ル タ イ ム 出 力 端 子 は 通 常 の ポ ー ト 動 作 を し ま す 。  
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３ - ７ - ３ - ３  タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 動 作  

高 速 ク ロ ッ ク カ ウ ン タ を 使 用 す る 場 合 、 Ｔ ０ Ｌ Ｅ Ｘ Ｔ （ Ｔ ０ Ｃ Ｎ Ｔ レ ジ ス タ の ビ ッ ト ４ ） ＝ １ に 設

定 し て く だ さ い 。  

Ｎ Ｋ Ｅ Ｎ ＝ １ ， Ｔ ０ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ （ Ｔ ０ Ｃ Ｎ Ｔ レ ジ ス タ の ビ ッ ト ５ ） ＝ ０ の 場 合 、 タ イ マ ０ Ｈ は 通 常 の 動

作 を し 、 タ イ マ ０ Ｌ は 高 速 ク ロ ッ ク カ ウ ン タ と 連 結 し 、 合 わ せ て １ １ ビ ッ ト の フ リ ー ラ ン カ ウ ン

タ と な り ま す 。 Ｎ Ｋ Ｅ Ｎ ＝ １ ， Ｔ ０ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ （ Ｔ ０ Ｃ Ｎ Ｔ レ ジ ス タ の ビ ッ ト ５ ） ＝ １ の 場 合 、 タ イ マ ０

は Ｎ Ｋ カ ウ ン タ と 連 結 し 、 合 わ せ て １ ９ ビ ッ ト の フ リ ー ラ ン カ ウ ン タ と な り ま す 。  

フ リ ー ラ ン カ ウ ン タ が “ （ タ イ マ ０ の 一 致 レ ジ ス タ 値 ＋ １ ） × ８ ＋ Ｎ Ｋ Ｃ Ｍ Ｐ ２ ～ ０ の 値 ” の カ ウ

ン ト 値 に な る と 、 一 致 検 出 信 号 が 発 生 し て 、 所 定 の 値 の リ ア ル タ イ ム 出 力 を 発 生 し 、 タ

イ マ ０ の 一 致 フ ラ グ を セ ッ ト し ま す 。 ま た 、 新 た な 一 致 検 出 は 、 次 の Ｎ Ｋ Ｒ Ｅ Ｇ 書 き 込 み 動

作 ま で 行 わ れ ま せ ん 。  

こ れ ら フ リ ー ラ ン カ ウ ン タ の た め の 一 致 デ ー タ 値 は 、 必 ず 現 在 の カ ウ ン タ 値 よ り も 大 き い

値 に し て く だ さ い 。 一 致 デ ー タ の 更 新 時 は 、 タ イ マ ０ の 一 致 レ ジ ス タ を 設 定 し て か ら Ｎ Ｋ

Ｒ Ｅ Ｇ の 一 致 レ ジ ス タ （ Ｎ Ｋ Ｃ Ｍ Ｐ ２ ～ ０ ） を 書 き 込 ん で く だ さ い 。 た と え 設 定 値 が 同 じ で も 、

一 致 検 出 を 開 始 す る た め に Ｎ Ｋ Ｒ Ｅ Ｇ へ の 書 き 込 み を 行 っ て く だ さ い 。  

 

３ - ７ - ４  関 連 レ ジ ス タ  

３ - ７ - ４ - １  高 速 ク ロ ッ ク カ ウ ン タ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｎ Ｋ Ｒ Ｅ Ｇ ）  

① 高 速 ク ロ ッ ク カ ウ ン タ の 動 作 を 制 御 す る ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE7D 0000 0000 R/W NKREG NKEN NKCMP2 NKCMP1 NKCMP0 NKCOV NKCAP2 NKCAP1 NKCAP0

 

Ｎ Ｋ Ｅ Ｎ （ ビ ッ ト ７ ） ： カ ウ ン タ 制 御  

０ の 時 、 Ｎ Ｋ 制 御 回 路 は 動 作 し ま せ ん 。  

１ の 時 、 Ｎ Ｋ 制 御 回 路 は 動 作 、 タ イ マ ０ の 動 作 を 切 り 替 え 、 タ イ マ ０ を 上 位 カ ウ

ン タ と す る 非 同 期 高 速 カ ウ ン タ と な り ま す 。 こ の ビ ッ ト を １ に し 、 タ イ マ ０ を 外 部 ク

ロ ッ ク モ ー ド で 、 ス タ ー ト す る と カ ウ ン ト が 始 ま り ま す 。  

 

Ｎ Ｋ Ｃ Ｍ Ｐ ２ ～ ０ （ ビ ッ ト ６ ～ ４ ） ： 一 致 レ ジ ス タ  

カ ウ ン タ が “ （ タ イ マ ０ の 一 致 レ ジ ス タ 値 ＋ １ ） × ８ ＋ Ｎ Ｋ Ｃ Ｍ Ｐ ２ ～ ０ の 値 ” の カ ウ

ン ト 値 に な る と 、 即 座 に 、 一 致 検 出 信 号 が 発 生 し て 、 所 定 の 値 の リ ア ル タ イ ム

出 力 を 発 生 し 、 タ イ マ ０ の 一 致 フ ラ グ を セ ッ ト し ま す 。 こ の 後 、 リ ア ル タ イ ム 出 力

ポ ー ト は 、 リ ア ル タ イ ム 出 力 機 能 を 失 い 、 ポ ー ト ラ ッ チ の デ ー タ に 同 期 し て 変 化

す る よ う に な り ま す 。  

ま た 、 リ ア ル タ イ ム 出 力 機 能 と 一 致 検 出 動 作 は 、 次 の Ｎ Ｋ Ｒ Ｅ Ｇ 書 き 込 み 動

作 ま で 再 開 し ま せ ん 。  

 

Ｎ Ｋ Ｃ Ｏ Ｖ ， Ｎ Ｋ Ｃ Ａ Ｐ ２ ～ ０ （ ビ ッ ト ３ ～ ０ ） ： キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ  

タ イ マ ０ Ｌ の キ ャ プ チ ャ 動 作 に 同 期 し て 、 こ れ ら の ビ ッ ト に Ｎ Ｋ カ ウ ン タ 値 が キ ャ

プ チ ャ さ れ ま す 。  

Ｎ Ｋ Ｃ Ｏ Ｖ は 、 タ イ マ ０ へ の キ ャ リ ー で す 。 こ れ が １ の 時 、 タ イ マ ０ の キ ャ プ チ ャ 値

を ＋ １ 補 正 し て く だ さ い 。  

Ｎ Ｋ Ｃ Ａ Ｐ ２ ～ ０ は 、 Ｎ Ｋ カ ウ ン タ の キ ャ プ チ ャ 値 で す 。  

ま た 、 こ れ ら の ビ ッ ト は リ ー ド オ ン リ ー で す 。  

 



Ｎ Ｋ カ ウ ン タ  
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図 ３ － ７ － １   Ｔ ０ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ ＝ ０ （ タ イ マ ０ ： ８ ビ ッ ト モ ー ド ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３ － ７ － ２   Ｔ ０ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ ＝ １ （ タ イ マ ０ ： １ ６ ビ ッ ト モ ー ド ）  
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３ - ８ タイマ／カウンタ１（Ｔ１）  

３ - ８ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ が 内 蔵 し て い る タ イ マ ／ カ ウ ン タ １ （ Ｔ １ ） は 、 次 の ４ つ の 機 能 を 持 っ た プ リ ス ケ

ー ラ 付 き の １ ６ ビ ッ ト の タ イ マ ／ カ ウ ン タ で す 。  

① モ ー ド ０ ：  ８ ビ ッ ト プ リ ス ケ ー ラ 付 き ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ （ ト グ ル 出 力 付 き ） ＋ ８ ビ

ッ ト プ リ ス ケ ー ラ 付 き ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ ／ カ ウ ン タ （ ト グ ル 出 力 付 き ）  

② モ ー ド １ ：  ８ ビ ッ ト プ リ ス ケ ー ラ 付 き ８ ビ ッ ト Ｐ Ｗ Ｍ × ２ ｃ ｈ  

③ モ ー ド ２ ：  ８ビットプリスケーラ付 き１６ビットプログラマブルタイマ／カウンタ（トグル出 力 付 き）

（下 位 ８ビットはトグル出 力 付 きタイマ／カウンタとして使 用 可 能 ）  

④ モ ー ド ３ ：  ８ ビ ッ ト プ リ ス ケ ー ラ 付 き １ ６ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ （ ト グ ル 出 力 付 き ）

（ 下 位 ８ ビ ッ ト は Ｐ Ｗ Ｍ と し て 使 用 可 能 ）  

 

３ - ８ - ２  機 能  

① モ ー ド ０ ：  ８ ビ ッ ト プ リ ス ケ ー ラ 付 き ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ （ ト グ ル 出 力 付 き ） ＋ ８ ビ

ッ ト プ リ ス ケ ー ラ 付 き ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ ／ カ ウ ン タ （ ト グ ル 出 力 付 き ）  

・ サ イ ク ル ク ロ ッ ク を ２ 分 周 し た 信 号 を ク ロ ッ ク と し て 、 ２ つ の 独 立 し た ８ ビ ッ ト の プ ロ グ

ラ マ ブ ル タ イ マ （ Ｔ １ Ｌ , Ｔ １ Ｈ ） が 動 作 し ま す 。  

・ Ｔ １ Ｌ は サ イ ク ル ク ロ ッ ク を ２ 分 周 し た 信 号 ま た は 、 外 部 イ ベ ン ト を カ ウ ン ト す る ８ ビ ッ ト

の プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ ／ カ ウ ン タ と し て 動 作 し 、 Ｔ １ Ｈ は サ イ ク ル ク ロ ッ ク を ２ 分 周 し

た 信 号 を カ ウ ン ト す る ８ ビ ッ ト の プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ と し て 動 作 し ま す 。  

・ Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｌ ， Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｈ は 、 そ れ ぞ れ Ｔ １ Ｌ ， Ｔ １ Ｈ の 周 期 毎 に ト グ ル す る 信 号 を 発

生 し ま す 。 （ 注 １ ）  

Ｔ １ Ｌ の 周 期 ＝ （ Ｔ １ Ｌ Ｒ ＋ １ ） × （ Ｔ １ Ｌ Ｐ Ｒ Ｃ 設 定 カ ウ ン ト 数 ） × ２ Ｔ ｃ ｙ ｃ  ま た は  

（ Ｔ １ Ｌ Ｒ ＋ １ ） × （ Ｔ １ Ｌ Ｐ Ｒ Ｃ 設 定 カ ウ ン ト 数 ） 回 の イ ベ ン ト 検 出  

Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｌ の 周 期 ＝ Ｔ １ Ｌ の 周 期 × ２  

Ｔ １ Ｈ の 周 期 ＝ （ Ｔ １ Ｈ Ｒ ＋ １ ） × （ Ｔ １ Ｈ Ｐ Ｒ Ｃ 設 定 カ ウ ン ト 数 ） × ２ Ｔ ｃ ｙ ｃ  

Ｔ １ Ｐ Ｍ Ｗ Ｈ の 周 期 ＝ Ｔ １ Ｈ の 周 期 × ２  

 

② モ ー ド １ ：  ８ ビ ッ ト プ リ ス ケ ー ラ 付 き ８ ビ ッ ト Ｐ Ｗ Ｍ × ２ ｃ ｈ  

・ サ イ ク ル ク ロ ッ ク を ク ロ ッ ク と し て 、 ２ つ の 独 立 し た ８ ビ ッ ト Ｐ Ｗ Ｍ （ Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｌ ， Ｔ １ Ｐ Ｗ

Ｍ Ｈ ） が 動 作 し ま す 。  

Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｌ の 周 期 ＝ ２ ５ ６ × （ Ｔ １ Ｌ Ｐ Ｒ Ｃ 設 定 カ ウ ン ト 数 ） × Ｔ ｃ ｙ ｃ  

Ｔ１ＰＷＭＬのＬＯＷの期 間 ＝（Ｔ１ＬＲ＋１）×（Ｔ１ＬＰＲＣ設 定 カウント数 ）×Ｔｃｙｃ  

Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｈ の 周 期 ＝ ２ ５ ６ × （ Ｔ １ Ｈ Ｐ Ｒ Ｃ 設 定 カ ウ ン ト 数 ） × Ｔ ｃ ｙ ｃ  

Ｔ１ＰＷＭＨのＬＯＷの期 間 ＝（Ｔ１ＨＲ＋１）×（Ｔ１ＨＰＲＣ設 定 カウント数 ）×Ｔｃｙｃ  

 

③ モ ー ド ２ ：  ８ビットプリスケーラ付 き１６ビットプログラマブルタイマ／カウンタ（トグル出 力 付 き）

（ 下 位 ８ ビ ッ ト は ト グ ル 出 力 付 き タ イ マ ／ カ ウ ン タ と し て 使 用 可 能 ）  

・ サ イ ク ル ク ロ ッ ク を ２ 分 周 し た 信 号 ま た は 、 外 部 イ ベ ン ト を カ ウ ン ト す る １ ６ ビ ッ ト の プ

ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ ／ カ ウ ン タ と し て 動 作 し ま す 。 ま た 、 下 位 ８ ビ ッ ト タ イ マ （ Ｔ １ Ｌ ） の

割 り 込 み は Ｔ １ Ｌ の 周 期 で 発 生 可 能 な の で 、 下 位 ８ ビ ッ ト を 基 準 タ イ マ と し て 使 用

で き ま す 。  

・ Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｌ ， Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｈ は 、 そ れ ぞ れ Ｔ １ Ｌ ， Ｔ １ の 周 期 毎 に ト グ ル す る 信 号 を 発 生

し ま す 。 （ 注 １ ）  



Ｔ １  
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Ｔ １ Ｌ の 周 期 ＝ （ Ｔ １ Ｌ Ｒ ＋ １ ） × （ Ｔ １ Ｌ Ｐ Ｒ Ｃ 設 定 カ ウ ン ト 数 ） × ２ Ｔ ｃ ｙ ｃ  ま た は  

 （ Ｔ １ Ｌ Ｒ ＋ １ ） × （ Ｔ １ Ｌ Ｐ Ｒ Ｃ 設 定 カ ウ ン ト 数 ） 回 の イ ベ ン ト 検 出  

Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｌ の 周 期 ＝ Ｔ １ Ｌ の 周 期 × ２  

Ｔ １ の 周 期 ＝ （ Ｔ １ Ｈ Ｒ ＋ １ ） × （ Ｔ １ Ｈ Ｐ Ｒ Ｃ 設 定 カ ウ ン ト 数 ） × Ｔ １ Ｌ の 周 期  

Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｈ の 周 期 ＝ Ｔ １ の 周 期 × ２  

 

④ モ ー ド ３ ：  ８ ビ ッ ト プ リ ス ケ ー ラ 付 き １ ６ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ （ ト グ ル 出 力 付 き ）

（ 下 位 ８ ビ ッ ト は Ｐ Ｗ Ｍ と し て 使 用 可 能 ）  

・ サ イ ク ル ク ロ ッ ク を ク ロ ッ ク と し て 、 １ ６ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ が 動 作 し ま す 。  

・ 下 位 ８ ビ ッ ト は 周 期 ２ ５ ６ Ｔ ｃ ｙ ｃ の Ｐ Ｗ Ｍ （ Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｌ ） と し て 動 作 し ま す 。  

・ Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｈ は Ｔ １ の 周 期 毎 に ト グ ル す る 信 号 を 発 生 し ま す 。 （ 注 １ ）  

Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｌ の 周 期 ＝ ２ ５ ６ × （ Ｔ １ Ｌ Ｐ Ｒ Ｃ 設 定 カ ウ ン ト 数 ） × Ｔ ｃ ｙ ｃ   

Ｔ１ＰＷＭＬのＬＯＷの期 間 ＝（Ｔ１ＬＲ＋１）×（Ｔ１ＬＰＲＣ設 定 カウント数 ）×Ｔｃｙｃ  

Ｔ１の 周 期 ＝（ Ｔ１Ｈ Ｒ＋１） ×（ Ｔ１ＨＰ ＲＣ設 定 カウント数 ） ×Ｔ１ＰＷＭＬの 周 期  

Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｈ の 周 期 ＝ Ｔ １ の 周 期 × ２  

 

⑤ 割 り 込 み の 発 生  

割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 、 Ｔ １ Ｌ ま た は Ｔ １ Ｈ の カ ウ ン タ 周 期

で 、 Ｔ １ Ｌ ま た は Ｔ １ Ｈ 割 り 込 み 要 求 を 発 生 し ま す 。  

 

⑥ タイマ１（Ｔ１）を制 御 するには、次 に示 す特 殊 機 能 レジスタを操 作 する必 要 があります。  

・ Ｔ １ Ｃ Ｎ Ｔ ， Ｔ １ Ｐ Ｒ Ｒ ， Ｔ １ Ｌ ， Ｔ １ Ｈ ， Ｔ １ Ｌ Ｒ ， Ｔ １ Ｈ Ｒ  

・ Ｐ １ ， Ｐ １ Ｄ Ｄ Ｒ ， Ｐ １ Ｆ Ｃ Ｒ  

・ Ｐ ２ ， Ｐ ２ Ｄ Ｄ Ｒ ， Ｉ ４ ５ Ｃ Ｒ ， Ｉ ４ ５ Ｓ Ｌ  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE18 0000 0000 R/W T1CNT T1HRUN T1LRUN T1LONG T1PWM T1HCMP T1HIE T1LCMP T1LIE

FE19 0000 0000 R/W T1PRR T1HPRE T1HPRC2 T1HPRC1 T1HPRC0 T1LPRE T1PRC2 T1LPRC1 T1LPRC0

FE1A 0000 0000 R T1L T1L7 T1L6 T1L5 T1L4 T1L3 T1L2 T1L1 T1L0

FE1B 0000 0000 R T1H T1H7 T1H6 T1H5 T1H4 T1H3 T1H2 T1H1 T1H0

FE1C 0000 0000 R/W T1LR T1LR7 T1LR6 T1LR5 T1LR4 T1LR3 T1LR2 T1LR1 T1LR0

FE1D 0000 0000 R/W T1HR T1HR7 T1HR6 T1HR5 T1HR4 T1HR3 T1HR2 T1HR1 T1HR0

 

（ 注 １ ） Ｔ １ Ｌ 動 作 停 止 時 、 Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｌ 出 力 は Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ 固 定 と な り 、 Ｔ １ Ｌ 動 作 時 、 Ｔ １ Ｌ Ｒ

＝ Ｆ Ｆ Ｈ の 時 、 Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｌ 出 力 は Ｌ Ｏ Ｗ 固 定 と な り ま す 。 ま た 、 Ｔ １ Ｈ 動 作 停 止 時 、

Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｈ 出 力 は Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ 固 定 と な り 、 Ｔ １ Ｈ 動 作 時 、 Ｔ １ Ｈ Ｒ ＝ Ｆ Ｆ Ｈ の 時 、 Ｔ １ Ｐ

Ｗ Ｍ Ｈ 出 力 は 、 Ｌ Ｏ Ｗ 固 定 と な り ま す 。  
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３ - ８ - ３  回 路 構 成  

３ - ８ - ３ - １  タ イ マ １ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｔ １ Ｃ Ｎ Ｔ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｔ １ Ｌ ， Ｔ １ Ｈ の 動 作 ， 割 り 込 み の 制 御 を 行 い ま す 。  

 

３ - ８ - ３ - ２  タ イ マ １ プ リ ス ケ ー ラ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｔ １ Ｐ Ｒ Ｒ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｔ １ Ｌ ， Ｔ １ Ｈ の ク ロ ッ ク を 設 定 し ま す 。  

 

３ - ８ - ３ - ３  タ イ マ １ 下 位 プ リ ス ケ ー ラ   （ ８ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

① 動 作 開 始 ／ 停 止 ： Ｔ １ Ｌ Ｒ Ｕ Ｎ （ タ イ マ １ 制 御 レ ジ ス タ の ビ ッ ト ６ ） の ０ ／ １ に よ り 、 停 止 ／

動 作 が 制 御 さ れ ま す 。  

 

② カ ウ ン ト ク ロ ッ ク ： モ ー ド に よ り 異 な り ま す 。  

モード Ｔ１ＬＯＮＧ Ｔ１ＰＷＭ Ｔ１Ｌプリスケーラのカウントクロック

０ ０ ０ ２Ｔｃｙｃ／イベント（注２） 
１ ０ １ １Ｔｃｙｃ（注３） 
２ １ ０ ２Ｔｃｙｃ／イベント（注２） 
３ １ １ １Ｔｃｙｃ（注３） 

 

（ 注 ２ ） 外 部 割 込 み ４ ， ５ 端 子 選 択 レ ジ ス タ （ Ｉ ４ ５ Ｓ Ｌ ） で 、 タ イ マ １ の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク 入 力

と し て Ｉ Ｎ Ｔ ４ ま た は Ｉ Ｎ Ｔ ５ が 指 定 さ れ る と 、 Ｔ １ Ｌ は イ ベ ン ト カ ウ ン タ と な り 、 タ イ マ １

の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク 入 力 と し て Ｉ Ｎ Ｔ ４ と Ｉ Ｎ Ｔ ５ の 両 方 と も 指 定 さ れ な い と Ｔ １ Ｌ は ２ Ｔ ｃ

ｙ ｃ を カ ウ ン ト ク ロ ッ ク と す る タ イ マ と な り ま す 。  

（ 注 ３ ） Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ ＝ １ の 時 、 Ｉ Ｎ Ｔ ４ ま た は Ｉ Ｎ Ｔ ５ で タ イ マ １ の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク 入 力 を 指 定 す

る と 、 正 常 に 動 作 し ま せ ん の で 、 Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ ＝ １ の 時 は 、 Ｉ Ｎ Ｔ ４ と Ｉ Ｎ Ｔ ５ で は タ イ マ １

の カ ウ ン ト 入 力 を 指 定 し な い で く だ さ い 。  

 

③ プ リ ス ケ ー ラ カ ウ ン ト 数 ： Ｔ １ Ｐ Ｒ Ｃ の 値 で カ ウ ン ト 数 が 設 定 さ れ ま す 。  

設 定 カ ウ ン ト 毎 に Ｔ １ Ｌ の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク を 出 力 し ま す 。  

Ｔ１ＬＰＲＥ Ｔ１ＬＰＲＣ２ Ｔ１ＬＰＲＣ１ Ｔ１ＬＰＲＣ０ Ｔ１Ｌプリスケーラのカウント数

０ － － － １ 
１ ０ ０ ０ ２ 
１ ０ ０ １ ４ 
１ ０ １ ０ ８ 
１ ０ １ １ １６ 
１ １ ０ ０ ３２ 

１ １ ０ １ ６４ 

１ １ １ ０ １２８ 
１ １ １ １ ２５６ 

 

④ リ セ ッ ト ： 動 作 停 止 時 、 ま た は Ｔ １ Ｌ の リ セ ッ ト 発 生 時 。  
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３ - ８ - ３ - ４  タ イ マ １ 上 位 プ リ ス ケ ー ラ   （ ８ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

① 動 作 開 始 ／ 停 止 ： Ｔ １ Ｈ Ｒ Ｕ Ｎ （ タ イ マ １ 制 御 レ ジ ス タ の ビ ッ ト ７ ） の ０ ／ １ に よ り 、 停 止

／ 動 作 が 制 御 さ れ ま す 。  

 

② カ ウ ン ト ク ロ ッ ク   ： モ ー ド に よ り 異 な り ま す 。  

モード Ｔ１ＬＯＮＧ Ｔ１ＰＷＭ Ｔ１Ｈプリスケーラのカウントクロック 

０ ０ ０ ２Ｔｃｙｃ 
１ ０ １ １Ｔｃｙｃ 
２ １ ０ Ｔ１Ｌの一致信号 
３ １ １ ２５６×（Ｔ１ＬＰＲＣ設定カウント数）×Ｔｃｙｃ 

 

③ プ リ ス ケ ー ラ カ ウ ン ト 数 ： Ｔ １ Ｐ Ｒ Ｃ の 値 で カ ウ ン ト 数 が 設 定 さ れ ま す 。  

設 定 カ ウ ン ト 毎 に Ｔ １ Ｈ の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク を 出 力 し ま す 。  

Ｔ１ＨＰＲＥ Ｔ１ＨＰＲＣ２ Ｔ１ＨＰＲＣ１ Ｔ１ＨＰＲＣ０ Ｔ１Ｈプリスケーラのカウント数

０ － － － １ 
１ ０ ０ ０ ２ 
１ ０ ０ １ ４ 
１ ０ １ ０ ８ 
１ ０ １ １ １６ 
１ １ ０ ０ ３２ 

１ １ ０ １ ６４ 

１ １ １ ０ １２８ 
１ １ １ １ ２５６ 

 

④ リ セ ッ ト        ： 動 作 停 止 時 、 ま た は Ｔ １ Ｈ の リ セ ッ ト 発 生 時 。  

 

３ - ８ - ３ - ５  タ イ マ １ 下 位 （ Ｔ １ Ｌ ）   （ ８ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

① 動 作 開 始 ／ 停 止  ： Ｔ １ Ｌ Ｒ Ｕ Ｎ （ タ イ マ １ 制 御 レ ジ ス タ の ビ ッ ト ６ ） の ０ ／ １ に よ り 、 停 止 ／

動 作 が 制 御 さ れ ま す 。  

② カ ウ ン ト ク ロ ッ ク  ： Ｔ １ Ｌ プ リ ス ケ ー ラ の 出 力 ク ロ ッ ク  

③ 一 致 信 号  ： カ ウ ン ト 値 が 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の 値 と 一 致 す る と 一 致 信 号 を

発 生 します。  

④ リ セ ッ ト  ： 動 作 停 止 時 、 ま た は モ ー ド ０ 、 ２ の 時 の 一 致 信 号 の 発 生 時 。  

 

３ - ８ - ３ - ６  タ イ マ １ 上 位 （ Ｔ １ Ｈ ）   （ ８ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

① 動 作 開 始 ／ 停 止  ： Ｔ １ Ｈ Ｒ Ｕ Ｎ （ タ イ マ 制 御 レ ジ ス タ の ビ ッ ト ７ ） の ０ ／ １ に よ り 、 停 止 ／

動 作 が 制 御 さ れ ま す 。  

② カ ウ ン ト ク ロ ッ ク  ： Ｔ １ Ｈ プ リ ス ケ ー ラ の 出 力 ク ロ ッ ク  

③ 一 致 信 号  ： カ ウ ン ト 値 が 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の 値 と 一 致 す る と 一 致 信 号 を

発 生 します。  

④ リ セ ッ ト  ： 動 作 停 止 時 、 ま た は モ ー ド ０ 、 ２ 、 ３ の 時 の 一 致 信 号 の 発 生 時 。  
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３ - ８ - ３ - ７  タ イ マ １ 一 致 デ ー タ レ ジ ス タ 下 位 （ Ｔ １ Ｌ Ｒ ）   （ 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ 付 き

８ ビ ッ ト レ ジス タ ）  

① Ｔ １ Ｌ 用 の 一 致 デ ー タ 格 納 用 レ ジ ス タ で す 。 他 に 、 ８ ビ ッ ト の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ を 持

ち 、 こ の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ と タ イ マ １ 下 位 （ Ｔ １ Ｌ ） の 値 が 一 致 し た 時 、 一 致 信 号 が

発 生 し ま す 。  

② 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の 更 新 は 以 下 の よ う に 行 わ れ ま す 。  

非 動 作 時 （ Ｔ １ Ｌ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ ０ ） に は 、 Ｔ １ Ｌ Ｒ と 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は 同 値 と な り ま す 。  

動 作 時 （ Ｔ １ Ｌ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） に は 、 Ｔ １ Ｌ の 値 が ０ に な る 時 、 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は Ｔ １ Ｌ

Ｒ の 内 容 を ロ ー ド し ま す 。  

 

３ - ８ - ３ - ８  タ イ マ １ 一 致 デ ー タ レジ ス タ 上 位 （ Ｔ １ ＨＲ ）   （ 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ 付 き

８ ビ ッ ト レ ジス タ ）  

① Ｔ １ Ｈ 用 の 一 致 デ ー タ 格 納 用 レ ジ ス タ で す 。 他 に 、 ８ ビ ッ ト の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ を 持

ち 、 こ の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ と タ イ マ １ 上 位 （ Ｔ １ Ｈ ） の 値 が 一 致 し た 時 、 一 致 信 号 が

発 生 し ま す 。  

② 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の 更 新 は 以 下 の よ う に 行 わ れ ま す 。  

非 動 作 時 （ Ｔ １ Ｈ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ ０ ） に は 、 Ｔ １ Ｈ Ｒ と 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は 同 値 と な り ま す 。  

動 作 時 （ Ｔ １ Ｈ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） に は 、 Ｔ １ Ｈ の 値 が ０ に な る 時 、 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は Ｔ １ Ｈ

Ｒ の 内 容 を ロ ー ド し ま す 。  

 

３ - ８ - ３ - ９  タ イ マ １ 下 位 出 力 （ Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｌ ）  

① Ｔ １ Ｌ 動 作 停 止 時 、 Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｌ 出 力 は Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ 固 定 と な り 、 Ｔ １ Ｌ 動 作 時 、 Ｔ １ Ｌ Ｒ ＝ Ｆ Ｆ

Ｈ の 時 、 Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｌ 出 力 は Ｌ Ｏ Ｗ 固 定 と な り ま す 。  

② Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ （ タ イ マ １ 制 御 レ ジ ス タ の ビ ッ ト ４ ） が ０ の 時 、 Ｔ １ Ｌ の 一 致 信 号 で 変 化 す る ト グ

ル 出 力 。  

③ Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ （ タ イ マ １ 制 御 レ ジ ス タ の ビ ッ ト ４ ） が １ の 時 、 Ｔ １ Ｌ の オ ー バ ー フ ロ ー で ク リ ア さ

れ 、 一 致 信 号 で セ ッ ト さ れ る Ｐ Ｗ Ｍ 出 力 。  

 

３ - ８ - ３ - １ ０  タ イ マ １ 上 位 出 力 （ Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｈ ）  

① Ｔ １ Ｈ 動 作 停 止 時 、 Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｈ 出 力 は Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ 固 定 と な り 、 Ｔ １ Ｈ 動 作 時 、 Ｔ １ Ｈ Ｒ ＝ Ｆ

Ｆ Ｈ の 時 、 Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｈ 出 力 は Ｌ Ｏ Ｗ 固 定 と な り ま す 。  

② Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ ＝ ０ ま た は Ｔ １ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ ＝ １ の 時 、 Ｔ １ Ｈ の 一 致 信 号 で 変 化 す る ト グ ル 出 力  

③ Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ ＝ １ か つ Ｔ １ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ ＝ ０ の 時 、 Ｔ １ Ｈ の オ ー バ ー フ ロ ー で ク リ ア さ れ 、 一 致 信

号 で セ ッ ト さ れ る Ｐ Ｗ Ｍ 出 力 。  
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 図 ３ － ８ － １   モ ー ド ０ （ Ｔ １ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ ＝ ０ ， Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ ＝ ０ ） ブ ロ ッ ク 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 ３ － ８ － ２   モ ー ド １ （ Ｔ １ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ ＝ ０ ， Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ ＝ １ ） ブ ロ ッ ク 図  

 

 

８ビット ＰＷＭ ８ビット ＰＷＭ

T1L 

比較器 

一致バッファレジスタ 

T1LR 

ｸﾛｯｸ 

一致 

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ 

ﾘﾛｰﾄﾞ 

T1LCMP
ﾌﾗｸﾞｾｯﾄ

T1PWML 出力

ﾘｾｯﾄ

ｾｯﾄ

T1H 

比較器 

一致バッファレジスタ

T1HR 

ｸﾛｯｸ

一致 

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ 

ﾘﾛｰﾄﾞ 

T1HCMP 
ﾌﾗｸﾞｾｯﾄ 

T1PWMH 出力

ﾘｾｯﾄ 

ｾｯﾄ 

ｸﾛｯｸ ｸﾛｯｸ

T1L プリスケーラ 1Tcyc 
ｸﾛｯｸ 

T1H プリスケーラ1Tcyc
ｸﾛｯｸ

T1L 

比較器 

一致バッファレジスタ 

T1LR 

ｸﾛｯｸ 

一致

ｸﾘｱ

ﾘﾛｰﾄﾞ

T1LCMP
ﾌﾗｸﾞｾｯﾄ

T1PWML 出力

反転

８ビットプログラマブルタイマ 

T1H 

比較器 

一致バッファレジスタ 

T1HR 

ｸﾛｯｸ

一致 

ｸﾘｱ 

ﾘﾛｰﾄﾞ 

T1HCMP
ﾌﾗｸﾞｾｯﾄ

T1PWMH 出力

反転

T1L プリスケーラ 
ｸﾛｯｸ 

T1H プリスケーラ 2Tcyc
ｸﾛｯｸ

2Tcyc 
または 

外部イベント 
I45CR(FE4Ah) 
I45SL(FE4Bh) 
で設定 

８ビットプログラマブル 
タイマ／カウンタ 
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 図 ３ － ８ － ３   モ ー ド ２ （ Ｔ １ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ ＝ １ ， Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ ＝ ０ ） ブ ロ ッ ク 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 ３ － ８ － ４   モ ー ド ３ （ Ｔ １ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ ＝ １ ， Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ ＝ １ ） ブ ロ ッ ク 図  

 

 

 

T1L 

比較器 

一致バッファレジスタ 

T1LR 

ｸﾛｯｸ 

一致

ｸﾘｱ

ﾘﾛｰﾄﾞ

T1LCMP
ﾌﾗｸﾞｾｯﾄ

T1PWML 出力

反転

ｸﾛｯｸ
T1H 

比較器 

一致バッファレジスタ 

T1HR 

一致 

ｸﾘｱ 

ﾘﾛｰﾄﾞ 

T1HCMP
ﾌﾗｸﾞｾｯﾄ

T1PWMH 出力

反転

T1L プリスケーラ 
ｸﾛｯｸ 

T1H プリスケーラ 

2Tcyc 
または 

外部イベント 
I45CR(FE4Ah) 
I45SL(FE4Bh) 
で設定 

１６ビット プログラマブル 
タイマ／カウンタ 

１６ビット プログラマブルタイマ

T1L 

比較器 

一致バッファレジスタ 

T1LR 

ｸﾛｯｸ 

一致 

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ 

ﾘﾛｰﾄﾞ 

T1LCMP
ﾌﾗｸﾞｾｯﾄ

T1PWML 出力

ﾘｾｯﾄ

ｾｯﾄ

ｸﾛｯｸ
T1H 

比較器 

一致バッファレジスタ

T1HR 

一致 

ｸﾘｱ 

ﾘﾛｰﾄﾞ 

T1HCMP
ﾌﾗｸﾞｾｯﾄ

T1PWMH 出力

反転

T1L プリスケーラ 1Tcyc 
ｸﾛｯｸ 

T1H プリスケーラ
ｸﾛｯｸ



Ｔ １  

3-42 

３ - ８ - ４  関 連 レ ジ ス タ  

３ - ８ - ４ - １  タ イ マ １ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｔ １ Ｃ Ｎ Ｔ ）  

① Ｔ １ Ｌ ， Ｔ １ Ｈ の 動 作 ， 割 り 込 み の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE18 0000 0000 R/W T1CNT T1HRUN T1LRUN T1LONG T1PWM T1HCMP T1HIE T1LCMP T1LIE

 

Ｔ １ Ｈ Ｒ Ｕ Ｎ （ ビ ッ ト ７ ） ： Ｔ １ Ｈ カ ウ ン ト 制 御  

こ の ビ ッ ト が ０ の 時 タ イ マ １ 上 位 （ Ｔ １ Ｈ ） は 、 カ ウ ン ト 値 ０ で 停 止 し 、 Ｔ １ Ｈ の 一 致

バ ッ フ ァ レ ジ ス タ 値 は Ｔ １ Ｈ Ｒ の 値 と 同 じ で す 。  

このビットが１の時 タイマ１上 位 （Ｔ１Ｈ）は、所 定 のカウント動 作 を行 います。  

 

Ｔ １ Ｌ Ｒ Ｕ Ｎ （ ビ ッ ト ６ ） ： Ｔ １ Ｌ カ ウ ン ト 制 御  

こ の ビ ッ ト が ０ の 時 タ イ マ １ 下 位 （ Ｔ １ Ｌ ） は 、 カ ウ ン ト 値 ０ で 停 止 し 、 Ｔ １ Ｌ の 一 致

バ ッ フ ァ レ ジ ス タ 値 は Ｔ １ Ｌ Ｒ の 値 と 同 じ で す 。  

このビットが１の時 タイマ１下 位 （Ｔ１Ｌ）は、所 定 のカウント動 作 を行 います。  

 

Ｔ １ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ （ ビ ッ ト ５ ） ： タ イ マ １ ビ ッ ト 長 選 択  

このビットが０の時 タイマ１は上 位 と下 位 の独 立 した８ビットのタイマとなります。  

こ の ビ ッ ト が １ の 時 タ イ マ １ 上 位 （ Ｔ １ Ｈ ） は タ イ マ １ 下 位 （ Ｔ １ Ｌ ） の 周 期 で カ ウ ン

ト ア ッ プ し ま す の で 、 タ イ マ １ は １ ６ ビ ッ ト の タ イ マ と な り ま す 。  

ま た 、 こ の ビ ッ ト の 値 に か か わ ら ず 、 Ｔ １ Ｈ ， Ｔ １ Ｌ そ れ ぞ れ の カ ウ ン タ 値 と 一 致 バ

ッ フ ァ レ ジ ス タ の 内 容 が 一 致 し た 時 に 、 Ｔ １ Ｈ ， Ｔ １ Ｌ で 独 立 に 一 致 信 号 が 発

生 し ま す 。  

 

Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｔ １ 出 力 モ ー ド 選 択  

こ の ビ ッ ト と Ｔ １ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ （ ビ ッ ト ５ ） で Ｔ １ 出 力 （ Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｈ ， Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｌ ） を 表 ３ －

８ － １ の よ う に 設 定 し ま す 。  

 

表 ３ － ８ － １  タ イ マ １ 出 力 （ Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｈ ， Ｔ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｌ ）  
モード T1LONG T1PWM T1PWMH T1PWML 

０ ０ ０ 

トグル出力 周期： {(T1HR+1)×(T1HPRC 設定カウン

ト数)×2Tcyc}×2 
トグル出力 周期：  {(T1LR+1)×(T1LPRC 設定

カウント数)×2Tcyc}×2 

または 周期：  {(T1LR+1)×(T1LPRC 設定

カウント数)×イベント}×2 

１ ０ １ 
PWM 出力 周期： 256×(T1HPRC 設定カウント数)×

Tcyc 
PWM 出力 周期： 256×(T1LPRC 設定カウント

数)×Tcyc 

２ １ ０ 

トグル出力 周期： {(T1HR+1)×(T1HPRC 設定カウン

ト数)×(T1LR+1)×(T1LPRC 設定

カウント数)×2Tcyc}×2 

トグル出力 周期：  {(T1LR+1)×(T1LPRC 設定

カウント数)×2Tcyc}×2 

または 周期： {(T1HR+1)×(T1HPRC 設定カウン

ト数)×(T1LR+1)×(T1LPRC 設定

カウント数)×イベント}×2 

または 周期：  {(T1LR+1)×(T1LPRC 設定

カウント数)×イベント}×2 

３ １ １ 
トグル出力 周期： {(T1HR+1)×(T1HPRC 設定カウン

ト数)×256×(T1LPRC 設定カウン

ト数)×Tcyc}×2 

PWM 出力 周期： 256×(T1LPRC 設定カウント

数)×Tcyc 

 

Ｔ １ Ｈ Ｃ Ｍ Ｐ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｔ １ Ｈ 一 致 フ ラ グ  

Ｔ １ Ｈ が 動 作 し て い る （ Ｔ １ Ｈ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） 場 合 、 Ｔ １ Ｈ が ０ に 変 化 す る 時 に セ ッ ト

さ れ ま す 。  

こ の フ ラ グ は 、 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  
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Ｔ １ Ｈ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｔ １ Ｈ 割 り 込 み 要 求 発 生 許 可 制 御  

こ の ビ ッ ト と Ｔ １ Ｈ Ｃ Ｍ Ｐ が と も に １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ２ Ｂ Ｈ へ の 割 り 込 み 要

求 が 発 生 し ま す 。  

 

Ｔ １ Ｌ Ｃ Ｍ Ｐ （ ビ ッ ト １ ） ： Ｔ １ Ｌ 一 致 フ ラ グ  

Ｔ １ Ｌ が 動 作 し て い る （ Ｔ １ Ｌ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） 場 合 、 Ｔ １ Ｌ が ０ に 変 化 す る 時 に セ ッ ト さ

れ ま す 。  

こ の フ ラ グ は 、 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 

Ｔ １ Ｌ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｔ １ Ｌ 割 り 込 み 要 求 発 生 許 可 制 御  

こ の ビ ッ ト と Ｔ １ Ｌ Ｃ Ｍ Ｐ が と も に １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ２ Ｂ Ｈ へ の 割 り 込 み 要

求 が 発 生 し ま す 。  

 

注 意 ：  

・ Ｔ １ Ｈ Ｃ Ｍ Ｐ ， Ｔ １ Ｌ Ｃ Ｍ Ｐ は 命 令 で ０ に し て く だ さ い 。  

 

３ - ８ - ４ - ２  タ イ マ １ プ リ ス ケ ー ラ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｔ １ Ｐ Ｒ Ｒ ）  

① タ イ マ １ プ リ ス ケ ー ラ の カ ウ ン ト 数 を 設 定 し ま す 。  

② タ イ マ 動 作 途 中 で レ ジ ス タ 設 定 値 を 変 更 し た 場 合 、 そ の プ リ ス ケ ー ラ カ ウ ン ト 数 が プ リ

ス ケ ー ラ 動 作 に 反 映 さ れ る の は 、 タ イ マ （ Ｔ １ Ｌ ， Ｔ １ Ｈ ） の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の 更 新

と 同 一 タ イ ミ ン グ に な り ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE19 0000 0000 R/W T1PRR T1HPRE T1HPRC2 T1HPRC1 T1HPRC0 T1LPRE T1LPRC2 T1LPRC1 T1LPRC0
 

Ｔ １ Ｈ Ｐ Ｒ Ｅ （ ビ ッ ト ７ ） ： タ イ マ １ 上 位 プ リ ス ケ ー ラ 制 御  

Ｔ １ Ｈ Ｐ Ｒ Ｃ ２ （ ビ ッ ト ６ ） ： タ イ マ １ 上 位 プ リ ス ケ ー ラ 制 御  

Ｔ １ Ｈ Ｐ Ｒ Ｃ １ （ ビ ッ ト ５ ） ： タ イ マ １ 上 位 プ リ ス ケ ー ラ 制 御  

Ｔ １ Ｈ Ｐ Ｒ Ｃ ０ （ ビ ッ ト ４ ） ： タ イ マ １ 上 位 プ リ ス ケ ー ラ 制 御  

Ｔ１ＨＰＲＥ Ｔ１ＨＰＲＣ２ Ｔ１ＨＰＲＣ１ Ｔ１ＨＰＲＣ０ Ｔ１Ｈプリスケーラのカウント数

０ － － － １ 
１ ０ ０ ０ ２ 
１ ０ ０ １ ４ 
１ ０ １ ０ ８ 
１ ０ １ １ １６ 
１ １ ０ ０ ３２ 

１ １ ０ １ ６４ 

１ １ １ ０ １２８ 
１ １ １ １ ２５６ 

 

Ｔ １ Ｌ Ｐ Ｒ Ｅ （ ビ ッ ト ３ ） ： タ イ マ １ 下 位 プ リ ス ケ ー ラ 制 御  

Ｔ １ Ｌ Ｐ Ｒ Ｃ ２ （ ビ ッ ト ２ ） ： タ イ マ １ 下 位 プ リ ス ケ ー ラ 制 御  

Ｔ １ Ｌ Ｐ Ｒ Ｃ １ （ ビ ッ ト １ ） ： タ イ マ １ 下 位 プ リ ス ケ ー ラ 制 御  

Ｔ １ Ｌ Ｐ Ｒ Ｃ ０ （ ビ ッ ト ０ ） ： タ イ マ １ 下 位 プ リ ス ケ ー ラ 制 御  
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Ｔ１ＬＰＲＥ Ｔ１ＬＰＲＣ２ Ｔ１ＬＰＲＣ１ Ｔ１ＬＰＲＣ０ Ｔ１Ｌプリスケーラのカウント数 

０ － － － １ 
１ ０ ０ ０ ２ 
１ ０ ０ １ ４ 
１ ０ １ ０ ８ 
１ ０ １ １ １６ 
１ １ ０ ０ ３２ 

１ １ ０ １ ６４ 

１ １ １ ０ １２８ 
１ １ １ １ ２５６ 

 

３ - ８ - ４ - ３  タ イ マ １ 下 位 （ Ｔ １ Ｌ ）  

① 読 み 出 し 専 用 の ８ ビ ッ ト の タ イ マ で す 。 Ｔ １ Ｌ プ リ ス ケ ー ラ の 出 力 ク ロ ッ ク で カ ウ ン ト ア ッ

プ し ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE1A 0000 0000 R T1L T1L7 T1L6 T1L5 T1L4 T1L3 T1L2 T1L1 T1L0

 

３ - ８ - ４ - ４  タ イ マ １ 上 位 （ Ｔ １ Ｈ ）  

① 読 み 出 し 専 用 の ８ ビ ッ ト の タ イ マ で す 。 Ｔ １ Ｈ プ リ ス ケ ー ラ の 出 力 ク ロ ッ ク で カ ウ ン ト ア ッ

プ し ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE1B 0000 0000 R T1H T1H7 T1H6 T1H5 T1H4 T1H3 T1H2 T1H1 T1H0

 

３ - ８ - ４ - ５  タ イ マ １ 一 致 デ ー タ レ ジ ス タ 下 位 （ Ｔ １ Ｌ Ｒ ）  

① Ｔ １ Ｌ 用 の 一 致 デ ー タ 格 納 用 レ ジ ス タ で す 。 他 に 、 ８ ビ ッ ト の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ を 持

ち 、 こ の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ と タ イ マ １ 下 位 の 値 が 一 致 し た 時 、 一 致 信 号 が 発 生 し

ま す 。  

② 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の 更 新 は 以 下 の よ う に 行 わ れ ま す 。  

非 動 作 時 （ Ｔ １ Ｌ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ ０ ） に は 、 Ｔ １ Ｌ Ｒ と 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は 同 値 と な り ま す 。  

動 作 時 （ Ｔ １ Ｌ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） に は 、 Ｔ １ Ｌ の 値 が ０ に な る 時 、 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は Ｔ １ Ｌ

Ｒ の 内 容 を ロ ー ド し ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE1C 0000 0000 R/W T1LR T1LR7 T1LR6 T1LR5 T1LR4 T1LR3 T1LR2 T1LR1 T1LR0

 

３ - ８ - ４ - ６  タ イ マ １ 一 致 デ ー タ レ ジ ス タ 上 位 （ Ｔ １ Ｈ Ｒ ）  

① Ｔ １ Ｈ 用 の 一 致 デ ー タ 格 納 用 レ ジ ス タ で す 。 他 に 、 ８ ビ ッ ト の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ を 持

ち 、 こ の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ と タ イ マ １ 上 位 の 値 が 一 致 し た 時 、 一 致 信 号 が 発 生 し

ま す 。  

② 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の 更 新 は 以 下 の よ う に 行 わ れ ま す 。  

非 動 作 時 （ Ｔ １ Ｈ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ ０ ） に は 、 Ｔ １ Ｈ Ｒ と 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は 同 値 と な り ま す 。  

動 作 時 （ Ｔ １ Ｈ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） に は 、 Ｔ １ Ｈ の 値 が ０ に な る 時 、 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は Ｔ １ Ｈ

Ｒ の 内 容 を ロ ー ド し ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE1D 0000 0000 R/W T1HR T1HR7 T1HR6 T1HR5 T1HR4 T1HR3 T1HR2 T1HR1 T1HR0
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図 ３ － ８ － ５   モ ー ド ０ ， ２ の 動 作 波 形 例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３ － ８ － ６   モ ー ド １ の 動 作 波 形 例  

 

一致バッファレジスタ値 
モード０，２ 

T1L，T1H 

一致信号 

割り込みフラグセット 

T1PWML，T1PWMH 

カウンタ値＝FFH モード１ 

T1L，T1H 

一致信号 

カウンタ値＝FFH 

割り込みフラグセット 

T1PWML，T1PWMH 

一致 
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図 ３ － ８ － ７   モ ー ド ３ の 動 作 波 形 例  

 

一致バッファレジスタ値 
モード３ 

T1H 

一致信号 

割り込みフラグセット 

T1PWMH 

カウンタ値＝FFH 

T1L 

一致信号 

カウンタ値＝FFH 

割り込みフラグセット 

T1PWML 

一致 
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３ - ９ タイマ６，７（Ｔ６，Ｔ７） 

３ - ９ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ が 内 蔵 し て い る タ イ マ ６ （ Ｔ ６ ） ， タ イ マ ７ （ Ｔ ７ ） は 、 そ れ ぞ れ 独 立 に 制 御 さ れ る

２ 本 の ６ ビ ッ ト プ リ ス ケ ー ラ 付 ８ ビ ッ ト タ イ マ で す 。  

 

３ - ９ - ２  機 能  

① タ イ マ ６ （ Ｔ ６ ）  

タ イ マ ６ は 、 ４ Ｔ ｃ ｙ ｃ ， １ ６Ｔｃｙｃ，６４Ｔｃｙｃのどれかをクロックとする８ビットのタイマです。

また、タイマ６周 期 のトグル波 形 をＰ０６端 子 に出 力 できます。  

Ｔ ６ の 周 期 ＝ （ Ｔ ６ Ｒ ＋ １ ） × ４ ｎ Ｔ ｃ ｙ ｃ   （ ｎ ＝ １ ， ２ ， ３ ）   

Ｔ ｃ ｙ ｃ ＝ サ イ ク ル ク ロ ッ ク の 周 期  
 
② タ イ マ ７ （ Ｔ ７ ）  

タ イ マ ７ は 、 ４ Ｔ ｃ ｙ ｃ ， １ ６Ｔｃｙｃ，６４Ｔｃｙｃのどれかをクロックとする８ビットのタイマです。

また、タイマ７周 期 のトグル波 形 をＰ０７端 子 に出 力 できます。  

Ｔ ７ の 周 期 ＝ （ Ｔ ７ Ｒ ＋ １ ） × ４ ｎ Ｔ ｃ ｙ ｃ   （ ｎ ＝ １ ， ２ ， ３ ）  

Ｔ ｃ ｙ ｃ ＝ サ イ ク ル ク ロ ッ ク の 周 期  
 
③ 割 り 込 み の 発 生  

タ イ マ ６ ま た は タ イ マ ７ の 周 期 で オ ー バ ー フ ロ ー フ ラ グ が セ ッ ト さ れ 、 対 応 す る 割 り 込

み 要 求 許 可 ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ４ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み 要

求 を 発 生 し ま す 。  

 

④ タ イ マ ６ （ Ｔ ６ ） ， タ イ マ ７ （ Ｔ ７ ） を 制 御 す る に は 、 次 に 示 す 特 殊 機 能 レ ジ ス タ を 操 作 す

る 必 要 が あ り ま す 。  
 

・ Ｔ ６ ７ Ｃ Ｎ Ｔ ， Ｔ ６ Ｒ ， Ｔ ７ Ｒ ， Ｐ ０ Ｆ Ｃ Ｒ  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE78 0000 0000 R/W T67CNT T7C1 T7C0 T6C1 T6C0 T7OV T7IE T6OV T6IE 

FE7A 0000 0000 R/W T6R T6R7 T6R6 T6R5 T6R4 T6R3 T6R2 T6R1 T6R0 

FE7B 0000 0000 R/W T7R T7R7 T7R6 T7R5 T7R4 T7R3 T7R2 T7R1 T7R0 

FE42 00HH 0000 R/W P0FCR T7OE T6OE - - CLKOEN CKODV2 CKODV1 CKODV0

 

３ - ９ - ３  回 路 構 成  

３ - ９ - ３ - １  タ イ マ ６ ， ７ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｔ ６ ７ Ｃ Ｎ Ｔ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｔ ６ ， Ｔ ７ の 動 作 ， 割 り 込 み の 制 御 を 行 い ま す 。  

 

３ - ９ - ３ - ２  タ イ マ ６ カ ウ ン タ （ Ｔ ６ Ｃ Ｔ Ｒ ）   （ ８ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

① タ イ マ ６ プ リ ス ケ ー ラ （ Ｔ ６ Ｐ Ｒ ） か ら の ク ロ ッ ク を カ ウ ン ト し 、 タ イ マ ６ 周 期 設 定 レ ジ ス タ （ Ｔ

６ Ｒ ） の 値 に 達 し た 次 の ク ロ ッ ク で 、 タ イ マ ６ カ ウ ン タ （ Ｔ ６ Ｃ Ｔ Ｒ ） の 値 は ０ に な り 、 割 り 込

み フ ラ グ （ Ｔ ６ Ｏ Ｖ ） が セ ッ ト さ れ ま す 。  
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② Ｔ ６ Ｃ ０ ， Ｔ ６ Ｃ １ （ Ｔ ６ ７ Ｃ Ｎ Ｔ ： Ｆ Ｅ ７ ８ の ビ ッ ト ４ ， ５ ） の 値 が と も に ０ の 時 、 タ イ マ ６ カ ウ ン タ

は カ ウ ン ト 値 ０ で 停 止 し ま す 。 こ れ 以 外 の 場 合 は タ イ マ ６ の 動 作 を 続 け ま す 。  

③ タ イ マ ６ 動 作 中 に 、 Ｔ ６ Ｒ に 対 し て デ ー タ 書 き 込 み を 行 う と 、 タ イ マ ６ の プ リ ス ケ ー ラ と カ

ウ ン タ は 一 度 ク リ ア さ れ て か ら 再 び カ ウ ン ト を 開 始 し ま す 。  

 

３ - ９ - ３ - ３  タ イ マ ６ プ リ ス ケ ー ラ （ Ｔ ６ Ｐ Ｒ ）   （ ６ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

①Ｔ６Ｃ０，Ｔ６Ｃ１（Ｔ６７ＣＮＴ：ＦＥ７８のビット４，５）の値 でタイマ６のクロックを設 定 します。  

 

表 ３ － ９ － １  タ イ マ ６ の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク  

Ｔ６Ｃ１ Ｔ６Ｃ０ Ｔ６のカウントクロック 

０ ０ タイマ６のプリスケーラとタイマカウンタはリセット状態 
０ １ ４Ｔｃｙｃ 
１ ０ １６Ｔｃｙｃ 
１ １ ６４Ｔｃｙｃ 

 

３ - ９ - ３ - ４  タ イ マ ６ 周 期 設 定 レ ジ ス タ （ Ｔ ６ Ｒ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① タ イ マ ６ の 周 期 設 定 用 レ ジ ス タ で す 。  

② タ イ マ ６ 動 作 中 に Ｔ ６ Ｒ に 対 し て デ ー タ 書 き 込 み を 行 う と 、 タ イ マ ６ の プ リ ス ケ ー ラ と カ ウ

ン タ は 一 度 ク リ ア さ れ て か ら 再 び カ ウ ン ト を 開 始 し ま す 。  

 

３ - ９ - ３ - ５  タ イ マ ７ カ ウ ン タ （ Ｔ ７ Ｃ Ｔ Ｒ ）   （ ８ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

① タ イ マ ７ プ リ ス ケ ー ラ （ Ｔ ７ Ｐ Ｒ ） か ら の ク ロ ッ ク を カ ウ ン ト し 、 タ イ マ ７ 周 期 設 定 レ ジ ス タ （ Ｔ

７ Ｒ ） の 値 に 達 し た 次 の ク ロ ッ ク で 、 タ イ マ ７ カ ウ ン タ （ Ｔ ７ Ｃ Ｔ Ｒ ） の 値 は ０ に な り 、 割 り 込

み フ ラ グ （ Ｔ ７ Ｏ Ｖ ） が セ ッ ト さ れ ま す 。  

② Ｔ ７ Ｃ ０ ， Ｔ ７ Ｃ １ （ Ｔ ６ ７ Ｃ Ｎ Ｔ ： Ｆ Ｅ ７ ８ の ビ ッ ト ６ ， ７ ） の 値 が と も に ０ の 時 、 タ イ マ ７ カ ウ ン タ

は カ ウ ン ト 値 ０ で 停 止 し ま す 。 こ れ 以 外 の 場 合 は タ イ マ ７ の 動 作 を 続 け ま す 。  

③ タ イ マ ７ 動 作 中 に 、 Ｔ ７ Ｒ に 対 し て デ ー タ 書 き 込 み を 行 う と 、 タ イ マ ７ の プ リ ス ケ ー ラ と カ

ウ ン タ は 一 度 ク リ ア さ れ て か ら 再 び カ ウ ン ト を 開 始 し ま す 。  

 

３ - ９ - ３ - ６  タ イ マ ７ プ リ ス ケ ー ラ （ Ｔ ７ Ｐ Ｒ ）   （ ６ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

①Ｔ７Ｃ０，Ｔ７Ｃ１（Ｔ６７ＣＮＴ：ＦＥ７８のビット６，７）の値 でタイマ７のクロックを設 定 します。  

 

表 ３ － ９ － ２  タ イ マ ７ の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク  

Ｔ７Ｃ１ Ｔ７Ｃ０ Ｔ７のカウントクロック 

０ ０ タイマ７のプリスケーラとタイマカウンタはリセット状態 
０ １ ４Ｔｃｙｃ 
１ ０ １６Ｔｃｙｃ 
１ １ ６４Ｔｃｙｃ 

 

３ - ９ - ３ - ７  タ イ マ ７ 周 期 設 定 レ ジ ス タ （ Ｔ ７ Ｒ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① タ イ マ ７ の 周 期 設 定 用 レ ジ ス タ で す 。  

② タ イ マ ７ 動 作 中 に Ｔ ７ Ｒ に 対 し て デ ー タ 書 き 込 み を 行 う と 、 タ イ マ ７ の プ リ ス ケ ー ラ と カ ウ

ン タ は 一 度 ク リ ア さ れ て か ら 再 び カ ウ ン ト を 開 始 し ま す 。  
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 図 ３ － ９ － １  タ イ マ ６ ， ７ 動 作 ブ ロ ッ ク 図  

 

タイマ６プリスケーラ 

（Ｔ６PＲ） 

bit5 bit4

タイマ６，７制御レジスタ 

Ｔ６７ＣＮＴ（ＦＥ７８ｈ）

プリスケーラの 

カウント数を設定 

タイマ６カウンタ 

（Ｔ６ＣＴＲ） 

比較器 

タイマ６周期設定レジスタ 

Ｔ６Ｒ（ＦＥ７Ａｈ） 

１Ｔｃｙｃ 
クロック クロック 

クリア クリア 

Ｔ６オーバーフロー 

（Ｔ６Ｒ＋１）×カウントクロック 

bit3 bit2 bit1 bit0

Ｔ６割り込み 

Ｔ７割り込み 

タイマ７プリスケーラ 

（Ｔ７PＲ） 

bit7 bit6

タイマ６，７制御レジスタ 

Ｔ６７ＣＮＴ（ＦＥ７８ｈ）

プリスケーラの 

カウント数を設定 

タイマ７カウンタ 

（Ｔ７ＣＴＲ） 

タイマ７周期設定レジスタ 

Ｔ７Ｒ（ＦＥ７Ｂｈ） 

１Ｔｃｙｃ 
クロック クロック 

クリア 

比較器 
Ｔ７オーバーフロー 

（Ｔ７Ｒ＋１）×カウントクロック 

クリア 

セット 

セット 

タイマ６，７制御レジスタ 

Ｔ６７ＣＮＴ（ＦＥ７８ｈ）
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３ - ９ - ４  関 連 レ ジ ス タ  

３ - ９ - ４ - １  タ イ マ ６ ， ７ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｔ ６ ７ Ｃ Ｎ Ｔ ）  

① Ｔ ６ ， Ｔ ７ の 動 作 ， 割 り 込 み の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE78 0000 0000 R/W T67CNT T7C1 T7C0 T6C1 T6C0 T7OV T7IE T6OV T6IE 

 

Ｔ ７ Ｃ １ （ ビ ッ ト ７ ） ： Ｔ ７ カ ウ ン ト ク ロ ッ ク 制 御  

Ｔ ７ Ｃ ０ （ ビ ッ ト ６ ） ： Ｔ ７ カ ウ ン ト ク ロ ッ ク 制 御  

T７C1 T７C0 Ｔ７のカウントクロック 

０ ０ タイマ７のプリスケーラとタイマカウンタはリセット状態で停止 
０ １ ４Ｔｃｙｃ 
１ ０ １６Ｔｃｙｃ 
１ １ ６４Ｔｃｙｃ 

 

Ｔ ６ Ｃ １ （ ビ ッ ト ５ ） ： Ｔ ６ カ ウ ン ト ク ロ ッ ク 制 御  

Ｔ ６ Ｃ ０ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｔ ６ カ ウ ン ト ク ロ ッ ク 制 御  

T６C1 T６C0 Ｔ６のカウントクロック 

０ ０ タイマ６のプリスケーラとタイマカウンタはリセット状態で停止 
０ １ ４Ｔｃｙｃ 
１ ０ １６Ｔｃｙｃ 
１ １ ６４Ｔｃｙｃ 

 

Ｔ ７ Ｏ Ｖ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｔ ７ オ ー バ ー フ ロ ー フ ラ グ  

タ イ マ ７ が 動 作 し て い る 時 、 タ イ マ ７ の 周 期 毎 に セ ッ ト さ れ ま す 。  

こ の フ ラ グ は 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 

Ｔ ７ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｔ ７ 割 り 込 み 要 求 発 生 許 可 制 御  

こ の ビ ッ ト と Ｔ ７ Ｏ Ｖ が と も に １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ４ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が

発 生 し ま す 。  

 

Ｔ ６ Ｏ Ｖ （ ビ ッ ト １ ） ： Ｔ ６ オ ー バ ー フ ロ ー フ ラ グ  

タ イ マ ６ が 動 作 し て い る 時 、 タ イ マ ６ の 周 期 毎 に セ ッ ト さ れ ま す 。  

こ の フ ラ グ は 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 

Ｔ ６ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｔ ６ 割 り 込 み 要 求 発 生 許 可 制 御  

こ の ビ ッ ト と Ｔ ６ Ｏ Ｖ が と も に １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ４ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が

発 生 し ま す 。  

 

３ - ９ - ４ - ２  タ イ マ ６ 周 期 設 定 レ ジ ス タ （ Ｔ ６ Ｒ ）  

① タ イ マ ６ の 周 期 設 定 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

 

タ イ マ ６ の 周 期 ＝ （ Ｔ ６ Ｒ 設 定 値 ＋ １ ） × タ イ マ ６ プ リ ス ケ ー ラ 設 定 値    

（ ４ ， １ ６  ｏ ｒ  ６ ４ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  

 

② タ イ マ ６ 動 作 中 に Ｔ ６ Ｒ に 対 し て デ ー タ 書 き 込 み を 行 う と 、 タ イ マ ６ の プ リ ス ケ ー ラ と カ ウ

ン タ は 一 度 ク リ ア さ れ て か ら 再 び カ ウ ン ト を 開 始 し ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE7A 0000 0000 R/W T6R T6R7 T6R6 T6R5 T6R4 T6R3 T6R2 T6R1 T6R0
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３ - ９ - ４ - ３  タ イ マ ７ 周 期 設 定 レ ジ ス タ （ Ｔ ７ Ｒ ）  

① タ イ マ ７ の 周 期 設 定 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

 

タ イ マ ７ の 周 期 ＝ （ Ｔ ７ Ｒ 設 定 値 ＋ １ ） × タ イ マ ７ プ リ ス ケ ー ラ 設 定 値    

（ ４ ， １ ６  ｏ ｒ  ６ ４ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  

 

② タ イ マ ７ 動 作 中 に Ｔ ７ Ｒ に 対 し て デ ー タ 書 き 込 み を 行 う と 、 タ イ マ ７ の プ リ ス ケ ー ラ と カ ウ

ン タ は 一 度 ク リ ア さ れ て か ら 再 び カ ウ ン ト を 開 始 し ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE7B 0000 0000 R/W T7R T7R7 T7R6 T7R5 T7R4 T7R3 T7R2 T7R1 T7R0

 

３ - ９ - ４ - ４  ポ ー ト ０ 機 能 制 御 レ ジ ス タ （ P 0 F C R ）  

① ポ ー ト ０ の 兼 用 出 力 の 制 御 を 行 う ６ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。 タ イ マ ６ ， タ イ マ ７ の ト グ ル 出

力 の 制 御 を 行 い ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE42 00HH 0000 R/W P0FCR T7OE T6OE - - CLKOEN CKODV2 CKODV1 CKODV0

 

T ７ Ｏ E （ ビ ッ ト ７ ） ：  

Ｐ ０ ７ 端 子 の タ イ マ ７ ト グ ル 出 力 の 制 御 を 行 う 場 合 に 操 作 し ま す 。  

Ｐ ０ ７ が 入 力 モ ー ド の 時 、 こ の ビ ッ ト は 無 効 で す 。  

Ｐ ０ ７ が 出 力 モ ー ド の 時 、 “ ０ ” ： ポ ー ト デ ー タ ラ ッ チ の 値 を 出 力 し ま す 。  

“ １ ” ： タ イ マ ７ 周 期 で ト グ ル す る 波 形 と ポ ー ト デ ー タ ラ

ッ チ の Ｏ Ｒ を 出 力 し ま す 。  

 

T ６ Ｏ E （ ビ ッ ト ６ ） ：  

Ｐ ０ ６ 端 子 の タ イ マ ６ ト グ ル 出 力 の 制 御 を 行 う 場 合 に 操 作 し ま す 。  

Ｐ ０ ６ が 入 力 モ ー ド の 時 、 こ の ビ ッ ト は 無 効 で す 。  

Ｐ ０ ６ が 出 力 モ ー ド の 時 、 “ ０ ” ： ポ ー ト デ ー タ ラ ッ チ の 値 を 出 力 し ま す 。  

“ １ ” ： タ イ マ ６ 周 期 で ト グ ル す る 波 形 と ポ ー ト デ ー タ ラ

ッ チ の Ｏ Ｒ を 出 力 し ま す 。  

 

（ ビ ッ ト ５ ， ４ ） ： 存 在 し ま せ ん 。 読 む と “ １ ” が 読 ま れ ま す 。  

 

Ｃ Ｌ Ｋ Ｏ Ｅ Ｎ  （ ビ ッ ト ３ ） ：  

Ｃ Ｋ Ｏ Ｄ Ｖ ２  （ ビ ッ ト ２ ） ：  

Ｃ Ｋ Ｏ Ｄ Ｖ １  （ ビ ッ ト １ ） ：  

Ｃ Ｋ Ｏ Ｄ Ｖ ０  （ ビ ッ ト ０ ） ：  

上 記 ４ ビ ッ ト は タ イ マ ６ ， タ イ マ ７ の 制 御 に は 関 係 し ま せ ん 。  

説 明 は ポ ー ト ０ の 章 を 参 照 し て く だ さ い 。  
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３ - １０ ベースタイマ（ＢＴ） 

３ - １ ０ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ が 内 蔵 し て い る ベ ー ス タ イ マ （ Ｂ Ｔ ） は 、 次 に 示 す ５ つ の 機 能 を 持 っ た １ ４ ビ ッ ト

の バ イ ナ リ ア ッ プ カ ウ ン タ で す 。  

① 時 計 用 タ イ マ  

② １ ４ ビ ッ ト の バ イ ナ リ ア ッ プ カ ウ ン タ  

③ 早 送 り モ ー ド （ ６ ビ ッ ト ベ ー ス タ イ マ 使 用 時 ）  

④ ブ ザ ー 出 力 機 能  

⑤ Ｘ ’ ｔ ａ ｌ ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 機 能  

 

３ - １ ０ - ２  機 能  

① 時 計 用 タ イ マ  

ベ ー ス タ イ マ の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク に ３ ２ ．７ ６ ８ ｋ Ｈ ｚ の サ ブ ク ロ ッ ク を 使 用 し た 場 合 に 、 ０．５

秒 間 隔 の 計 時 が で き ま す 。 ベ ー ス タ イ マ の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク と し て 、 「 サ イ ク ル ク ロ ッ ク 」 ，

「 タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ の プ リ ス ケ ー ラ 出 力 」 ， 「 サ ブ ク ロ ッ ク 」 の ３ 種 類 の う ち の 一 つ を入 力

信 号 選 択 レジスタ（ＩＳＬ）で指 定 します。  

 

② １ ４ ビ ッ ト の バ イ ナ リ ア ッ プ カ ウ ン タ  

８ ビ ッ ト の バ イ ナ リ ア ッ プ カ ウ ン タ と ６ ビ ッ ト の バ イ ナ リ ア ッ プ カ ウ ン タ を 用 い る こ と に よ っ

て 、 １ ４ ビ ッ ト の バ イ ナ リ ア ッ プ カ ウ ン タ と し て 使 用 で き ま す 。 こ れ ら の カ ウ ン タ は プ ロ グ ラ

ム で ク リ ア で き ま す 。  

 

③ 早 送 り モ ー ド （ ６ ビ ッ ト ベ ー ス タ イ マ 使 用 時 ）  

ベ ー ス タ イ マ を ６ ビ ッ ト で 使 用 す る と 、 カ ウ ン ト ク ロ ッ ク に ３ ２ ． ７ ６ ８ ｋ Ｈ ｚ の サ ブ ク ロ ッ ク を

使 用 し た 場 合 に 、 約 ２ ｍ ｓ 間 隔 の 計 時 が で き ま す 。 ビ ッ ト 長 の 切 り 替 え は 、 ベ ー ス タ

イ マ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｂ Ｔ Ｃ Ｒ ） で 指 定 し ま す 。  

 

④ ブ ザ ー 出 力 機 能  

ベ ー ス タ イ マ の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク に ３ ２ ． ７ ６ ８ ｋ Ｈ ｚ の サ ブ ク ロ ッ ク を 使 用 し た 場 合 に 、 ２ ｋ

Ｈ ｚ の ブ ザ ー 信 号 を 出 力 で き ま す 。 ブ ザ ー 信 号 出 力 制 御 は 、 入 力 信 号 選 択 レ ジ ス

タ （ Ｉ Ｓ Ｌ ） で 指 定 し ま す 。 尚 、 ブ ザ ー 出 力 は 、 Ｐ １ ７ 端 子 か ら 出 力 可 能 で す 。  

 

⑤ 割 り 込 み の 発 生  

割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 、 ベ ー ス タ イ マ か ら の 割 り 込 み 要 求

が 発 生 す る と 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ １ Ｂ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 さ れ ま す 。 ベ ー ス タ

イ マ か ら の 割 り 込 み 要 求 に は 、 「 ベ ー ス タ イ マ 割 り 込 み ０ 」 と 「 ベ ー ス タ イ マ 割 り 込 み

１ 」 の ２ 種 類 が あ り ま す 。  

 

⑥ Ｘ ’ ｔ ａ ｌ ホ ー ル ド モ ー ド 時 の 動 作 と Ｘ ’ ｔ ａ ｌ ホ ー ル ド モ ー ド の 解 除 機 能  

パ ワ ー 制 御 レ ジ ス タ （ Ｐ Ｃ Ｏ Ｎ ） の ビ ッ ト ２ を セ ッ ト す る こ と に よ り 、 Ｘ ’ ｔ ａ ｌ ホ ー ル ド モ ー ド

時 の ベ ー ス タ イ マ の 動 作 が 可 能 に な り ま す 。 ま た 、 こ の Ｘ ’ ｔ ａ ｌ ホ ー ル ド モ ー ド の 解 除

を ベ ー ス タ イ マ の 割 り 込 み で 行 う こ と が で き ま す 。  

こ の 機 能 に よ り 、 低 消 費 電 流 間 欠 動 作 が 実 現 で き ま す 。  
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⑦ ベ ー ス タ イ マ を 制 御 す る に は 、 次 に 示 す 特 殊 機 能 レ ジ ス タ を 操 作 す る 必 要 が あ り   

ま す 。  
 

・ Ｂ Ｔ Ｃ Ｒ ， Ｉ Ｓ Ｌ ， Ｐ １ ， Ｐ １ Ｄ Ｄ Ｒ ， Ｐ １ Ｆ Ｃ Ｒ  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE7F 0000 0000 R/W BTCR BTFST BTON BTC11 BTC10 BTIF1 BTIE1 BTIF0 BTIE0

FE5F 0000 0000 R/W ISL ST0HCP ST0LCP BTIMC1 BTIMC0 BUZON NFSEL NFON ST0IN

 

３ - １ ０ - ３  回 路 構 成  

３ - １ ０ - ３ - １  ８ ビ ッ ト バ イ ナ リ ア ッ プ カ ウ ン タ  

① 入 力 信 号 選 択 レ ジ ス タ （ Ｉ Ｓ Ｌ ） で 選 択 さ れ た 信 号 を 入 力 と す る ア ッ プ カ ウ ン タ で す 。  

２ ｋ Ｈ ｚ の ブ ザ ー 出 力 信 号 や ベ ー ス タ イ マ 割 り 込 み １ フ ラ グ の セ ッ ト 信 号 な ど を 発 生 し

ま す 。  

こ の オ ー バ ー フ ロ ー が ６ ビ ッ ト バ イ ナ リ カ ウ ン タ の ク ロ ッ ク と な り ま す 。  

 

３ - １ ０ - ３ - ２  ６ ビ ッ ト バ イ ナ リ ア ッ プ カ ウ ン タ  

① 入 力 信 号 選 択 レ ジ ス タ （ Ｉ Ｓ Ｌ ） で 選 択 さ れ た 信 号 ま た は ８ ビ ッ ト カ ウ ン タ の オ ー バ ー フ ロ

ー を 入 力 と す る ６ ビ ッ ト ア ップカウンタで、ベースタイマ割 り込 み０，１のセット信 号 を発 生

します。入 力 クロックの切 り替 えは、ベースタイマ制 御 レジスタ（ＢＴＣＲ）で行 います。  

 

３ - １ ０ - ３ - ３  ベ ー ス タ イ マ 入 力 ク ロ ッ ク 源  

① ベ ー ス タ イ マ の 入 力 ク ロ ッ ク は 、 「 サ イ ク ル ク ロ ッ ク 」 と 「 タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ の プ リ ス ケ ー ラ 」 ，

「 サ ブ ク ロ ッ ク 」 の ３ 種 類 か ら 入 力 信 号 選 択 レ ジ ス タ （ Ｉ Ｓ Ｌ ） で 選 択 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

図 ３ － １ ０ － １   ベ ー ス タ イ マ ブ ロ ッ ク 図  
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３ - １ ０ - ４  関 連 レ ジ ス タ  

３ - １ ０ - ４ - １  ベ ー ス タ イ マ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｂ Ｔ Ｃ Ｒ ）  

① ベ ー ス タ イ マ の 動 作 の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE7F 0000 0000 R/W BTCR BTFST BTON BTC11 BTC10 BTIF1 BTIE1 BTIF0 BTIE0

 
Ｂ Ｔ Ｆ Ｓ Ｔ （ ビ ッ ト ７ ） ： ベ ー ス タ イ マ 割 り 込 み ０ 周 期 制 御  

ベ ー ス タ イ マ 割 り 込 み ０ 要 因 発 生 の 周 期 を 選 択 し ま す 。  

こ の ビ ッ ト が １ の 時 、 ６ ビ ッ ト カ ウ ン タ の オ ー バ ー フ ロ ー で 、 ベ ー ス タ イ マ 割 り 込 み ０

フラグをセットします。またオーバーフローの発 生 間 隔 は６４ｔＢＳＴとなります。  

こ の ビ ッ ト が ０ の 時 、 １ ４ ビ ッ ト カ ウ ン タ の オ ー バ ー フ ロ ー で 、 ベ ー ス タ イ マ 割 り 込

み ０ フ ラ グ を セ ッ ト し ま す 。 ま た オ ー バ ー フ ロ ー の 発 生 間 隔 は １ ６ ３ ８ ４ ｔ Ｂ Ｓ Ｔ に な

り ま す 。  

早 送 り モ ー ド を 使 用 す る 場 合 は １ を 設 定 し ま す 。  

ｔ Ｂ Ｓ Ｔ ：  入 力 信 号 選 択 レ ジ ス タ （ Ｉ Ｓ Ｌ ） の ビ ッ ト ５ ， ４ の 設 定 で 選 択 さ れ た  

      ベ ー ス タ イ マ の 入 力 ク ロ ッ ク 周 期  

 
Ｂ Ｔ Ｏ Ｎ （ ビ ッ ト ６ ） ： ベ ー ス タ イ マ 動 作 制 御  

こ の ビ ッ ト が ０ の 時 ベ ー ス タ イ マ は 、 カ ウ ン ト 値 ０ で 停 止 し ま す 。  

こ の ビ ッ ト が １ の 時 ベ ー ス タ イ マ は 、 動 作 を 行 い ま す 。  
 
Ｂ Ｔ Ｃ １ １ （ ビ ッ ト ５ ） ： ベ ー ス タ イ マ 割 り 込 み １ 周 期 制 御  

Ｂ Ｔ Ｃ １ ０ （ ビ ッ ト ４ ） ： ベ ー ス タ イ マ 割 り 込 み １ 周 期 制 御  

ＢＴＦＳＴ ＢＴＣ１１ ＢＴＣ１０ ベースタイマ割り込み０周期 ベースタイマ割り込み１周期

０ ０ ０ １６３８４ｔＢＳＴ ３２ｔＢＳＴ 
１ ０ ０ ６４ｔＢＳＴ ３２ｔＢＳＴ 
０ ０ １ １６３８４ｔＢＳＴ １２８ｔＢＳＴ 
１ ０ １ ６４ｔＢＳＴ １２８ｔＢＳＴ 
０ １ ０ １６３８４ｔＢＳＴ ５１２ｔＢＳＴ 
０ １ １ １６３８４ｔＢＳＴ ２０４８ｔＢＳＴ 
１ １ ０ ６４ｔＢＳＴ ２ｔＢＳＴ 
１ １ １ ６４ｔＢＳＴ ８ｔＢＳＴ 

 
Ｂ Ｔ Ｉ Ｆ １ （ ビ ッ ト ３ ） ： ベ ー ス タ イ マ 割 り 込 み １ フ ラ グ  

Ｂ Ｔ Ｆ Ｓ Ｔ ， Ｂ Ｔ Ｃ １ １ ， Ｂ Ｔ Ｃ １ ０ で 設 定 さ れ た ベ ー ス タ イ マ 割 り 込 み １ の 周 期 毎 に

セ ッ ト さ れ ま す 。  

こ の フ ラ グ は 、 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  
 
Ｂ Ｔ Ｉ Ｅ １ （ ビ ッ ト ２ ） ： ベ ー ス タ イ マ 割 り 込 み １ 要 求 発 生 許 可 制 御  

こ の ビ ッ ト と Ｂ Ｔ Ｉ Ｆ １ が と も に １ の 時 、 「 Ｘ ’ ｔ ａ ｌ ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 信 号 」 と 「 ベ ク タ

ア ド レ ス ０ ０ １ Ｂ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 」 が 発 生 し ま す 。  
 
Ｂ Ｔ Ｉ Ｆ ０ （ ビ ッ ト １ ） ： ベ ー ス タ イ マ 割 り 込 み ０ フ ラ グ  

Ｂ Ｔ Ｆ Ｓ Ｔ ， Ｂ Ｔ Ｃ １ １ ， Ｂ Ｔ Ｃ １ ０ で 設 定 さ れ た ベ ー ス タ イ マ 割 り 込 み ０ の 周 期 毎 に

セ ッ ト さ れ ま す 。  

こ の フ ラ グ は 、 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  
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Ｂ Ｔ Ｉ Ｅ ０ （ ビ ッ ト ０ ） ： ベ ー ス タ イ マ 割 り 込 み ０ 要 求 発 生 許 可 制 御  

こ の ビ ッ ト と Ｂ Ｔ Ｉ Ｆ ０ が と も に １ の 時 、 「 Ｘ ’ ｔ ａ ｌ ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 信 号 」 と 「 ベ ク タ

ア ド レ ス ０ ０ １ Ｂ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 」 が 発 生 し ま す 。  

注 意 ：  

・  ベ ー ス タ イ マ 割 り 込 み 周 期 毎 に フ ラ グ （ Ｂ Ｔ Ｉ Ｆ １ ， Ｂ Ｔ Ｉ Ｆ ０ ） が セ ッ ト さ れ る 条 件 と し て 、 サ

イ ク ル ク ロ ッ ク の 周 期 （ Ｔ ｃ ｙ ｃ ） と ベ ー ス タ イ マ 割 り 込 み 周 期 の 関 係 が 下 記 を 満 た す よ う

に 設 定 し て く だ さ い 。  

  サ イ ク ル ク ロ ッ ク の 周 期 （ Ｔ ｃ ｙ ｃ ） ＜ ベ ー ス タ イ マ 割 り 込 み 周 期 ÷ ２  

 但 し 、 実 際 に は プ ロ グ ラ ム 処 理 （ 割 り 込 み 処 理 ル ー チ ン な ど ） が 介 在 し ま す の で 、 そ の

時 間 も 考 慮 し て 、 適 な 割 り 込 み 周 期 を 設 定 し て く だ さ い 。  

・  ベ ー ス タ イ マ 動 作 時 、 Ｂ Ｔ Ｃ １ １ ， Ｂ Ｔ Ｃ １ ０ を 書 き 換 え る 場 合 に 、 Ｂ Ｔ Ｉ Ｆ １ が “ １ ” に な る こ

と が あ り ま す の で 注 意 し て く だ さ い 。  

・  ベ ー ス タ イ マ の ク ロ ッ ク ソ ー ス に 水 晶 発 振 （ サ ブ ク ロ ッ ク ） が 選 択 さ れ て い る 場 合 、 ホ ー

ル ド モ ー ド 解 除 時 の 発 振 安 定 時 間 が と れ な い た め 、 ベ ー ス タ イ マ に カ ウ ン ト ミ ス が 発 生

し ま す 。 こ の 場 合 、 ホ ー ル ド モ ー ド 突 入 前 に ベ ー ス タ イ マ を 停 止 す る こ と を お 奨 め し ま

す 。 （ ス タ ン バ イ モ ー ド 時 の 発 振 回 路 の 状 態 は 「 ４ － ２  シ ス テ ム ク ロ ッ ク 発 生 機 能 」 を

参 照 く だ さ い ）  

・  ベ ー ス タ イ マ 動 作 中 に ベ ー ス タ イ マ ク ロ ッ ク を 変 更 す る （ Ｉ Ｓ Ｌ の ビ ッ ト ５ ， ４ の 値 を 変 更 ）

と ベ ー ス タ イ マ に カ ウ ン ト ミ ス が 発 生 し ま す の で 、 ベ ー ス タ イ マ の 動 作 を 停 止 し て か ら 変

更 し て く だ さ い 。  
 

３ - １ ０ - ４ - ２  入 力 信 号 選 択 レ ジ ス タ （ Ｉ Ｓ Ｌ ）  

①  タ イ マ ０ の 入 力 ， ノ イ ズ フ ィ ル タ の 時 定 数 ， ブ ザ ー 出 力 ／ タ イ マ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｈ 出 力 選 択 ，

ベ ー ス タ イ マ の ク ロ ッ ク の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE5F 0000 0000 R/W ISL ST0HCP ST0LCP BTIMC1 BTIMC0 BUZON NFSEL NFON ST0IN

 
Ｓ Ｔ ０ Ｈ Ｃ Ｐ （ ビ ッ ト ７ ） ： タ イ マ ０ Ｈ キ ャ プ チ ャ 信 号 入 力 ポ ー ト 選 択  

Ｓ Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｐ （ ビ ッ ト ６ ） ： タ イ マ ０ Ｌ キ ャ プ チ ャ 信 号 入 力 ポ ー ト 選 択  

上 記 ２ ビ ッ ト は 、 ベ ー ス タ イ マ の 制 御 に は 関 係 あ り ま せ ん 。  
 
Ｂ Ｔ Ｉ Ｍ Ｃ １ （ ビ ッ ト ５ ） ： ベ ー ス タ イ マ ク ロ ッ ク 選 択  

Ｂ Ｔ Ｉ Ｍ Ｃ ０ （ ビ ッ ト ４ ） ： ベ ー ス タ イ マ ク ロ ッ ク 選 択  
ＢＴＩＭＣ１ ＢＴＩＭＣ０ ベースタイマの入力クロック 

０ ０ サブクロック 
０ １ サイクルクロック 
１ ０ サブクロック 
１ １ タイマ／カウンタ０のプリスケーラ出力 

 
Ｂ Ｕ Ｚ Ｏ Ｎ （ ビ ッ ト ３ ） ： ブ ザ ー 出 力 ／ タ イ マ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｈ 出 力 選 択  

Ｐ １ ７ Ｆ Ｃ Ｒ （ Ｐ １ Ｆ Ｃ Ｒ の ビ ッ ト ７ ） ＝ “ １ ” の 際 に 、 ポ ー ト Ｐ １ ７ へ 転 送 す る デ ー タ （ ブ

ザ ー 出 力 ／ タ イ マ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｈ ） の 選 択 を 行 い ま す 。  

“ １ ” の 設 定 時 、 タ イ マ １ Ｐ Ｗ Ｍ Ｈ の 出 力 は Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ 固 定 と な り 、 ポ ー ト Ｐ １ ７ に は

ベ ー ス タ イ マ ク ロ ッ ク を １ ６ 分 周 し た 信 号 （ ｆ Ｂ Ｓ Ｔ ／ １ ６ ） を ブ ザ ー 出 力 と し て 転

送 し ま す 。  

“ ０ ” の 設 定 時 、 ブ ザ ー 出 力 は Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ 固 定 と な り 、 ポ ー ト Ｐ １ ７ に は タ イ マ １ Ｐ Ｗ

Ｍ Ｈ の 出 力 デ ー タ を 転 送 し ま す 。  
 
ｆ Ｂ Ｓ Ｔ ：  入 力 信 号 選 択 レ ジ ス タ （ Ｉ Ｓ Ｌ ） の ビ ッ ト ５ ， ４ の 設 定 で 選 択 さ れ た  

ベ ー ス タ イ マ の 入 力 ク ロ ッ ク 周 波 数  
 



Ｂ Ｔ  
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Ｎ Ｆ Ｓ Ｅ Ｌ （ ビ ッ ト ２ ） ： ノ イ ズ 除 去 フ ィ ル タ 時 定 数 選 択  

Ｎ Ｆ Ｏ Ｎ （ ビ ッ ト １ ） ： ノ イ ズ 除 去 フ ィ ル タ 時 定 数 選 択  

Ｓ Ｔ ０ Ｉ Ｎ （ ビ ッ ト ０ ） ： タ イ マ ０ カ ウ ン ト ク ロ ッ ク 入 力 ポ ー ト 選 択  

上 記 ３ ビ ッ ト は 、 ベ ー ス タ イ マ の 制 御 に は 関 係 あ り ま せ ん 。  
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３ - １１ シリアルインタフェース０（ＳＩＯ０）  

３ - １ １ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ が 内 蔵 し て い る シ リ ア ル イ ン タ フ ェ ー ス ０ （ Ｓ Ｉ Ｏ ０ ） は 、 次 の ２ つ の 機 能 を 持 ち ま す 。  

①  同 期 式 ８ビットシリアルＩ／Ｏ（２線 式 または３線 式 ，転 送 クロック
3
4 ～

3
512 Ｔｃｙｃ）  

②  連 続 デ ー タ 送 受 信 （ １ ～ ２ ５ ６ ビ ッ ト の ビ ッ ト 毎 可 変 の デ ー タ 転 送 ， 転 送 ク ロ ッ ク
3
4 ～      

 
3

512 Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  
 

３ - １ １ - ２  機 能  

①  同 期 式 ８ ビ ッ ト シ リ ア ル Ｉ ／ Ｏ  

・  ２ 線 式 ま た は ３ 線 式 の 同 期 式 シ リ ア ル 通 信 を 行 い ま す 。 内 部 ク ロ ッ ク と 外 部 ク ロ ッ

ク の ど ち ら で も 使 用 で き ま す 。  

・  内 部 ク ロ ッ ク の 周 期 は
3

2 1) (n 　　
Ｔ ｃ ｙ ｃ  （ ｎ ＝ １ ～ ２ ５ ５ ， 注 ： ｎ ＝ ０ は 禁 止 ） の 範 囲 で

可 変 で す 。  

 

②  連 続 デ ー タ 送 受 信  

・  １ ～ ２ ５ ６ ビ ッ ト の 任 意 の ビ ッ ト 毎 可 変 の デ ー タ 送 受 信 を 行 い ま す 。 転 送 は ク ロ ッ ク

同 期 式 で あ り 、 内 部 ク ロ ッ ク と 外 部 ク ロ ッ ク の ど ち ら で も 使 用 で き ま す 。  

ま た 、 バ イ ト 単 位 で の 転 送 途 中 停 止 ・ 再 開 が で き ま す 。  

・  内 部 ク ロ ッ ク の 周 期 は
3

2 1) (n 　　
Ｔ ｃ ｙ ｃ  （ ｎ ＝ １ ～ ２ ５ ５ ， 注 ： ｎ ＝ ０ は 禁 止 ） の 範 囲 で

可 変 で す 。  

・  １ ～ ２ ５ ６ ビ ッ ト の 送 信 デ ー タ は 、 Ｒ Ａ Ｍ か ら デ ー タ シ フ ト レ ジ ス タ （ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ ０ ） へ 自 動

転 送 さ れ 、 受 信 デ ー タ は 、 デ ー タ シ フ ト レ ジ ス タ （ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ ０ ） か ら Ｒ Ａ Ｍ へ 自 動 転 送

さ れ ま す 。  

 

③  割 り 込 み の 発 生  

割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 、 通 信 の 終 了 で 割 り 込 み 要 求 を

発 生 し ま す 。  

 

④  シ リ ア ル イ ン タ フ ェ ー ス ０ （ Ｓ Ｉ Ｏ ０ ） を 制 御 す る に は 、 次 に 示 す 特 殊 機 能 レ ジ ス タ を 操

作 す る 必 要 が あ り ま す 。  

 

・  Ｓ Ｃ Ｏ Ｎ ０ ， Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ ０ ， Ｓ Ｂ Ｒ ０ ， Ｓ Ｃ Ｔ Ｒ ０ ， Ｓ Ｗ Ｃ Ｏ Ｎ ０  

・  Ｐ １ ， Ｐ １ Ｄ Ｄ Ｒ ， Ｐ １ Ｆ Ｃ Ｒ  
 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE30 0000 0000 R/W SCON0 SI0BNK SI0WRT SI0RUN SI0CTR SI0DIR SI0OVR SI0END SI0IE 

FE31 0000 0000 R/W SBUF0 SBUF07 SBUF06 SBUF05 SBUF04 SBUF03 SBUF02 SBUF01 SBUF00

FE32 0000 0000 R/W SBR0 SBRG07 SBRG06 SBRG05 SBRG04 SBRG03 SBRG02 SBRG01 SBRG00

FE33 0000 0000 R/W SCTR0 SCTR07 SCTR06 SCTR05 SCTR04 SCTR03 SCTR02 SCTR01 SCTR00

FE37 0000 0000 R/W SWCON0 S0WSTP SWCONB6 SWCONB5 S0XBYT4 S0XBYT3 S0XBYT2 S0XBYT1 S0XBYT0

 



Ｓ Ｉ Ｏ ０  
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３ - １ １ - ３  回 路 構 成  

３ - １ １ - ３ - １  Ｓ Ｉ Ｏ ０ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｓ Ｃ Ｏ Ｎ ０ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①  Ｓ Ｉ Ｏ ０ の 動 作 、 割 り 込 み の 制 御 を 行 い ま す 。  

 

３ - １ １ - ３ - ２  Ｓ Ｉ Ｏ０ デ ー タ シ フ ト レジ ス タ （ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ ０ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①  デ ー タ の 出 力 と 入 力 を 同 時 に 行 う ８ ビ ッ ト シ フ ト レ ジ ス タ で す 。  

 

３ - １ １ - ３ - ３  Ｓ Ｉ Ｏ０ ボ ー レ ー ト ジ ェ ネ レ ー タ レジ ス タ （ Ｓ Ｂ Ｒ ０ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①  Ｓ Ｉ Ｏ ０ の シ リ ア ル 転 送 の 転 送 レ ー ト を 設 定 す る ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

②  
3

2 1) (n 　　
Ｔ ｃ ｙ ｃ  （ ｎ ＝ １ ～ ２ ５ ５ ， 注 ： ｎ ＝ ０ は 禁 止 ） 周 期 の ク ロ ッ ク を 発 生 で き ま す 。  

 

３ - １ １ - ３ - ４  連 続 デ ー タ ビ ッ ト レ ジ ス タ （ Ｓ Ｃ Ｔ Ｒ ０ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①  連 続 デ ー タ 送 受 信 時 に 何 ビ ッ ト の デ ー タ 送 受 信 を 行 う か を 制 御 す る レ ジ ス タ で す 。  

 

３ - １ １ - ３ - ５  連 続 デ ー タ 転 送 制 御 レ ジ ス タ （ Ｓ Ｗ Ｃ Ｏ Ｎ ０ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①  連 続 デ ー タ 送 受 信 時 に バ イ ト 単 位 で の 転 送 途 中 停 止 ・ 再 開 の 制 御 を 行 い ま す 。  

②  連 続 デ ー タ 送 受 信 時 に 転 送 済 み バ イ ト 数 を 読 み 出 せ ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３ － １ １ － １   Ｓ Ｉ Ｏ ０ 同 期 式 ８ ビ ッ ト シ リ ア ル Ｉ ／ Ｏ （ Ｓ Ｉ ０ Ｃ Ｔ Ｒ ＝ ０ ） ブ ロ ッ ク 図  
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図 ３ － １ １ － ２   Ｓ Ｉ Ｏ ０ 連 続 デ ー タ 送 受 信 モ ー ド （ Ｓ Ｉ ０ Ｃ Ｔ Ｒ ＝ １ ） ブ ロ ッ ク 図  
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３ - １ １ - ４  関 連 レ ジ ス タ  

３ - １ １ - ４ - １  Ｓ Ｉ Ｏ ０ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｓ Ｃ Ｏ Ｎ ０ ）  

① Ｓ Ｉ Ｏ ０ の 動 作 、 割 り 込 み の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE30 0000 0000 R/W SCON0 SI0BNK SI0WRT SI0RUN SI0CTR SI0DIR SI0OVR SI0END SI0IE

 

Ｓ Ｉ ０ Ｂ Ｎ Ｋ （ ビ ッ ト ７ ） ： 連 続 デ ー タ 送 受 信 時 の 転 送 Ｒ Ａ Ｍ ア ド レ ス 制 御  

こ の ビ ッ ト が １ の 時 、 Ｒ Ａ Ｍ ア ド レ ス （ ０ ０ Ｅ ０ Ｈ ～ ０ ０ Ｆ Ｆ Ｈ ） と Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ ０ 間 で 、 連 続

送 受 信 デ ー タ の 転 送 が 行 わ れ ま す 。  

こ の ビ ッ ト が ０ の 時 、 Ｒ Ａ Ｍ ア ド レ ス （ ０ ０ Ｃ ０ Ｈ ～ ０ ０ Ｄ Ｆ Ｈ ） と Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ ０ 間 で 、 連 続

送 受 信 デ ー タ の 転 送 が 行 わ れ ま す 。  
 
Ｓ Ｉ ０ Ｗ Ｒ Ｔ （ ビ ッ ト ６ ） ： 連 続 デ ー タ 送 受 信 時 の Ｒ Ａ Ｍ へ の 書 き 込 み 制 御  

こ の ビ ッ ト が １ の 時 、 連 続 デ ー タ 送 受 信 時 に デ ー タ Ｒ Ａ Ｍ と Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ ０ の 内 容 が

自 動 的 に 交 換 さ れ ま す 。  

こ の ビ ッ ト が ０ の 時 、 連 続 デ ー タ 送 受 信 時 に デ ー タ Ｒ Ａ Ｍ の 内 容 は Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ ０ に

自 動 的 に 転 送 さ れ ま す が 、 デ ー タ Ｒ Ａ Ｍ の 内 容 は 変 化 し ま せ ん 。  
 
Ｓ Ｉ ０ Ｒ Ｕ Ｎ （ ビ ッ ト ５ ） ： Ｓ Ｉ Ｏ ０ 動 作 フ ラ グ  

こ の ビ ッ ト が １ の 時 、 Ｓ Ｉ Ｏ ０ は 動 作 中 で す 。  

こ の ビ ッ ト の セ ッ ト は 命 令 で 行 い ま す 。  

シ リ ア ル 転 送 の 終 了 （ 最 終 転 送 ク ロ ッ ク の 立 ち 上 が り ） で 、 自 動 的 に こ の ビ ッ ト

が ク リ ア さ れ ま す 。  
 
Ｓ Ｉ ０ Ｃ Ｔ Ｒ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｓ Ｉ Ｏ ０ 連 続 デ ー タ 送 受 信 ／ 同 期 式 ８ ビ ッ ト 制 御  

こ の ビ ッ ト が １ の 時 、 Ｓ Ｉ Ｏ ０ は 連 続 デ ー タ 送 受 信 モ ー ド と な り ま す 。  

こ の ビ ッ ト が ０ の 時 、 Ｓ Ｉ Ｏ ０ は 同 期 式 ８ ビ ッ ト モ ー ド と な り ま す 。  

シ リ ア ル 転 送 の 終 了 （ 最 終 転 送 ク ロ ッ ク の 立 ち 上 が り ） で 、 自 動 的 に こ の ビ ッ ト

が ク リ ア さ れ ま す 。  
 
Ｓ Ｉ ０ Ｄ Ｉ Ｒ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｍ Ｓ Ｂ ／ Ｌ Ｓ Ｂ 先 頭 選 択  

こ の ビ ッ ト が １ の 時 、 Ｓ Ｉ Ｏ ０ は Ｍ Ｓ Ｂ 先 頭 と な り ま す 。  

こ の ビ ッ ト が ０ の 時 、 Ｓ Ｉ Ｏ ０ は Ｌ Ｓ Ｂ 先 頭 と な り ま す 。  

 

Ｓ Ｉ ０ Ｏ Ｖ Ｒ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｓ Ｉ Ｏ ０ オ ー バ ー ラ ン フ ラ グ  

Ｓ Ｉ ０ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ ０ の 状 態 で 、 入 力 ク ロ ッ ク の 立 ち 下 が り を 検 出 す る と こ の ビ ッ ト が

セ ッ ト さ れ ま す 。  

連 続 デ ー タ 送 受 信 時 ８ ビ ッ ト 転 送 毎 に 、 内 部 で 行 う Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ ０ と Ｒ Ａ Ｍ と の デ ー

タ 通 信 の 最 中 に 、 入 力 ク ロ ッ ク の 立 ち 下 り を 検 出 す る と こ の ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ

ま す 。  

通 信 の 終 了 時 に は 、 こ の ビ ッ ト を 読 ん で 通 信 が 正 常 に 行 わ れ た か ど う か 判 断

し て く だ さ い 。  

こ の ビ ッ ト の ク リ ア は 命 令 で 行 っ て く だ さ い 。  

 

Ｓ Ｉ ０ Ｅ Ｎ Ｄ （ ビ ッ ト １ ） ： シ リ ア ル 転 送 終 了 フ ラ グ  

シ リ ア ル 転 送 が 終 了 （ 最 終 転 送 ク ロ ッ ク の 立 ち 上 が り ） で 、 こ の ビ ッ ト が セ ッ ト さ

れ ま す 。  

こ の ビ ッ ト の ク リ ア は 命 令 で 行 っ て く だ さ い 。  
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Ｓ Ｉ ０ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｓ Ｉ Ｏ ０ 割 り 込 み 要 求 発 生 許 可 制 御  

こ の ビ ッ ト と Ｓ Ｉ ０ Ｅ Ｎ Ｄ が と も に １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ３ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求

が 発 生 し ま す 。  

 

３ - １ １ - ４ - ２  Ｓ Ｉ Ｏ ０ デ ー タ シ フ ト レ ジ ス タ （ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ ０ ）  

①   Ｓ Ｉ Ｏ ０ の シ リ ア ル 転 送 で 使 用 す る ８ ビ ッ ト の シ フ ト レ ジ ス タ で す 。  

②  送 受 信 用 の デ ー タ は 、 こ の シ フ ト レ ジ ス タ に 対 し て 、 直 接 書 き 込 み あ る い は 直 接 読 み

出 し さ れ ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE31 0000 0000 R/W SBUF0 SBUF07 SBUF06 SBUF05 SBUF04 SBUF03 SBUF02 SBUF01 SBUF00
 

３ - １ １ - ４ - ３  ボ ー レ ー ト ジ ェ ネ レ ー タ レ ジ ス タ （ Ｓ Ｂ Ｒ ０ ）  

①  Ｓ Ｉ Ｏ ０ の シ リ ア ル 転 送 の 転 送 レ ー ト を 設 定 す る ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

②  転 送 レ ー ト は  

Ｔ Ｓ Ｂ Ｒ ０ ＝ （ Ｓ Ｂ Ｒ ０ の 設 定 値 ＋ １ ） ×
3
2 Ｔ ｃ ｙ ｃ  

Ｓ Ｂ Ｒ ０ の 設 定 値 ＝ １ ～ ２ ５ ５ で あ り 、 Ｔ Ｓ Ｂ Ｒ ０ の 設 定 範 囲 は 、
3
4 ～

3
512 Ｔ ｃ ｙ ｃ と な り ま す 。  

※ Ｓ Ｂ Ｒ ０ の 設 定 値 ＝ ０ ０ ［ Ｈ ］ は 禁 止 で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE32 0000 0000 R/W SBR0 SBRG07 SBRG06 SBRG05 SBRG04 SBRG03 SBRG02 SBRG01 SBRG00
 

３ - １ １ - ４ - ４  連 続 デ ー タ ビ ッ ト レ ジ ス タ （ Ｓ Ｃ Ｔ Ｒ ０ ）  

①  Ｓ Ｉ Ｏ ０ を 連 続 デ ー タ 送 受 信 モ ー ド で 使 用 時 、 何 ビ ッ ト の シ リ ア ル デ ー タ を 連 続 送 受

信 す る か の 設 定 を 行 う レ ジ ス タ で す 。  

②  設 定 値 は ０ ０ ［ Ｈ ］ ～ Ｆ Ｆ ［ Ｈ ］ で す 。  

③  設 定 値 を ０ ０ ［ Ｈ ］ に し て ス タ ー ト し た 場 合 は 、 デ ー タ Ｒ Ａ Ｍ が Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ ０ に 転 送 さ れ た 後

（ Ｓ Ｉ ０ Ｗ Ｒ Ｔ ＝ １ の 時 は Ｒ Ａ Ｍ と Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ ０ の 内 容 の 交 換 後 ） 、 １ ビ ッ ト の 送 受 信 が 行 わ

れ ま す 。 （ 転 送 ビ ッ ト 数 ＝ Ｓ Ｃ Ｔ Ｒ ０ 設 定 値 ＋ １ ）  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE33 0000 0000 R/W SCTR0 SCTR07 SCTR06 SCTR05 SCTR04 SCTR03 SCTR02 SCTR01 SCTR00

 

３ - １ １ - ４ - ５  連 続 デ ー タ 転 送 制 御 レ ジ ス タ （ Ｓ Ｗ Ｃ Ｏ Ｎ ０ ）  

①  Ｓ Ｉ Ｏ ０ を 連 続 デ ー タ 送 受 信 モ ー ド で 使 用 時 、 バ イ ト 単 位 で の 転 送 途 中 停 止 ・ 再 開

の 制 御 、 及 び 転 送 済 み バ イ ト 数 を 読 み 出 せ る レ ジ ス タ で す 。  

（ ビ ッ ト ４ ～ ０ は リ ー ド の み 可 能 ）  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE37 0000 0000 R/W SWCON0 S0WSTP SWCONB6 SWCONB5 S0XBYT4 S0XBYT3 S0XBYT2 S0XBYT1 S0XBYT0

 
Ｓ ０ Ｗ Ｓ Ｔ Ｐ （ ビ ッ ト ７ ） ：  

こ の ビ ッ ト を １ に し た 時 、 連 続 転 送 中 の １ バ イ ト デ ー タ （ 転 送 開 始 か ら １ バ イ ト

毎 の 分 割 さ れ た デ ー タ ） を 転 送 終 了 後 、 転 送 が 停 止 し ま す 。 そ の 後 、 こ の ビ ッ

ト を ０ に す る と 転 送 が 再 開 さ れ ま す 。  
 
Ｓ Ｗ Ｃ Ｏ Ｎ Ｂ ６ ， ５ （ ビ ッ ト ６ ， ５ ） ：  

命 令 で リ ー ド ／ ラ イ ト で き ま す の で 、 ご 自 由 に お 使 い く だ さ い 。  
 
Ｓ ０ Ｘ Ｂ Ｙ Ｔ ４ ～ ０ （ ビ ッ ト ４ ～ ０ ） ：  

連 続 転 送 中 に こ れ ら の ビ ッ ト を 読 み 出 す と 、 転 送 済 み バ イ ト 数 が 確 認 で き   

ま す 。  



Ｓ Ｉ Ｏ ０  
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３ - １ １ - ４ - ６  連 続 デ ー タ 送 受 信 モ ー ド 時 に 使 用 す る Ｒ Ａ Ｍ  

連 続 デ ー タ 送 受 信 モ ー ド で は 、 １ ～ ２ ５ ６ ビ ッ ト の シ リ ア ル デ ー タ を 連 続 送 受 信 す る こ と

が で き 、 こ の 時 Ｒ Ａ Ｍ ア ド レ ス （ ０ ０ Ｃ ０ ［ Ｈ ］ ～ ０ ０ Ｆ Ｆ ［ Ｈ ］ ） の 領 域 を 使 用 し ま す 。  

① Ｓ Ｉ ０ Ｂ Ｎ Ｋ ＝ ０ の 場 合 、 Ｒ Ａ Ｍ ア ド レ ス （ ０ ０ Ｃ ０ ［ Ｈ ］ ～ ０ ０ Ｄ Ｆ ［ Ｈ ］ ） の 領 域 を 使 用 し ま す 。  

② Ｓ Ｉ ０ Ｂ Ｎ Ｋ ＝ １ の 場 合 、 Ｒ Ａ Ｍ ア ド レ ス （ ０ ０ Ｅ ０ ［ Ｈ ］ ～ ０ ０ Ｆ Ｆ ［ Ｈ ］ ） の 領 域 を 使 用 し ま す 。  

③  連 続 デ ー タ 送 受 信 モ ー ド 時 、 動 作 フ ラ グ 設 定 後 ア ド レ ス の 小 さ い Ｒ Ａ Ｍ の デ ー タ が Ｓ

Ｂ Ｕ Ｆ ０ に 転 送 さ れ た 後 （ Ｓ Ｉ ０ Ｗ Ｒ Ｔ ＝ １ の 時 は Ｒ Ａ Ｍ と Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ ０ の 内 容 の 交 換 後 ） 、

デ ー タ 送 受 信 が ス タ ー ト し 、 ８ ビ ッ ト 分 の デ ー タ 送 受 信 が 終 了 後 、 次 の ア ド レ ス の Ｒ Ａ

Ｍ の デ ー タ が Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ ０ に 転 送 さ れ （ Ｓ Ｉ ０ Ｗ Ｒ Ｔ ＝ １ の 時 は Ｒ Ａ Ｍ と Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ ０ の 内 容 が 交

換 さ れ ） 、 デ ー タ 送 受 信 は 続 行 さ れ ま す 。 最 後 の ８ ビ ッ ト 以 下 の 受 信 分 の デ ー タ は Ｓ

Ｂ Ｕ Ｆ ０ に 残 り 、 Ｒ Ａ Ｍ と の 交 換 は 行 わ れ ま せ ん 。 送 受 信 デ ー タ 量 を ８ ビ ッ ト 以 下 に 設

定 し た 場 合 、 動 作 フ ラ グ 設 定 後 Ｒ Ａ Ｍ の デ ー タ が Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ ０ に 転 送 さ れ た 後 （ Ｓ Ｉ ０ Ｗ Ｒ

Ｔ ＝ １ の 時 は Ｒ Ａ Ｍ と Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ ０ の 内 容 の 交 換 後 ） 、 デ ー タ の 送 受 信 が 行 わ れ 、 受 信 し

た デ ー タ は Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ ０ に 残 り 、 Ｒ Ａ Ｍ と の 交 換 は 行 わ れ ま せ ん 。  

 

３ - １ １ - ５  Ｓ Ｉ Ｏ ０ 通 信 の 具 体 例  

３ - １ １ - ５ - １  同 期 式 ８ ビ ッ ト モ ー ド  

① ク ロ ッ ク の 設 定  

・ 内 部 ク ロ ッ ク 使 用 の 場 合 、 Ｓ Ｂ Ｒ ０ の 設 定 を す る 。  

 

② モ ー ド の 設 定  

・ Ｓ Ｉ ０ Ｃ Ｔ Ｒ ＝ ０ ， Ｓ Ｉ ０ Ｄ Ｉ Ｒ ＝ ？ ， Ｓ Ｉ ０ Ｉ Ｅ ＝ １ の 設 定 を す る 。  

 

③ ポ ー ト の 設 定 を す る 。  
 

 Ｐ１２ 

内部クロック 出力 
外部クロック 入力 

 
 Ｐ１０ Ｐ１１ 

データ送信のみ 出力 － 
データ受信のみ － 入力 

データ送受信（３線式） 出力 入力 
データ送受信（２線式） － Ｎｃｈオープンドレイン出力 

 

④ 出 力 デ ー タ の 設 定  

・ デ ー タ 送 信 ま た は 送 受 信 の 場 合 、 Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ ０ に 出 力 デ ー タ を 書 き 込 む 。  

 

⑤ 動 作 ス タ ー ト  

・ Ｓ Ｉ ０ Ｒ Ｕ Ｎ を セ ッ ト す る 。  

 

⑥ デ ー タ の 読 み 込 み （ 割 り 込 み 後 ）  

・ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ ０ を 読 み 込 む 。 （ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ ０ に は 送 信 時 で も デ ー タ 入 出 力 ポ ー ト の シ リ ア ル

デ ー タ が 読 み 込 ま れ て い ま す 。 ）  

・ Ｓ Ｉ ０ Ｅ Ｎ Ｄ を ク リ ア す る 。  

・ 再 動 作 の 場 合 ④ に 戻 る 。  
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３ - １ １ - ５ - ２  連 続 デ ー タ 送 受 信 モ ー ド  

① ク ロ ッ ク の 設 定  

・ 内 部 ク ロ ッ ク 使 用 の 場 合 、 Ｓ Ｂ Ｒ ０ の 設 定 を す る 。  

 

② モ ー ド の 設 定  

・ Ｓ Ｉ ０ Ｂ Ｎ Ｋ ＝ ？ ， Ｓ Ｉ ０ Ｗ Ｒ Ｔ ＝ １ ， Ｓ Ｉ ０ Ｄ Ｉ Ｒ ＝ ？ ， Ｓ Ｉ ０ Ｉ Ｅ ＝ １ の 設 定 を す る 。  

 

③ ポ ー ト の 設 定 を す る 。  
 

 Ｐ１２ 

内部クロック 出力 
外部クロック 入力 

 
 Ｐ１０ Ｐ１１ 

データ送信のみ 出力 － 
データ受信のみ － 入力 

データ送受信（３線式） 出力 入力 
データ送受信（２線式） － Ｎｃｈオープンドレイン出力 

 

④ 連 続 デ ー タ ビ ッ ト レ ジ ス タ の 設 定  

・ 連 続 送 受 信 デ ー タ の ビ ッ ト 数 を 設 定 す る 。  

 

⑤ 出 力 デ ー タ の 設 定  

・ デ ー タ 送 信 ま た は 送 受 信 の 場 合 、 デ ー タ Ｒ Ａ Ｍ の 所 定 の ア ド レ ス に 送 受 信 の ビ ッ

ト 数 に 応 じ た 出 力 デ ー タ を 書 き 込 む 。  

・ Ｓ Ｉ ０ Ｂ Ｎ Ｋ ＝ ０ の 場 合 、 Ｒ Ａ Ｍ ア ド レ ス （ ０ ０ Ｃ ０ ［ Ｈ ］ ～ ０ ０ Ｄ Ｆ ［ Ｈ ］ ） の 領 域 、  

Ｓ Ｉ ０ Ｂ Ｎ Ｋ ＝ １ の 場 合 、 Ｒ Ａ Ｍ ア ド レ ス （ ０ ０ Ｅ ０ ［ Ｈ ］ ～ ０ ０ Ｆ Ｆ ［ Ｈ ］ ） の 領 域 に 書 き  

込 む 。  

・ 動 作 フ ラ グ 設 定 後 に Ｒ Ａ Ｍ と Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ ０ の 内 容 が 交 換 さ れ た 後 、 デ ー タ 送 受 信 が ス

タ ー ト し ま す の で 、 Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ ０ へ の デ ー タ 設 定 は 必 要 あ り ま せ ん 。  

 

⑥ 動 作 ス タ ー ト  

・  Ｓ Ｉ ０ Ｃ Ｔ Ｒ を セ ッ ト す る 。  

・  Ｓ Ｉ ０ Ｒ Ｕ Ｎ を セ ッ ト す る 。  

 

  ※ 連 続 デ ー タ 転 送 途 中 停 止  

・  Ｓ ０ Ｗ Ｓ Ｔ Ｐ を セ ッ ト す る 。  

  ⇒ 連 続 デ ー タ 転 送 再 開  

・  Ｓ ０ Ｗ Ｓ Ｔ Ｐ を ク リ ア す る 。  

  

  ※ 連 続 デ ー タ 転 送 中 の 転 送 済 み バ イ ト 数 の 確 認  

・  Ｓ ０ Ｘ Ｂ Ｙ Ｔ ４ ～ ０ を 読 み 込 む 。  

 

⑦ デ ー タ の 読 み 込 み （ 割 り 込 み 後 ）  

・ 受 信 し た デ ー タ は 、 デ ー タ Ｒ Ａ Ｍ の 所 定 の ア ド レ ス と Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ ０ に 格 納 さ れ て い ま す 。  

Ｓ Ｉ ０ Ｂ Ｎ Ｋ ＝ ０ の 場 合 、 Ｒ Ａ Ｍ ア ド レ ス （ ０ ０ Ｃ １ ［ Ｈ ］ ～ ０ ０ Ｄ Ｆ ［ Ｈ ］ ） の 領 域 、  

Ｓ Ｉ ０ Ｂ Ｎ Ｋ ＝ １ の 場 合 、 Ｒ Ａ Ｍ ア ド レ ス （ ０ ０ Ｅ １ ［ Ｈ ］ ～ ０ ０ Ｆ Ｆ ［ Ｈ ］ ） の 領 域 で す 。  

・ 最 後 の ８ ビ ッ ト 以 下 の 受 信 分 の デ ー タ は Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ ０ に 残 り 、 Ｒ Ａ Ｍ 内 に は あ り ま せ ん 。  

・ Ｓ Ｉ ０ Ｅ Ｎ Ｄ を ク リ ア す る 。  

・ 再 動 作 の 場 合 ⑤ に 戻 る 。  



Ｓ Ｉ Ｏ ０  
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３ - １ １ - ６  Ｓ Ｉ Ｏ ０ の Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド 時 の 動 作  

３ - １ １ - ６ - １  同 期 式 ８ ビ ッ ト モ ー ド  

①  Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド 時 、 同 期 式 ８ ビ ッ ト モ ー ド Ｓ Ｉ Ｏ ０ は 動 作 し ま す 。  

②  Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド の 解 除 を Ｓ Ｉ Ｏ ０ の 同 期 式 ８ ビ ッ ト モ ー ド の 割 り 込 み で 行 う こ と が で き ま す 。  

 

３ - １ １ - ６ - ２  連 続 デ ー タ 送 受 信 モ ー ド  

①  連 続 デ ー タ 送 受 信 モ ー ド Ｓ Ｉ Ｏ ０ は 、 Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド 突 入 後 の Ｒ Ａ Ｍ と Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ ０ の 内 容

が 交 換 さ れ る 直 前 で 動 作 を 中 断 し ま す 。 Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド 突 入 後 で も 、 最 初 の Ｒ Ａ Ｍ と

Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ ０ の 内 容 が 交 換 さ れ る 直 前 ま で は 動 作 し ま す 。 Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド の 解 除 後 は 、 中

断 し た 動 作 を 続 行 し ま す 。  

②  Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド に よ り 動 作 を 中 断 し ま す の で 、 Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド の 解 除 を 連 続 デ ー タ 送 受

信 モ ー ド Ｓ Ｉ Ｏ ０ の 割 り 込 み で 行 う こ と が で き ま せ ん 。  

 



L C 8 7 B Ｈ 0 0  第 ３ 章  

3-65 

３ -１２ シリアルインタフェース１（ＳＩＯ１）  

３ -１２ -１  概 要  

本 シリーズが内 蔵 しているシリアルインタフェース１（ＳＩＯ１）は、次 の４つの機 能 を持 ちます。  

①モード０：同 期 式 ８ビットシリアルＩ／Ｏ  

（ ２線 式 または３線 式 ，転 送 クロック２～５１２Ｔｃｙ ｃ ）  

②モード１：非 同 期 シリアル  

（半 二 重 ，データ８ビット，ストップビット１，ボーレイト８～２０４８Ｔｃｙ ｃ ）  

③モード２：ＢＵＳ－マスタ（スタートビット，データ８ビット，転 送 クロック２～５１２Ｔｃｙ ｃ ）  

④モード３：ＢＵＳ－スレーブ（スタート検 出 ，データ８ビット，ストップ検 出 ）  

 

３ -１２ -２  機 能  

①モード０：同 期 式 ８ビットシリアルＩ／Ｏ  

・ ２線 式 または３線 式 の同 期 式 シリアル通 信 を行 います。内 部 クロックと外 部 クロッ

クのどちらでも使 用 できます。  

・内 部 クロックの周 期 は２～５１２Ｔｃｙ ｃの範 囲 で可 変 です。  
 
②モード１：非 同 期 シリアル（ＵＡＲＴ）  

・データ８ビット，ストップビット１ビットの半 二 重 の非 同 期 通 信 を行 います。  

・ボーレイトは８～２０４８Ｔｃｙ ｃの範 囲 で可 変 です。  
 
③モード２：ＢＵＳ－マスタ  

・ＢＵＳのマスタコントローラとして使 用 します。  

・スタートコンディションは自 動 生 成 しますが、ストップコンディションはポートを操 作 し

て発 生 してください。  

・ クロック同 期 を行 います。転 送 時 のバスデータを転 送 終 了 後 確 認 できますのでモ

ード３と合 わせてマルチマスタ対 応 が可 能 です。  

・出 力 クロックの周 期 は２～５１２Ｔｃｙ ｃの範 囲 で可 変 です。  
 
④モード３：ＢＵＳ－スレーブ  

・ＢＵＳのスレーブデバイスとして使 用 します。  

・スタート／ストップコンディション検 出 は行 いますが、アドレスの一 致 検 出 とアクノレ

ッジの出 力 には、プログラムの介 在 が必 要 です。  

・プログラムで判 断 をするため、第 ８クロックの立 ち下 がりで自 動 的 にクロックラインに

ＬＯＷを出 力 した後 、割 り込 みをかけることができます。  
 
⑤割 り込 みの発 生  

割 り込 み要 求 許 可 ビットがセットされている場 合 、通 信 の終 了 で割 り込 み要 求 を

発 生 します。  
 
⑥シリアルインタフェース１ （ Ｓ ＩＯ １ ）を制 御 するには、次 に示 す特 殊 機 能 レジスタを操

作 する必 要 があります。  
 

・ＳＣＯＮ１，ＳＢＵＦ１，ＳＢＲ１  

・Ｐ１，Ｐ１ＤＤＲ，Ｐ１ＦＣＲ  
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ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0

FE34 0000 0000 R/W SCON1 - SI1M1 SI1M0 SI1RUN SI1REC SI1DIR SI1OVR SI1END SI1IE

FE35 00000 0000 R/W SBUF1 SBUF18 SBUF17 SBUF16 SBUF15 SBUF14 SBUF13 SBUF12 SBUF11 SBUF10

FE36 0000 0000 R/W SBR1 - SBRG17 SBRG16 SBRG15 SBRG14 SBRG13 SBRG12 SBRG11 SBRG10

 

３ - １ ２ - ３  回 路 構 成  

３ - １ ２ - ３ - １  Ｓ Ｉ Ｏ １ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｓ Ｃ Ｏ Ｎ １ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①  Ｓ Ｉ Ｏ １ の 動 作 、 割 り 込 み の 制 御 を 行 い ま す 。  

 

３ - １ ２ - ３ - ２  Ｓ Ｉ Ｏ １ シ フ ト レ ジ ス タ （ Ｓ Ｉ Ｏ Ｓ Ｆ １ ）   （ ８ ビ ッ ト シ フ ト レ ジ ス タ ）  

①  Ｓ Ｉ Ｏ １ の デ ー タ 転 送 ・ 受 信 の た め の シ フ ト レ ジ ス タ で す 。  

②  命 令 で 直 接 ア ク セ ス で き ま せ ん 。 Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ を 通 し て ア ク セ ス し ま す 。  

 

３ - １ ２ - ３ - ３  Ｓ Ｉ Ｏ １ デ ー タ レ ジ ス タ （ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ ）   （ ９ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①  デ ー タ 転 送 開 始 時 、 Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ の 下 位 ８ ビ ッ ト が Ｓ Ｉ Ｏ Ｓ Ｆ １ に 転 送 さ れ ま す 。  

② デ ー タ 転 送 終 了 時 、 Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ の 下 位 ８ ビ ッ ト に Ｓ Ｉ Ｏ Ｓ Ｆ １ の 内 容 が 入 り ま す 。 モ ー ド １ ，

２ ， ３ で は 、 Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ の ビ ッ ト ８ に 、 ９ 番 目 の 入 力 デ ー タ が 入 る の で ス ト ッ プ ビ ッ ト 等 の 確

認 が で き ま す 。  

 

３ -１２ -３ -４ ＳＩＯ１ボーレートジェネレータ（ＳＢＲ１）   （８ビットリロードカウンタ）  

①  内 部 ク ロ ッ ク 発 生 用 の リ ロ ー ド カ ウ ン タ で す 。  

②  モ ー ド ０ ， ２ で は ２ ～ ５ １ ２ Ｔ ｃ ｙ ｃ 周 期 、 モ ー ド １ で は ８ ～ ２ ０ ４ ８ Ｔ ｃ ｙ ｃ 周 期 の ク ロ ッ ク を 発

生 で き ま す 。  
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表 ３ － １ ２ － １  各 モ ー ド で の Ｓ Ｉ Ｏ １ の 動 作  

 同期式(ﾓｰﾄﾞ 0) ＵＡＲＴ(ﾓｰﾄﾞ 1) ＢＵＳマスタ(ﾓｰﾄﾞ 2) ＢＵＳスレーブ(ﾓｰﾄﾞ 3) 

転送 

SI1REC=0 

受信 

SI1REC=1 

転送 

SI1REC=0 

受信 

SI1REC=1 

転送 

SI1REC=0 

受信 

SI1REC=1 

転送 

SI1REC=0 

受信 

SI1REC=1 

ｽﾀｰﾄビット なし なし 出力 

(LOW) 

入力 

(LOW) 

下 ① ② 参

照 
不要 不要 下②参照 

ﾃﾞｰﾀ出力 8 

(ｼﾌﾄﾃﾞｰﾀ)

8 

(ALL 1) 

8 

(ｼﾌﾄﾃﾞｰﾀ)

8 

(ALL 1) 

8 

(ｼﾌﾄﾃﾞｰﾀ)

8 

(ALL 1) 

8 

(ｼﾌﾄﾃﾞｰﾀ) 

8 

(ALL 1) 

ﾃﾞｰﾀ入力 8 

(入力 PIN)

← 8 

(入力 PIN)

← 8 

(入力 PIN)

← 8 

(入力 PIN) 

← 

ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ なし ← 出力 

(HIGH) 

入力 

(H/L) 

入力 

(H/L) 

出力 

(SBUF1 bit8) 

入力 

(H/L) 

出力 

(L) 

ｸﾛｯｸ 8 ← 9 

(内部) 

← 9 ← 第 8 ｸﾛｯｸ 

の↓で 

LOW 出力 

← 

動作開始 SI1RUN↑ ← ① 

SI1RUN↑

② 

ｽﾀｰﾄﾋﾞｯﾄ 

の検出 

 

ｽﾀｰﾄﾋ ﾞｯﾄ

の検出 
① 

SI1RUN=1

の時の 

SI1END↓ 

でｽﾀｰﾄﾋﾞｯ

ﾄなし 

② 

SI1END=0

の時の 

SI1RUN↑

でｽﾀｰﾄﾋﾞｯ

ﾄ付き 

左の① 右の① ① 

SI1RUN=1

の時の 

SI1END↓ 

で ｸ ﾛ ｯ ｸ を

解放 

② 

SI1RUN=0

かつ 

SI1END=0

の時の 

ｽﾀｰﾄﾋﾞｯﾄ 

の検出 

動作周期 2-512Tcyc ← 8-2048 

Tcyc 

← 2-512Tcyc ← 2-512Tcyc ← 

SI1RUN 

(bit5) 

ｾ

ｯ

ﾄ 

命令 ← ①命令 

②ｽﾀｰﾄﾋﾞｯ

ﾄの検出 

ｽﾀｰﾄﾋ ﾞｯﾄ

の検出 
命令 既にｾｯﾄさ

れている 
既にｾｯﾄさ

れている 
ｽﾀｰﾄﾋ ﾞｯﾄ

の検出 

ｸ

ﾘ

ｱ 

終了時 ← ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ

の終り 
← ① 

ｽﾄｯﾌﾟｺﾝﾃﾞ

ｨｼｮﾝ検出 

② 

ｱｰﾋﾞﾄﾚｰｼｮ

ﾝﾛｽﾄ時 

(注１) 

← ① 

ｽﾄｯﾌﾟｺﾝﾃﾞ 

ｨｼｮﾝ検出 

② 

ｱｸﾉﾚｯｼﾞ= 

1 の検出 

← 

SI1END 

(bit1) 

ｾ

ｯ

ﾄ 

終了時 ← ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ

の終り 
← ①第 9 ｸﾛｯ

ｸの↑ 

②ｽﾄｯﾌﾟｺﾝ

ﾃ ﾞ ｨ ｼ ｮ ﾝ

検出 

← ①第 8 ｸﾛｯ

ｸの↓ 

②ｽﾄｯﾌﾟｺﾝ

ﾃ ﾞ ｨ ｼ ｮ ﾝ

検出 

← 

ｸ

ﾘ

ｱ 

命令 ← 命令 ← 命令 ← 命令 ← 

（ 注 １ ）  第 １ ～ 第 ８ ク ロ ッ ク 立 ち 上 が り 時 に 、 内 部 デ ー タ 出 力 値 ＝ “ Ｈ ” か つ 、 デ ー タ ポ ー

ト ＝ “ Ｌ ” の 場 合 、 バ ス 競 合 負 け と 判 断 し 、 Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ Ｎ が ク リ ア さ れ ま す （ ク ロ ッ ク 送

出 も そ の 時 点 で 停 止 し ま す ） 。  

 

（ 次 ペ ー ジ へ 続 く ）  
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表 ３ － １ ２ － １  （ 続 き ）  

 同期式(ﾓｰﾄﾞ 0) ＵＡＲＴ(ﾓｰﾄﾞ 1) ＢＵＳマスタ(ﾓｰﾄﾞ 2) ＢＵＳスレーブ(ﾓｰﾄﾞ 3) 

転送 

SI1REC=0 

受信 

SI1REC=1 

転送 

SI1REC=0 

受信 

SI1REC=1 

転送 

SI1REC=0 

受信 

SI1REC=1 

転送 

SI1REC=0 

受信 

SI1REC=1 

SI1OVR 

(bit2) 

ｾ

ｯ

ﾄ 

① 

SI1RUN=0

でｸﾛｯｸ↓ 

検出 

② 

SI1END=1

で SI1END
ｾｯﾄ条件成

立 

← ① 

SI1RUN=0

でｸﾛｯｸ↓ 

検出 

② 

SI1END=1

で SI1END
ｾｯﾄ条件成

立 

← ① 

SI1END=1

で SI1END
ｾｯﾄ条件成

立 

← ① 

SI1RUN=0 

でｸﾛｯｸ↓ 

検出 

② 

SI1END=1 

で SI1END
ｾｯﾄ条件成

立 

③ 

ｽﾀｰﾄﾋ ﾞｯﾄ

の検出 

← 

ｸ

ﾘ

ｱ 

命令 ← 命令 ← 命令 ← 命令 ← 

ｼﾌﾀのﾃﾞｰﾀ 

更新 

動 作 開 始

時 SBUF1
→ｼﾌﾀ 

← 動 作 開 始

時 SBUF1
→ｼﾌﾀ 

← 動 作 開 始

時 SBUF1
→ｼﾌﾀ 

← 動 作 開 始

時 SBUF1
→ｼﾌﾀ 

← 

ｼﾌﾀ→SBUF1 

(bit0-7) 

第 8 ｸﾛｯｸ

の↑ 
← 8 ﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ

転送時 

8 ﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ

受信時 

第 8 ｸﾛｯｸ

↑ 
← 第 8 ｸﾛｯｸ

↑ 
← 

SBUF1 bit8 の 

ﾃﾞｰﾀ自動更新 

なし ← ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 

時に入力 

ﾃﾞｰﾀを取り

込む 

← 第 9 ｸﾛｯｸ

↑に入力ﾃﾞ

ｰﾀを取り込

む 

← 第 9 ｸﾛｯｸ

↑に入力ﾃﾞ

ｰﾀを取り込

む 

← 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３ － １ ２ － １   Ｓ Ｉ Ｏ １ モ ー ド ０ ： 同 期 式 ８ ビ ッ ト シ リ ア ル Ｉ ／ Ｏ  

        （ Ｓ Ｉ １ Ｍ １ ＝ ０ ， Ｓ Ｉ １ Ｍ ０ ＝ ０ ） ブ ロ ッ ク 図  

P13SIO1 出力制御
P13 ポートラッチ

P13 出力制御
bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0

クロック生成回路 

ボーレート 

ジェネレータ 
SBR1 (FE36h) 

ｼﾘｱﾙ転送終了ﾌﾗｸﾞ 

ｵｰﾊﾞｰﾗﾝﾌﾗｸﾞ

MSB, LSB 先頭選択

SCON1 (FE34h) 

割り込み要求

SBUF1 (FE35h)

ﾃﾞー ﾀ
出力

ｸﾛｯｸ 

ﾃﾞｰﾀ入力 

8 ﾋﾞｯﾄｼﾌﾄﾚｼﾞｽﾀ (SIOSF1)

転送終了時 動作開始時

P14SIO1 出力制御
P14 ポートラッチ

P14 出力制御

P15SIO1 出力制御
P15 ポートラッチ

P15 出力制御

ｸﾛｯｸ
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図 ３ － １ ２ － ２   Ｓ Ｉ Ｏ １ モ ー ド １ ： 非 同 期 シ リ ア ル ［ Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ］  

          （ Ｓ Ｉ １ Ｍ １ ＝ ０ ， Ｓ Ｉ １ Ｍ ０ ＝ １ ） ブ ロ ッ ク 図  

 

P13SIO1 出力制御
P13 ポートラッチ

P13 出力制御

P14SIO1 出力制御
P14 ポートラッチ

P14 出力制御

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0

クロック生成回路 

ボーレート 

ジェネレータ 
SBR1 (FE36h) 

ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ終了時 

SI1END をｾｯﾄ 

ｵｰﾊﾞｰﾗﾝﾌﾗｸﾞ 

SCON1 (FE34h) 

割り込み要求

SBUF1 (FE35h)

シフト入力 
8 ﾋﾞｯﾄｼﾌﾄﾚｼﾞｽﾀ (SIOSF1)

8 ﾋﾞｯﾄ 

転送終了時 動作開始時

BUS 

スタートビット

付加回路 

bit8 

ｽﾀｰﾄ･ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ

付加回路 

LSB MSB

先頭選択

シフト入力

シフトクロック 

ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ入力 

ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ入力ｸﾛｯｸ 



Ｓ Ｉ Ｏ １  

3-70 

３ - １ ２ - ４  Ｓ Ｉ Ｏ １ 通 信 の 具 体 例  

３ - １ ２ - ４ - １  同 期 式 （ モ ー ド ０ ）  

① ク ロ ッ ク の 設 定  

・ 内 部 ク ロ ッ ク 使 用 の 場 合 、 Ｓ Ｂ Ｒ １ の 設 定 を す る 。  

 

② モ ー ド の 設 定  

・ Ｓ Ｉ １ Ｍ ０ ＝ ０ ， Ｓ Ｉ １ Ｍ １ ＝ ０ ， Ｓ Ｉ １ Ｄ Ｉ Ｒ ， Ｓ Ｉ １ Ｉ Ｅ ＝ １ の 設 定 を す る 。  

 

③ ポ ー ト と Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｅ Ｃ （ ビ ッ ト ４ ） の 設 定 を す る 。  

 

 クロック用ポート
Ｐ１５ 

内部クロック 出力 
外部クロック 入力 

 

 データ出力ポート
Ｐ１３ 

データ入出力ポート    
Ｐ１４ 

ＳＩ１ＲＥＣ

データ送信のみ 出力 － ０ 
データ受信のみ － 入力 １ 

データ送受信（３線式） 出力 入力 ０ 
データ送受信（２線式） － Ｎｃｈオープンドレイン出力 ０ 

 

④ 出 力 デ ー タ の 設 定  

・ デ ー タ 送 信 （ Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｅ Ｃ ＝ ０ ） の 場 合 、 Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ に 出 力 デ ー タ を 書 き 込 む 。  

 

⑤ 動 作 ス タ ー ト  

・ Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ Ｎ を セ ッ ト す る 。  

 

⑥ デ ー タ の 読 み 込 み （ 割 り 込 み 後 ）  

・ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ を 読 み 込 む 。 （ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ に は 送 信 時 で も 、 デ ー タ 入 出 力 ポ ー ト の シ リ ア ル

デ ー タ が 読 み 込 ま れ て い ま す 。 ）  

・ Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ を ク リ ア し 、 割 り 込 み を 抜 け る 。  

・ 再 動 作 の 場 合 ④ に 戻 る 。  

 

３ - １ ２ - ４ - ２  非 同 期 式 （ モ ー ド １ ）  

① ボ ー レ イ ト の 設 定  

・ Ｓ Ｂ Ｒ １ の 設 定 を す る 。  

 

② モ ー ド の 設 定  

・ Ｓ Ｉ １ Ｍ ０ ＝ １ ， Ｓ Ｉ １ Ｍ １ ＝ ０ ， Ｓ Ｉ １ Ｄ Ｉ Ｒ ， Ｓ Ｉ １ Ｉ Ｅ ＝ １ の 設 定 を す る 。  

 

③ ポ ー ト の 設 定 を す る 。  

 

 データ出力ポート
Ｐ１３ 

データ入出力ポート   
Ｐ１４ 

データ送受信（２線式） 出力 入力 
データ送受信（１線式） － Ｎｃｈオープンドレイン出力 
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④ 送 信 動 作 ス タ ー ト  

・ Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｅ Ｃ を ０ に し て 、 Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ に 出 力 デ ー タ を 書 き 込 む 。  

・ Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ Ｎ を セ ッ ト す る 。  

注 意 ：  モ ー ド １ の 送 信 の み を 行 う 場 合 は 、 Ｓ Ｉ Ｏ １ の デ ー タ 入 出 力 ポ ー ト （ Ｐ １ ４ ） を 使

用 し て く だ さ い 。  

モ ー ド １ で は 、 受 信 デ ー タ の 立 ち 下 が り を 検 出 す る と 自 動 的 に 送 信 が ス タ ー

ト し ま す 。 モ ー ド １ 設 定 中 は ､ デ ー タ 入 出 力 ポ ー ト （ Ｐ １ ４ ） で 、 常 に デ ー タ の 立

ち 下 が り 検 出 が 行 わ れ ま す 。 し た が っ て 、 送 信 ポ ー ト を デ ー タ 出 力 ポ ー ト （ Ｐ １

３ ） に 設 定 し た 場 合 、 Ｐ １ ４ の 状 態 変 化 に よ っ て デ ー タ 送 信 が 勝 手 に ス タ ー ト

す る 可 能 性 が あ り ま す 。  

 
⑤ 受 信 動 作 ス タ ー ト  

・ Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｅ Ｃ を １ に す る 。 （ Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｅ Ｃ を １ に セ ッ ト し た 後 は 、 Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ の フ ラ グ が セ ッ ト さ

れ る ま で は 、 Ｓ Ｃ Ｏ Ｎ １ レ ジ ス タ に 書 き 込 み は 行 わ な い で く だ い 。 ）  

・ 受 信 デ ー タ の 立 ち 下 が り 検 出 。  
 
⑥ デ ー タ の 読 み 込 み （ 割 り 込 み 後 ）  

・ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ を 読 み 込 む 。 （ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ に は 送 信 時 で も 、 デ ー タ 入 出 力 ポ ー ト の シ リ ア ル

デ ー タ が 読 み 込 ま れ て い ま す 。 ま た 、 Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ を 読 み 込 む と ス ト ッ プ ビ ッ ト の 位 置 の

デ ー タ が Ｐ Ｓ Ｗ の ビ ッ ト １ に 読 み 込 ま れ ま す 。 ）  

・ Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ を ク リ ア し 、 割 り 込 み を 抜 け る 。  

・ 再 動 作 の 場 合 ④ に 戻 る 。  
 

注 意 ：  モ ー ド １ （ Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ） で 連 続 受 信 を 行 う 場 合 、 以 下 の 条 件 を 満 た し て く だ さ い 。  

・ ス ト ッ プ ビ ッ ト は ２ ビ ッ ト 以 上 。  

・ 割 り 込 み 処 理 に よ る Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ の ク リ ア は 、 次 の ス タ ー ト ビ ッ ト が 来 る 前 に 終 了 。  

 

３ - １ ２ - ４ - ３  Ｂ Ｕ Ｓ － マ ス タ モ ー ド （ モ ー ド ２ ）  

① ク ロ ッ ク の 設 定  

・ Ｓ Ｂ Ｒ １ の 設 定 を す る 。  
 
② モ ー ド の 設 定  

・ Ｓ Ｉ １ Ｍ ０ ＝ ０ ， Ｓ Ｉ １ Ｍ １ ＝ １ ， Ｓ Ｉ １ Ｄ Ｉ Ｒ ， Ｓ Ｉ １ Ｉ Ｅ ＝ １ ， Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｅ Ｃ ＝ ０ の 設 定 を す る 。  
 
③ ポ ー ト の 設 定 を す る  

・ ク ロ ッ ク ポ ー ト （ Ｐ １ ５ ） ， デ ー タ ポ ー ト （ Ｐ １ ４ ） を オ プ シ ョ ン 指 定 に よ り Ｎ ｃ ｈ オ ー プ ン ド

レ イ ン ポ ー ト に す る 。  

・ Ｐ １ ４ （ Ｐ １ ,  ビ ッ ト ４ ） お よ び Ｐ １ ５ （ Ｐ １ ,  ビ ッ ト ５ ） に ０ を 設 定 す る 。  

・ Ｐ １ ４ Ｆ Ｃ Ｒ （ Ｐ １ Ｆ Ｃ Ｒ ,  ビ ッ ト ４ ） お よ び Ｐ １ ５ Ｆ Ｃ Ｒ （ Ｐ １ Ｆ Ｃ Ｒ ,  ビ ッ ト ５ ） に １ を 設 定 す る 。  

・ Ｐ１４ＤＤＲ（Ｐ１ＤＤＲ ,  ビット４）およびＰ１５ＤＤＲ（Ｐ１ＤＤＲ ,  ビット５）に１を設 定 する。  
 
④ 通 信 ス タ ー ト （ ア ド レ ス 送 信 ）  

・ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ に ア ド レ ス デ ー タ を 書 き 込 む 。  

・ Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ Ｎ を セ ッ ト す る 。 （ ス タ ー ト ビ ッ ト ＋ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ （ ８ ビ ッ ト ） ＋ ス ト ッ プ ビ ッ ト （ Ｈ ） の

転 送 を 行 う 。 ）  
 
⑤ ア ド レ ス デ ー タ の 確 認 （ 割 り 込 み 後 ）  

・ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ を 読 み 込 む 。 （ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ に は 送 信 時 で も 、 デ ー タ 入 出 力 ポ ー ト の シ リ ア ル

デ ー タ が 読 み 込 ま れ て い ま す 。 ま た 、 Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ を 読 み 込 む と ス ト ッ プ ビ ッ ト の 位 置 の

デ ー タ が Ｐ Ｓ Ｗ の ビ ッ ト １ に 読 み 込 ま れ ま す 。 ）  
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・ ア ク ノ レ ッ ジ を Ｐ Ｓ Ｗ の ビ ッ ト １ を み て 確 認 す る 。  

・ バ ス 競 合 負 け の 条 件 が 起 こ っ た 場 合 （ 表 ３ － １ ２ － １  注 １  参 照 ） 、 Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ Ｎ が ク

リ ア さ れ る た め 割 り 込 み が 発 生 し ま せ ん 。 他 に マ ス タ モ ー ド の デ バ イ ス が 存 在 す る

等 、 バ ス 競 合 負 け の 条 件 が 発 生 す る 可 能 性 が あ る 場 合 、 タ イ マ モ ジ ュ ー ル を 併

用 し た タ イ ム ア ウ ト 処 理 な ど を 行 い 、 こ の 条 件 を 検 出 し て く だ さ い 。  
 
⑥ デ ー タ の 送 信  

・ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ に 出 力 デ ー タ を 書 き 込 む 。  

・ Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ を ク リ ア し 、 割 り 込 み を 抜 け る 。 （ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ （ ８ ビ ッ ト ） ＋ ス ト ッ プ ビ ッ ト （ Ｈ ） の

転 送 を 行 う 。 ）  
 
⑦ 送 信 デ ー タ の 確 認 （ 割 り 込 み 後 ）  

・ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ を 読 み 込 む 。 （ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ に は 送 信 時 で も 、 デ ー タ 入 出 力 ポ ー ト の シ リ ア ル

デ ー タ が 読 み 込 ま れ て い ま す 。 ま た 、 Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ を 読 み 込 む と ス ト ッ プ ビ ッ ト の 位 置 の

デ ー タ が Ｐ Ｓ Ｗ の ビ ッ ト １ に 読 み 込 ま れ ま す 。 ）  

・ ア ク ノ レ ッ ジ を Ｐ Ｓ Ｗ の ビ ッ ト １ を み て 確 認 す る 。  

・ バ ス 競 合 負 け の 条 件 が 起 こ っ た 場 合 （ 表 ３ － １ ２ － １  注 １  参 照 ） 、 Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ Ｎ が ク

リ ア さ れ る た め 割 り 込 み が 発 生 し ま せ ん 。 他 に マ ス タ モ ー ド の デ バ イ ス が 存 在 す る

等 、 バ ス 競 合 負 け の 条 件 が 発 生 す る 可 能 性 が あ る 場 合 、 タ イ マ モ ジ ュ ー ル を 併

用 し た タ イ ム ア ウ ト 処 理 な ど を 行 い 、 こ の 条 件 を 検 出 し て く だ さ い 。  

・ 引 き 続 き デ ー タ を 送 る 場 合 は ⑥ に 戻 る 。  

・ 通 信 を 終 了 す る 場 合 は ⑩ に 行 く 。  
 
⑧ デ ー タ の 受 信  

・ Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｅ Ｃ を １ に す る 。  

・ Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ を ク リ ア し 、 割 り 込 み を 抜 け る 。 （ 受 信 （ ８ ビ ッ ト ） ＋ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １  ビ ッ ト ８ （ ア ク

ノ レ ッ ジ ） 出 力 を 行 う 。 ）  
 
⑨ 受 信 デ ー タ の 読 み 込 み （ 割 り 込 み 後 ）  

・ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ を 読 み 込 む 。  

・ 引 き 続 き デ ー タ を 受 信 す る 場 合 は ⑧ に 戻 る 。  

・ 通 信 を 終 了 す る 場 合 は ⑩ の * に 行 く 。 こ の 時 、 ア ク ノ レ ッ ジ デ ー タ と し て （ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １  

ビ ッ ト ８ ） が 既 に 出 力 さ れ 、 マ ス タ 側 の ク ロ ッ ク の 解 放 は 行 わ れ て い ま す 。  
 
⑩ 通 信 の 終 了  

・ ク ロ ッ ク 出 力 ポ ー ト を 操 作 し （ Ｐ １ ５ Ｆ Ｃ Ｒ ＝ ０ ， Ｐ １ ５ Ｄ Ｄ Ｒ ＝ １ ， Ｐ １ ５ ＝ ０ ） 、 ク ロ ッ ク 出

力 に ０ を 出 す 。  

・ デ ー タ 出 力 ポ ー ト を 操 作 し （ Ｐ １ ４ Ｆ Ｃ Ｒ ＝ ０ ， Ｐ １ ４ Ｄ Ｄ Ｒ ＝ １ ， Ｐ １ ４ ＝ ０ ） 、 デ ー タ 出

力 に ０ を 出 す 。  

・ ク ロ ッ ク 出 力 ポ ー ト を も と に 戻 し （ Ｐ １ ５ Ｆ Ｃ Ｒ ＝ １ ， Ｐ １ ５ Ｄ Ｄ Ｒ ＝ １ ， Ｐ １ ５ ＝ ０ ） 、 ク ロ ッ

ク 出 力 を 解 放 す る 。  

*  ・ 全 て の ス レ ー ブ が ク ロ ッ ク を 解 放 し 、 ク ロ ッ ク が １ に な る の を 待 つ 。  

・ デ ー タ セ ッ ト ア ッ プ 時 間 を と り 、 デ ー タ 出 力 ポ ー ト を 操 作 し （ Ｐ １ ４ Ｆ Ｃ Ｒ ＝ ０ ， Ｐ １ ４ Ｄ

Ｄ Ｒ ＝ １ ， Ｐ １ ４ ＝ １ ） 、 デ ー タ 出 力 に １ を 出 す 。 こ の 時 、 Ｓ Ｉ Ｏ １ オ ー バ ラ ン フ ラ グ Ｓ Ｉ １ Ｏ

Ｖ Ｒ （ Ｓ Ｃ Ｏ Ｎ １ ： Ｆ Ｅ ３ ４ の ビ ッ ト ２ ） が セ ッ ト さ れ ま す が 、 動 作 に 支 障 は あ り ま せ ん 。  

・ デ ー タ 出 力 ポ ー ト を も と に 戻 す （ Ｐ １ ４ Ｆ Ｃ Ｒ ＝ １ に 設 定 し た 後 、 Ｐ １ ４ Ｄ Ｄ Ｒ ＝ １ ， Ｐ １ ４

＝ ０ と す る 。 ） 。  

・ Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ と Ｓ Ｉ １ Ｏ Ｖ Ｒ を ク リ ア し 、 割 り 込 み を 抜 け る 。  

・ 再 動 作 の 場 合 ④ に 戻 る 。  

 



L C 8 7 B Ｈ 0 0  第 ３ 章  

3-73 

３ - １ ２ - ４ - ４  Ｂ Ｕ Ｓ － ス レ ー ブ （ モ ー ド ３ ）  

① ク ロ ッ ク の 設 定  

・ Ｓ Ｂ Ｒ １ の 設 定 を す る 。 （ ア ク ノ レ ッ ジ デ ー タ セ ッ ト ア ッ プ 時 間 の 設 定 の た め ）  

 

② モ ー ド の 設 定  

・ Ｓ Ｉ １ Ｍ ０ ＝ １ ， Ｓ Ｉ １ Ｍ １ ＝ １ ， Ｓ Ｉ １ Ｄ Ｉ Ｒ ， Ｓ Ｉ １ Ｉ Ｅ ＝ １ ， Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｅ Ｃ ＝ ０ の 設 定 を す る 。  

 

③ ポ ー ト の 設 定 を す る  

・ ク ロ ッ ク ポ ー ト （ Ｐ １ ５ ） ， デ ー タ ポ ー ト （ Ｐ １ ４ ） を オ プ シ ョ ン 指 定 に よ り Ｎ ｃ ｈ オ ー プ ン ド

レ イ ン ポ ー ト に す る 。  

・ Ｐ １ ４ （ Ｐ １ ,  ビ ッ ト ４ ） お よ び Ｐ １ ５ （ Ｐ １ ,  ビ ッ ト ５ ） に ０ を 設 定 す る 。  

・ Ｐ １ ４ Ｆ Ｃ Ｒ （ Ｐ １ Ｆ Ｃ Ｒ ,  ビ ッ ト ４ ） お よ び Ｐ １ ５ Ｆ Ｃ Ｒ （ Ｐ １ Ｆ Ｃ Ｒ ,  ビ ッ ト ５ ） に １ を 設 定 す る 。  

・  Ｐ１４ＤＤＲ（Ｐ１ＤＤＲ ,  ビット４）およびＰ１５ＤＤＲ（Ｐ１ＤＤＲ ,  ビット５）に１を設 定 する。  

 

④ 通 信 ス タ ー ト （ ア ド レ ス 待 ち ）  

* 1  ・ Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｅ Ｃ を セ ッ ト す る 。  

* 2  ・ ス タ ー ト ビ ッ ト の 検 出 で Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ Ｎ が 自 動 的 に セ ッ ト さ れ る 。  

・ 受 信 （ ８ ビ ッ ト ） を 行 い 、 第 ８ ク ロ ッ ク の 立 ち 下 が り で ク ロ ッ ク 出 力 に ０ を 出 力 し 割 り

込 み が か か る 。  

 

⑤ ア ド レ ス デ ー タ の 確 認 （ 割 り 込 み 後 ）  

・ ス タ ー ト コ ン デ ィ シ ョ ン を 検 出 す る と 、 Ｓ Ｉ １ Ｏ Ｖ Ｒ が セ ッ ト さ れ る の で 、 Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ＆

Ｓ Ｉ １ Ｏ Ｖ Ｒ ＝ １ を 確 認 す る こ と で 、 ア ド レ ス を 受 信 し た こ と を 判 別 す る 。  

（ Ｓ Ｉ １ Ｏ Ｖ Ｒ は 自 動 的 に ク リ ア さ れ な い の で 、 ソ フ ト で ク リ ア し て だ さ い ）  

・ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ を 読 み 込 み 、 ア ド レ ス を 確 認 す る 。  

・ ア ド レ ス が 一 致 し な い 場 合 、 Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ Ｎ と Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ を ク リ ア し 割 り 込 み を 抜 け 、 ⑧ の

* で ス ト ッ プ コ ン デ ィ シ ョ ン 検 出 を 待 つ 。  

 

⑥ デ ー タ の 受 信  

* ・ Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ を ク リ ア し 、 割 り 込 み を 抜 け る 。 （ 前 に 受 信 を 行 っ て い た 場 合 ア ク ノ レ ッ ジ

を 出 し 、 （ Ｓ Ｂ Ｒ １ の 設 定 値 ＋ １ ／ ３ ） × Ｔ ｃ ｙ ｃ 時 間 後 ク ロ ッ ク ポ ー ト を 解 放 し ま す 。 ）  

・ ス ト ッ プ コ ン デ ィ シ ョ ン を 検 出 す る と 、 Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ Ｎ が 自 動 的 に ク リ ア さ れ 、 割 り 込 み が

か か る の で 、 Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ を ク リ ア し 割 り 込 み を 抜 け 、 ④ の * 2 に 戻 る 。  

・ 受 信 （ ８ ビ ッ ト ） を 行 い 、 第 ８ ク ロ ッ ク の 立 ち 下 が り で ク ロ ッ ク 出 力 に ０ を 出 力 し 割 り

込 み が か か る 。 た だ し 、 途 中 で ス タ ー ト コ ン デ ィ シ ョ ン を 検 出 す る と ク ロ ッ ク カ ウ ン タ は

ク リ ア さ れ ま す の で 、 割 り 込 み の 発 生 に は 更 に ８ 個 の ク ロ ッ ク が 必 要 で す 。  

・ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ を 読 み 込 み 、 デ ー タ を 格 納 す る 。  

注 意 ：  Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ の ビ ッ ト ８ は 、 第 ９ ク ロ ッ ク ↑ が 来 て な い の で ま だ 更 新 さ れ て い ま せ ん 。  

・ 受 信 を 続 け る 場 合 ⑥ の * に 戻 る 。  

 

⑦ デ ー タ の 送 信  

・ Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｅ Ｃ を ク リ ア す る 。  

・ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ に 出 力 デ ー タ を 書 き 込 む 。  

・ Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ を ク リ ア し 、 割 り 込 み を 抜 け る 。 （ 前 の 受 信 の ア ク ノ レ ッ ジ を 出 し 、 （ Ｓ Ｂ Ｒ １

の 設 定 値 ＋ １ ／ ３ ） × Ｔ ｃ ｙ ｃ 時 間 後 ク ロ ッ ク ポ ー ト を 解 放 し ま す 。 ）  

* 1  ・ 送 信 （ ８ ビ ッ ト ） を 行 い 、 第 ８ ク ロ ッ ク の 立 ち 下 が り で ク ロ ッ ク 出 力 に ０ を 出 力 し 割 り

込 み が か か る 。  
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* 2  ・ Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ Ｎ が １ の 時 、 ⑦ の * 3 に 行 き ま す 。  

・ Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ Ｎ が ０ の 時 、 ⑦ の * 4 か ら の 割 り 込 み な の で 、 Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ と Ｓ Ｉ １ Ｏ Ｖ Ｒ を ク リ ア し

て ④ の * 1 に 戻 る 。  

* 3  ・ 必 要 に 応 じ て 、 Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ を 読 み 込 み 、 送 信 デ ー タ を 確 認 す る 。  

注 意 ：  Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ の ビ ッ ト ８ は 、 第 ９ ク ロ ッ ク ↑ が 来 て な い の で ま だ 更 新 さ れ て い ま せ ん 。  

・ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ に 次 の 出 力 デ ー タ を 書 き 込 む 。  

・ Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ を ク リ ア し 、 割 り 込 み を 抜 け る 。 （ （ Ｓ Ｂ Ｒ １ の 設 定 値 ＋ １ ／ ３ ） × Ｔ ｃ ｙ ｃ 時

間 後 の ク ロ ッ ク ポ ー ト を 解 放 し ま す 。 ）  

・ マ ス タ か ら の ア ク ノ レ ッ ジ が あ る （ Ｌ ） 場 合 は 、 ⑦ の * 1 に 戻 り ま す 。  

・ マ ス タ か ら の ア ク ノ レ ッ ジ が な い （ Ｈ ） 場 合 は 、 デ ー タ 送 信 の 終 了 と み な し 、 Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ

Ｎ を 自 動 的 に ク リ ア し 、 デ ー タ ポ ー ト を 解 放 し ま す 。  

※   た だ し 、 こ の 直 後 に 再 ス タ ー ト コ ン デ ィ シ ョ ン が 来 る 場 合 、 Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｅ Ｃ ＝ １ に し て か

ら 割 り 込 み を 抜 け る 必 要 が あ り ま す （ Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｅ Ｃ は 、 ス タ ー ト コ ン デ ィ シ ョ ン の 検 出

で 、 自 動 的 に は セ ッ ト さ れ ま せ ん ） 。  

ス レ ー ブ 送 信 動 作 直 後 に 想 定 外 の 再 ス タ ー ト が 来 た 場 合 （ Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｅ Ｃ を ソ フ ト で

１ に し て い な い 場 合 ） 、 マ ス タ の ア ド レ ス 送 信 を 妨 害 す る 可 能 性 が あ り ま す 。  

* 4  ・ ス ト ッ プ コ ン デ ィ シ ョ ン を 検 出 す る と 、 割 り 込 み が か か り 、 ⑦ の * 2 に 戻 り ま す 。  

 

⑧ 通 信 の 終 了  

・ Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｅ Ｃ を セ ッ ト し ま す 。  

・ 自 動 的 に 終 了 さ せ る 場 合 は ⑥ の * に 戻 り ま す 。  

・ 強 制 的 に 終 了 す る 場 合 は 、 Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ Ｎ と Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ を ク リ ア す る 。 （ ク ロ ッ ク ポ ー ト を

解 放 し ま す 。 ）  

* ・ ス ト ッ プ コ ン デ ィ シ ョ ン を 検 出 す る と 、 割 り 込 み が か か る の で 、 Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ と Ｓ Ｉ １ Ｏ Ｖ Ｒ

を ク リ ア し て ④ の * 2 に 戻 る 。  

 

３ - １ ２ - ５  関 連 レ ジ ス タ  

３ - １ ２ - ５ - １  Ｓ Ｉ Ｏ １ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｓ Ｃ Ｏ Ｎ １ ）  

① Ｓ Ｉ Ｏ １ の 動 作 、 割 り 込 み の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0

FE34 0000 0000 R/W SCON1 - SI1M1 SI1M0 SI1RUN SI1REC SI1DIR SI1OVR SI1END SI1IE

 
Ｓ Ｉ １ Ｍ １ （ ビ ッ ト ７ ） ： Ｓ Ｉ Ｏ 1 モ ー ド 制 御  

Ｓ Ｉ １ Ｍ ０ （ ビ ッ ト ６ ） ： Ｓ Ｉ Ｏ 1 モ ー ド 制 御  

 

表 ３ － １ ２ － ２  Ｓ Ｉ Ｏ 1 動 作 モ ー ド  

モード ＳＩ１Ｍ１ ＳＩ１Ｍ０ 動作モード 

０ ０ ０ 同期式８ビットＳＩＯ 
１ ０ １ ＵＡＲＴ（ストップビット １，ＰＡＲＩＴＹなし） 
２ １ ０ ＢＵＳマスタ対応モード 
３ １ １ ＢＵＳスレーブ対応モード 
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Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ Ｎ （ ビ ッ ト ５ ） ： Ｓ Ｉ Ｏ １ 動 作 フ ラ グ  

こ の ビ ッ ト が １ の 時 、 Ｓ Ｉ Ｏ １ は 動 作 中 で す 。  

こ の ビ ッ ト の セ ッ ト ・ ク リ ア に つ い て は 、 表 ３ － １ ２ － １ を 参 照 し て く だ さ い 。  

 

Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｅ Ｃ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｓ Ｉ Ｏ １ 受 信 ／ 送 信 制 御  

こ の ビ ッ ト が １ の 時 、 Ｓ Ｉ Ｏ １ は 受 信 モ ー ド と な り ま す 。  

こ の ビ ッ ト が ０ の 時 、 Ｓ Ｉ Ｏ １ は 送 信 モ ー ド と な り ま す 。  

 

Ｓ Ｉ １ Ｄ Ｉ Ｒ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｍ Ｓ Ｂ ／ Ｌ Ｓ Ｂ 先 頭 選 択  

こ の ビ ッ ト が １ の 時 、 Ｓ Ｉ Ｏ １ は Ｍ Ｓ Ｂ 先 頭 と な り ま す 。  

こ の ビ ッ ト が ０ の 時 、 Ｓ Ｉ Ｏ １ は Ｌ Ｓ Ｂ 先 頭 と な り ま す 。  

 

Ｓ Ｉ １ Ｏ Ｖ Ｒ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｓ Ｉ Ｏ １ オ ー バ ー ラ ン フ ラ グ  

モ ー ド ０ ， １ ， ３ の 時 、 Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ ０ の 状 態 で 、 入 力 ク ロ ッ ク の 立 ち 下 が り を 検

出 す る と 、 こ の ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ ま す 。  

Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ ＝ １ の 状 態 で 、 Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ を セ ッ ト す る 条 件 が 成 立 す る と 、 こ の ビ ッ ト

が セ ッ ト さ れ ま す 。  

モ ー ド ３ の 時 、 ス タ ー ト コ ン デ ィ シ ョ ン の 検 出 で 、 こ の ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ ま す 。  

こ の ビ ッ ト の ク リ ア は 命 令 で 行 っ て く だ さ い 。  

 

Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ （ ビ ッ ト １ ） ： シ リ ア ル 転 送 終 了 フ ラ グ  

シリアル転 送 が終 了 （表 ３－１２－１参 照 ）すると、このビットがセットされます。  

こ の ビ ッ ト の ク リ ア は 命 令 で 行 っ て く だ さ い 。  

 

Ｓ Ｉ １ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｓ Ｉ Ｏ １ 割 り 込 み 要 求 発 生 許 可 制 御  

こ の ビ ッ ト と Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ が と も に １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ３ Ｂ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求

が 発 生 し ま す 。  

 

３ - １ ２ - ５ - ２  シ リ ア ル バ ッ フ ァ １ （ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ ）  

①  Ｓ Ｉ Ｏ １ の シ リ ア ル 転 送 で 扱 う デ ー タ の 格 納 を 行 う ９ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

②  動 作 の 開 始 時 に 、 Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ の 下 位 ８ ビ ッ ト の デ ー タ が 送 受 信 用 の デ ー タ シ フ ト レ ジ ス

タ に 転 送 さ れ 、 ８ ビ ッ ト の デ ー タ 転 送 時 に 、 送 受 信 用 の シ フ ト レ ジ ス タ の 内 容 が Ｓ Ｂ Ｕ

Ｆ １ の 下 位 ８ ビ ッ ト に 入 り ま す 。  

③  モ ー ド １ ， ２ ， ３ で は 、 ９ 番 目 の デ ー タ （ ス ト ッ プ ビ ッ ト の 位 置 の デ ー タ ） 入 力 時 に 、 こ の

デ ー タ が Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ の ビ ッ ト ８ に 入 り ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0

FE35 00000 0000 R/W SBUF1 SBUF18 SBUF17 SBUF16 SBUF15 SBUF14 SBUF13 SBUF12 SBUF11 SBUF10

 

３ - １ ２ - ５ - ３  ボ ー レ ー ト ジ ェ ネ レ ー タ レ ジ ス タ （ Ｓ Ｂ Ｒ １ ）  

①  ＳＩＯ１のシリアル転 送 の転 送 レートを設 定 する８ビットのレジスタです。（モード０，１，２）  

②  こ の レ ジ ス タ に デ ー タ を 書 き 込 む と 、 直 ち に ボ ー レ ー ト ジ ェ ネ レ ー タ 用 の カ ウ ン タ が 初

期 化 さ れ ま す 。  

③  転 送 レ ー ト は モ ー ド に よ り 異 な り ま す 。  

モ ー ド ０ ， ２  ： Ｔ Ｓ Ｂ Ｒ １ ＝ （ Ｓ Ｂ Ｒ １ の 設 定 値 ＋ １ ） × ２ Ｔ ｃ ｙ ｃ   

（ 設 定 範 囲  ２ ～  ５ １ ２ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  

モ ー ド １  ： Ｔ Ｓ Ｂ Ｒ １ ＝ （ Ｓ Ｂ Ｒ １ の 設 定 値 ＋ １ ） × ８ Ｔ ｃ ｙ ｃ   

（ 設 定 範 囲  ８ ～ ２ ０ ４ ８ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  
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④ モ ー ド ３ で は ア ク ノ レ ッ ジ デ ー タ セ ッ ト ア ッ プ 時 間 を 設 定 し ま す （ ３ - １ ２ - ４ - ４ ⑥ 、 ⑦ 参 照 ）  

モ ー ド ３ 設 定 時 、 Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ を ク リ ア し て か ら ク ロ ッ ク ポ ー ト が 開 放 さ れ る ま で の 時 間 は  

 （ Ｓ Ｂ Ｒ １ の 設 定 値 ＋ １ ／ ３ ） × Ｔ ｃ ｙ ｃ  （ Ｓ Ｂ Ｒ １ ＝ ０ は 設 定 禁 止 ）  

と な り ま す 。  

こ の 値 は 、 通 信 相 手 の デ バ イ ス の デ ー タ セ ッ ト ア ッ プ 時 間 規 定 を 満 足 す る よ う に 設 定

し て く だ さ い 。  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0

FE36 0000 0000 R/W SBR1 - SBRG17 SBRG16 SBRG15 SBRG14 SBRG13 SBRG12 SBRG11 SBRG10
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３ - １３ 非 同 期 シリアルインタフェース１（ＵＡＲＴ１）  

３ - １ ３ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ は 、 次 の 機 能 を 持 っ た 非 同 期 シ リ ア ル イ ン タ ー フ ェ ー ス １ （ Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ ） を 内 蔵

し て い ま す 。  

① デ ー タ 長      ： ７ ／ ８ ／ ９ ビ ッ ト （ Ｌ Ｓ Ｂ  Ｆ Ｉ Ｒ Ｓ Ｔ ）  

② ス ト ッ プ ビ ッ ト 長  ： １ ビ ッ ト （ 連 続 送 信 時 は ２ ビ ッ ト ）  

③ パ リ テ ィ ビ ッ ト    ： な し  

④ 転 送 レ ー ト     ： （
3

16
～

3

2048
） Ｔ ｃ ｙ ｃ ま た は （

3

64
～

3

8192
） Ｔ ｃ ｙ ｃ の 範 囲 で 設 定 可 変  

⑤ 全 二 重 通 信 が 可 能  

独 立 し た 送 信 部 と 受 信 部 を 備 え て い る の で 、 送 信 と 受 信 を 同 時 に 行 う こ と が 可 能 で

す 。 ま た 送 信 部 と 受 信 部 と も ダ ブ ル バ ッ フ ァ 構 造 と な っ て お り 、 連 続 デ ー タ 送 受 信 が

可 能 で す 。  

 

３ - １ ３ - ２  機 能  

① 非 同 期 シ リ ア ル （ Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ ）  

・ デ ー タ 長 ： ７ ／ ８ ／ ９ ビ ッ ト ， ス ト ッ プ ビ ッ ト 長 ： １ ビ ッ ト の 全 二 重 の 非 同 期 通 信 を 行 い

ま す 。  

・ Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ の 転 送 レ ー ト は （
3

16
～

3

2048
） Ｔ ｃ ｙ ｃ ま た は （

3

64
～

3

8192
） Ｔ ｃ ｙ ｃ の 範 囲 で 可

変 で す 。  

 

② 連 続 デ ー タ 送 受 信  

・ 単 一 デ ー タ 長 、 単 一 転 送 レ ー ト で の 連 続 デ ー タ 送 信 を 行 い ま す 。 （ 最 初 に 送 信 を

開 始 し た 時 の デ ー タ 長 及 び 転 送 レ ー ト で の 送 信 と な り ま す 。 ）  

・ 連 続 送 信 時 の ス ト ッ プ ビ ッ ト は ２ ビ ッ ト で す 。 （ 図 ３ － １ ３ － ４ 参 照 ）  

・ 受 信 毎 の デ ー タ 長 及 び 転 送 レ ー ト が 可 変 で あ る 連 続 デ ー タ 受 信 を 行 い ま す 。  

・ Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ の 転 送 レ ー ト は （
3

16
～

3

2048
） Ｔ ｃ ｙ ｃ ま た は （

3

64
～

3

8192
） Ｔ ｃ ｙ ｃ の 範 囲 で 可

変 で す 。  

・ 送 信 デ ー タ は 、 送 信 デ ー タ レ ジ ス タ （ Ｔ Ｂ Ｕ Ｆ ） か ら 読 み 出 さ れ 、 受 信 デ ー タ は 、 受 信

デ ー タ レ ジ ス タ （ Ｒ Ｂ Ｕ Ｆ ） に 格 納 さ れ ま す 。  

 

③ 割 り 込 み の 発 生  

割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 、 送 信 の 開 始 、 受 信 の 終 了 で 割 り

込 み 要 求 を 発 生 し ま す 。  
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④ 非 同 期 シ リ ア ル イ ン タ フ ェ ー ス １ （ Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ ） を 制 御 す る に は 、 次 に 示 す 特 殊 機 能 レ ジ

ス タ を 操 作 す る 必 要 が あ り ま す 。  
 

・ Ｕ Ｃ Ｏ Ｎ ０ ， Ｕ Ｃ Ｏ Ｎ １ ， Ｕ Ｂ Ｒ ， Ｔ Ｂ Ｕ Ｆ ， Ｒ Ｂ Ｕ Ｆ ， Ｐ ２ ， Ｐ ２ Ｄ Ｄ Ｒ  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0

FED0 0000 0000 R/W UCON0 UBRSEL STRDET RECRUN STPERR U0B3 RBIT8 RECEND RECIE

FED1 0000 0000 R/W UCON1 TRUN 8/9BIT TDDR TCMOS 8/7BIT TBIT8 TEPTY TRNSIE

FED2 0000 0000 R/W UBR UBRG7 UBRG6 UBRG5 UBRG4 UBRG3 UBRG2 UBRG1 UBRG0

FED3 0000 0000 R/W TBUF T1BUF7 T1BUF6 T1BUF5 T1BUF4 T1BUF3 T1BUF2 T1BUF1 T1BUF0

FED4 0000 0000 R/W RBUF R1BUF7 R1BUF6 R1BUF5 R1BUF4 R1BUF3 R1BUF2 R1BUF1 R1BUF0

 

３ - １ ３ - ３  回 路 構 成  

３ - １ ３ - ３ - １  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 制 御 レ ジ ス タ ０ （ Ｕ Ｃ Ｏ Ｎ ０ ）  （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ の 受 信 動 作 ， 割 り 込 み の 制 御 を 行 い ま す 。  

 

３ - １ ３ - ３ - ２  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 制 御 レ ジ ス タ １ （ Ｕ Ｃ Ｏ Ｎ １ ）  （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ の 送 信 動 作 ， デ ー タ 長 ， 割 り 込 み の 制 御 を 行 い ま す 。  

 

３ - １ ３ - ３ - ３  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ ボ ー レ ー ト ジ ェ ネ レ ー タ （ Ｕ Ｂ Ｒ ）  ( 8 ビ ッ ト リ ロ ー ド カ ウ ン タ )  

① 内 部 ク ロ ッ ク 発 生 用 の リ ロ ー ド カ ウ ン タ で す 。  

② （ ｎ ＋ １ ） ×
3

8
Ｔ ｃ ｙ ｃ ま た は （ ｎ ＋ １ ） ×

3

32
Ｔ ｃ ｙ ｃ （ ｎ ＝ １ ～ ２ ５ ５ ， 注 ： ｎ ＝ ０ は 禁 止 ） 周 期 の  

ク ロ ッ ク を 発 生 で き ま す 。  

 

３ - １ ３ - ３ - ４  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 送 信 デ ー タ レ ジ ス タ （ Ｔ Ｂ Ｕ Ｆ ）  （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① 送 信 デ ー タ を 格 納 す る ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

 

３ - １ ３ - ３ - ５  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 送 信 シ フ ト レ ジ ス タ （ Ｔ Ｓ Ｆ Ｔ ）  （ １ １ ビ ッ ト シ フ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ の デ ー タ 送 信 の た め の シ フ ト レ ジ ス タ で す 。  

②命 令 で直 接 アクセスできません。送 信 データレジスタ（ＴＢＵＦ）を通 してアクセスします。  

 

３ - １ ３ - ３ - ６  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 受 信 デ ー タ レ ジ ス タ （ Ｒ Ｂ Ｕ Ｆ ）  （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① 受 信 デ ー タ を 格 納 す る ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

 

３ - １ ３ - ３ - ７  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 受 信 シ フ ト レ ジ ス タ （ Ｒ Ｓ Ｆ Ｔ ）  （ １ １ ビ ッ ト シ フ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ の デ ー タ 受 信 の た め の シ フ ト レ ジ ス タ で す 。  

②命 令 で直 接 アクセスできません。受 信 データレジスタ（ＲＢＵＦ）を通 してアクセスします。  
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（ 注 ） Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ を 受 信 モ ー ド で 使 用 す る 場 合 、 Ｐ ２ Ｄ Ｄ Ｒ （ Ｆ Ｅ ４ ９ ） の ビ ッ ト １ は “ ０ ”

で 使 用 し て く だ さ い 。 （ 上 記 の ビ ッ ト が “ １ ” の 場 合 、 正 常 に 作 動 し ま せ ん 。 ）  

 

図 ３ － １ ３ － １  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １  受 信 動 作 ブロック図  

 

P21 

（注） 

クロック生成回路 

ボーレート 

ジェネレータ 
UBＲ(FED2ｈ) 

UCON0 (FED0h) 
割り込み要求 

RBUF (FED4ｈ)

ｸﾛｯｸ 

ﾃﾞｰﾀ入力（ＬＳＢ ＦＩＲＳＴ） 

11 ﾋﾞｯﾄｼﾌﾄﾚｼﾞｽﾀ （ＲＳＦＴ）

受信終了時（ＲＳＦＴ→ＲＢＵＦ） 

スタートビット 

（注：転送データ長により 

スタートビットの位置が異なる） ストップビット 

ストップビットエラーフラグ 

立ち下がり 

検出回路 

データビット 8（9 ビット受信モード時のみ）

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0

スタートビット検出

受信開始時
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（ 注 ） Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ の 送 信 デ ー タ を 出 力 す る 場 合 、 Ｐ ２ Ｄ Ｄ Ｒ （ Ｆ Ｅ ４ ９ ） の ビ ッ ト ０ は 、 “ ０ ”

で 使 用 し て く だ さ い 。 （ 上 記 の ビ ッ ト が “ １ ” の 場 合 、 送 信 デ ー タ は 出 力 さ れ ま

せ ん 。 ）  

 

図 ３ － １ ３ － ２  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ ： 送 信 動 作 ブロック図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“H” “H” 
ｂｉｔ8 “L”

P20 

（注）

クロック生成回路 

ボーレート 

ジェネレータ 
UBＲ（FEＤ2h) 

ＵCON1 (FEＤ1h)

TBUF(FEＤ3h) 

ｸﾛｯｸ 
11 ﾋﾞｯﾄｼﾌﾄﾚｼﾞｽﾀ （TSFT）

送信開始時（TBUF→TSFT） 

スタートビット

ストップビット 

（注：転送データ長により 

ストップビットの位置が異なる） 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0

割り込み要求 

ＵＡＲＴ１出力制御

データ出力（ＬＳＢ ＦＩＲＳＴ）

シフトレジスタへ転送終了

ＵＡＲＴ１出力形式制御 

データビット 8 

(転送データ長が９ビットの時)

“H” 
ｂｉｔ7 

ＵCON0 (FEＤ0h)のビット 7 
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３ - １ ３ - ４  関 連 レ ジ ス タ  

３ - １ ３ - ４ - １  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 制 御 レ ジ ス タ ０ （ Ｕ Ｃ Ｏ Ｎ ０ ）  

① Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ の 受 信 動 作 ， 割 り 込 み の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0

FED0 0000 0000 R/W UCON0 UBRSEL STRDET RECRUN STPERR U0B3 RBIT8 RECEND RECIE

 
Ｕ Ｂ Ｒ Ｓ Ｅ Ｌ （ ビ ッ ト ７ ） ： Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ ボ ー レ ー ト ジ ェ ネ レ ー タ 周 期 制 御  

こ の ビ ッ ト が １ の 時 、 Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ ボ ー レ ー ト ジ ェ ネ レ ー タ が （ ｎ ＋ １ ） × （
3

32
） Ｔ ｃ ｙ ｃ 周

期 の ク ロ ッ ク を 発 生 し ま す 。  

こ の ビ ッ ト が ０ の 時 、 Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ ボ ー レ ー ト ジ ェ ネ レ ー タ が （ ｎ ＋ １ ） × （
3

8
） Ｔ ｃ ｙ ｃ 周

期 の ク ロ ッ ク を 発 生 し ま す 。  

※ ｎ は Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ボ ー レ ー ト ジ ェ ネ レ ー タ Ｕ Ｂ Ｒ （ Ｆ Ｅ Ｄ ２ ） の 設 定 値 で す 。  
 
Ｓ Ｔ Ｒ Ｄ Ｅ Ｔ （ ビ ッ ト ６ ） ： Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ ス タ ー ト ビ ッ ト 検 出 制 御  

こ の ビ ッ ト が １ の 時 、 ス タ ー ト ビ ッ ト 検 出 （ 立 ち 下 が り 検 出 ） は 有 効 と な り ま す 。  

こ の ビ ッ ト が ０ の 時 、 ス タ ー ト ビ ッ ト 検 出 （ 立 ち 下 が り 検 出 ） は 無 効 と な り ま す 。  

※ 連 続 受 信 動 作 を 行 う 場 合 、 こ の ビ ッ ト は １ に 設 定 し て 、 常 に ス タ ー ト ビ ッ ト を

検 出 で き る よ う に し て く だ さ い 。  

※ 受 信 ポ ー ト （ Ｐ ２ １ ） が “ Ｌ ” レ ベ ル の 状 態 で 、 こ の ビ ッ ト を １ に 設 定 す る と 、 Ｒ Ｅ

Ｃ Ｒ Ｕ Ｎ が 自 動 的 に セ ッ ト さ れ 、 受 信 動 作 が 開 始 さ れ ま す 。  
 
Ｒ Ｅ Ｃ Ｒ Ｕ Ｎ （ ビ ッ ト ５ ） ： Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 受 信 開 始 フ ラ グ  

ス タ ー ト ビ ッ ト 検 出 が 有 効 （ Ｓ Ｔ Ｒ Ｄ Ｅ Ｔ ＝ １ ） の 時 、 受 信 ポ ー ト （ Ｐ ２ １ ） で 立 ち 下

が り を 検 出 す る と 、 こ の ビ ッ ト は セ ッ ト さ れ て 受 信 動 作 を 開 始 し ま す 。  

受 信 動 作 の 終 了 で 、 こ の ビ ッ ト は 自 動 的 に ク リ ア さ れ ま す 。 （ 受 信 動 作 中 に こ

の ビ ッ ト を ク リ ア す る と 、 受 信 動 作 途 中 で 終 了 し ま す 。 ）  

※ 受 信 動 作 途 中 で 強 制 終 了 し た 場 合 も 、 Ｒ Ｅ Ｃ Ｅ Ｎ Ｄ が １ に セ ッ ト さ れ 、 受 信

用 シ フ ト レ ジ ス タ の 内 容 が Ｒ Ｂ Ｕ Ｆ に 転 送 さ れ ま す 。 ま た 、 強 制 終 了 時 の 最

後 に 受 信 し た デ ー タ が “ Ｌ ” の 場 合 、 Ｓ Ｔ Ｐ Ｅ Ｒ Ｒ が １ に セ ッ ト さ れ ま す 。  
 
Ｓ Ｔ Ｐ Ｅ Ｒ Ｒ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ ス ト ッ プ ビ ッ ト エ ラ ー フ ラ グ  

受 信 動 作 終 了 時 、 受 信 し た ス ト ッ プ ビ ッ ト （ 最 後 に 受 信 し た デ ー タ ） が “ Ｌ ” の

場 合 、 こ の ビ ッ ト は セ ッ ト さ れ ま す 。  

こ の ビ ッ ト の ク リ ア は 命 令 で 行 っ て く だ さ い 。  

※  連 続 受 信 動 作 時 に Ｓ Ｔ Ｐ Ｅ Ｒ Ｒ の ク リ ア を 行 う 場 合 は 割 り 込 み ル ー チ ン に 分

岐 後 、 次 の 受 信 デ ー タ の 最 終 ビ ッ ト を 受 信 す る 前 に 命 令 で ク リ ア し て く だ  

さ い 。  
 
Ｕ ０ Ｂ ３ （ ビ ッ ト ３ ） ： 汎 用 フ ラ グ  

汎 用 フ ラ グ と し て 使 用 で き ま す 。  

こ の ビ ッ ト を 操 作 し て も 機 能 ブ ロ ッ ク の 動 作 に 影 響 を 与 え ま せ ん 。  
 
Ｒ Ｂ Ｉ Ｔ ８ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 受 信 デ ー タ ビ ッ ト ８ 格 納 ビ ッ ト  

デ ー タ 長 が ９ ビ ッ ト （ Ｕ Ｃ Ｏ Ｎ １ ： ８ ／ ９ Ｂ Ｉ Ｔ ＝ １ 、 ８ ／ ７ Ｂ Ｉ Ｔ ＝ ０ ） の 時 、 受 信 デ ー

タ の ビ ッ ト ８ が 受 信 動 作 終 了 時 に 格 納 さ れ ま す 。 （ 受 信 動 作 途 中 で 終 了 し た

場 合 、 最 後 か ら ２ 番 目 に 受 信 し た デ ー タ が 格 納 さ れ ま す 。 ）  

こ の ビ ッ ト の ク リ ア は 命 令 で 行 っ て く だ さ い 。  
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Ｒ Ｅ Ｃ Ｅ Ｎ Ｄ （ ビ ッ ト １ ） ： Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 受 信 終 了 フ ラ グ  

受 信 動 作 の 終 了 で 、 こ の ビ ッ ト は セ ッ ト さ れ ま す 。 （ こ の ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ る 時 、

受 信 シ フ ト レ ジ ス タ （ Ｒ Ｓ Ｆ Ｔ ） か ら 受 信 デ ー タ レ ジ ス タ （ Ｒ Ｂ Ｕ Ｆ ） へ の デ ー タ 転

送 が 行 わ れ ま す 。 ）  

こ の ビ ッ ト の ク リ ア は 命 令 で 行 っ て く だ さ い 。  

※ 連 続 受 信 動 作 を 行 う 場 合 、 こ の ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ る 前 に 受 信 開 始 フ ラ グ

（ Ｒ Ｅ Ｃ Ｒ Ｕ Ｎ ） が セ ッ ト さ れ る よ う な デ ー タ を 検 出 し て も 、 次 の 受 信 動 作 は 行

わ れ ま せ ん 。  

 

Ｒ Ｅ Ｃ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 受 信 割 り 込 み 要 求 発 生 許 可 制 御  

こ の ビ ッ ト と Ｒ Ｅ Ｃ Ｅ Ｎ Ｄ が と も に １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ３ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み 要

求 が 発 生 し ま す 。  

 

注 意 ：  Ｓ Ｔ Ｒ Ｄ Ｅ Ｔ （ ビ ッ ト ６ ） を “ １ ” に し て 、 受 信 動 作 を 開 始 し た 後 は 、 下 記 の 条 件 以 外

で は Ｒ Ｅ Ｃ Ｅ Ｎ Ｄ （ ビ ッ ト １ ） が “ １ ” に な り 受 信 動 作 が 終 了 す る ま で は 、 強 制 的 に 受

信 動 作 を 停 止 さ せ る 必 要 が あ る 時 を 除 い て 、 本 レ ジ ス タ に 対 し て ビ ッ ト 操 作 命

令 （ Ｃ Ｌ Ｒ １ ， Ｎ Ｏ Ｔ １ ， Ｓ Ｅ Ｔ １ ） を 実 行 し な い で く だ さ い 。  

 但 し 、 Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 受 信 を 割 り 込 み 要 因 と し た 割 り 込 み ル ー チ ン 内 で の ビ ッ ト 操 作 命

令 は 実 行 可 能 で す 。  

 

３ - １ ３ - ４ - ２  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 制 御 レ ジ ス タ １ （ Ｕ Ｃ Ｏ Ｎ １ ）  

① Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ の 送 信 動 作 ， デ ー タ 長 ， 割 り 込 み の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0

FED1 0000 0000 R/W UCON1 TRUN 8/9BIT TDDR TCMOS 8/7BIT TBIT8 TEPTY TRNSIE

 

Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ （ ビ ッ ト ７ ） ： Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 送 信 制 御  

こ の ビ ッ ト が １ の 時 、 Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ は 送 信 動 作 を 開 始 し ま す 。  

送 信 動 作 の 終 了 で 、 こ の ビ ッ ト は 自 動 的 に ク リ ア さ れ ま す 。 （ 送 信 動 作 中 に こ

の ビ ッ ト を ク リ ア す る と 、 送 信 動 作 途 中 で 終 了 し ま す 。 ）  

※ 連 続 送 信 動 作 を 行 う 場 合 、 こ の ビ ッ ト は 送 信 動 作 終 了 時 に ク リ ア さ れ ま す

が 、 同 一 サ イ ク ル （ Ｔ ｃ ｙ ｃ ） 内 で 自 動 的 に セ ッ ト さ れ ま す 。 こ の 処 理 の た め 、

送 信 毎 に １ Ｔ ｃ ｙ ｃ 挟 ん で 送 信 動 作 を 行 い ま す 。  

※ 連 続 送 信 動 作 に お い て 、 Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ が 自 動 ク リ ア さ れ る サ イ ク ル と 同 一 サ イ ク

ル 内 に Ｕ Ｃ Ｏ Ｎ １ レ ジ ス タ に 対 し て ビ ッ ト 操 作 命 令 （ Ｎ Ｏ Ｔ １ ， Ｃ Ｌ Ｒ １ ， Ｓ Ｅ Ｔ

１ ） を 行 う と 、 Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ の 自 動 セ ッ ト が な さ れ ま せ ん 。  

 

８ ／ ９ Ｂ Ｉ Ｔ （ ビ ッ ト ６ ） ： Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 転 送 デ ー タ 長 制 御  

こ の ビ ッ ト と ８ ／ ７ Ｂ Ｉ Ｔ （ ビ ッ ト ３ ） で Ｕ Ａ Ｒ Ｔ 転 送 デ ー タ 長 の 制 御 を 行 い ま す 。  

８ ／ ９ Ｂ Ｉ Ｔ  ８ ／ ７ Ｂ Ｉ Ｔ  デ ー タ 長 （ ビ ッ ト ）  

１  ０  ９  

０  ０  ８  

０  １  ７  

１  １  禁 止  

※ Ｕ Ａ Ｒ Ｔ 転 送 動 作 中 に デ ー タ 長 を 変 え る と 、 正 常 に 動 作 し ま せ ん 。 必 ず 動

作 を 終 了 し て か ら 制 御 し て く だ さ い 。  

※ 送 信 ／ 受 信 を 同 時 に 行 う 場 合 、 デ ー タ 長 は 同 一 と な り ま す 。  
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Ｔ Ｄ Ｄ Ｒ （ ビ ッ ト ５ ） ： Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 送 信 ポ ー ト 出 力 制 御  

こ の ビ ッ ト が １ の 時 、 送 信 ポ ー ト （ Ｐ ２ ０ ） は 送 信 デ ー タ を 出 力 し ま す 。 但 し 、 Ｐ ２

Ｄ Ｄ Ｒ （ Ｆ Ｅ ４ ９ ） の ビ ッ ト ０ が １ の 場 合 、 送 信 デ ー タ は 出 力 さ れ ま せ ん 。  

こ の ビ ッ ト が ０ の 時 、 送 信 ポ ー ト （ Ｐ ２ ０ ） は 送 信 デ ー タ を 出 力 し ま せ ん 。  

※ 送 信 動 作 停 止 （ Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ ０ ） 状 態 で 、 こ の ビ ッ ト が １ の 時 、 送 信 ポ ー ト は “ Ｈ

Ｉ Ｇ Ｈ ／ オ ー プ ン （ Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ／ Ｎ ｃ ｈ オ ー プ ン ド レ イ ン ） ” を 出 力 し ま す 。  

※ Ｕ Ａ Ｒ Ｔ 送 信 を 使 用 し な い 時 、 こ の ビ ッ ト は ０ に 設 定 し て く だ さ い 。  

 

Ｔ Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 送 信 ポ ー ト 出 力 形 式 制 御  

こ の ビ ッ ト が １ の 時 、 送 信 ポ ー ト （ Ｐ ２ ０ ） の 出 力 形 式 は “ Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ” と な り ま す 。  

こ の ビ ッ ト が ０ の 時 、 送 信 ポ ー ト （ Ｐ ２ ０ ） の 出 力 形 式 は “ Ｎ ｃ ｈ オ ー プ ン ド レ イ ン ”

と な り ま す 。  

 

８ ／ ７ Ｂ Ｉ Ｔ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 転 送 デ ー タ 長 制 御  

こ の ビ ッ ト と ８ ／ ９ Ｂ Ｉ Ｔ （ ビ ッ ト ６ ） で Ｕ Ａ Ｒ Ｔ 転 送 デ ー タ 長 の 制 御 を 行 い ま す 。  

 

Ｔ Ｂ Ｉ Ｔ ８ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 送 信 デ ー タ ビ ッ ト ８ 格 納 ビ ッ ト  

デ ー タ 長 が ９ ビ ッ ト （ ８ ／ ９ Ｂ Ｉ Ｔ ＝ １ 、 ８ ／ ７ Ｂ Ｉ Ｔ ＝ ０ ） の 時 、 送 信 デ ー タ の ビ ッ ト ８

を 格 納 す る た め の ビ ッ ト で す 。  

 

Ｔ Ｅ Ｐ Ｔ Ｙ （ ビ ッ ト １ ） ： Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 送 信 用 シ フ ト レ ジ ス タ 転 送 フ ラ グ  

送 信 動 作 開 始 時 、 送 信 デ ー タ レ ジ ス タ （ Ｔ Ｂ Ｕ Ｆ ） か ら 送 信 シ フ ト レ ジ ス タ （ Ｔ Ｓ

Ｆ Ｔ ） へ の デ ー タ 転 送 が 行 わ れ 、 転 送 終 了 時 に こ の ビ ッ ト は セ ッ ト さ れ ま す 。 （ こ

の ビ ッ ト は 、 送 信 制 御 （ Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ ） に １ を セ ッ ト し た サ イ ク ル （ Ｔ ｃ ｙ ｃ ） の 次 の サ イ ク

ル で セ ッ ト さ れ ま す 。 ）  

こ の ビ ッ ト の ク リ ア は 命 令 で 行 っ て く だ さ い 。  

※ 連 続 送 信 動 作 を 行 う 場 合 、 こ の ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ た の を 確 認 し て 、 次 の 送

信 デ ー タ を 送 信 デ ー タ レ ジ ス タ （ Ｔ Ｂ Ｕ Ｆ ） に 書 き 込 ん で く だ さ い 。 そ の 後 、 こ

の ビ ッ ト を ク リ ア す る と 、 送 信 終 了 時 に 送 信 制 御 ビ ッ ト （ Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ ） が 自 動 的

に セ ッ ト さ れ ま す 。  

 

Ｔ Ｒ Ｎ Ｓ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 送 信 割 り 込 み 要 求 発 生 許 可 制 御  

こ の ビ ッ ト と Ｔ Ｅ Ｐ Ｔ Ｙ が と も に １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ３ Ｂ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求

が 発 生 し ま す 。  

 

注 意 ：   Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ （ ビ ッ ト ７ ） を “ １ ” に し て 、 送 信 動 作 を 開 始 し た 後 は 、 Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ （ ビ ッ ト ７ ） が

“ ０ ” に な り 送 信 動 作 が 終 了 す る ま で は 、 強 制 的 に 送 信 動 作 を 停 止 さ せ る      

必 要 が あ る と き を 除 い て 、 本 レ ジ ス タ に 対 し て ビ ッ ト 操 作 命 令 （ Ｃ Ｌ Ｒ １ ， Ｎ Ｏ Ｔ １ ，      

Ｓ Ｅ Ｔ １ ） を 実 行 し な い で く だ さ い 。  
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３ - １ ３ - ４ - ３  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ ボ ー レ ー ト ジ ェ ネ レ ー タ （ Ｕ Ｂ Ｒ ）  

① Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 転 送 の 転 送 レ ー ト を 設 定 す る ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

② Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 転 送 動 作 の 停 止 及 び 終 了 時 （ Ｕ Ｃ Ｏ Ｎ ０ ： Ｒ Ｅ Ｃ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ Ｕ Ｃ Ｏ Ｎ １ ： Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ

＝ ０ ） 、 ボ ー レ ー ト ジ ェ ネ レ ー タ 用 の カ ウ ン タ は 初 期 化 さ れ ま す 。  

※ Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 転 送 動 作 途 中 で 転 送 レ ー ト の 変 更 を し な い で く だ さ い 。 変 更 し た 場 合 、 正

常 に 動 作 し ま せ ん 。 必 ず 動 作 を 終 了 し て か ら ボ ー レ ー ト の 変 更 を 行 っ て く だ さ い 。  

※ 送 信 ／ 受 信 を 同 時 に 行 う 場 合 、 転 送 レ ー ト は 同 一 と な り ま す 。 （ 連 続 デ ー タ 送 信 ／  

受 信 を 同 時 に 行 う 場 合 も 同 様 で す ）  

※ （ Ｕ Ｃ Ｏ Ｎ ０ ： Ｕ Ｂ Ｒ Ｓ Ｅ Ｌ ＝ ０ ） の 時  

Ｔ Ｕ Ｂ Ｒ ＝ （ Ｕ Ｂ Ｒ の 設 定 値 ＋ １ ） ×
3

8
Ｔ ｃ ｙ ｃ   （ 設 定 範 囲 ：

3

16
～

3

2048
Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  

※ （ Ｕ Ｃ Ｏ Ｎ ０ ： Ｕ Ｂ Ｒ Ｓ Ｅ Ｌ ＝ １ ） の 時  

Ｔ Ｕ Ｂ Ｒ ＝ （ Ｕ Ｂ Ｒ の 設 定 値 ＋ １ ） ×
3

32
Ｔ ｃ ｙ ｃ  （ 設 定 範 囲 ：

3

64
～

3

8192
Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  

※ Ｕ Ｂ Ｒ の 設 定 値 ＝ ０ ０ [ Ｈ ] は 禁 止 で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0

FED2 0000 0000 R/W UBR UBRG7 UBRG6 UBRG5 UBRG4 UBRG3 UBRG2 UBRG1 UBRG0

 

３ - １ ３ - ４ - ４  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 送 信 デ ー タ レ ジ ス タ （ Ｔ Ｂ Ｕ Ｆ ）  

① Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 転 送 で 送 信 す る デ ー タ を 格 納 す る ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

② 送 信 動 作 開 始 時 、 Ｔ Ｂ Ｕ Ｆ の デ ー タ が 送 信 用 シ フ ト レ ジ ス タ （ Ｔ Ｓ Ｆ Ｔ ） に 転 送 さ れ ま す 。

（ 次 の 送 信 デ ー タ は 、 送 信 用 シ フ ト レ ジ ス タ 転 送 フ ラ グ （ Ｕ Ｃ Ｏ Ｎ １ ： Ｔ Ｅ Ｐ Ｔ Ｙ ） を 確 認

し て か ら 設 定 し て く だ さ い 。 ）  

※ 送 信 デ ー タ の ビ ッ ト ８ は 、 送 信 デ ー タ ビ ッ ト ８ 格 納 ビ ッ ト （ Ｕ Ｃ Ｏ Ｎ １ ： Ｔ Ｂ Ｉ Ｔ ８ ） に 設 定 し

ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0

FED3 0000 0000 R/W TBUF T1BUF7 T1BUF6 T1BUF5 T1BUF4 T1BUF3 T1BUF2 T1BUF1 T1BUF0

 

３ - １ ３ - ４ - ５  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 受 信 デ ー タ レ ジ ス タ （ Ｒ Ｂ Ｕ Ｆ ）  

① Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 転 送 で 受 信 し た デ ー タ を 格 納 す る ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

② 受 信 動 作 終 了 時 、 受 信 用 シ フ ト レ ジ ス タ （ Ｒ Ｓ Ｆ Ｔ ） か ら Ｒ Ｂ Ｕ Ｆ に 転 送 さ れ ま す 。  

※ 受 信 デ ー タ の ビ ッ ト ８ は 、 受 信 デ ー タ ビ ッ ト ８ 格 納 ビ ッ ト （ Ｕ Ｃ Ｏ Ｎ ０ ： Ｒ Ｂ Ｉ Ｔ ８ ） に 転 送 さ

れ ま す 。  

※ 受 信 デ ー タ 長 が ７ ビ ッ ト の 場 合 、 Ｒ Ｂ Ｕ Ｆ の ビ ッ ト ７ に は ０ が 格 納 さ れ ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0

FED4 0000 0000 R/W RBUF R1BUF7 R1BUF6 R1BUF5 R1BUF4 R1BUF3 R1BUF2 R1BUF1 R1BUF0
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３ - １ ３ - ５  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 連 続 通 信 の 具 体 例  

３ - １ ３ - ５ - １  連 続 ８ ビ ット デ ー タ 受 信 モ ー ド の 例 （ 最 初 の 受 信 デ ー タ ＝５ ５ Ｈ ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３ － １ ３ － ３  連 続 ８ ビ ッ ト デ ー タ 受 信 モ ー ド の 例  

 

 

① ク ロ ッ ク の 設 定  

・ 転 送 レ ー ト （ Ｕ Ｂ Ｒ ） の 設 定 を す る 。  

デ ー タ 長 の 設 定  

・ Ｕ Ｃ Ｏ Ｎ １ ： ８ ／ ９ Ｂ Ｉ Ｔ 、 ８ ／ ７ Ｂ Ｉ Ｔ を ク リ ア す る 。  

受 信 準 備 ， 受 信 ポ ー ト , 割 り 込 み の 設 定  

・  受 信 制 御 （ Ｕ Ｃ Ｏ Ｎ ０ ＝ ４ １ Ｈ ） の 設 定 を す る 。  

※ Ｐ ２ １ Ｄ Ｄ Ｒ （ Ｐ ２ Ｄ Ｄ Ｒ ： ビ ッ ト １ ） ＝ ０ ， Ｐ ２ １ （ Ｐ ２ ： ビ ッ ト １ ） ＝ ０ を 設 定 す る 。  

 
② 受 信 動 作 ス タ ー ト  

・ 受 信 ポ ー ト （ Ｐ ２ １ ） で 立 ち 下 が り を 検 出 す る と 、 Ｕ Ｃ Ｏ Ｎ ０ ： Ｒ Ｅ Ｃ Ｒ Ｕ Ｎ が セ ッ ト さ

れ る 。   

 
③ 受 信 動 作 終 了  

・ 受 信 が 終 了 す る と 、 Ｕ Ｃ Ｏ Ｎ ０ ： Ｒ Ｅ Ｃ Ｒ Ｕ Ｎ が 自 動 的 に ク リ ア さ れ 、 Ｕ Ｃ Ｏ Ｎ ０ ：  

 Ｒ Ｅ Ｃ Ｅ Ｎ Ｄ が セ ッ ト さ れ る 。 そ し て 、 次 の 受 信 デ ー タ の ス タ ー ト ビ ッ ト 待 ち 状 態 と

な る 。  

 
④ 受 信 割 り 込 み  

・ 受 信 デ ー タ （ Ｒ Ｂ Ｕ Ｆ ） を 読 み 込 む 。  

・ Ｕ Ｃ Ｏ Ｎ ０ ： Ｒ Ｅ Ｃ Ｅ Ｎ Ｄ ／ Ｓ Ｔ Ｐ Ｅ Ｒ Ｒ を ク リ ア し 、 割 り 込 み を 抜 け る 。  

※ 次 の 受 信 時 の デ ー タ 長 及 び 転 送 レ ー ト を 変 え る 場 合 ､ 受 信 ポ ー ト （ Ｐ ２ １ ） で ス

タ ー ト ビ ッ ト 検 出 （ 立 ち 下 が り 検 出 ） を す る 前 に 設 定 す る 。  

 
⑤ 次 の 受 信  

・ こ の 後 は 、 ② ， ③ ， ④ を 繰 り 返 す 。  

・ 連 続 受 信 を 終 了 す る 場 合 、 受 信 動 作 中 に Ｕ Ｃ Ｏ Ｎ ０ : Ｓ Ｔ Ｒ Ｄ Ｅ Ｔ を ク リ ア す る と 、

そ の 時 の 受 信 動 作 が 最 後 と な る 。  

 

 

Ｐ２１入力 

② 

受信データ（ＬＳＢ ＦＩＲＳＴ）

スタートビット 

① ストップビット ④ ⑤ ， 

③

次のスタートビット 

受信開始 

ＴＵＢR１ 

受信終了 
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３ - １ ３ - ５ - ２  連 続 ８ ビ ット デ ー タ 送 信 モ ー ド の 例 （ 最 初 の 送 信 デ ー タ ＝５ ５ Ｈ ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３ － １ ３ － ４  連 続 ８ ビ ッ ト デ ー タ 送 信 モ ー ド の 例  

 

 

① ク ロ ッ ク の 設 定  

・  転 送 レ ー ト （ Ｕ Ｂ Ｒ ） の 設 定 を す る 。  

送 信 デ ー タ の 設 定  

・  送 信 デ ー タ （ Ｔ Ｂ Ｕ Ｆ ＝ ５ ５ Ｈ ） の 設 定 を す る 。  

デ ー タ 長 , 送 信 ポ ー ト , 割 り 込 み の 設 定  

・  送 信 制 御 （ Ｕ Ｃ Ｏ Ｎ １ ＝ ３ １ Ｈ ） の 設 定 を す る 。  

※ Ｐ ２ ０ Ｄ Ｄ Ｒ （ Ｐ ２ Ｄ Ｄ Ｒ ： ビ ッ ト ０ ） ＝ ０ ， Ｐ ２ ０ （ Ｐ ２ ： ビ ッ ト ０ ） ＝ ０ を 設 定 す る 。  

 

② 送 信 動 作 ス タ ー ト  

・  Ｕ Ｃ Ｏ Ｎ １ ： Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ を セ ッ ト す る 。  

 

③ 送 信 割 り 込 み  

・  次 の 送 信 デ ー タ （ Ｔ Ｂ Ｕ Ｆ ＝ × × Ｈ ） を 設 定 す る 。  

・  Ｕ Ｃ Ｏ Ｎ １ ： Ｔ Ｅ Ｐ Ｔ Ｙ を ク リ ア し ､ 割 り 込 み を 抜 け る 。  

 

④ 送 信 動 作 終 了  

・  送 信 が 終 了 す る と 、 Ｕ Ｃ Ｏ Ｎ １ ： Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ が 自 動 的 に ク リ ア さ れ て 、 同 一 サ イ ク ル  

（ Ｔ ｃ ｙ ｃ ） 内 で 自 動 的 に セ ッ ト （ 連 続 デ ー タ 送 信 時 の み で ､ こ の 処 理 に １ Ｔ ｃ ｙ ｃ か

か る ） さ れ ､ 次 の 送 信 を 開 始 す る 。  

 

⑤ 次 の 送 信  

・  こ の 後 、 ③ ， ④ を 繰 り 返 す 。  

・  連 続 送 信 を 終 了 す る 場 合 、 ③ の 処 理 で 、 Ｕ Ｃ Ｏ Ｎ １ ： Ｔ Ｅ Ｐ Ｔ Ｙ は ク リ ア し な い で

Ｕ Ｃ Ｏ Ｎ １ : Ｔ Ｒ Ｎ Ｓ Ｉ Ｅ を ク リ ア し て 割 り 込 み を 抜 け る と ､ そ の 時 の 送 信 動 作 が 最

後 と な る 。  

 

送信データ（ＬＳＢ ＦＩＲＳＴ） 送信開始 
スタートビット 

ストップビット 

⑤ 

④ 

Ｐ２０出力 

② 

① ③

送信開始 
次のスタートビット

送信 終了 

TUBR1 
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３ - １ ３ - ５ - ３  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 通 信 の ポ ー ト 設 定  

( 1 )  Ｐ Ｏ Ｒ Ｔ ２ を Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ － Ｐ Ｏ Ｒ Ｔ と し て 使 用 す る 場 合  

① 受 信 ポ ー ト （ Ｐ ２ １ ） の 設 定  

レジスタデータ 
受信ポート（Ｐ２１）の状態 内蔵プルアップ抵抗 

Ｐ２１ Ｐ２１ＤＤＲ 

０ ０ 入力 ＯＦＦ 

１ ０ 入力 ＯＮ 

※ Ｐ ２ １ Ｄ Ｄ Ｒ が “ 1 ” の 場 合 ､ 正 常 に 受 信 で き ま せ ん 。  

 

② 送 信 ポ ー ト （ Ｐ ２ ０ ） の 設 定  

レジスタデータ 
送信ポート（Ｐ２０）の状態 内蔵プルアップ抵抗 

Ｐ２０ Ｐ２０ＤＤＲ ＴＤＤＲ ＴＣＭＯＳ

０ ０ １ １ ＣＭＯＳ出力 ＯＦＦ 

０ ０ １ ０ Ｎｃｈオープンドレイン出力 ＯＦＦ 

１ ０ １ ０ Ｎｃｈオープンドレイン出力 ＯＮ 

※ Ｐ ２ ０ Ｄ Ｄ Ｒ が “ １ ” の 場 合 、 送 信 デ ー タ は 出 力 さ れ ま せ ん 。  

 

３ - １ ３ - ６  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ の Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド 時 の 動 作  

３ - １ ３ - ６ - １  受 信 モ ー ド  

① Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド 時 、 受 信 モ ー ド Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ は 動 作 し ま す 。 （ Ｈ Ａ Ｌ Ｔ 突 入 時 に Ｕ Ｃ Ｏ Ｎ ０ ：  

Ｓ Ｔ Ｒ Ｄ Ｅ Ｔ ＝ １ の 場 合 ､ 受 信 終 了 後 、 Ｕ Ｃ Ｏ Ｎ ０ ： Ｒ Ｅ Ｃ Ｒ Ｕ Ｎ が セ ッ ト さ れ る よ う な デ ー

タ が 入 力 さ れ る と ､ 再 度 受 信 が 開 始 さ れ ま す 。 ）  

② Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド の 解 除 を Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 受 信 割 り 込 み で 行 う こ と が 出 来 ま す 。  

 

３ - １ ３ - ６ - ２  送 信 モ ー ド  

① Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド 時 、 送 信 モ ー ド Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ は 動 作 し ま す 。 （ Ｈ Ａ Ｌ Ｔ 突 入 時 に 、 連 続 送 信

動 作 の 設 定 が さ れ て い る 場 合 ､ 送 信 終 了 後 ､ 再 度 送 信 が 開 始 さ れ ま す が 、  

Ｕ Ｃ Ｏ Ｎ １ : Ｔ Ｅ Ｐ Ｔ Ｙ が ク リ ア で き な い た め ､ こ の 送 信 の 終 了 で 動 作 は 停 止 し ま す 。 ）  

② Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド の 解 除 を Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ 送 信 割 り 込 み で 行 う こ と が 出 来 ま す 。  
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３ - １４ ＰＷＭ４／ＰＷＭ５ 

３ - １ ４ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ が 内 蔵 し て い る Ｐ Ｗ Ｍ ４ ／ Ｐ Ｗ Ｍ ５ は ２ 本 の １ ２ ビ ッ ト Ｐ Ｗ Ｍ で 、 周 期 可 変 の ８ ビ

ッ ト 基 本 波 Ｐ Ｗ Ｍ 発 生 回 路 と ４ ビ ッ ト の 付 加 パ ル ス 発 生 回 路 か ら 構 成 さ れ て い ま す 。  

 

３ - １ ４ - ２  機 能  

①  Ｐ Ｗ Ｍ ４ ： 基 本 波 Ｐ Ｗ Ｍ モ ー ド （ レ ジ ス タ Ｐ Ｗ Ｍ ４ Ｌ ＝ ０ 設 定 ）  

・ 基 本 波 周 期  ＝
3

 256   16 ）～　（ Ｔ ｃ ｙ ｃ  （
3

16 Ｔ ｃ ｙ ｃ 単 位 で 可 変 ， Ｐ Ｗ Ｍ ５ と 共 通 ）  

・ Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ パ ル ス 幅  ＝ ０ ～ 基 本 波 周 期 －
3
1 Ｔ ｃ ｙ ｃ  （

3
1 Ｔ ｃ ｙ ｃ 単 位 で 可 変 ）  

 
②  Ｐ Ｗ Ｍ ４ ： 基 本 波 ＋ 付 加 パ ル ス Ｐ Ｗ Ｍ モ ー ド  

・ 基 本 波 周 期  ＝
3

 256   16 ）～　（
Ｔ ｃ ｙ ｃ  （

3
16 Ｔ ｃ ｙ ｃ 単 位 で 可 変 ， Ｐ Ｗ Ｍ ５ と 共 通 ）  

・ 全 体 周 期  ＝ 基 本 波 周 期 × １ ６  

・ Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ パ ル ス 幅  ＝ ０ ～ 全 体 周 期 －
3
1 Ｔ ｃ ｙ ｃ  （

3
1 Ｔ ｃ ｙ ｃ 単 位 で 可 変 ）  

 

③  Ｐ Ｗ Ｍ ５ ： 基 本 波 Ｐ Ｗ Ｍ モ ー ド （ レ ジ ス タ Ｐ Ｗ Ｍ ５ Ｌ ＝ ０ 設 定 ）  

・ 基 本 波 周 期  ＝
3

 256   16 ）～　（
Ｔ ｃ ｙ ｃ  （

3
16 Ｔ ｃ ｙ ｃ 単 位 で 可 変 ， Ｐ Ｗ Ｍ ４ と 共 通 ）  

・ Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ パ ル ス 幅  ＝ ０ ～ 基 本 波 周 期 －
3
1 Ｔ ｃ ｙ ｃ  （

3
1 Ｔ ｃ ｙ ｃ 単 位 で 可 変 ）  

 
④  Ｐ Ｗ Ｍ ５ ： 基 本 波 ＋ 付 加 パ ル ス Ｐ Ｗ Ｍ モ ー ド  

・ 基 本 波 周 期  ＝
3

 256   16 ）～　（ Ｔ ｃ ｙ ｃ  （
3

16 Ｔ ｃ ｙ ｃ 単 位 で 可 変 ， Ｐ Ｗ Ｍ ４ と 共 通 ）  

・ 全 体 周 期  ＝ 基 本 波 周 期 × １ ６  

・ Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ パ ル ス 幅  ＝ ０ ～ 全 体 周 期 －
3
1 Ｔ ｃ ｙ ｃ  （

3
1 Ｔ ｃ ｙ ｃ 単 位 で 可 変 ）  

 

⑤  割 り 込 み の 発 生  

割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 、 Ｐ Ｗ Ｍ の 全 体 周 期 で 割 り 込 み 要

求 を 発 生 し ま す 。  

 

⑥  Ｐ Ｗ Ｍ ４ ／ Ｐ Ｗ Ｍ ５ を 制 御 す る に は 、 次 に 示 す 特 殊 機 能 レ ジ ス タ を 操 作 す る 必 要 が あ

り ま す 。  
 

・ Ｐ Ｗ Ｍ ４ Ｌ ， Ｐ Ｗ Ｍ ４ Ｈ ， Ｐ Ｗ Ｍ ５ Ｌ ， Ｐ Ｗ Ｍ ５ Ｈ ， Ｐ Ｗ Ｍ ４ Ｃ  

・ Ｃ Ｆ Ｌ Ｖ Ｍ ， Ｐ ２ ， Ｐ ２ Ｄ Ｄ Ｒ ， Ｐ ３ ， Ｐ ３ Ｄ Ｄ Ｒ  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE57 HHH0 HH00 R/W CFLVM - - - CFMON - - FIX0 PWMP2SL

FE72 0000 HHHH R/W PWM4L PWM4L3 PWM4L2 PWM4L1 PWM4L0 - - - - 

FE73 0000 0000 R/W PWM4H PWM4H7 PWM4H6 PWM4H5 PWM4H4 PWM4H3 PWM4H2 PWM4H1 PWM4H0

FE74 0000 HHHH R/W PWM5L PWM5L3 PWM5L2 PWM5L1 PWM5L0 - - - - 

FE75 0000 0000 R/W PWM5H PWM5H7 PWM5H6 PWM5H5 PWM5H4 PWM5H3 PWM5H2 PWM5H1 PWM5H0

FE76 0000 0000 R/W PWM4C PWM4C7 PWM4C6 PWM4C5 PWM4C4 ENPWM5 ENPWM4 PWM4OV PWM4IE
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３ - １ ４ - ３  回 路 構 成  

３ - １ ４ - ３ - １  Ｃ Ｆ 発 振 監 視 モ ニ タ レ ジ ス タ （ Ｃ Ｆ Ｌ Ｖ Ｍ ）   （ ３ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｐ Ｗ Ｍ ４ ， ５ の ポ ー ト ２ 、 ポ ー ト ３ へ の 出 力 切 り 替 え 制 御 を 行 い ま す 。  

 

３ - １ ４ - ３ - ２  Ｐ Ｗ Ｍ ４ ， Ｐ Ｗ Ｍ ５ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｐ Ｗ Ｍ ４ Ｃ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｐ Ｗ Ｍ ４ ， ５ の 動 作 、 割 り 込 み の 制 御 を 行 い ま す 。  

 

３ - １ ４ - ３ - ３  Ｐ Ｗ Ｍ ４ コ ン ペ ア レ ジ ス タ Ｌ （ Ｐ Ｗ Ｍ ４ Ｌ ）   （ ４ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①  Ｐ Ｗ Ｍ ４ の 付 加 パ ル ス の 制 御 を 行 い ま す 。  

②  Ｐ Ｗ Ｍ ４ Ｌ に は ビ ッ ト ７ ～ ４ が 存 在 し 、 読 み 込 み 時 、 下 位 ４ ビ ッ ト は 全 て “ １ ” と し て 読 み

込 ま れ ま す 。  

 

３ - １ ４ - ３ - ４  Ｐ Ｗ Ｍ ４ コ ン ペ ア レ ジ ス タ Ｈ （ Ｐ Ｗ Ｍ ４ Ｈ ）  （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①  Ｐ Ｗ Ｍ ４ の 基 本 波 パ ル ス 幅 の 制 御 を 行 い ま す 。  

②  Ｐ Ｗ Ｍ ４ Ｌ の ビ ッ ト ７ ～ ４ を 全 て “ ０ ” 固 定 す る と 、 Ｐ Ｗ Ｍ ４ は Ｐ Ｗ Ｍ ４ Ｈ で 制 御 さ れ る 周 期

可 変 ８ ビ ッ ト Ｐ Ｗ Ｍ と し て 使 用 で き ま す 。  

 

３ - １ ４ - ３ - ５  Ｐ Ｗ Ｍ ５ コ ン ペ ア レ ジ ス タ Ｌ （ Ｐ Ｗ Ｍ ５ Ｌ ）   （ ４ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①  Ｐ Ｗ Ｍ ５ の 付 加 パ ル ス の 制 御 を 行 い ま す 。  

②  Ｐ Ｗ Ｍ ５ Ｌ に は ビ ッ ト ７ ～ ４ が 存 在 し 、 読 み 込 み 時 、 下 位 ４ ビ ッ ト は 全 て “ １ ” と し て 読 み

込 ま れ ま す 。  

 

３ - １ ４ - ３ - ６  Ｐ Ｗ Ｍ ５ コ ン ペ ア レ ジ ス タ Ｈ （ Ｐ Ｗ Ｍ ５ Ｈ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①  Ｐ Ｗ Ｍ ５ の 基 本 波 パ ル ス 幅 の 制 御 を 行 い ま す 。  

②  Ｐ Ｗ Ｍ ５ Ｌ の ビ ッ ト ７ ～ ４ を 全 て “ ０ ” 固 定 す る と 、 Ｐ Ｗ Ｍ ５ は Ｐ Ｗ Ｍ ５ Ｈ で 制 御 さ れ る 周 期

可 変 ８ ビ ッ ト Ｐ Ｗ Ｍ と し て 使 用 で き ま す 。  
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図 ３ － １ ４ － １   Ｐ Ｗ Ｍ ４ ， Ｐ Ｗ Ｍ ５ ブ ロ ッ ク 図  

 

ＰＷＭ４／５ 

基本波周期生成 

カウンタ

システムクロック 
クロック 

比較器 

基本波周期 

一致データ 

（ＰＷＭ４Ｃ７～４）

 
比較器 

 
一致バッファ 

レジスタ 

ＰＷＭ４ 

コンペアレジスタＨ 

（ＰＷＭ４Ｈ） 

比較器 

ＰＷＭ５ 

コンペアレジスタＨ 

（ＰＷＭ５Ｈ） 

ＰＷＭ４ 

コンペアレジスタＬ 

（ＰＷＭ４Ｌ）

比較器 

ＰＷＭ４／５ 

付加パルス生成 

カウンタ

 
一致バッファ 

レジスタ 

比較器 

ＰＷＭ５ 

コンペアレジスタＬ 

（ＰＷＭ５Ｌ）

クリア 

クロック 

リロード リロード 

一致 

ＰＷＭ４ 

出力制御回路 

ＰＷＭ５ 

出力制御回路 

一致 一致 

一致 

一致 

ＰＷＭ４出力 ＰＷＭ５出力 

オーバーフロー 
ＰＷＭ４ＯＶセット信号 

（全体周期毎に発生） 
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３ - １ ４ - ４  関 連 レ ジ ス タ  

３ - １ ４ - ４ - １  Ｃ Ｆ 発 振 監 視 モ ニ タ レ ジ ス タ （ Ｃ Ｆ Ｌ Ｖ Ｍ ）  （ ３ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｐ Ｗ Ｍ ４ ， ５ の ポ ー ト ２ ， ポ ー ト ３ へ の 出 力 切 り 替 え 制 御 を 行 い ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE57 HHH0 HH00 R/W CFLVM - - - CFMON - - FIX0 PWMP2SL

 

（ ビ ッ ト ７ ～ ５ ， ３ ， ２ ） ： 存 在 し ま せ ん 。 読 む と “ １ ” が 読 ま れ ま す 。  

 

Ｃ Ｆ Ｍ Ｏ Ｎ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｃ Ｆ 発 振 監 視 モ ニ タ 制 御 の 制 御 を 行 い ま す 。  

※ 詳 細 は ｢ ４ － ３  Ｃ Ｆ 発 振 （ メ イ ン ク ロ ッ ク ） 監 視 機 能 ｣ を 参 照 く だ さ い 。  

 

Ｆ Ｉ Ｘ ０ （ ビ ッ ト １ ） ： 固 定 ビ ッ ト  

“ ０ ” 固 定 で 使 用 し ま す 。  

 

Ｐ Ｗ Ｍ Ｐ ２ Ｓ Ｌ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｐ Ｗ Ｍ ４ ， ５ の 出 力 ポ ー ト の 制 御 を 行 い ま す 。  

こ の ビ ッ ト が “ １ ” の 時 、 Ｐ Ｗ Ｍ ４ 、 ５ の 出 力 先 と し て ポ ー ト Ｐ ２ ０ 、 Ｐ ２ １ が 選 択 さ れ

ま す 。  

こ の ビ ッ ト が “ ０ ” の 時 、 Ｐ Ｗ Ｍ ４ 、 ５ の 出 力 先 と し て ポ ー ト Ｐ ３ ０ 、 Ｐ ３ １ が 選 択 さ れ

ま す 。  

 

３ - １ ４ - ４ - ２  Ｐ Ｗ Ｍ ４ ／ Ｐ Ｗ Ｍ ５ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｐ Ｗ Ｍ ４ Ｃ ）  

① Ｐ Ｗ Ｍ ４ ， Ｐ Ｗ Ｍ ５ の 動 作 、 割 り 込 み の 制 御 を 行 い ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE76 0000 0000 R/W PWM4C PWM4C7 PWM4C6 PWM4C5 PWM4C4 ENPWM5 ENPWM4 PWM4OV PWM4IE

 

Ｐ Ｗ Ｍ ４ Ｃ ７ ～ Ｐ Ｗ Ｍ ４ Ｃ ４ （ ビ ッ ト ７ ～ ４ ） ： Ｐ Ｗ Ｍ ４ ， Ｐ Ｗ Ｍ ５ 周 期 制 御  

基 本 波 周 期  ＝（ＰＷＭ４Ｃ７～ＰＷＭ４Ｃ４で示 される値 ＋１）×
3

16 Ｔｃｙｃ  

全 体 周 期  ＝ 基 本 波 周 期 × １ ６  

 

Ｅ Ｎ Ｐ Ｗ Ｍ ５ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｐ Ｗ Ｍ ５ 動 作 制 御  

こ の ビ ッ ト が “ １ ” の 時 、 Ｐ Ｗ Ｍ ５ は 動 作 し ま す 。  

こ の ビ ッ ト が “ ０ ” の 時 、 Ｐ Ｗ Ｍ ５ は 動 作 を 停 止 し ま す 。  

 

Ｅ Ｎ Ｐ Ｗ Ｍ ４ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｐ Ｗ Ｍ ４ 動 作 制 御  

こ の ビ ッ ト が “ １ ” の 時 、 Ｐ Ｗ Ｍ ４ は 動 作 し ま す 。  

こ の ビ ッ ト が “ ０ ” の 時 、 Ｐ Ｗ Ｍ ４ は 動 作 を 停 止 し ま す 。  

 

Ｐ Ｗ Ｍ ４ Ｏ Ｖ （ ビ ッ ト １ ） ： Ｐ Ｗ Ｍ ４ ， Ｐ Ｗ Ｍ ５ オ ー バ ー フ ロ ー フ ラ グ  

Ｐ Ｗ Ｍ の 全 体 周 期 毎 に セ ッ ト さ れ ま す 。  

こ の フ ラ グ は 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 

Ｐ Ｗ Ｍ ４ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｐ Ｗ Ｍ ４ ， Ｐ Ｗ Ｍ ５ 割 り 込 み 要 求 発 生 許 可 制 御  

こ の ビ ッ ト と Ｐ Ｗ Ｍ ４ Ｏ Ｖ が と も に “ １ ” の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ４ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み

要 求 が 発 生 し ま す 。  
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３ - １ ４ - ４ - ３  Ｐ Ｗ Ｍ ４ コ ン ペ ア レ ジ ス タ Ｌ （ Ｐ Ｗ Ｍ ４ Ｌ ）  

①  Ｐ Ｗ Ｍ ４ の 付 加 パ ル ス の 制 御 を 行 い ま す 。  

②  Ｐ Ｗ Ｍ ４ Ｌ に は ビ ッ ト ７ ～ ４ が 存 在 し 、 読 み 込 み 時 、 下 位 ４ ビ ッ ト は 全 て “ １ ” と し て 読 み

込 ま れ ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE72 0000 HHHH R/W PWM4L PWM4L3 PWM4L2 PWM4L1 PWM4L0 - - - - 

 

３ - １ ４ - ４ - ４  Ｐ Ｗ Ｍ ４ コ ン ペ ア レ ジ ス タ Ｈ （ Ｐ Ｗ Ｍ ４ Ｈ ）  

①  Ｐ Ｗ Ｍ ４ の 基 本 波 パ ル ス 幅 の 制 御 を 行 い ま す 。  
 

基 本 波 パ ル ス 幅 ＝ （ Ｐ Ｗ Ｍ ４ Ｈ ７ ～ Ｐ Ｗ Ｍ ４ Ｈ ０ で 示 さ れ る 値 ） ×
3
1 Ｔ ｃ ｙ ｃ  

②  Ｐ Ｗ Ｍ ４ Ｌ の ビ ッ ト ７ ～ ４ を 全 て “ ０ ” 固 定 す る と 、 Ｐ Ｗ Ｍ ４ は Ｐ Ｗ Ｍ ４ Ｈ で 制 御 さ れ る 周 期

可 変 ８ ビ ッ ト Ｐ Ｗ Ｍ と し て 使 用 で き ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE73 0000 0000 R/W PWM4H PWM4H7 PWM4H6 PWM4H5 PWM4H4 PWM4H3 PWM4H2 PWM4H1 PWM4H0

 

３ - １ ４ - ４ - ５  Ｐ Ｗ Ｍ ５ コ ン ペ ア レ ジ ス タ Ｌ （ Ｐ Ｗ Ｍ ５ Ｌ ）  

①  Ｐ Ｗ Ｍ ５ の 付 加 パ ル ス の 制 御 を 行 い ま す 。  

②  Ｐ Ｗ Ｍ ５ Ｌ に は ビ ッ ト ７ ～ ４ が 存 在 し 、 読 み 込 み 時 、 下 位 ４ ビ ッ ト は 全 て “ １ ” と し て 読 み

込 ま れ ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE74 0000 HHHH R/W PWM5L PWM5L3 PWM5L2 PWM5L1 PWM5L0 - - - - 

 

３ - １ ４ - ４ - ６  Ｐ Ｗ Ｍ ５ コ ン ペ ア レ ジ ス タ Ｈ （ Ｐ Ｗ Ｍ ５ Ｈ ）  

①  Ｐ Ｗ Ｍ ５ の 基 本 波 パ ル ス 幅 の 制 御 を 行 い ま す 。  
 

基 本 波 パ ル ス 幅 ＝ （ Ｐ Ｗ Ｍ ５ Ｈ ７ ～ Ｐ Ｗ Ｍ ５ Ｈ ０ で 示 さ れ る 値 ） ×
3
1 Ｔ ｃ ｙ ｃ  

②  Ｐ Ｗ Ｍ ５ Ｌ の ビ ッ ト ７ ～ ４ を 全 て “ ０ ” 固 定 す る と 、 Ｐ Ｗ Ｍ ５ は Ｐ Ｗ Ｍ ５ Ｈ で 制 御 さ れ る 周 期

可 変 ８ ビ ッ ト Ｐ Ｗ Ｍ と し て 使 用 で き ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE75 0000 0000 R/W PWM5H PWM5H7 PWM5H6 PWM5H5 PWM5H4 PWM5H3 PWM5H2 PWM5H1 PWM5H0

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付加ﾊﾟﾙｽｶｳﾝﾀ 

付加ﾊﾟﾙｽ 

PWM4H、PWM5H 

での設定値

基本波ｶｳﾝﾀ 

基本 PWM 波形 

出力 PWM 波形 

E      F          0          1          2          3       4  



L C 8 7 B Ｈ 0 0  第 ３ 章  

3-93 

３ - １ ４ - ５  Ｐ Ｗ Ｍ ４ ／ Ｐ Ｗ Ｍ ５ 出 力 ポ ー ト 設 定  

①Ｐ３０、またはＰ２０でＰＷＭ４出 力 を行 うための設 定 及 び状 態 は以 下 のようになります。  

Ｐ Ｗ Ｍ Ｐ ２ Ｓ Ｌ （ Ｃ Ｆ Ｌ Ｖ Ｍ ： Ｆ Ｅ ５ ７ Ｈ  レ ジ ス タ の ビ ッ ト ０ ） が“０”の時 、ポートＰ３０が選 択 さ

れ、“１”の時 、ポートＰ２０が選 択 されます。  

レジスタデータ 
Ｐ３０の状態 

（Ｐ２０の状態） 
Ｐ３０ 

（Ｐ２０） 

Ｐ３０ＤＤＲ 

（Ｐ２０ＤＤＲ）
ＥＮＰＷＭ４ ＰＷＭ４Ｌ２

０ １ ０ ０ ＬＯＷ 

０ １ １ - ＰＷＭ４出力データ 

１ １ ０ - ＨＩＧＨ／オープン 

（ＣＭＯＳ／Ｎｃｈオープンドレイン） 

１ １ １ - ＨＩＧＨ／オープン 

（ＣＭＯＳ／Ｎｃｈオープンドレイン） 

 

②Ｐ３１、またはＰ２１でＰＷＭ５出 力 を行 うための設 定 及 び状 態 は以 下 のようになります。  

Ｐ Ｗ Ｍ Ｐ ２ Ｓ Ｌ （ Ｃ Ｆ Ｌ Ｖ Ｍ ： Ｆ Ｅ ５ ７ Ｈ  レ ジ ス タ の ビ ッ ト ０ ） が“０”の時 、ポートＰ３１が選 択 さ

れ、“１”の時 、ポート２１が選 択 されます。  

レジスタデータ 
Ｐ３１の状態 

（Ｐ２１の状態） 
Ｐ３１ 

（Ｐ２１） 

Ｐ３１ＤＤＲ 

（Ｐ２１ＤＤＲ）
ＥＮＰＷＭ５ ＰＷＭ５Ｌ２

０ １ ０ ０ ＬＯＷ 

０ １ １ - ＰＷＭ５出力データ 

１ １ ０ - ＨＩＧＨ／オープン 

（ＣＭＯＳ／Ｎｃｈオープンドレイン） 

１ １ １ - ＨＩＧＨ／オープン 

（ＣＭＯＳ／Ｎｃｈオープンドレイン） 
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 １２ビットＰＷＭは、以下のような波形構成となります。 

  全体周期は、基本波周期が１６個で構成されます。 

  基本波周期内は、８ビットＰＷＭで構成されます。 （ＰＷＭコンペアレジスタＨ） （ＰＷＭＨ） 

 どの基本波周期内に、パルス付加を行うかを４ビットで制御します。 

  （ＰＷＭコンペアレジスタＬ） （ＰＷＭＬ） 

１２ビットレジスタ構成 → （ＰＷＭＨ），（ＰＷＭＬ）＝ＸＸＸＸ ＸＸＸＸ， ＸＸＸＸ（１２ビット）  

 

 基本波周期内への、パルス付加状況 例１。 

  ＰＷＭコンペアレジスタＨ  （ＰＷＭＨ）＝ ００ ［Ｈ］ 

 ＰＷＭコンペアレジスタＬ （ＰＷＭＬ） ＝ ０～Ｆ ［Ｈ］ 

        

        

 基本波周期０ 基本波周期１ 基本波周期２  基本波周期１３ 基本波周期１４ 基本波周期１５

        
                 
                 
                 
                 
                 
                 

基本周期信号 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

                
PWMH, PWML=000                 
                 
PWMH, PWML=001                 
                 
PWMH, PWML=002                 
                 
PWMH, PWML=003                 
                 
PWMH, PWML=004                 
                 
PWMH, PWML=005                 
                 
PWMH, PWML=006                 
                 
PWMH, PWML=007                 
                 
PWMH, PWML=008                 
                 
PWMH, PWML=009                 
                 
PWMH, PWML=00A        〃         
                 
PWMH, PWML=00B        〃         
                 
PWMH, PWML=00C        〃         
                 
PWMH, PWML=00D        〃         
                 
PWMH, PWML=00E                 
                 
PWMH, PWML=00F                 

全体周期 
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 基本波周期内への、パルス付加状況  例２。 

  ＰＷＭコンペアレジスタＨ  （ＰＷＭＨ）＝ ０１ ［Ｈ］ 

 ＰＷＭコンペアレジスタＬ （ＰＷＭＬ） ＝ ０～Ｆ ［Ｈ］ 

        

        

 基本波周期０ 基本波周期１ 基本波周期２  基本波周期１３ 基本波周期１４ 基本波周期１５

        

                 

                 

                 

                 

                 

                 

基本周期信号 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

                

PWMH, PWML=010                 

                 

PWMH, PWML=011                 

                 

PWMH, PWML=012                 

                 

PWMH, PWML=013                 

                 

PWMH, PWML=014                 

                 

PWMH, PWML=015                 

                 

PWMH, PWML=016                 

                 

PWMH, PWML=017                 

                 

PWMH, PWML=018                 

                 

PWMH, PWML=019                 

                 

PWMH, PWML=01A        〃         

                 

PWMH, PWML=01B        〃         

                 

PWMH, PWML=01C        〃         

                 

PWMH, PWML=01D        〃         

                 

PWMH, PWML=01E                 

                 

PWMH, PWML=01F                 

 基本波周期は、
3

 256   16 ）～　（
Ｔｃｙｃの範囲で可変です。 

基本波周期＝（ＰＷＭ４Ｃ７～ＰＷＭ４Ｃ４で示される値＋１）×
3

16 Ｔｃｙｃ 

  基本波周期を変えることにより、全体周期を変えることができます。 

  全体周期は、基本波周期が１６個で構成されます。 

全体周期 
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参 考 例  

● １２ビットＰＷＭのデータが、２３７［Ｈ］の場合の波形比較  

１２ビットレジスタ構成 → （ＰＷＭＨ），（ＰＷＭＬ）＝２３７［Ｈ］ 

 

１ ． パ ル ス 付 加 方 式 の 場 合 （ 本 シ リ ー ズ ）  

 

                 

                 

基本周期信号 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

PWMH, PWML=237                 
 

 

２ ． 通 常 方 式 の 場 合  

 

下 図 の よ う に 、 パ ル ス 付 加 方 式 と 比 較 し て 、 Ｐ Ｗ Ｍ の 積 分 出 力 の リ ッ プ ル 成 分 が 大

き く な り ま す の で 、 モ ー タ 制 御 に は パ ル ス 付 加 方 式 の 方 が 良 い と 考 え ま す 。  

 

                 

                 

                 

PWMH, PWML=237                 

                 

                 

                 

                 

                 
 

 

リ ッ プ ル  

 

 

全体周期 

全体周期 
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３ - １５ ＡＤコンバータ（ＡＤＣ１２）  

３ - １ ５ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ は 、 下 記 の 特 徴 を 持 っ た １ ２ ビ ッ ト 分 解 能 の Ａ Ｄ コ ン バ ー タ を 内 蔵 し て い ま す 。

こ の Ａ Ｄ コ ン バ ー タ を 使 う こ と に よ っ て 、 容 易 に ア ナ ロ グ 信 号 を マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ に 取 り

込 む こ と が で き ま す 。  

 

① １ ２ ビ ッ ト 分 解 能  

② 逐 次 比 較 方 式  

③ Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド 切 り 替 え 機 能 （ 分 解 能 切 り 替 え ）  

④ １ １ チ ャ ネ ル ア ナ ロ グ 入 力  

ポ ー ト 入 力 ： １ ０ チ ャ ネ ル ， 基 準 電 圧 専 用 入 力 ： １ チ ャ ネ ル  

⑤ 変 換 時 間 切 り 替 え 機 能  

 

３ - １ ５ - ２  機 能  

① 逐 次 比 較 方 式  

１ ２ ビ ッ ト の 分 解 能 を 持 っ て い ま す 。  

変 換 に は 、 変 換 開 始 か ら 所 定 の 変 換 時 間 が 必 要 で す 。  

変 換 結 果 は 、 Ａ Ｄ 変 換 結 果 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ Ｃ ， Ａ Ｄ Ｒ Ｈ Ｃ ） に 転 送 さ れ ま す 。  

 

② Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド 切 り 替 え 機 能 （ 分 解 能 切 り 替 え ）  

使 用 条 件 に 合 わ せ 分 解 能 を 切 り 替 え ら れ る よ う 、 １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド と ８ ビ ッ ト

Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド が あ り ま す 。 Ａ Ｄ 変 換 切 り 替 え は 、 Ａ Ｄ モ ー ド レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｍ Ｒ Ｃ ） で

行 い ま す 。  

  

③ １ １ チ ャ ネ ル ア ナ ロ グ 入 力  

変 換 さ れ る 信 号 は 、 Ｐ ０ ０ ～ Ｐ ０ ６ ， Ｐ ７ ０ ～ Ｐ ７ ２ 及 び 、周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 か ら

の 基 準 電 圧 か ら 入 力 さ れ る １ １ 種 類 の ア ナ ロ グ 信 号 か ら Ａ Ｄ 制 御 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｃ Ｒ

Ｃ ） で 選 択 さ れ ま す 。  

※基 準 電 圧 については、｢３－１６ 基 準 電 圧 発 生 回 路 （VREF17）｣を参 照 ください。  

 

④ 変 換 時 間 切 り 替 え 機 能  

Ａ Ｄ 変 換 時 間 を １ ／ １ ～ １ ／ １ ２ ８ （ 分 周 比 ） に 切 り 替 え る こ と が で き ま す 。 適 切 な Ａ Ｄ

変 換 が で き る よ う に Ａ Ｄ モ ー ド レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｍ Ｒ Ｃ ） と Ａ Ｄ 変 換 結 果 下 位 レ ジ ス タ （ Ａ

Ｄ Ｒ Ｌ Ｃ ） に よ っ て 切 り 替 え ま す 。  

 

⑤ＡＤコンバータを制 御 するには、次 に示 す特 殊 機 能 レジスタを操 作 する必 要 があります。  
 

・ Ａ Ｄ Ｃ Ｒ Ｃ ， Ａ Ｄ Ｍ Ｒ Ｃ ， Ａ Ｄ Ｒ Ｌ Ｃ ， Ａ Ｄ Ｒ Ｈ Ｃ  

 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE58 0000 0000 R/W ADCRC 
AD 

CHSEL3
AD 

CHSEL2
AD 

CHSEL1
AD 

CHSEL0
ADCR3

AD 
START 

AD 
ENDF 

ADIE 

FE59 0000 0000 R/W ADMRC ADMD4 ADMD3 ADMD2 ADMD1 ADMD0 ADMR2  ADTM1 ADTM0

FE5A 0000 0000 R/W ADRLC DATAL3 DATAL2 DATAL1 DATAL0 ADRL3 ADRL2 ADRL1 ADTM2

FE5B 0000 0000 R/W ADRHC DATA7 DATA6 DATA5 DATA4 DATA3 DATA2 DATA1 DATA0

 



Ａ Ｄ Ｃ １ ２  
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３ - １ ５ - ３  回 路 構 成  

３ - １ ５ - ３ - １  Ａ Ｄ 変 換 制 御 回 路  

① Ａ Ｄ 変 換 制 御 回 路 に は １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド と ８ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド が あ り ま す 。  

 

３ - １ ５ - ３ - ２  比 較 回 路  

① 入 力 さ れ る ア ナ ロ グ 信 号 と 基 準 電 圧 を 比 較 す る コ ン パ レ ー タ と 、 基 準 電 圧 発 生 回 路

と 変 換 結 果 を 制 御 す る 回 路 で 構 成 さ れ て い ま す 。 ア ナ ロ グ 入 力 チ ャ ネ ル を 選 択 し 、

変 換 時 間 の 制 御 レ ジ ス タ で 設 定 さ れ た 時 間 で 変 換 が 終 了 す る と 、 Ａ Ｄ 制 御 レ ジ ス タ

（ Ａ Ｄ Ｃ Ｒ Ｃ ） の 変 換 終 了 フ ラ グ （ Ａ Ｄ Ｅ Ｎ Ｄ Ｆ ） が セ ッ ト さ れ ま す 。  

変 換 結 果 は 、 Ａ Ｄ 変 換 結 果 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｈ Ｃ ， Ａ Ｄ Ｒ Ｌ Ｃ ） に 格 納 さ れ ま す 。  

 

３ - １ ５ - ３ - ３  マ ル チ プ レ ク サ １ （ Ｍ Ｐ Ｘ １ ）  

① １ １ チ ャ ネ ル か ら Ａ Ｄ 変 換 す る ア ナ ロ グ 信 号 を 選 択 し ま す 。  

 

３ - １ ５ - ４  関 連 レ ジ ス タ  

３ - １ ５ - ４ - １  Ａ Ｄ 制 御 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｃ Ｒ Ｃ ）  

① Ａ Ｄ コ ン バ ー タ 動 作 の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE58 0000 0000 R/W ADCRC 
AD 

CHSEL3
AD 

CHSEL2
AD 

CHSEL1
AD 

CHSEL0
ADCR3

AD 
START 

AD 
ENDF 

ADIE 

 

Ａ Ｄ Ｃ Ｈ Ｓ Ｅ Ｌ ３ （ ビ ッ ト ７ ） ：  

Ａ Ｄ Ｃ Ｈ Ｓ Ｅ Ｌ ２ （ ビ ッ ト ６ ） ：  

Ａ Ｄ Ｃ Ｈ Ｓ Ｅ Ｌ １ （ ビ ッ ト ５ ） ：  

Ａ Ｄ Ｃ Ｈ Ｓ Ｅ Ｌ ０ （ ビ ッ ト ４ ） ：  
 

Ａ Ｄ 変 換 す る 信 号 を 選 択 し ま す 。  

 

ＡＤ 
ＣＨＳＥＬ３ 

ＡＤ 
ＣＨＳＥＬ２ 

ＡＤ 
ＣＨＳＥＬ１

ＡＤ 
ＣＨＳＥＬ０

信号入力端子 

０ ０ ０ ０ Ｐ００／ＡＮ０ 
０ ０ ０ １ Ｐ０１／ＡＮ１ 
０ ０ １ ０ Ｐ０２／ＡＮ２ 
０ ０ １ １ Ｐ０３／ＡＮ３ 
０ １ ０ ０ Ｐ０４／ＡＮ４ 
０ １ ０ １ Ｐ０５／ＡＮ５ 
０ １ １ ０ Ｐ０６／ＡＮ６ 
１ ０ ０ ０ Ｐ７０／ＡＮ８ 
１ ０ ０ １ Ｐ７１／ＡＮ９ 

１ ０ １ ０ Ｐ７２／ＡＮ１０ 
１ 1 1 ０ 周波数可変ＲＣからの基準電圧 

 

Ａ Ｄ Ｃ Ｒ ３ （ ビ ッ ト ３ ） ： 固 定 ビ ッ ト  

“ ０ ” 固 定 で 使 用 し ま す 。  

 

 

ＡＤ変 換 入 力 信 号 選 択
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Ａ Ｄ Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ａ Ｄ 変 換 動 作 制 御  

Ａ Ｄ 変 換 を 開 始 （ １ ） ／ 停 止 （ ０ ） し ま す 。 “ １ ” の 設 定 時 、 Ａ Ｄ 変 換 が 開 始 さ れ 、

Ａ Ｄ 変 換 が 終 了 す る と 自 動 的 に リ セ ッ ト さ れ ま す 。 変 換 に は 変 換 時 間 の 制 御

レ ジ ス タ で 設 定 さ れ た 時 間 が 必 要 で す 。 変 換 時 間 の 設 定 は Ａ Ｄ 変 換 結 果 下

位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ Ｃ ） の Ａ Ｄ Ｔ Ｍ ２ （ ビ ッ ト ０ ） と Ａ Ｄ モ ー ド レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｍ Ｒ Ｃ ） の

Ａ Ｄ Ｔ Ｍ １ ， Ａ Ｄ Ｔ Ｍ ０ の ３ ビ ッ ト で 行 い ま す 。  

“ ０ ” の 設 定 時 、 Ａ Ｄ 変 換 が 停 止 し ま す 。 Ａ Ｄ 変 換 動 作 中 に ク リ ア す る と 正 し い

変 換 結 果 が 得 ら れ ま せ ん 。  

Ａ Ｄ 変 換 動 作 中 は 、 絶 対 に ク リ ア ま た は Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 状 態 に し な い で  く だ

さ い 。  

 

Ａ Ｄ Ｅ Ｎ Ｄ Ｆ （ ビ ッ ト １ ） ： Ａ Ｄ 変 換 終 了 フ ラ グ  

Ａ Ｄ 変 換 の 終 了 を 知 ら せ ま す 。 Ａ Ｄ 変 換 が 終 了 す る と セ ッ ト （ １ ） さ れ ま す 。  

Ａ Ｄ Ｉ Ｅ が “ １ ” の 場 合 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ４ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し 、

“ ０ ” の 場 合 、 Ａ Ｄ 変 換 が 動 作 し て い な い こ と を 示 し て い ま す 。  

こ の フ ラ グ は 、 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 

Ａ Ｄ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ａ Ｄ 変 換 割 り 込 み 要 求 発 生 許 可 制 御  

こ の ビ ッ ト と Ａ Ｄ Ｅ Ｎ Ｄ Ｆ が と も に １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ４ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み 要

求 が 発 生 し ま す 。  

 

注 意 ：  

・ Ａ Ｄ Ｃ Ｈ Ｓ Ｅ Ｌ ３ ～ ０ の “ ０ １ １ １ ” ， “ １ ０ １ １ ” ～ “ １ １ ０ １ ” ， “ １ １ １ １ ” 設 定 を 禁 止 し ま す 。  

・ Ａ Ｄ Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ が “ １ ” の 動 作 状 態 で ホ ー ル ド モ ー ド 状 態 に し な い で く だ さ い 。 必 ず 、 “ ０ ”

に な っ た こ と を 確 認 し て か ら ホ ー ル ド モ ー ド 状 態 に し て く だ さ い 。  

・ ポ ー ト Ｐ ７ ０ ～ Ｐ ７ ２ の ア ナ ロ グ 入 力 チ ャ ネ ル Ａ Ｎ ８ ～ Ａ Ｎ １ ０ は 、 デ ィ ジ タ ル 入 力 用 の バ

ッ フ ァ が 常 に 開 い て い る た め 、 ア ナ ロ グ 電 圧 が 入 る と 貫 通 電 流 が 流 れ ま す 。  

貫 通 電 流 が 問 題 に な る 場 合 、 Ａ Ｄ 変 換 以 外 は 外 部 回 路 で Ｖ Ｄ Ｄ ま た は Ｖ Ｓ Ｓ レ ベ ル

に 固 定 す る か 、 デ ィ ジ タ ル 入 力 用 の バ ッ フ ァ が 閉 じ て い る ア ナ ロ グ 入 力 チ ャ ネ ル Ａ Ｎ ０

～ Ａ Ｎ ６ を ご 使 用 く だ さ い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ａ Ｄ Ｃ １ ２  
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３ - １ ５ - ４ - ２  Ａ Ｄ モ ー ド レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｍ Ｒ Ｃ ）  

① Ａ Ｄ コ ン バ ー タ 動 作 の モ ー ド 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE59 0000 0000 R/W ADMRC ADMD4 ADMD3 ADMD2 ADMD1 ADMD0 ADMR2  ADTM1 ADTM0

 

Ａ Ｄ Ｍ Ｄ ４ （ ビ ッ ト ７ ） ： 固 定 ビ ッ ト  

“ ０ ” 固 定 で 使 用 し ま す 。  

 

Ａ Ｄ Ｍ Ｄ ３ （ ビ ッ ト ６ ） ： Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド 制 御 （ 分 解 能 切 り 替 え ）  

Ａ Ｄ コ ン バ ー タ の 分 解 能 を １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド （ ０ ） ／ ８ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー

ド （ １ ） に 切 り 替 え ま す 。  

“ １ ” の 設 定 時 、 ８ ビ ッ ト Ａ Ｄ コ ン バ ー タ と し て 動 作 し ま す 。 変 換 結 果 は Ａ Ｄ 変 換

結 果 上 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｈ Ｃ ） の み セ ッ ト さ れ 、 Ａ Ｄ 変 換 結 果 下 位 レ ジ ス タ （ Ａ

Ｄ Ｒ Ｌ Ｃ ） は 変 化 し ま せ ん 。  

“ ０ ” の 設 定 時 、 １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ コ ン バ ー タ と し て 動 作 し ま す 。 変 換 結 果 は Ａ Ｄ 変

換 結 果 上 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｈ Ｃ ） と Ａ Ｄ 変 換 結 果 下 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ Ｃ ） の

上 位 ４ ビ ッ ト に セ ッ ト さ れ ま す 。  

 

Ａ Ｄ Ｍ Ｄ ２ （ ビ ッ ト ５ ） ： 固 定 ビ ッ ト  

“ ０ ” 固 定 で 使 用 し ま す 。  

 

Ａ Ｄ Ｍ Ｄ １ （ ビ ッ ト ４ ） ： 固 定 ビ ッ ト  

“ ０ ” 固 定 で 使 用 し ま す 。  

 

Ａ Ｄ Ｍ Ｄ ０ （ ビ ッ ト ３ ） ： 固 定 ビ ッ ト  

“ ０ ” 固 定 で 使 用 し ま す 。  

 

Ａ Ｄ Ｍ Ｒ ２ （ ビ ッ ト ２ ） ： 固 定 ビ ッ ト  

“ ０ ” 固 定 で 使 用 し ま す 。  

 

Ａ Ｄ Ｔ Ｍ １ （ ビ ッ ト １ ） ：  

Ａ Ｄ Ｔ Ｍ ０ （ ビ ッ ト ０ ） ：  

 

Ａ Ｄ 変 換 結 果 下 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ Ｃ ） の Ａ Ｄ Ｔ Ｍ ２ （ ビ ッ ト ０ ） の １ ビ ッ ト と 合 わ

せ て ３ ビ ッ ト で 変 換 時 間 を 制 御 し ま す 。  

 

ＡＤＲＬＣ 
レジスタ 

ＡＤＭＲＣレジスタ 
ＡＤ分周比 

ＡＤＴＭ２ ＡＤＴＭ１ ＡＤＴＭ０

０ ０ ０ １／１ 
０ ０ １ １／２ 
０ １ ０ １／４ 
０ １ １ １／８ 
１ ０ ０ １／１６ 
１ ０ １ １／３２ 
１ １ ０ １／６４ 
１ １ １ １／１２８ 

ＡＤ変 換 時 間 制 御
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変 換 時 間 算 出 方 法  

・ １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド  ：  変 換 時 間 ＝（（５２／（ＡＤ分 周 比 ）） +２）×（１／３）×Ｔｃｙｃ  

・  ８ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド  ：  変 換 時 間 ＝（（３２／（ＡＤ分 周 比 ）） +２）×（１／３）×Ｔｃｙｃ  
 

注 意 ：  

・ 変 換 時 間 は 下 記 の 時 、 通 常 時 の ２ 倍 と な り ま す 。  

① シ ス テ ム リ セ ッ ト 後 、 １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド で 初 の Ａ Ｄ 変 換 を 行 っ た 時 。  

② Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド を ８ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド か ら １ ２ ビ ッ ト 変 換 Ａ Ｄ モ ー ド に 切 り 替 え 、

初 の Ａ Ｄ 変 換 を 行 っ た 時 。  

・ ２ 回 目 以 降 ま た は 、 ８ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド で は 「 変 換 時 間 算 出 方 法 」 で 示 さ れ る 変 換

時 間 で動 作 します。  

 

３ - １ ５ - ４ - ３  Ａ Ｄ 変 換 結 果 下 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ Ｃ ）  

① １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド 時 、 Ａ Ｄ 変 換 結 果 の 下 位 ４ ビ ッ ト を 格 納 す る レ ジ ス タ と 変 換

時 間 を 制 御 す る レ ジ ス タ で す 。  

② Ａ Ｄ 変 換 途 中 の デ ー タ は 確 定 デ ー タ で は あ り ま せ ん の で 、 変 換 結 果 は Ａ Ｄ 変 換 終 了

後 に 読 み 出 し て く だ さ い 。  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE5A 0000 0000 R/W ADRLC DATAL3 DATAL2 DATAL1 DATAL0 ADRL3 ADRL2 ADRL1 ADTM2

 
 Ｄ Ａ Ｔ Ａ Ｌ ３ （ ビ ッ ト ７ ） ：  

 Ｄ Ａ Ｔ Ａ Ｌ ２ （ ビ ッ ト ６ ） ：  

 Ｄ Ａ Ｔ Ａ Ｌ １ （ ビ ッ ト ５ ） ：  

 Ｄ Ａ Ｔ Ａ Ｌ ０ （ ビ ッ ト ４ ） ：  

 

Ａ Ｄ Ｒ Ｌ ３ （ ビ ッ ト ３ ） ： 固 定 ビ ッ ト  

“ ０ ” 固 定 で 使 用 し ま す 。  

Ａ Ｄ Ｒ Ｌ ２ （ ビ ッ ト ２ ） ： 固 定 ビ ッ ト  

“ ０ ” 固 定 で 使 用 し ま す 。  

Ａ Ｄ Ｒ Ｌ １ （ ビ ッ ト １ ） ： 固 定 ビ ッ ト  

“ ０ ” 固 定 で 使 用 し ま す 。  
 
Ａ Ｄ Ｔ Ｍ ２ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ａ Ｄ 変 換 時 間 制 御  

Ａ Ｄ モ ー ド レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｍ Ｒ Ｃ ） の Ａ Ｄ Ｔ Ｍ １ （ ビ ッ ト １ ） ， Ａ Ｄ Ｔ Ｍ ０ （ ビ ッ ト ０ ） の ２ ビ

ッ ト と 合 わ せ て ３ ビ ッ ト で 変 換 時 間 を 制 御 し ま す 。 時 間 設 定 は Ａ Ｄ モ ー ド レ ジ ス

タ 説 明 を 参 照 し て く だ さ い 。  

注 意 ：  

変 換 デ ー タ に は 誤 差 （ 量 子 化 誤 差 + 総 合 誤 差 ） が 含 ま れ て い ま す の で 、 必 ず 新 の

「 半 導 体 デ ー タ シ ー ト 」 の 規 格 に 従 っ て 有 効 と な る 変 換 デ ー タ の み を ご 使 用 く だ さ い 。  

 

３ - １ ５ - ４ - ４  Ａ Ｄ 変 換 結 果 上 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｈ Ｃ ）  

① １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド 時 、 Ａ Ｄ 変 換 結 果 の 上 位 ８ ビ ッ ト を 格 納 す る レ ジ ス タ で す 。 ８

ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド 時 、 Ａ Ｄ 変 換 結 果 の 全 ８ ビ ッ ト を 格 納 す る レ ジ ス タ で す 。  

② Ａ Ｄ 変 換 途 中 の デ ー タ は 確 定 デ ー タ で は あ り ま せ ん の で 、 変 換 結 果 は Ａ Ｄ 変 換 終 了

後 に 読 み 出 し て く だ さ い 。  
 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE5B 0000 0000 R/W ADRHC DATA7 DATA6 DATA5 DATA4 DATA3 DATA2 DATA1 DATA0

ＡＤ変 換 結 果 の下 位 ４ビットデータ  
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３ - １ ５ - ５  Ａ Ｄ Ｃ 動 作 の 具 体 例  

３ - １ ５ - ５ - １  １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド  

① １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド の 設 定  

 ・ Ａ Ｄ モ ー ド レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｍ Ｒ Ｃ ） の Ａ Ｄ Ｍ Ｄ ３ （ ビ ッ ト ６ ） ＝ ０ に し ま す 。  

 

② 変 換 時 間 の 設 定  

 ・ 変 換 時 間 を １ ／ ３ ２ 分 周 に 設 定 す る 場 合 、 Ａ Ｄ 変 換 結 果 下 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ Ｃ ）

の Ａ Ｄ Ｔ Ｍ ２ （ ビ ッ ト ０ ） ＝ １ に し 、 Ａ Ｄ モ ー ド レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｍ Ｒ Ｃ ） の Ａ Ｄ Ｔ Ｍ １ （ ビ ッ ト １ ） ＝

０ 、 Ａ Ｄ Ｔ Ｍ ０ （ ビ ッ ト ０ ） ＝ １ に し ま す 。  

 

③ 入 力 チ ャ ネ ル の 設 定  

 ・ Ａ Ｄ チ ャ ネ ル 入 力 の Ａ Ｎ ５ を 使 用 す る 場 合 、 Ａ Ｄ 制 御 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｃ Ｒ Ｃ ） の Ａ Ｄ Ｃ Ｈ Ｓ

Ｅ Ｌ ３ （ ビ ッ ト ７ ） ＝ ０ 、 Ａ Ｄ Ｃ Ｈ Ｓ Ｅ Ｌ ２ （ ビ ッ ト ６ ） ＝ １ 、 Ａ Ｄ Ｃ Ｈ Ｓ Ｅ Ｌ １ （ ビ ッ ト ５ ） ＝ ０ 、 Ａ Ｄ Ｃ

Ｈ Ｓ Ｅ Ｌ ０ （ ビ ッ ト ４ ） ＝ １ に し ま す 。  

 

④ Ａ Ｄ 変 換 ス タ ー ト  

 ・ Ａ Ｄ 制 御 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｃ Ｒ Ｃ ） の Ａ Ｄ Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ （ ビ ッ ト ２ ） ＝ １ に し ま す 。  

 ・ シ ス テ ム リ セ ッ ト 後 と ８ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド か ら １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド に 切 り 替 え た

時 、 初 の 変 換 時 間 は 通 常 の ２ 倍 と な り ま す 。 ２ 回 目 以 降 は 通 常 の 変 換 時 間 と な

り ま す 。  

 

⑤ Ａ Ｄ 変 換 終 了 フ ラ グ の 検 知  

 ・ Ａ Ｄ 制 御 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｃ Ｒ Ｃ ） の Ａ Ｄ Ｅ Ｎ Ｄ Ｆ （ ビ ッ ト １ ） ＝ １ に な る ま で モ ニ タ し ま す 。  

 ・ Ａ Ｄ Ｅ Ｎ Ｄ Ｆ （ ビ ッ ト １ ） ＝ １ に な っ た こ と を 確 認 後 、 終 了 フ ラ グ の Ａ Ｄ Ｅ Ｎ Ｄ Ｆ を ０ に ク リ ア

し ま す 。  

 

⑥ Ａ Ｄ 変 換 デ ー タ の 読 み 込 み  

 ・ Ａ Ｄ 変 換 結 果 上 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｈ Ｃ ） と Ａ Ｄ 変 換 結 果 下 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ Ｃ ） を

読 み 込 み ま す 。 読 み 込 ん だ 変 換 デ ー タ に は 誤 差 （ 量 子 化 誤 差 + 総 合 誤 差 ） が 含 ま

れ て い ま す の で 、 新 の 「 半 導 体 デ ー タ シ ー ト 」 の 規 格 に 従 っ て 有 効 と な る 変 換 デ ー

タ を 使 用 し ま す 。  

・ 上 記 読 み 出 し デ ー タ を ソ フ ト ア プ リ ケ ー シ ョ ン 処 理 へ  

・ 再 動 作 の 場 合 ④ に 戻 り ま す 。  
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３ - １ ５ - ６  Ａ Ｄ Ｃ 使 用 上 の 留 意 点  

① サ イ ク ル ク ロ ッ ク の 周 期 に よ っ て 選 択 で き る 変 換 時 間 は 変 わ り ま す 。 適 切 な 変 換 時

間 を 実 現 す る た め に プ ロ グ ラ ム を 作 成 す る 場 合 に は 、 必 ず 新 の 「 半 導 体 デ ー タ シ

ー ト 」 を 参 照 し て く だ さ い 。  

 

② 変 換 動 作 中 に Ａ Ｄ Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ ＝ ０ に す る と 、 変 換 動 作 が 停 止 し ま す 。  

 

③ 変 換 動 作 中 に ホ ー ル ド モ ー ド 状 態 に し な い で く だ さ い 。 必 ず 、 Ａ Ｄ Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ が “ ０ ” に な

っ た こ と を 確 認 し て か ら ホ ー ル ド モ ー ド 状 態 に し て く だ さ い 。  

 

④ 変 換 中 に リ セ ッ ト 状 態 に 入 る と 、 自 動 的 に Ａ Ｄ Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ が リ セ ッ ト さ れ 変 換 動 作 を 停

止 し ま す 。  

 

⑤ 変 換 を 終 了 す る と Ａ Ｄ 変 換 終 了 フ ラ グ （ Ａ Ｄ Ｅ Ｎ Ｄ Ｆ ） が セ ッ ト さ れ 、 同 時 に Ａ Ｄ 変 換 動

作 制 御 ビ ッ ト （ Ａ Ｄ Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ ） が リ セ ッ ト さ れ ま す 。 変 換 終 了 は Ａ Ｄ Ｅ Ｎ Ｄ Ｆ を モ ニ タ す る

こ と に よ っ て 確 認 で き ま す 。 ま た 、 Ａ Ｄ Ｉ Ｅ を セ ッ ト す る こ と に よ っ て 、 変 換 終 了 で ベ ク タ ア

ド レ ス ０ ０ ４ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  

 

⑥ 変 換 時 間 は 下 記 の 時 、 通 常 時 の ２ 倍 と な り ま す 。  

・ シ ス テ ム リ セ ッ ト 後 、 １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド で 初 の Ａ Ｄ 変 換 を 行 っ た 時 。  

・ Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド を ８ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド か ら １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド に 切 り 替 え 、 初

のＡＤ変 換 を行 った時 。  

２ 回 目 以 降 ま た は 、 ８ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド で は 「 変 換 時 間 算 出 方 法 」 で 示 さ れ る 変 換

時 間 で動 作 します。  

 

⑦ 変 換 デ ー タ に は 誤 差 （ 量 子 化 誤 差 + 総 合 誤 差 ） が 含 ま れ て い ま す の で 、 必 ず 新 の

「 半 導 体 デ ー タ シ ー ト 」 の 規 格 に 従 っ て 有 効 と な る 変 換 デ ー タ の み を ご 使 用 く だ さ い 。  

 

⑧ Ｐ ０ ０ ／ Ａ Ｎ ０ ～ Ｐ ０ ６ ／ Ａ Ｎ ６ ， Ｐ ７ ０ ／ Ａ Ｎ ８ ～ Ｐ ７ ２ ／ Ａ Ｎ １ ０ へ の 入 力 電 圧 は 規 格 の

範 囲 で 使 用 し て く だ さ い 。  

特 に Ｖ Ｄ Ｄ 以 上 ， Ｖ Ｓ Ｓ 以 下 の 電 圧 が 入 力 さ れ る と 、 そ の チ ャ ネ ル の 変 換 値 や 他 の チ

ャ ネ ル の 変 換 値 に も 影 響 を 与 え る こ と が あ り ま す 。  

 

⑨ ノ イ ズ 等 に よ る 変 換 精 度 の 低 下 を 極 力 防 ぐ 対 策 と し て 下 記 を 行 っ て く だ さ い 。  

・ Ｖ Ｄ Ｄ １ 、 Ｖ Ｓ Ｓ １ 端 子 の 直 近 ( 出 来 る 限 り 直 近 ５ mm 以 内 が 望 ま し い ) に は 必 ず バ イ パ

ス コ ン デ ン サ ( 数 μ Ｆ ＋ 数 千 ｐ Ｆ ) を 外 付 け し て く だ さ い 。  

・ ア ナ ロ グ 入 力 端 子 に は ノ イ ズ 除 去 に 適 な ロ ー パ ス フ ィ ル タ （ Ｒ Ｃ ） や コ ン デ ン サ を ア

ナ ロ グ 入 力 端 子 の 直 近 に 外 付 け し て く だ さ い 。 ま た 、 コ ン デ ン サ の Ｇ Ｎ Ｄ は カ ッ プ リ ン

グ の 影 響 を 防 ぐ た め 、 ノ イ ズ が 重 畳 し て な い Ｇ Ｎ Ｄ を ご 使 用 く だ さ い 。 （ 目 安 と し て は Ｒ

＝ ～ ５ ｋ Ω 以 下 ／ Ｃ ＝ １ ０ ０ ０ ｐ Ｆ ～ ０ ． １ μ Ｆ ）  

・ ア ナ ロ グ 信 号 線 は デ ィ ジ タ ル パ ル ス 信 号 線 や 大 電 流 変 化 の あ る 信 号 線 と 隣 接 ・ 交

差 ・ 平 行 配 線 を し な い で く だ さ い 。 ま た は 、 ア ナ ロ グ 信 号 線 の 両 端 を ノ イ ズ が 重 畳 し て

い な い Ｇ Ｎ Ｄ で シ ー ル ド し て く だ さ い 。  

・ 変 換 動 作 中 の ア ナ ロ グ 入 力 端 子 に 隣 接 す る 端 子 へ デ ィ ジ タ ル パ ル ス を 印 加 し た り 、

隣 接 す る 端 子 か ら 出 力 し な い で く だ さ い 。  
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・ ポ ー ト 出 力 が 変 化 し て い る 場 合 に は 、 ノ イ ズ の 影 響 に よ っ て 正 し い 変 換 結 果 が 得 ら

れ な い こ と が あ り ま す 。 ノ イ ズ の 影 響 を 少 な く す る た め に 、 電 源 と マ イ コ ン の 各 Ｖ Ｄ Ｄ 端

子 と の 間 に 生 ず る 配 線 抵 抗 を 下 げ る こ と が 必 要 で す 。 応 用 回 路 を 作 成 す る と き に は 、

こ の 点 に 注 意 し て 作 成 し て く だ さ い 。  

・ 発 振 端 子 の 振 幅 電 圧 と 各 端 子 入 出 力 電 圧 は Ｖ Ｄ Ｄ ～ Ｖ Ｓ Ｓ 以 内 に な る よ う 調 整 し  

   て く だ さ い 。  

⑩ 有 効 と す る 変 換 デ ー タ は 多 数 回 行 っ た 変 換 値 の 大 値 と 小 値 を 切 り 捨 て 、 残 り

の デ ー タ を 平 均 化 す る 等 の 処 理 を 行 っ て く だ さ い 。  
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３ - １６ 基 準 電 圧 発 生 回 路 （ＶＲＥＦ１７）  

３ - １ ６ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ は 、 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 の 基 準 電 圧 発 生 回 路 （ 以 下 、 基 準 電 圧 ） を

用 い る こ と に よ り 、 電 源 電 圧 の 変 化 を マ イ ク ロ コ ン ト ロ ー ラ で 検 知 す る こ と が で き ま す 。  

 

① 電 源 電 圧 や 温 度 が 変 化 し て も 一 定 の 電 圧 を 出 力  

② 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 の 基 準 電 圧 を Ａ Ｄ 変 換 す る こ と で モ ニ タ 可 能  

 

３ - １ ６ - ２  機 能  

① 基 準 電 圧 機 能  

・  電 源 電 圧 や温 度 が変 化 しても基 準 電 圧 の出 力 電 圧 値 は一 定 です。  

・ 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 の 基 準 電 圧 出 力 は Ａ Ｄ コ ン バ ー タ の 入 力 に 接 続 可 能

と な っ て お り 、 出 力 電 圧 値 を Ａ Ｄ 変 換 す る こ と で 電 源 電 圧 の 変 化 を モ ニ タ す る こ と

が 可 能 と な り ま す 。  

 

②  基 準 電 圧 発 生 回 路 を制 御 するには、次 に示 す特 殊 機 能 レジスタを操 作 する必 要 があ

ります。  

 

・  Ｍ Ｒ Ｃ Ｒ ， Ａ Ｄ Ｃ Ｒ Ｃ ， Ａ Ｄ Ｍ Ｒ Ｃ ， Ａ Ｄ Ｒ Ｌ Ｃ ， Ａ Ｄ Ｒ Ｈ Ｃ  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE0D 00HH HHHH R/W MRCR MRCSEL MRCST - - - - - - 

FE58 0000 0000 R/W ADCRC 
AD 

CHSEL3

AD 

CHSEL2

AD 

CHSEL1

AD 

CHSEL0
ADCR3

AD 

START 
AD 

ENDF ADIE 

FE59 0000 0000 R/W ADMRC ADMD4 ADMD3 ADMD2 ADMD1 ADMD0 ADMR2  ADTM1 ADTM0

FE5A 0000 0000 R/W ADRLC DATAL3 DATAL2 DATAL1 DATAL0 ADRL3 ADRL2 ADRL1 ADTM2

FE5B 0000 0000 R/W ADRHC DATA7 DATA6 DATA5 DATA4 DATA3 DATA2 DATA1 DATA0

 

３ - １ ６ - ３  回 路 構 成  

３ - １ ６ - ３ - １  周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 制 御 レ ジ ス タ （ Ｍ Ｒ Ｃ Ｒ ）  （ ２ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 の 動 作 停 止 ／ 開 始 の 制 御 を 行 い ま す 。 ま た 、 周 波 数 可

変 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 の 動 作 を 開 始 す る と 基 準 電 圧 回 路 も 動 作 を 開 始 し ま す 。  

 

※ そ の 他 の 制 御 機 能 に 関 し て は 、 ｢ ４ － ２  シ ス テ ム ク ロ ッ ク 発 生 機 能 ｣ を 参 照 く だ さ い 。  

 

３ - １ ６ - ３ - ２  Ａ Ｄ 変 換 制 御 回 路  

① Ａ Ｄ Ｃ Ｒ Ｃ ， Ａ Ｄ Ｍ Ｒ Ｃ ， Ａ Ｄ Ｒ Ｌ Ｃ ， Ａ Ｄ Ｒ Ｈ Ｃ を 制 御 す る こ と で 、 ポ ー ト か ら の ア ナ ロ グ 信

号 、または周 波 数 可 変 ＲＣ発 振 回 路 からの基 準 電 圧 をＡＤ変 換 することができます。  

 

※ そ の 他 の 制 御 機 能 に 関 し て は 、 ｢ ３ － １ ５  Ａ Ｄ コ ン バ ー タ （ Ａ Ｄ Ｃ １ ２ ） ｣ を 参 照 く だ さ い 。  
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３ - １ ６ - ３ - ３  基 準 電 圧  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３ － １ ６ － １   基 準 電 圧 の ブ ロ ッ ク 図  

 

３ - １ ６ - ４  関 連 レ ジ ス タ  

３ - １ ６ - ４ - １  周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 制 御 レ ジ ス タ （ Ｍ Ｒ Ｃ Ｒ ）  （ ２ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①  周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 の 動 作 制 御 ， 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 の 基 準 電 圧 制

御 ， メインクロックの 選 択 を 行 う ２ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE0D 00HH HHHH R/W MRCR MRCSEL MRCST - - - - - - 

 
M R Ｃ Ｓ Ｅ Ｌ （ ビ ッ ト ７ ） ： 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 ク ロ ッ ク 選 択  

このビットが“１”の時 、周 波 数 可 変 ＲＣ発 振 がメインクロックに選 択 されます。  

Ｏ Ｃ Ｒ レ ジ ス タ の 設 定 で メ イ ン ク ロ ッ ク が シ ス テ ム ク ロ ッ ク 選 択 さ れ て い る 場 合 、

周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 ク ロ ッ ク が シ ス テ ム ク ロ ッ ク と な り ま す 。  

こ の ビ ッ ト が “ ０ ” の 時 、 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 は メ イ ン ク ロ ッ ク に 選 択 さ れ ま せ ん 。

Ｃ Ｆ が メ イ ン ク ロ ッ ク と な り ま す 。  

こ の ビ ッ ト は ホ ー ル ド モ ー ド 突 入 時 ク リ ア さ れ ま す 。  
 
Ｍ Ｒ Ｃ Ｓ Ｔ （ ビ ッ ト ６ ） ： 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 開 始 制 御  

こ の ビ ッ ト が “ １ ” の 時 、 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 と 基 準 電 圧 発 生 回 路 は 動

作 を 開 始 し ま す 。  

こ の ビ ッ ト が “ ０ ” の 時 、 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 と 基 準 電 圧 発 生 回 路 は 停

止 し ま す 。  

こ の ビ ッ ト が “ １ ” で Ａ Ｄ コ ン バ ー タ の ア ナ ロ グ チ ャ ネ ル Ａ Ｎ １ ４ を 選 択 し 、 Ａ Ｄ 変 換

を 開 始 さ せ る と 基 準 電 圧 が モ ニ タ で き ま す 。  

リ セ ッ ト 時 、 こ の ビ ッ ト は ク リ ア さ れ 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 と 基 準 電 圧 発 生

回 路 は 停 止 し ま す 。  

ホ ー ル ド モ ー ド 突 入 時 、 こ の ビ ッ ト は ク リ ア さ れ 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 と 基

準 電 圧 発 生 回 路 は 停 止 し ま す 。  
 

※ そ の 他 の 制 御 機 能 に 関 し て は 、 ｢ ４ － ２  シ ス テ ム ク ロ ッ ク 発 生 機 能 ｣ を 参 照 く だ   

さ い 。  
 
注 １ ： 基 準 電 圧 を モ ニ タ す る 場 合 に は 、 必 ず メ イ ン ク ロ ッ ク を 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 以 外

（ M R C Ｓ Ｅ Ｌ ＝ “ ０ ” に 設 定 ） の ク ロ ッ ク に 切 り 替 え て Ａ Ｄ 変 換 を 開 始 さ せ て く だ さ い 。  
 

MRCR 

ＲＣ発振回路 
ON/OFF

ＡＤコンバータへ

AD スタート 

AN14 選択 

基準電圧発生回路 

周波数可変ＲＣ発振回路 

MRCSEL 
クロック 

MRCST 

MRCON

Ｂ
Ｕ
Ｓ 
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注 ２ ： 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 が “ 発 振 停 止 ” 状 態 か ら “ 発 振 許 可 ” 状 態 と な っ た 後 、

１ ０ ０ μ ｓ ｅ ｃ 以 上 の 動 作 安 定 待 ち 時 間 を 設 け て か ら 基 準 電 圧 の モ ニ タ ー を し て く

だ さ い 。  

※ 動 作 安 定 待 ち 時 間 は バ ラ つ き ま す の で 、 詳 細 は 新 の 「 半 導 体 デ ー タ シ ー ト 」

を 参 照 く だ さ い 。  

 

３ - １ ６ - ５  基 準 電 圧 の 使 用 例  

① メ イ ン ク ロ ッ ク の 設 定  

・ メ イ ン ク ロ ッ ク が 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 に な っ て い る 場 合 に は 、 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振

以 外 の ク ロ ッ ク に 切 り 替 え る 。  

・ 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 が 停 止 し て い る 場 合 に は 、 M R C S T （ ビ ッ ト ６ ） を “ １ ” に 設 定 し 動

作 安 定 待 ち 時 間 と し て １ ０ ０ μ ｓ 以 上 待 つ 。  
 

※ 動 作 安 定 待 ち 時 間 は バ ラ つ き ま す の で 、 詳 細 は 新 の 「 半 導 体 デ ー タ シ ー ト 」 を

参 照 く だ さ い 。  
 

※ 必 ず 、 M R C Ｓ Ｅ Ｌ （ ビ ッ ト ７ ） を “ ０ ” に 設 定 す る 必 要 が あ り ま す 。  

 

② Ａ Ｄ コ ン バ ー タ の 設 定  

・  Ａ Ｄ Ｍ Ｒ Ｃ と Ａ Ｄ Ｒ Ｌ Ｃ レ ジ ス タ に 値 を 書 き 込 み 、 １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド と 適 な Ａ Ｄ

変 換 時 間 を 設 定 す る 。  

・  Ａ Ｄ Ｃ Ｒ Ｃ ＝ “ Ｅ ４ ｈ ／ Ｅ ５ ｈ ” （ 割 り 込 み 要 求 発 生 あ り ／ な し ） を 書 き 込 む こ と で 、 ア ナ ロ

グ チ ャ ネ ル Ａ Ｎ １ ４ を 選 択 し （ 基 準 電 圧 出 力 が Ａ Ｄ コ ン バ ー タ の 入 力 へ 接 続 さ れ る ） 、

Ａ Ｄ 変 換 を 開 始 す る 。  

 

③ 電 源 電 圧 の 検 出  

・ Ａ Ｄ 変 換 終 了 後 、 Ａ Ｄ Ｒ Ｌ Ｃ と Ａ Ｄ Ｒ Ｈ Ｃ レ ジ ス タ の Ａ Ｄ 変 換 値 を 用 い る こ と で 、 電 源 電

圧 の 算 出 が 可 能 と な る 。  

 

  ＜ 電 源 電 圧 算 出 方 法 ＞  

電 源 電 圧 ＝ （ A D 分 解 能 ／ A D 変 換 値 ） × 基 準 電 圧  

 

     ・ Ａ Ｄ 分 解 能 ：  ① １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド 時 は ４ ０ ９ ６  

                 ② ８ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド 時 は ２ ５ ６  

     ・ Ａ Ｄ 変 換 値 ：  ① １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド 時 は  

[ Ａ Ｄ Ｒ Ｈ Ｃ （ ８ ビ ッ ト ） 、 Ａ Ｄ Ｒ Ｌ Ｃ （ 上 位 ４ ビ ッ ト ） ]  

             ② ８ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド 時 は  

 [ Ａ Ｄ Ｒ Ｈ Ｃ （ ８ ビ ッ ト ） ]  

     ・ 基 準 電 圧 ：  Ｔ ｙ ｐ ． １ ． ７ ５ Ｖ  

 

※ 基 準 電 圧 は バ ラ つ き ま す の で 、 詳 細 は 新 の 「 半 導 体 デ ー タ シ ー ト 」 を 参 照 く

だ さ い 。  
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４ 制 御 機 能  
 

４ - １ 割 り込 み機 能  

４ - １ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ は 、 低 レ ベ ル （ Ｌ ） ， 高 レ ベ ル （ Ｈ ） ， 高 レ ベ ル （ Ｘ ） の ３ レ ベ ル の 多 重 割 り 込

み 制 御 機 能 を 持 っ て い ま す 。  

マ ス タ 割 り 込 み 許 可 レ ジ ス タ （ Ｉ Ｅ ） ， 割 り 込 み 優 先 制 御 レ ジ ス タ （ Ｉ Ｐ ） で 、 割 り 込 み の 許

可 や 割 り 込 み 優 先 順 位 の 指 定 を 行 い ま す 。  

 

４ - １ - ２  機 能  

① 割 り 込 み 動 作  

・ 周 辺 モ ジ ュ ー ル は 、 そ れ ぞ れ の 割 り 込 み 要 求 フ ラ グ と 割 り 込 み 要 求 許 可 フ ラ グ が

と も に “ １ ” に な る と 、 所 定 の ベ ク タ ア ド レ ス に 対 す る 割 り 込 み 要 求 を 発 生 し ま す 。  

・ 周 辺 モ ジ ュ ー ル か ら の 割 り 込 み 要 求 を 受 け る と 、 割 り 込 み レ ベ ル ， 優 先 順 位 ， 割

り 込 み 許 可 状 態 を 判 断 し ま す 。 そ の 結 果 、 割 り 込 み を 受 け 付 け る 場 合 に は 、 Ｐ Ｃ

の 値 を ス タ ッ ク に 待 避 し 、 あ ら か じ め 決 め ら れ て い る ベ ク タ ア ド レ ス に 分 岐 し ま す 。  

・ 割 り 込 み ル ー チ ン か ら の 復 帰 は 、 Ｒ Ｅ Ｔ Ｉ 命 令 に よ り 行 わ れ 、 Ｐ Ｃ と 割 り 込 み レ ベ ル

が 以 前 の 状 態 に 戻 り ま す 。  

 

② 多 重 割 り 込 み 制 御  

・ 低 レ ベ ル （ Ｌ ） ， 高 レ ベ ル （ Ｈ ） ， 高 レ ベ ル （ Ｘ ） の ３ つ の 割 り 込 み レ ベ ル が あ り 、 割

り 込 み 処 理 中 に 同 一 レ ベ ル ま た は 下 位 の レ ベ ル の 割 り 込 み 要 求 が 入 っ て も 受 け

付 け ら れ ま せ ん 。  

 

③ 割 り 込 み の 優 先  

・ ２ つ 以 上 の ベ ク タ ア ド レ ス へ の 割 り 込 み 要 求 が 同 時 に 発 生 し た 場 合 、 レ ベ ル の 高

い も の が 優 先 さ れ ま す 。 ま た 、 同 一 レ ベ ル で は 、 飛 び 先 ベ ク タ ア ド レ ス の 小 さ い 方

の 割 り 込 み が 優 先 さ れ ま す 。  

 

④ 割 り 込 み 要 求 許 可 受 け 付 け 制 御  

・ マ ス タ 割 り 込 み 許 可 レ ジ ス タ で 、 Ｈ レ ベ ル と Ｌ レ ベ ル の 割 り 込 み 要 求 受 け 付 け の 許

可 ／ 禁 止 の 制 御 が で き ま す 。  

・ Ｘ レ ベ ル の 割 り 込 み 要 求 受 け 付 け の 禁 止 は で き ま せ ん 。  

 

⑤ 割 り 込 み 受 け 付 け 禁 止 期 間  

・ Ｉ Ｅ （ Ｆ Ｅ ０ ８ Ｈ ） ， Ｉ Ｐ （ Ｆ Ｅ ０ ９ Ｈ ） レ ジ ス タ 書 き 込 み ， ホ ー ル ド 解 除 後 の ２ Ｔ ｃ ｙ ｃ の 期 間 、

割 り 込 み は 受 け 付 け ら れ ま せ ん 。  

・ Ｐ Ｃ Ｏ Ｎ （ Ｆ Ｅ ０ ７ Ｈ ） レ ジ ス タ 書 き 込 み 命 令 と 次 の 命 令 の 実 行 の 間 に は 割 り 込 み は

か か り ま せ ん 。  

・ Ｒ Ｅ Ｔ Ｉ 命 令 と 次 の 命 令 の 実 行 の 間 に は 割 り 込 み は か か り ま せ ん 。  
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⑥ 割 り 込 み レ ベ ル 制 御  

・ ベ ク タ ア ド レ ス 単 位 で 割 り 込 み レ ベ ル の 選 択 が で き ま す 。  

 

割 り 込 み 一 覧  

Ｎｏ． ベクタ 選択レベル 割り込み要因 

１ ００００３Ｈ ＸまたはＬ ＩＮＴ０ 
２ ００００ＢＨ ＸまたはＬ ＩＮＴ１ 
３ ０００１３Ｈ ＨまたはＬ ＩＮＴ２／Ｔ０Ｌ／ＩＮＴ４ 
４ ０００１ＢＨ ＨまたはＬ ＩＮＴ３／ＩＮＴ５／ベースタイマ 
５ ０００２３Ｈ ＨまたはＬ Ｔ０Ｈ 
６ ０００２ＢＨ ＨまたはＬ Ｔ１Ｌ／Ｔ１Ｈ 
７ ０００３３Ｈ ＨまたはＬ ＳＩＯ０／ＵＡＲＴ１受信 
８ ０００３ＢＨ ＨまたはＬ ＳＩＯ１／ＵＡＲＴ１送信 
９ ０００４３Ｈ ＨまたはＬ ＡＤＣ／Ｔ６／Ｔ７／ＰＷＭ４，５ 

１０ ０００４ＢＨ ＨまたはＬ ポート０ 

・ 優 先 レ ベ ル  Ｘ ＞ Ｈ ＞ Ｌ  

・ 同 一 レ ベ ル で は ベ ク タ ア ド レ ス の 小 さ い も の が 優 先  

 

⑦ 割 り 込 み の 許 可 や 割 り 込 み 優 先 順 位 の 指 定 を 行 う に は 、 次 に 示 す 特 殊 機 能 レ ジ ス

タ を 操 作 す る 必 要 が あ り ま す 。  
 

・ Ｉ Ｅ ， Ｉ Ｐ  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE08 0000 HH00 R/W IE IE7 XFLG HFLG LFLG - - XCNT1 XCNT0

FE09 0000 0000 R/W IP IP4B IP43 IP3B IP33 IP2B IP23 IP1B IP13 

 
 

４ - １ - ３  回 路 構 成  

４ - １ - ３ - １  マ ス タ 割 り 込 み 許 可 制 御 レ ジ ス タ （ Ｉ Ｅ ）   （ ６ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｈ レ ベ ル ， Ｌ レ ベ ル の 割 り 込 み の 許 可 ／ 禁 止 を 行 う 。  

② 割 り 込 み レ ベ ル フ ラ グ の 状 態 を 読 め る 。  

③ ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ０ ０ ３ Ｈ ， ０ ０ ０ ０ Ｂ Ｈ の 割 り 込 み の レ ベ ル 切 り 替 え （ Ｌ ／ Ｘ ） を 行 う 。  

 

４ - １ - ３ - ２  割 り 込 み 優 先 制 御 レ ジ ス タ （ Ｉ Ｐ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ０ １ ３ Ｈ ～ ０ ０ ０ ４ Ｂ Ｈ の 割 り 込 み の レ ベ ル 切 り 替 え （ Ｈ ／ Ｌ ） を 行 う 。  
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４ - １ - ４  関 連 レ ジ ス タ  

４ - １ - ４ - １  マ ス タ 割 り 込 み 許 可 制 御 レ ジ ス タ （ Ｉ Ｅ ）  

① 割 り 込 み の 制 御 を 行 う ６ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で 、 ビ ッ ト ６ ～ ４ は Ｒ ／ Ｏ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE08 0000 HH00 R/W IE IE7 XFLG HFLG LFLG - - XCNT1 XCNT0

 

Ｉ Ｅ ７ （ ビ ッ ト ７ ） ： Ｈ レ ベ ル ， Ｌ レ ベ ル の 割 り 込 み の 許 可 ／ 禁 止 制 御  

このビットが１の時 、Ｈレベル，Ｌレベルの割 り込 み要 求 の受 付 が許 可 されます。  

このビットが０の時 、Ｈレベル，Ｌレベルの割 り込 み要 求 の受 付 が禁 止 されます。  

こ の ビ ッ ト の 値 に か か わ ら ず 、 Ｘ レ ベ ル の 割 り 込 み 要 求 の 受 付 は 許 可 さ れ て い  

ま す 。  

 

Ｘ Ｆ Ｌ Ｇ （ ビ ッ ト ６ ） ： Ｘ レ ベ ル 割 り 込 み フ ラ グ （ Ｒ ／ Ｏ ）  

Ｘ レ ベ ル の 割 り 込 み が 受 け 付 け ら れ る と 、 こ の ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ 、 Ｘ レ ベ ル の 割 り

込 み か ら 復 帰 す る と 、 こ の ビ ッ ト が リ セ ッ ト さ れ ま す 。  

こ の ビ ッ ト は 読 み 出 し 専 用 で す 。 こ の ビ ッ ト の 値 を 命 令 で 直 接 、 書 き 換 え る こ と

は で き ま せ ん 。  

 

Ｈ Ｆ Ｌ Ｇ （ ビ ッ ト ５ ） ： Ｈ レ ベ ル 割 り 込 み フ ラ グ （ Ｒ ／ Ｏ ）  

Ｈ レ ベ ル の 割 り 込 み が 受 け 付 け ら れ る と 、 こ の ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ 、 Ｈ レ ベ ル の 割 り

込 み か ら 復 帰 す る と 、 こ の ビ ッ ト が リ セ ッ ト さ れ ま す 。  

こ の ビ ッ ト は 読 み 出 し 専 用 で す 。 こ の ビ ッ ト の 値 を 命 令 で 直 接 、 書 き 換 え る こ と

は で き ま せ ん 。  

 

Ｌ Ｆ Ｌ Ｇ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｌ レ ベ ル 割 り 込 み フ ラ グ （ Ｒ ／ Ｏ ）  

Ｌ レ ベ ル の 割 り 込 み が 受 け 付 け ら れ る と 、 こ の ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ 、 Ｌ レ ベ ル の 割 り

込 み か ら 復 帰 す る と 、 こ の ビ ッ ト が リ セ ッ ト さ れ ま す 。  

こ の ビ ッ ト は 読 み 出 し 専 用 で す 。 こ の ビ ッ ト の 値 を 命 令 で 直 接 、 書 き 換 え る こ と

は で き ま せ ん 。  

 

（ ビ ッ ト ３ ， ２ ） ： 存 在 し ま せ ん 。 読 む と “ １ ” が 読 ま れ ま す 。  

 

Ｘ Ｃ Ｎ Ｔ １ （ ビ ッ ト １ ） ： ０ ０ ０ ０ Ｂ Ｈ 割 り 込 み レ ベ ル 制 御 フ ラ グ  

このビットが１の時 、ベクタアドレス００００ＢＨへの割 り込 みはＬレベルとなります。  

このビットが０の時 、ベクタアドレス００００ＢＨへの割 り込 みはＸレベルとなります。  

 

Ｘ Ｃ Ｎ Ｔ ０ （ ビ ッ ト ０ ） ： ０ ０ ０ ０ ３ Ｈ 割 り 込 み レ ベ ル 制 御 フ ラ グ  

このビットが１の時 、ベクタアドレス００００３Ｈへの割 り込 みはＬレベルとなります。  

このビットが０の時 、ベクタアドレス００００３Ｈへの割 り込 みはＸレベルとなります。  
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４ - １ - ４ - ２  割 り 込 み 優 先 制 御 レ ジ ス タ （ Ｉ Ｐ ）  

① ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ０ １ ３ Ｈ ～ ０ ０ ０ ４ Ｂ Ｈ の 割 り 込 み の レ ベ ル 切 り 替 え （ Ｈ ／ Ｌ ） を 行 う ８ ビ ッ

ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE09 0000 0000 R/W IP IP4B IP43 IP3B IP33 IP2B IP23 IP1B IP13 

 

 対象割り込み 
ベクタアドレス 

ＩＰのビット 
 

割り込みレベル 
値

７ ０００４ＢＨ ＩＰ４Ｂ 
０ Ｌレベル 
１ Ｈレベル 

６ ０００４３Ｈ ＩＰ４３ 
０ Ｌレベル 
１ Ｈレベル 

５ ０００３ＢＨ ＩＰ３Ｂ 
０ Ｌレベル 
１ Ｈレベル 

４ ０００３３Ｈ ＩＰ３３ 
０ Ｌレベル 
１ Ｈレベル 

３ ０００２ＢＨ ＩＰ２Ｂ 
０ Ｌレベル 
１ Ｈレベル 

２ ０００２３Ｈ ＩＰ２３ 
０ Ｌレベル 
１ Ｈレベル 

１ ０００１ＢＨ ＩＰ１Ｂ 
０ Ｌレベル 
１ Ｈレベル 

０ ０００１３Ｈ ＩＰ１３ 
０ Ｌレベル 
１ Ｈレベル 
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４ - ２ システムクロック発 生 機 能  

４ - ２ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ は 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク 発 生 回 路 と し て 、 メ イ ン ク ロ ッ ク 発 振 回 路 、 サ ブ ク ロ ッ ク 発

振 回 路 、 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 ， 中 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 、 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 の ５ 系 統 の

発 振 回 路 を 内 蔵 し て い ま す 。 こ の う ち 、 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 、 中 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 、 周 波

数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 は 抵 抗 と コ ン デ ン サ Ｃ を 内 蔵 し て お り 、 外 付 け 回 路 が 不 要 で す 。  

こ れ ら ５ 種 類 の ク ロ ッ ク か ら プ ロ グ ラ ム で シ ス テ ム ク ロ ッ ク を 選 択 し ま す 。  

 

４ - ２ - ２  機 能  

① シ ス テ ム ク ロ ッ ク 選 択  

・ メ イ ン ク ロ ッ ク 発 振 ， サ ブ ク ロ ッ ク 発 振 ， 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 ， 中 速 Ｒ Ｃ 発 振 、 周 波 数 可

変 Ｒ Ｃ 発 振 の ５ 系 統 の 発 振 ク ロ ッ ク か ら プ ロ グ ラ ム で シ ス テ ム ク ロ ッ ク を 選 択 し ま す 。  
 

② シ ス テ ム ク ロ ッ ク 分 周  

・ シ ス テ ム ク ロ ッ ク に 選 択 さ れ た 発 振 ク ロ ッ ク を 分 周 し て 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク と し て 供 給

し ま す 。  

・ 分 周 回 路 は ２ 段 階 で 構 成 さ れ て い ま す 。  

  １ 段 目 は 、
1
1 ま た は

2
1 の 選 択 が で き ま す 。  

  ２ 段 目 は 、
1
1 ，

2
1 ，

4
1 ，

8
1 ，

16
1 ，

32
1 ，

64
1 ，

128
1  の 選 択 が で き ま す 。  

 
③ 発 振 回 路 の 制 御  

・ 命 令 で 、 上 記 ５ 系 統 の 発 振 の 停 止 ／ 許 可 を 独 立 に 制 御 で き ま す 。 但 し 、 メ イ ン ク

ロ ッ ク 発 振 回 路 と サ ブ ク ロ ッ ク 発 振 回 路 は 兼 用 端 子 （ Ｃ Ｆ １ ／ Ｘ Ｔ １ ， Ｃ Ｆ ２ ／ Ｘ Ｔ ２ ）

と な っ て お り 、 ２ 系 統 を 同 時 に 使 用 す る こ と は で き ま せ ん 。  

・ Ｃ Ｆ 発 振 回 路 に は 消 費 電 流 低 減 タ イ プ の Ｃ Ｆ 発 振 ロ ー ア ン プ と Ｃ Ｆ 発 振 ノ ー マ ル

ア ン プ が 選 択 で き ま す 。  
 

④ 入 力 端 子 兼 用 機 能  

・ Ｃ Ｆ 発 振 端 子 ／ 水 晶 発 振 端 子 （ Ｃ Ｆ １ ／ Ｘ Ｔ １ ， Ｃ Ｆ ２ ／ Ｘ Ｔ ２ ） は 、 汎 用 入 力 ポ ー ト

と し て 使 用 で き ま す 。  
 

⑤ モ ー ド 毎 の 発 振 回 路 の 状 態  

モード／クロック メインクロック サブクロック 
低速ＲＣ発振

（注１） 
中速ＲＣ発振

周波数可変   
ＲＣ発振  

システムクロック 

リセット状態  停止  停止  停止  動作  停止  中速ＲＣ発振  

リセット解除  停止  停止  停止  動作  停止  中速ＲＣ発振  

通常動作  プログラマブル プログラマブル プログラマブル プログラマブル プログラマブル プログラマブル 

ホルト 突入時の状態  突入時の状態 突入時の状態 突入時の状態 突入時の状態  突入時の状態  

ホールド 停止  停止  停止  停止  停止  停止  

ホールド解除直後  突入時の状態  突入時の状態 動作 （注２） 動作 （注２） 停止  

突入時ＳＬＷＲＣレジ

スタのビット１で設定

されていた状 態 によ

り 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 ま た

は中速ＲＣ発振  

Ｘ’ｔａｌホールド 停止  突入時の状態 停止  停止  停止  停止  

Ｘ ’ ｔａ ｌホールド解 除

直後  
突入時の状態  突入時の状態 突入時の状態 突入時の状態 突入時の状態  突入時の状態  

各 モードの突 入 方 法 ／解 除 方 法 については「４－４ スタンバイ機 能 」を参 照 してください。  
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（ 注 １ ）  低 速 Ｒ Ｃ 発 振 は 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ か ら も 直 接 発 振 が 制 御 さ れ 、 ス タ ン バ イ モ

ー ド 時 の 発 振 の 制 御 も 行 わ れ ま す 。 詳 し く は 「 ４ － ６  ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ 」 を 参

照 し て く だ さ い 。  

（ 注 ２ ）  ホ ー ル ド モ ー ド 突 入 時 の 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 制 御 レ ジ ス タ （ Ｓ Ｌ Ｗ Ｒ Ｃ ） の ビ ッ ト １ の 値 に

よ り 、 ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 後 、 中 速 Ｒ Ｃ 発 振 ま た は 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 が 自 動 的 に 発

振 許 可 さ れ シ ス テ ム ク ロ ッ ク と な り ま す 。  

 

⑥ シ ス テ ム ク ロ ッ ク を 制 御 す る に は 、 次 に 示 す 特 殊 機 能 レ ジ ス タ を 操 作 す る 必 要 が あ り

ま す 。  

・ Ｐ Ｃ Ｏ Ｎ ， Ｏ Ｃ Ｒ ， Ｃ Ｌ Ｋ Ｄ Ｉ Ｖ ， Ｍ Ｒ Ｃ Ｒ ， Ｘ Ｔ ２ Ｐ Ｃ ， Ｓ Ｌ Ｗ Ｒ Ｃ  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE07 HHHH H000 R/W PCON - - - - - XTIDLE PDN IDLE 

FE0C HHHH H000 R/W CLKDIV - - - - - CLKDV2 CLKDV1 CLKDV0

FE0D 00HH HHHH R/W MRCR MRCSEL MRCST - - - - - - 

FE0E 0000 XX00 R/W OCR CLKSGL EXTOSC CLKCB5 CLKCB4 XT2IN XT1IN RCSTOP CFSTOP

FE43 HHHH 0H00 R/W XT2PC - - - - XTCFSEL - XT2DR XT2DT

FE7C HHHH H000 R/W SLWRC - - - - - CFLAMP SLRCSEL SLRCSTAT

 

４ - ２ - ３  回 路 構 成  

４ - ２ - ３ - １  メ イ ン ク ロ ッ ク 発 振 回 路  

① Ｃ Ｆ １ ／ Ｘ Ｔ １ ， Ｃ Ｆ ２ ／ Ｘ Ｔ ２ 端 子 に セ ラ ミ ッ ク 発 振 子 と 容 量 を 接 続 し 、 Ｏ Ｃ Ｒ レ ジ ス タ と

Ｘ Ｔ ２ Ｐ Ｃ レ ジ ス タ を 制 御 す る こ と に よ り 発 振 が 可 能 に な り ま す 。  

② Ｃ Ｆ １ ／ Ｘ Ｔ １ ， Ｃ Ｆ ２ ／ Ｘ Ｔ ２ 端 子 の デ ー タ を レ ジ ス タ Ｏ Ｃ Ｒ の ビ ッ ト ２ ， ３ と し て 読 む こ と が

で き ま す 。  

③ Ｃ Ｆ ２ ／ Ｘ Ｔ ２ は 汎 用 出 力 （ Ｎ ｃ ｈ オ ー プ ン ド レ イ ン ） が 可 能 で す 。  

④ 上 記 ① ～ ③ を 使 用 し な い 場 合 、 「 １ － ７  未 使 用 端 子 の 推 奨 処 理 」 を 参 照 く だ さ い 。  

 

４ - ２ - ３ - ２  サ ブ ク ロ ッ ク 発 振 回 路  

① Ｃ Ｆ １ ／ Ｘ Ｔ １ ， Ｃ Ｆ ２ ／ Ｘ Ｔ ２ 端 子 に 水 晶 発 振 子 （ 標 準 ３ ２ ． ７ ６ ８ ｋ Ｈ ｚ ） と 容 量 ， ダ ン ピ

ン グ 抵 抗 を 接 続 し 、 Ｏ Ｃ Ｒ レ ジ ス タ と Ｘ Ｔ ２ Ｐ Ｃ レ ジ ス タ を 制 御 す る こ と に よ り 発 振 が 可

能 に な り ま す 。  

② Ｃ Ｆ ２ ／ Ｘ Ｔ ２ 端 子 の デ ー タ を レ ジ ス タ Ｏ Ｃ Ｒ の ビ ッ ト ３ と し て 読 む こ と が で き ま す 。 Ｃ Ｆ １ ／

Ｘ Ｔ １ 端 子 の デ ー タ は レ ジ ス タ Ｏ Ｃ Ｒ の ビ ッ ト ２ に は 読 み 込 ま れ ま せ ん 。  

●通常動作モード 
・それぞれの発
振の動作／停
止はプログラマ

●ホールドモード 
・それぞれの発振の
状態は、突入時の
状態を保持

●リセット 
・メインクロック停止 
・サブクロック停止 
・低速ＲＣ発振停止 
・中速ＲＣ発振動作 
・周波数可変ＲＣ発振停止 

●通常動作モード（注１） 
・それぞれの発振の動作／停止

はプログラマブル。 

●ホルトモード（注１） 
・それぞれの発振の状態は、突

入時の状態を保持。 

●Ｘ’ｔ ａ ｌ ホールドモード（注１）
・メインクロック、低速／中速／
周波数可変ＲＣ発振は停止、
サブクロックは突入時の状態
を保持。 

・ＯＣＲ、ＳＬＷＲＣ、ＭＲＣＲレジ
スタの内容は変わらない 

・システムクロックとしてサブクロ
ック、低速ＲＣ発振、中速ＲＣ
発振のいずれかを選び、この
モードに突入する。 

・解除時、発振は突入時の状
態に戻る。 

●ホールドモード（注１） 
・全ての発振は停止 
・ＳＬＷＲＣレジスタのビット１が
“１”の場合 
ＳＬＷＲＣレジスタのビット０が
セットされ、ＯＣＲレジスタのビ
ット４，５がクリアされるため、解
除時は低速ＲＣ発振が動作し
システムクロックとなる。 

・ＳＬＷＲＣレジスタのビット１が
“０”の場合 
ＯＣＲレジスタのビット１，４，５
がクリアされるため、解除時は
中速ＲＣ発振が動作しシステ
ムクロックとなる。 

・ＭＲＣＲレジスタのビット６，７が
クリアされるため、解除時周波
数可変Ｒ Ｃ発振は停止とな
る。 
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４ - ２ - ３ - ３  内 蔵 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路  

① 内 蔵 の 抵 抗 と 容 量 に よ り ( 標 準 １ ０ ０ ｋ Ｈ ｚ ) 発 振 し ま す 。  

② 低 速 内 蔵 Ｒ Ｃ 発 振 は 低 消 費 、 低 速 動 作 用 に 使 用 す る シ ス テ ム ク ロ ッ ク で す 。  
 

４ - ２ - ３ - ４  内 蔵 中 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 （ 従 来 型 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 ）   

① 内 蔵 の 抵 抗 と 容 量 に よ り ( 標 準 １ Ｍ Ｈ ｚ ) 発 振 し ま す 。  

② リ セ ッ ト 解 除 後 は 中 速 Ｒ Ｃ 発 振 の ク ロ ッ ク が シ ス テ ム ク ロ ッ ク と な り 、 ホ ー ル ド 解 除 後 は

ホ ー ル ド 突 入 時 に 設 定 さ れ て い た 中 速 Ｒ Ｃ 発 振 ま た は 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 の ク ロ ッ ク が シ ス

テ ム ク ロ ッ ク と な り ま す 。  
 

４ - ２ - ３ - ５  周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 （ 周 波 数 可 変 機 能 な し ）  

① 内 蔵 の 抵 抗 と 容 量 に よ り 発 振 し ま す 。  

② 周 波 数 設 定 は 従 来 タ イ プ （ Ｌ Ｃ ８ ７ ２ Ｇ ０ ０ ／ Ｌ Ｃ ８ ７ ２ Ｒ ０ ０ シ リ ー ズ ） と 異 な り 、 周 波 数 可

変 機 能 は 存 在 せ ず 、 ク ロ ッ ク 出 力 は 源 発 振 周 波 数 １ ６ Ｍ Ｈ ｚ の １ ／ ２ 分 周 （ ８ Ｍ Ｈ ｚ ）

固 定 で す 。  

③ 高 精 度 発 振 で あ る た め 、 外 部 Ｃ Ｆ 発 振 の 置 き 換 え 用 の メ イ ン ク ロ ッ ク に 適 で す 。  

 

４ - ２ - ３ - ６  パ ワ ー 制 御 レ ジ ス タ （ Ｐ Ｃ Ｏ Ｎ ）  （ ３ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① 動 作 モ ー ド （ 通 常 ／ ホ ル ト ／ ホ ー ル ド ／ Ｘ ’ ｔ ａ ｌ ホ ー ル ド ） を 設 定 し ま す 。  

 

４ - ２ - ３ - ７  発 振 制 御 レ ジ ス タ （ Ｏ Ｃ Ｒ ）  （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① 発 振 回 路 の 動 作 停 止 ／ 開 始 の 制 御 を 行 い ま す 。  

② シ ス テ ム ク ロ ッ ク の 選 択 を 行 い ま す 。  

③ シ ス テ ム ク ロ ッ ク に 使 う 発 振 ク ロ ッ ク の 分 周 比 を
1
1  ま た は

2
1  に 設 定 し ま す 。  

④ Ｃ Ｆ １ ／ Ｘ Ｔ １ ， Ｃ Ｆ ２ ／ Ｘ Ｔ ２ 端 子 の デ ー タ を ビ ッ ト ２ ， ３ と し て 読 み 込 め ま す 。  

 

４ - ２ - ３ - ８  低 速 Ｒ Ｃ 発 振 制 御 レ ジ ス タ （ Ｓ Ｌ Ｗ Ｒ Ｃ ）  （ ３ ビ ッ ト ）  

① 低 速 ／ 中 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 の 動 作 停 止 ／ 開 始 の 制 御 を 行 い ま す 。  

② 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 ク ロ ッ ク と 中 速 Ｒ Ｃ 発 振 ク ロ ッ ク の 切 り 替 え を 行 い ま す 。  

③ Ｃ Ｆ 発 振 回 路 の ア ン プ サ イ ズ 切 り 替 え を 行 い ま す 。 Ｃ Ｆ 発 振 ロ ー ア ン プ は 消 費 電 流 低

減 化 と し て 、 低 電 圧 、 Ｃ Ｆ ＝ ４ Ｍ Ｈ ｚ 、 シ ス テ ム 分 周 ＝ １ ／ ４ ～ １ ／ １ ６ な ど の 動 作 条 件

時 に 効 果 を 発 揮 し ま す 。  
 

４ - ２ - ３ - ９  Ｃ Ｆ １ ／ Ｘ Ｔ １ ， Ｃ Ｆ ２ ／ Ｘ Ｔ ２ 汎 用 ポ ー ト 入 力 制 御 レ ジ ス タ （ Ｘ Ｔ ２ Ｐ Ｃ ）  

（ ３ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① メ イ ン ク ロ ッ ク 発 振 回 路 の 機 能 制 御 を 行 い ま す 。  

②  Ｃ Ｆ ２ ／ Ｘ Ｔ ２ 端 子 の 汎 用 出 力 （ Ｎ ｃ ｈ オ ー プ ン ド レ イ ン ） の 制 御 を 行 い ま す 。  

 

４ - ２ - ３ - １ ０  周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 制 御 レ ジ ス タ （ ＭＲ Ｃ Ｒ ）  （ ２ ビ ッ ト レ ジス タ ）  

① 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 の 動 作 停 止 ／ 開 始 の 制 御 を 行 い ま す 。  

② メ イ ン ク ロ ッ ク の 外 部 Ｃ Ｆ 発 振 と 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 の 切 り 替 え を 行 い ま す 。  
 

４ - ２ - ３ - １ １  シ ス テ ム ク ロ ッ ク 分 周 制 御 レ ジ ス タ （ Ｃ Ｌ ＫＤ Ｉ Ｖ ）  （ ３ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① シ ス テ ム ク ロ ッ ク 分 周 回 路 の 制 御 を 行 い ま す 。  

分 周 比 は
1
1 ，

2
1 ，

4
1 ，

8
1 ，

16
1 ，

32
1 ，

64
1 ，

128
1  の 設 定 が 可 能 で す 。  
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図 ４ － ２ － １   シ ス テ ム ク ロ ッ ク 発 生 回 路 ブ ロ ッ ク 図  

 

４ - ２ - ４  関 連 レ ジ ス タ  

４ - ２ - ４ - １  パ ワ ー 制 御 レ ジ ス タ （ Ｐ Ｃ Ｏ Ｎ ）  （ ３ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① 動 作 モ ー ド （ 通 常 ／ ホ ル ト ／ ホ ー ル ド ／ Ｘ ’ ｔ ａ ｌ ホ ー ル ド ） を 設 定 す る ３ ビ ッ ト の レ ジ ス タ

で す 。  

・ 各 モ ー ド の 突 入 方 法 ／ 解 除 方 法 に つ い て は 「 ４ ． ４  ス タ ン バ イ 機 能 」 を 参 照 し て く だ  

さい。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE07 HHHH H000 R/W PCON - - - - - XTIDLE PDN IDLE

 

（ ビ ッ ト ７ ～ ３ ） ： 存 在 し ま せ ん 。 読 む と “ １ ” が 読 ま れ ま す 。  

 

Ｘ Ｔ Ｉ Ｄ Ｌ Ｅ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｘ ’ ｔ ａ ｌ ホ ー ル ド モ ー ド 設 定 フ ラ グ  

Ｐ Ｄ Ｎ （ ビ ッ ト １ ） ： ホ ー ル ド モ ー ド 設 定 フ ラ グ  

ＸＴＩＤＬＥ ＰＤＮ 動作モード 

－ ０ 通常動作またはホルトモード 
０ １ ホールドモード 
１ １ Ｘ’ｔａｌホールドモード 

 

① こ れ ら の ビ ッ ト の セ ッ ト は 命 令 で 行 い ま す 。  

・ ホ ー ル ド モ ー ド に 入 る と 全 て の 発 振 （ メ イ ン ク ロ ッ ク ， サ ブ ク ロ ッ ク ， 低 速 ／

中 速 Ｒ Ｃ ／ 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ ） が 停 止 し 、 関 係 す る レ ジ ス タ が 下 記 の 状

態 に 変 化 し ま す 。  

Ｓ Ｌ Ｗ Ｒ Ｃ レ ジ ス タ の ビ ッ ト １ が “ １ ” に な っ て い る 場 合 、 Ｓ Ｌ Ｗ Ｒ Ｃ レ ジ ス タ の

ビ ッ ト ０ が セ ッ ト さ れ 、 Ｏ Ｃ Ｒ レ ジ ス タ の ビ ッ ト ４ ， ５ が ク リ ア さ れ ま す 。  

fSCLK ： システムクロック周波数 

fCYC ： サイクルクロック周波数 

 （最小命令サイクル） 

fCYC = fSCLK÷3 

サブクロック 

（X’tal）発振回路 

メインクロック 

（CF）発振回路 

周波数可変 RC 

発振回路 

メインクロック

中速 RC 

発振回路 

低速 RC 

発振回路 

RC クロック

CF クロック 

セ
レ
ク
タ 

セ
レ
ク
タ 

セ
レ
ク
タ 

サブクロック

CF1/XT1

CFSTOP

ECFOSC

MRCST

RCSTOP

SRCSTART

MRCSEL 

SLRCSEL 

分周器 

（1） 

分周器 

（2） 

システムクロック

（SCLK） 

CLKCB5-4 CLKSGL CLKDV2-0 

ベースタイマへ 

ウォッチドッグタイマ，

ベースタイマ回路へ 
ウォッチドッグタイマ 

からの発振制御 

CF2/XT2 

EXTOSC

MRCSFT
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Ｓ Ｌ Ｗ Ｒ Ｃ レ ジ ス タ の ビ ッ ト １ が “ ０ ” に な っ て い る 場 合 、 Ｏ Ｃ Ｒ レ ジ ス タ の ビ ッ

ト １ ， ４ ， ５ が ク リ ア さ れ ま す 。  

・ ホ ー ル ド モ ー ド 復 帰 時 、 Ｓ Ｌ Ｗ Ｒ Ｃ 、 Ｏ Ｃ Ｒ レ ジ ス タ の 状 態 に よ り 低 速 Ｒ Ｃ 発

振 ま た は 中 速 Ｒ Ｃ 発 振 が 動 作 を 開 始 し シ ス テ ム ク ロ ッ ク と な り ま す 。 ま た 、

メ イ ン ク ロ ッ ク と サ ブ ク ロ ッ ク も ホ ー ル ド 突 入 前 の 状 態 に な り ま す 。  

・ Ｘ ’ ｔ ａ ｌ ホ ー ル ド モ ー ド に 入 る と Ｘ ’ ｔ ａ ｌ 以 外 の 発 振 （ メ イ ン ク ロ ッ ク ， 低 速 ／

中 速 Ｒ Ｃ ／ 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ ） が 停 止 す る が 、 Ｏ Ｃ Ｒ レ ジ ス タ は 変 化 し ま  

せ ん 。  

・ 通 常 Ｘ ’ ｔ ａ ｌ ホ ー ル ド モ ー ド は 、 低 消 費 電 流 時 計 カ ウ ン ト 用 に 使 う の で 、

突 入 前 に シ ス テ ム ク ロ ッ ク を サ ブ ク ロ ッ ク に 切 り 替 え 、 低 速 ／ 中 速 Ｒ Ｃ ／

周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 を 停 止 し た ほ う が よ り 低 消 費 電 流 と な り ま す 。  

② Ｘ Ｔ Ｉ Ｄ Ｌ Ｅ の ク リ ア は 命 令 で 行 い ま す 。  

③ Ｐ Ｄ Ｎ の ク リ ア は 、 ホ ー ル ド 解 除 信 号 （ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ， Ｉ Ｎ Ｔ １ ， Ｉ Ｎ Ｔ ２ ， Ｉ Ｎ Ｔ ４ ， Ｉ Ｎ Ｔ ５ ，

Ｐ ０ Ｉ Ｎ Ｔ ） の 発 生 、 ま た は リ セ ッ ト 信 号 で 行 わ れ ま す 。  

④ Ｐ Ｄ Ｎ が セ ッ ト さ れ る と 自 動 的 に ビ ッ ト ０ も セ ッ ト さ れ ま す 。  

 

Ｉ Ｄ Ｌ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： ホ ル ト モ ー ド 設 定 フ ラ グ  

① こ の ビ ッ ト を セ ッ ト す る と ホ ル ト モ ー ド に 入 り ま す 。  

② ビ ッ ト １ が セ ッ ト さ れ る と 自 動 的 に こ の ビ ッ ト も セ ッ ト さ れ ま す 。  

③ イ ン タ ラ プ ト 要 求 の 受 付 、 ま た は リ セ ッ ト 信 号 で こ の ビ ッ ト は ク リ ア さ れ ま す 。  

 

４ - ２ - ４ - ２  発 振 制 御 レ ジ ス タ （ Ｏ Ｃ Ｒ ）  （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①  発 振 回 路 の 動 作 制 御 ， シ ス テ ム ク ロ ッ ク の 選 択 ， Ｃ Ｆ １ ／ Ｘ Ｔ １ ， Ｃ Ｆ ２ ／ Ｘ Ｔ ２ 端 子 の

デ ー タ の 読 み 込 み を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。 読 み 出 し 専 用 の ビ ッ ト ３ ， ２ 以 外 は 読

み ／ 書 き 可 能 で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE0E 0000 XX00 R/W OCR CLKSGL EXTOSC CLKCB5 CLKCB4 XT2IN XT1IN RCSTOP CFSTOP

 

Ｃ Ｌ Ｋ Ｓ Ｇ Ｌ （ ビ ッ ト ７ ） ： ク ロ ッ ク 分 周 選 択  

①  こ の ビ ッ ト が “ １ ” の 時 、 ビ ッ ト ４ ， ５ で 選 択 さ れ た ク ロ ッ ク を 直 接 シ ス テ ム ク ロ ッ

ク と し て 使 用 し ま す 。  

②  こ の ビ ッ ト が “ ０ ” の 時 、 ビ ッ ト ４ ， ５ で 選 択 さ れ た ク ロ ッ ク 周 波 数 の
2
1 の ク ロ ッ ク

を シ ス テ ム ク ロ ッ ク と し て 使 用 し ま す 。  

 

Ｅ Ｘ Ｔ Ｏ Ｓ Ｃ （ ビ ッ ト ６ ） ： Ｃ Ｆ １ ／ Ｘ Ｔ １ ， Ｃ Ｆ ２ ／ Ｘ Ｔ ２ 機 能 制 御  

①  こ の ビ ッ ト が “ １ ” で 、 Ｃ Ｆ Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ （ ビ ッ ト ０ ） が “ １ ” の 時 、 Ｃ Ｆ １ ／ Ｘ Ｔ １ ， Ｃ Ｆ ２ ／

Ｘ Ｔ ２ 端 子 が サ ブ ク ロ ッ ク 発 振 用 の 端 子 に な り 、 水 晶 発 振 子 （ 標 準 ３ ２ ． ７ ６

８ ｋ Ｈ ｚ ） と 容 量 ， ダ ン ピ ン グ 抵 抗 を 接 続 す る こ と に よ り 発 振 可 能 に な り ま す 。

ま た 、 こ の 時 Ｏ Ｃ Ｒ レ ジ ス タ を 読 む と 、 ビ ッ ト ３ で は Ｃ Ｆ ２ ／ Ｘ Ｔ ２ 端 子 の デ ー タ

が 読 め 、 ビ ッ ト ２ で は Ｃ Ｆ １ ／ Ｘ Ｔ １ 端 子 の デ ー タ が 読 み 込 ま れ ず “ ０ ” が 読 ま

れ ま す 。  

②  こ の ビ ッ ト が “ ０ ” で 、 Ｘ Ｔ ２ Ｐ Ｃ （ ビ ッ ト ３ ） が “ １ ” の 時 、 Ｃ Ｆ １ ／ Ｘ Ｔ １ 、 Ｃ Ｆ ２ ／ Ｘ Ｔ

２ 端 子 が メ イ ン ク ロ ッ ク 発 振 用 の 端 子 に な り 、 セ ラ ミ ッ ク 発 振 子 と 容 量 ， 帰

還 抵 抗 ， ダ ン ピ ン グ 抵 抗 を 接 続 す る こ と に よ り 発 振 可 能 に な り ま す 。  メ イ ン

ク ロ ッ ク 発 振 の 動 作 と 停 止 は Ｃ Ｆ Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ （ ビ ッ ト ０ ） で 制 御 し ま す 。 ま た 、 Ｘ Ｔ ２

Ｐ Ｃ （ ビ ッ ト ３ ） が “ ０ ” の 時 、 Ｏ Ｃ Ｒ レ ジ ス タ を 読 む と 、 ビ ッ ト ３ で は  Ｃ Ｆ ２ ／ Ｘ Ｔ ２

端 子 の デ ー タ が 読 め 、 ビ ッ ト ２ で は Ｃ Ｆ １ ／ Ｘ Ｔ １ 端 子 の デ ー タ が 読 め ま す 。  
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Ｃ Ｌ Ｋ Ｃ Ｂ ５ （ ビ ッ ト ５ ） ： シ ス テ ム ク ロ ッ ク 選 択  

Ｃ Ｌ Ｋ Ｃ Ｂ ４ （ ビ ッ ト ４ ） ： シ ス テ ム ク ロ ッ ク 選 択  

①  Ｃ Ｌ Ｋ Ｃ Ｂ ５ ， Ｃ Ｌ Ｋ Ｃ Ｂ ４ で 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク の 選 択 を 行 い ま す 。  

②  リセット時 ，ホールドモード突 入 時 、ＣＬＫＣＢ５，ＣＬＫＣＢ４はクリアされます。  

 

ＣＬＫＣＢ５ ＣＬＫＣＢ４ システムクロック 

０ ０ 内蔵低速／中速ＲＣ発振 
０ １ メインクロック 
１ ０ サブクロック 
１ １ メインクロック 

 

Ｘ Ｔ ２ Ｉ Ｎ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｃ Ｆ ２ ／ Ｘ Ｔ ２ 端 子 デ ー タ （ 読 み 出 し 専 用 ）  

Ｘ Ｔ １ Ｉ Ｎ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｃ Ｆ １ ／ Ｘ Ｔ １ 端 子 デ ー タ （ 読 み 出 し 専 用 ）  

①  Ｅ Ｘ Ｔ Ｏ Ｓ Ｃ （ ビ ッ ト ６ ） の 値 に よ り Ｘ Ｔ １ Ｉ Ｎ で 読 め る デ ー タ が 下 表 の よ う に 変 わ

り ま す 。  

 

Ｒ Ｃ Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ （ ビ ッ ト １ ） ： 内 蔵 中 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 制 御  

①  こ の ビ ッ ト が “ １ ” の 時 、 内 蔵 中 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 は 停 止 し ま す 。  

②  こ の ビ ッ ト が “ ０ ” の 時 、 内 蔵 中 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 は 動 作 し ま す 。  

③  リ セ ッ ト 時 、 こ の ビ ッ ト は ク リ ア さ れ 発 振 可 能 に な り ま す 。  

④ ホ ー ル ド モ ー ド 突 入 時 、 こ の ビ ッ ト は Ｓ Ｌ Ｗ Ｒ Ｃ レ ジ ス タ の ビ ッ ト １ の 状 態 に よ り

下 記 と な り ま す 。  

Ｓ Ｌ Ｗ Ｒ Ｃ レ ジ ス タ の ビ ッ ト １ が “ １ ” の 場 合 、 こ の ビ ッ ト は 変 化 し ま せ ん 。  

Ｓ Ｌ Ｗ Ｒ Ｃ レ ジ ス タ の ビ ッ ト １ が “ ０ ” の 場 合 、 こ の ビ ッ ト は ク リ ア さ れ ホ ー ル ド モ

ー ド 復 帰 後 発 振 を 開 始 し シ ス テ ム ク ロ ッ ク と な り ま す 。  

 

Ｃ Ｆ Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ （ ビ ッ ト ０ ） ： メ イ ン ク ロ ッ ク 発 振 回 路 制 御  

①  こ の ビ ッ ト が “ １ ” の 時 、 メ イ ン ク ロ ッ ク 発 振 回 路 は 停 止 し ま す 。  

②  こ の ビ ッ ト が “ ０ ” の 時 、 メ イ ン ク ロ ッ ク 発 振 回 路 は 動 作 し ま す 。  

③  リ セ ッ ト 時 、 こ の ビ ッ ト と Ｘ Ｔ ２ Ｐ Ｃ レ ジ ス タ の ビ ッ ト ３ は ク リ ア さ れ Ｃ Ｆ １ ／ Ｘ Ｔ １ ，  

Ｃ Ｆ ２ ／ Ｘ Ｔ ２ 端 子 は 入 力 端 子 と な り ま す 。  

 

ＯＣＲレジスタ ＸＴ２ＰＣレジスタ ＣＦ１／ＸＴ１， 

ＣＦ２／ＸＴ２の状態 

ＯＣＲレジスタ（ＦＥ０ＥＨ） 

ＥＸＴＯＳＣ ＣＦＳＴＯＰ ＸＴＣＦＳＥＬ ＸＴ２ＩＮ ＸＴ１ＩＮ 

Ｘ ０ １ メインクロック発振動作
ＣＦ２／ＸＴ２ 

端子データ 

ＣＦ１／ＸＴ１ 

端子データ 

０ １ １ メインクロック発振停止 不定 不定 

１ １ Ｘ サブクロック発振動作 
ＣＦ２／ＸＴ２ 

端子データ 

０が読まれる 

Ｘ ０ ０ 汎用入力 
ＣＦ２／ＸＴ２ 

端子データ 

ＣＦ１／ＸＴ１ 

端子データ 

０ １ ０ 汎用入出力 
ＣＦ２／ＸＴ２ 

端子データ 

ＣＦ１／ＸＴ１ 

端子データ 

 

４ - ２ - ４ - ３  低 速 Ｒ Ｃ 発 振 制 御 レ ジ ス タ （ Ｓ Ｌ Ｗ Ｒ Ｃ ）  （ ３ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①  低 速 ／ 中 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 の 動 作 制 御 と Ｃ Ｆ 発 振 回 路 の ア ン プ サ イ ズ 切 り 替 え を 行

う ３ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE7C HHHH H000 R/W SLWRC - - - - - CFLAMP SLRCSEL SLRCSTAT
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（ ビ ッ ト ７ ～ ３ ） ： 存 在 し ま せ ん 。 読 む と “ １ ” が 読 ま れ ま す 。  

 

Ｃ Ｆ Ｌ Ａ Ｍ Ｐ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｃ Ｆ 発 振 ア ン プ サ イ ズ 切 り 替 え 制 御  

① こ の ビ ッ ト が “ １ ” の 時 、 Ｃ Ｆ 発 振 回 路 は ロ ー ア ン プ サ イ ズ が 選 択 さ れ ま す 。  

②このビットが“０”の時 、ＣＦ発 振 回 路 はノーマルアンプサイズが選 択 されます。  

＊ 切 り 替 え 時 に は 手 順 が 必 要 と な る た め ４ － ２ － ５ を 参 照 く だ さ い 。  
 
Ｓ Ｌ Ｒ Ｃ Ｓ Ｅ Ｌ （ ビ ッ ト １ ） ： 内 蔵 低 速 ／ 中 速 Ｒ Ｃ 発 振 ク ロ ッ ク 切 り 替 え 制 御  

①  こ の ビ ッ ト が “ １ ” の 時 、 内 蔵 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 の ク ロ ッ ク が 選 択 さ れ ま す 。  

② こ の ビ ッ ト が “ ０ ” の 時 、 内 蔵 中 速 Ｒ Ｃ 発 振 の ク ロ ッ ク が 選 択 さ れ ま す 。  
 
Ｓ Ｌ Ｒ Ｃ Ｓ Ｔ Ａ Ｔ （ ビ ッ ト ０ ） ： 内 蔵 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 制 御  

①  こ の ビ ッ ト が “ １ ” の 時 、 内 蔵 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 は 動 作 し ま す 。  

②  こ の ビ ッ ト が “ ０ ” の 時 、 内 蔵 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 は 停 止 し ま す 。  

③  リ セ ッ ト 時 ， こ の ビ ッ ト は ク リ ア さ れ ま す 。  

④ホールドモード突 入 時 、ＳＬＲＣＳＥＬのビット１の状 態 により下 記 となります。  

Ｓ Ｌ Ｒ Ｃ Ｓ Ｅ Ｌ の ビ ッ ト １ が “ １ ” の 場 合 、 こ の ビ ッ ト は セ ッ ト さ れ ホ ー ル ド モ ー ド 復

帰 後 発 振 を 開 始 し シ ス テ ム ク ロ ッ ク と な り ま す 。  

Ｓ Ｌ Ｒ Ｃ Ｓ Ｅ Ｌ の ビ ッ ト １ が “ ０ ” の 場 合 、 こ の ビ ッ ト は 変 化 し ま せ ん 。  

 

４ - ２ - ４ - ４  Ｃ Ｆ １ ／ Ｘ Ｔ １ ， Ｃ Ｆ ２ ／ Ｘ Ｔ ２ 汎 用 ポ ー ト 入 力 制 御 レ ジ ス タ （ Ｘ Ｔ ２ Ｐ Ｃ ）  

（ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｃ Ｆ １ ／ Ｘ Ｔ １ 、 Ｃ Ｆ ２ ／ Ｘ Ｔ ２ 端 子 の 汎 用 入 力 の 制 御 を 行 う ３ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE43 HHHH 0H00 R/W XT2PC - - - - XTCFSEL - XT2DR XT2DT

 

（ ビ ッ ト ７ ～ ４ 、 ２ ） ： 存 在 し ま せ ん 。 読 む と “ １ ” が 読 ま れ ま す 。  

 

Ｘ Ｔ Ｃ Ｆ Ｓ Ｅ Ｌ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｃ Ｆ １ ／ Ｘ Ｔ １ 、 Ｃ Ｆ ２ ／ Ｘ Ｔ ２ 入 力 制 御  

① こ の ビ ッ ト と Ｅ Ｘ Ｔ Ｏ Ｓ Ｃ （ Ｏ Ｃ Ｒ ： Ｆ Ｅ ０ Ｅ Ｈ  レ ジ ス タ の ビ ッ ト ６ ） 、 Ｃ Ｆ Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ （ Ｏ Ｃ

Ｒ ： Ｆ Ｅ ０ Ｅ Ｈ  レ ジ ス タ の ビ ッ ト ０ ） の 設 定 に よ り Ｃ Ｆ １ ／ Ｘ Ｔ １ 、 Ｃ Ｆ ２ ／ Ｘ Ｔ ２ 端

子 は メ イ ン ク ロ ッ ク ／ サ ブ ク ロ ッ ク ／ 汎 用 入 力 ポ ー ト が 切 り 替 わ り ま す 。 （ 詳 細

は 「 ４ － ２ － ４ － ２  発 振 制 御 レ ジ ス タ 」 を 参 照 し て く だ さ い 。 ）  

 

Ｘ Ｔ ２ Ｄ Ｒ （ ビ ッ ト １ ） ： Ｃ Ｆ ２ ／ Ｘ Ｔ ２ 入 出 力 制 御  

Ｘ Ｔ ２ Ｄ Ｔ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｃ Ｆ ２ ／ Ｘ Ｔ ２ 出 力 デ ー タ  

レジスタデータ ＣＦ２／ＸＴ２の状態  

ＸＴ２ＤＴ ＸＴ２ＤＲ 入力 出力  

０ ０ 可能 オープン 

１ ０ 可能 オープン 

０ １ 可能 ＬＯＷ 

１ １ 可能 オープン 

 

注 意 ： 汎 用 出 力 ポ ー ト と し て 機 能 さ せ る た め に は 、 Ｘ Ｔ Ｃ Ｆ Ｓ Ｅ Ｌ （ Ｘ Ｔ ２ Ｐ Ｃ ： Ｆ Ｅ ４ ３ Ｈ  レ ジ

ス タ の ビ ッ ト ３ ） ＝ “ ０ ” 、 Ｃ Ｆ Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ （ Ｏ Ｃ Ｒ ： Ｆ Ｅ ０ Ｅ Ｈ  レ ジ ス タ の ビ ッ ト ０ ） ＝ “ １ ” 、 Ｅ Ｘ

Ｔ Ｏ Ｓ Ｃ （ Ｏ Ｃ Ｒ ： Ｆ Ｅ ０ Ｅ Ｈ  レ ジ ス タ の ビ ッ ト ６ ） ＝ “ ０ ” に 設 定 す る 必 要 が あ り ま す 。  
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４ - ２ - ４ - ５  周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 制 御 レ ジ ス タ （ Ｍ Ｒ Ｃ Ｒ ）  （ ２ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① 周 波 数 可 変 ＲＣ発 振 回 路 の動 作 制 御 、メインクロックの選 択 を行 う２ビットのレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE0D 00HH HHHH R/W MRCR MRCSEL MRCST - - - - - - 

Ｍ Ｒ Ｃ Ｓ Ｅ Ｌ （ ビ ッ ト ７ ） ： 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 ク ロ ッ ク 選 択  

① このビットが“１”の時 、周 波 数 可 変 ＲＣ発 振 がメインクロックに選 択 されます。  

Ｏ Ｃ Ｒ レ ジ ス タ の 設 定 で メ イ ン ク ロ ッ ク が シ ス テ ム ク ロ ッ ク 選 択 さ れ て い る 場 合 、

周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 ク ロ ッ ク が シ ス テ ム ク ロ ッ ク と な り ま す 。  

② こ の ビ ッ ト が “ ０ ” の 時 、 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 は メ イ ン ク ロ ッ ク に 選 択 さ れ ま せ

ん 。 Ｃ Ｆ が メ イ ン ク ロ ッ ク と な り ま す 。  

③ こ の ビ ッ ト は ホ ー ル ド モ ー ド 突 入 時 ク リ ア さ れ ま す 。  
 
Ｍ Ｒ Ｃ Ｓ Ｔ （ ビ ッ ト ６ ） ： 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 開 始 制 御  

① こ の ビ ッ ト が “ １ ” の 時 、 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 と 基 準 電 圧 発 生 回 路 は

動 作 を 開 始 し ま す 。  

② こ の ビ ッ ト が “ ０ ” の 時 、 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 は 停 止 し ま す 。  

③ こ の ビ ッ ト は ホ ー ル ド モ ー ド 突 入 時 ク リ ア さ れ ま す 。  
 
（ ビ ッ ト ５ ～ ０ ） ： 存 在 し ま せ ん 。 読 む と “ １ ” が 読 ま れ ま す 。  

 

注 意 ： 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 が “ 発 振 停 止 ” 状 態 か ら “ 発 振 許 可 ” 状 態 と な っ た

後 、 １ ０ ０ μ ｓ ｅ ｃ 以 上 の 発 振 安 定 時 間 を 設 け て か ら シ ス テ ム ク ロ ッ ク を 切 り 替 え て

く だ さ い 。  

 

４ - ２ - ４ - ６  シ ス テ ム ク ロ ッ ク 分 周 制 御 レ ジ ス タ （ Ｃ Ｌ Ｋ Ｄ Ｉ Ｖ ）  （ ３ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① シ ス テ ム ク ロ ッ ク 分 周 制 御 を 行 い ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE0C HHHH H000 R/W CLKDIV - - - - - CLKDV2 CLKDV1 CLKDV0

 
（ ビ ッ ト ７ ～ ３ ） ： 存 在 し ま せ ん 。 読 む と “ １ ” が 読 ま れ ま す 。  
 
Ｃ Ｌ Ｋ Ｄ Ｖ ２ （ ビ ッ ト ２ ） ：  

Ｃ Ｌ Ｋ Ｄ Ｖ １ （ ビ ッ ト １ ） ：    シ ス テ ム ク ロ ッ ク の 分 周 比 を 設 定 し ま す 。  

Ｃ Ｌ Ｋ Ｄ Ｖ ０ （ ビ ッ ト ０ ） ：  

 

Ｃ Ｌ Ｋ Ｄ Ｖ ２  Ｃ Ｌ Ｋ Ｄ Ｖ １ Ｃ Ｌ Ｋ Ｄ Ｖ ０ 分 周 比  

０  ０  ０  
1

1  

０  ０  １  2
1  

０  １  ０  4
1  

０  １  １  8
1  

１  ０  ０  16
1  

１  ０  １  32
1  

１  １  ０  64
1  

１  １  １  128
1  
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４ - ２ - ５   Ｃ Ｆ 発 振 ア ン プ サ イ ズ 切 り 替 え の 具 体 例  

① シ ス テ ム ク ロ ッ ク の 状 態  

・ シ ス テ ム ク ロ ッ ク は Ｃ Ｆ 発 振 （ メ イ ン ） 以 外 の 状 態 に し ま す 。  

 

② Ｃ Ｆ 発 振 の ア ン プ サ イ ズ を ロ ー ア ン プ に 切 り 替 え  

・ 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 制 御 レ ジ ス タ の Ｃ Ｆ Ｌ Ａ Ｍ Ｐ （ ビ ッ ト ２ ） ＝ １ に 設 定 し ま す 。  

 

③ Ｃ Ｆ 発 振 安 定 時 間 待 ち  

・ 半 導 体 デ ー タ シ ー ト に 記 載 さ れ て い る Ｃ Ｆ 発 振 安 定 時 間 を 待 ち ま す 。  

 

④ Ｃ Ｆ 発 振 確 認 （ 低 電 圧 時 は 特 に 使 用 す る こ と を 推 奨 し ま す ）  

・ Ｃ Ｆ 発 振 監 視 機 能 を 用 い て 発 振 し て い る こ と を 確 認 し ま す 。  

 

⑤ シ ス テ ム ク ロ ッ ク 切 り 替 え  

・ 発 振 制 御 レ ジ ス タ の Ｃ Ｌ Ｋ Ｃ Ｂ ４ （ ビ ッ ト ４ ） ＝ １ 、 Ｃ Ｌ Ｋ Ｃ Ｂ ５ （ ビ ッ ト ５ ） ＝ ０ に 設 定 し 、  

シ ス テ ム ク ロ ッ ク を Ｃ Ｆ 発 振 （ メ イ ン ） に 切 り 替 え ま す 。  

 

注 意 ： シ ス テ ム ク ロ ッ ク が Ｃ Ｆ 発 振 （ メ イ ン ） の 状 態 で 、 Ｃ Ｆ 発 振 の ア ン プ サ イ ズ を 切 り 替 え

な い で く だ さ い 。 切 り 替 え を 行 う と 切 り 替 え 時 に 発 振 が 不 安 定 と な り 、 シ ス テ ム の

誤 動 作 を 引 き 起 し ま す 。  

注 意 ： Ｃ Ｆ 発 振 の ロ ー ア ン プ を 使 用 す る 場 合 に は 、 ノ ー マ ル ア ン プ と 動 作 電 圧 範 囲 が

異 な り ま す の で 、 半 導 体 デ ー タ シ ー ト を 必 ず ご 確 認 く だ さ い 。  



Ｃ Ｆ 発 振 監 視  

4-14 

４ - ３ ＣＦ発 振 （メインクロック）監 視 機 能  

４ - ３ - １  概 要  

Ｃ Ｆ 発 振 監 視 モ ニ タ 機 能 は シ ス テ ム ク ロ ッ ク を メ イ ン ク ロ ッ ク の Ｃ Ｆ 発 振 に 切 り 替 え る 際 、

Ｃ Ｆ 発 振 回 路 が 正 常 発 振 し て い る か 確 認 す る 機 能 で す 。 こ れ に よ り 、 Ｃ Ｆ 発 振 回 路 に

何 ら か の 異 常 が 発 生 し て も 、 シ ス テ ム の デ ッ ド ロ ッ ク や シ ス テ ム 誤 動 作 を 回 避 す る こ と が

可 能 と な り ま す  

 

４ - ３ - ２  機 能  

① メ イ ン ク ロ ッ ク 発 振 カ ウ ン タ  

・ Ｃ Ｆ 発 振 回 路 の 状 態 を 監 視 す る た め の ９ ビ ッ ト の バ イ ナ リ ・ カ ウ ン タ が あ り ま す 。  

 

② Ｃ Ｆ 発 振 監 視 モ ニ タ レ ジ ス タ  

・ Ｃ Ｆ 発 振 の 監 視 を 開 始 ／ 停 止 ／ 動 作 確 認 が 行 え ま す 。  

 

③ Ｃ Ｆ 発 振 監 視 モ ニ タ 制 御 を 行 う に は 、 次 に 示 す 特 殊 機 能 レ ジ ス タ を 操 作 す る 必 要 が

あ り ま す 。  
 

・ Ｃ Ｆ Ｌ Ｖ Ｍ  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE57 HHH0 HH00 R/W CFLVM - - - CFMON - - FIX0 PWMP2SL

 

４ - ３ - ３  回 路 構 成  

回 路 構 成 は 、 Ｃ Ｆ 発 振 を 監 視 す る ９ ビ ッ ト の バ イ ナ リ ・ カ ウ ン タ と こ れ を 制 御 す る Ｃ Ｆ 発 振

監 視 モ ニ タ レ ジ ス タ （ Ｃ Ｆ Ｌ Ｖ Ｍ ） か ら 構 成 さ れ て い ま す 。 Ｃ Ｆ 発 振 監 視 モ ニ タ レ ジ ス タ の モ

ニ タ ビ ッ ト を セ ッ ト す る と 、 ９ ビ ッ ト の バ イ ナ リ ・ カ ウ ン タ が Ｃ Ｆ 発 振 ク ロ ッ ク に よ り カ ウ ン ト ア ッ

プ し ま す 。 Ｃ Ｆ 発 振 が 正 常 発 振 し て い る と カ ウ ン タ の オ ー バ ー フ ロ ー に よ り 、 モ ニ タ ビ ッ ト

が リ セ ッ ト さ れ 正 常 発 振 し て い る こ と を 確 認 で き ま す 。  

 

４ - ３ - ４  関 連 レ ジ ス タ  

４ - ３ - ４ - １   Ｃ Ｆ 発 振 監 視 モ ニ タ レ ジ ス タ （ Ｃ Ｆ Ｌ Ｖ Ｍ ）  （ ３ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

 ① Ｃ Ｆ 発 振 監 視 モ ニ タ 動 作 を 制 御 す る ３ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE57 HHH0 HH00 R/W CFLVM - - - CFMON - - FIX0 PWMP2SL

 

（ ビ ッ ト ７ ～ ５ ， ３ ， ２ ） ： 存 在 し ま せ ん 。 読 む と “ １ ” が 読 ま れ ま す 。  
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Ｃ Ｆ Ｍ Ｏ Ｎ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｃ Ｆ 発 振 監 視 モ ニ タ 制 御  

こ の ビ ッ ト を １ に セ ッ ト す る と Ｃ Ｆ 発 振 監 視 が 開 始 さ れ 、 Ｃ Ｆ 発 振 が 正 常 発 振 を

し て い る と ０ に リ セ ッ ト さ れ ま す 。 途 中 で Ｃ Ｆ 発 振 監 視 を 停 止 す る 場 合 に は ０ に

リ セ ッ ト し ま す 。 Ｃ Ｆ 発 振 を カ ウ ン ト す る 時 間 は 下 記 で 行 わ れ ま す 。  

 

Ｃ Ｆ 監 視 カ ウ ン ト 時 間 = 源 発 振 周 期 × ５ １ ２  

 

Ｆ Ｉ Ｘ ０ （ ビ ッ ト １ ） ： 固 定 ビ ッ ト 。  

“ ０ ” 固 定 で 使 用 し ま す 。  

 

Ｐ Ｗ Ｍ Ｐ ２ Ｓ Ｌ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｐ Ｗ Ｍ ４ ， ５ の 出 力 ポ ー ト の 制 御 を 行 い ま す 。  

※ 詳 細 は ｢ ３ － １ ４  Ｐ Ｗ Ｍ ４ ／ Ｐ Ｗ Ｍ ５ ｣ を 参 照 く だ さ い 。  

  

４ - ３ - ５  Ｃ Ｆ 発 振 監 視 動 作 の 具 体 例  

① 電 源 投 入 時 、 シ ス テ ム リ セ ッ ト 時 、 ホ ー ル ド モ ー ド 復 帰 時  

  ・ シ ス テ ム ク ロ ッ ク が 中 速 Ｒ Ｃ ま た は 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 に 切 り 替 わ り 動 作 を 開 始 し ま す 。  

 

② Ｃ Ｆ 発 振 回 路 の 発 振 開 始 時 間  

  ・ メ イ ン ク ロ ッ ク の Ｃ Ｆ 発 振 回 路 が 発 振 を 安 定 に 開 始 す る ま で 数 m s ～ 数 十 m s 待 ち

ま す 。  

 

③ Ｃ Ｆ 発 振 監 視 モ ニ タ 開 始 設 定 と ポ ー リ ン グ  

  ・ Ｃ Ｆ 発 振 監 視 モ ニ タ レ ジ ス タ （ Ｃ Ｆ Ｌ Ｖ Ｍ ） の Ｃ Ｆ Ｍ Ｏ Ｎ （ ビ ッ ト ４ ） を １ に し ま す 。  

  ・ こ の Ｃ Ｆ Ｍ Ｏ Ｎ （ ビ ッ ト ４ ） を ポ ー リ ン グ し 正 常 発 振 を し て い れ ば 、 源 発 振 周 期 × ５ １ ２

の 時 間 で ０ に リ セ ッ ト さ れ ま す 。  

  ・ 正 常 発 振 を 確 認 し て も ③ を 何 度 か 繰 り 返 す こ と を 推 奨 し ま す 。 正 常 発 振 を 確 認

で き な い 場 合 に は セ ッ ト ア プ リ ケ ー シ ョ ン に よ り 発 振 異 常 と し て の エ ラ ー 処 理 、 ③ の

処 理 を 継 続 、 そ の 他 の 処 理 を 行 い ま す 。  

 

④ シ ス テ ム ク ロ ッ ク を メ イ ン ク ロ ッ ク 発 振 の Ｃ Ｆ 発 振 に 切 り 替 え  

  

 ※ 次 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン 処 理 へ  
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４ - ４  スタンバイ機 能  

４ - ４ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ は 、 停 電 時 や プ ロ グ ラ ム 待 機 中 の 消 費 電 流 を 低 減 す る た め に 、 ホ ル ト ， ホ ー

ル ド ， Ｘ ’ ｔ ａ ｌ ホ ー ル ド と 呼 ば れ る ３ つ の ス タ ン バ イ モ ー ド が あ り ま す 。 ス タ ン バ イ 状 態 で は 、

命 令 の 実 行 は 停 止 し ま す 。  

 

４ - ４ - ２  機 能  

① ホ ル ト モ ー ド  

・ 命 令 の 実 行 は 停 止 し ま す が 、 周 辺 回 路 は 動 作 を 継 続 し ま す （ 注 １ ） 。  

・ Ｐ Ｃ Ｏ Ｎ レ ジ ス タ の ビ ッ ト ０ を セ ッ ト す る こ と に よ り 、 ホ ル ト モ ー ド に 入 り ま す 。  

・ リ セ ッ ト ま た は 割 り 込 み 要 求 の 受 付 に よ り 、 Ｐ Ｃ Ｏ Ｎ レ ジ ス タ の ビ ッ ト ０ が ク リ ア さ れ 、

通 常 動 作 モ ー ド に 復 帰 し ま す 。  

 

② ホ ー ル ド モ ー ド  

・ 全 て の 発 振 が 停 止 し ま す 。 命 令 の 実 行 が 停 止 し 、 周 辺 回 路 も 動 作 を 停 止 し ま す

（ 注 １ ， ２ ） 。  

・ Ｐ Ｃ Ｏ Ｎ レ ジ ス タ の ビ ッ ト ２ ＝ “ ０ ” で 、 ビ ッ ト １ を セ ッ ト す る こ と に よ り 、 ホ ー ル ド モ ー ド に

入 り ま す 。 こ の 時 、 Ｐ Ｃ Ｏ Ｎ レ ジ ス タ の ビ ッ ト ０ （ ホ ル ト モ ー ド 設 定 フ ラ グ ） も 自 動 的 に

セ ッ ト さ れ ま す 。  

・ リ セ ッ ト ま た は ホ ー ル ド 解 除 信 号 （ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ， Ｉ Ｎ Ｔ １ ， Ｉ Ｎ Ｔ ２ ， Ｉ Ｎ Ｔ ４ ， Ｉ Ｎ Ｔ ５ ， ポ ー ト ０

割 り 込 み ） の 発 生 に よ り 、 Ｐ Ｃ Ｏ Ｎ レ ジ ス タ の ビ ッ ト １ が ク リ ア さ れ 、 ホ ル ト モ ー ド に 移

行 し ま す 。  

 

③ Ｘ ’ ｔ ａ ｌ ホ ー ル ド モ ー ド  

・ サ ブ ク ロ ッ ク 以 外 の 発 振 が 停 止 し ま す 。 命 令 の 実 行 が 停 止 し 、 ベ ー ス タ イ マ を 除 く

周 辺 回 路 が 動 作 を 停 止 し ま す （ 注 １ ， ２ ） 。  

・ Ｐ Ｃ Ｏ Ｎ レ ジ ス タ の ビ ッ ト ２ ＝ “ １ ” で 、 ビ ッ ト １ を セ ッ ト す る こ と に よ り 、 Ｘ ’ ｔ ａ ｌ ホ ー ル ド モ

ー ド に 入 る 。 こ の 時 、 Ｐ Ｃ Ｏ Ｎ レ ジ ス タ の ビ ッ ト ０ （ ホ ル ト モ ー ド 設 定 フ ラ グ ） も 自 動 的

に セ ッ ト さ れ ま す 。  

・ リ セ ッ ト ま た は ホ ー ル ド 解 除 信 号 （ ベ ー ス タ イ マ 割 り 込 み ， Ｉ Ｎ Ｔ ０ ， Ｉ Ｎ Ｔ １ ， Ｉ Ｎ Ｔ ２ ， Ｉ

Ｎ Ｔ ４ ， Ｉ Ｎ Ｔ ５ ， ポ ー ト ０ 割 り 込 み ） の 発 生 に よ り 、 Ｐ Ｃ Ｏ Ｎ レ ジ ス タ の ビ ッ ト １ が ク リ ア さ

れ 、 ホ ル ト モ ー ド に 移 行 し ま す 。  

 

（ 注 １ ）   低 速 Ｒ Ｃ 発 振 は 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ か ら も 直 接 発 振 が 制 御 さ れ 、 ス タ ン バ イ モ

ー ド 時 の 発 振 の 制 御 も 行 わ れ ま す 。 詳 し く は 「 ４ － ６  ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ 」 を 参

照 し て く だ さ い 。  

（ 注 ２ ）   Ａ Ｄ コ ン バ ー タ の 変 換 動 作 中 に ホ ー ル ド モ ー ド ， Ｘ ’ ｔ ａ ｌ ホ ー ル ド モ ー ド に 設 定 し

な い で く だ さ い 。 必 ず 、 Ａ Ｄ Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ （ Ａ Ｄ Ｃ Ｒ Ｃ レ ジ ス タ の ビ ッ ト ２ ） が “ ０ ” に な っ た

こ と を 確 認 し て か ら 各 モ ー ド に 設 定 し て く だ さ い 。  
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４ - ４ - ３  関 連 レ ジ ス タ  

４ - ４ - ３ - １  パ ワ ー 制 御 レ ジ ス タ （ Ｐ Ｃ Ｏ Ｎ ）   （ ３ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①  動 作 モ ー ド （ 通 常 ／ ホ ル ト ／ ホ ー ル ド ／ Ｘ ’ ｔ ａ ｌ ホ ー ル ド ） を 設 定 す る ３ ビ ッ ト の レ ジ ス タ

で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE07 HHHH H000 R/W PCON - - - - - XTIDLE PDN IDLE

 
（ ビ ッ ト ７ ～ ３ ） ： 存 在 し ま せ ん 。 読 む と “ １ ” が 読 ま れ ま す 。  
 
Ｘ Ｔ Ｉ Ｄ Ｌ Ｅ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｘ ’ ｔ ａ ｌ ホ ー ル ド モ ー ド 設 定 フ ラ グ  

Ｐ Ｄ Ｎ （ ビ ッ ト １ ） ： ホ ー ル ド モ ー ド 設 定 フ ラ グ  

ＸＴＩＤＬＥ ＰＤＮ 動作モード 

－ ０ 通常動作またはホルトモード 
０ １ ホールドモード 
１ １ Ｘ’ｔａｌホールドモード 

 
① こ れ ら の ビ ッ ト の セ ッ ト は 命 令 で 行 い ま す 。  

・ ホ ー ル ド モ ー ド に 突 入 す る と 全 て の 発 振 （ メ イ ン ク ロ ッ ク ／ サ ブ ク ロ ッ ク ／

低 速 ／ 中 速 ／ 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ ） が 停 止 し 、 関 係 す る レ ジ ス タ が 下 記 の

よ う に な り ま す 。  

Ｓ Ｌ Ｗ Ｒ Ｃ レ ジ ス タ の ビ ッ ト １ が “ １ ” に な っ て い る 場 合 、 Ｓ Ｌ Ｗ Ｒ Ｃ レ ジ ス タ の

ビ ッ ト ０ が セ ッ ト さ れ 、 Ｏ Ｃ Ｒ レ ジ ス タ の ビ ッ ト ４ ， ５ が ク リ ア さ れ ま す 。  

Ｓ Ｌ Ｗ Ｒ Ｃ レ ジ ス タ の ビ ッ ト １ が “ ０ ” に な っ て い る 場 合 、 Ｏ Ｃ Ｒ レ ジ ス タ の ビ ッ

ト １ ， ４ ， ５ が ク リ ア さ れ ま す 。  

・ ホ ー ル ド モ ー ド 復 帰 時 、 Ｓ Ｌ Ｗ Ｒ Ｃ 、 Ｏ Ｃ Ｒ レ ジ ス タ の 値 に よ り 中 速 Ｒ Ｃ 発

振 ま た は 低 速 Ｒ Ｃ は 発 振 を 開 始 し シ ス テ ム ク ロ ッ ク と な り ま す 。 ま た 、 メ イ

ン ク ロ ッ ク と サ ブ ク ロ ッ ク は ホ ー ル ド モ ー ド 突 入 前 の 状 態 と な り 、 周 波 数 可

変 Ｒ Ｃ は 発 振 を 停 止 し ま す 。  

・ Ｘ ’ ｔ ａ ｌ ホ ー ル ド モ ー ド に 突 入 す る と サ ブ ク ロ ッ ク 以 外 の 発 振 （ メ イ ン ク ロ ッ ク

／ 低 速 ／ 中 速 ／ 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ ） は 停 止 す る が 、 Ｏ Ｃ Ｒ ， Ｓ Ｌ Ｗ Ｒ Ｃ ， Ｍ Ｒ

Ｃ Ｒ レ ジ ス タ は 変 化 し ま せ ん 。  

・ Ｘ ’ ｔ ａ ｌ ホ ー ル ド モ ー ド 復 帰 時 、 メ イ ン ク ロ ッ ク と 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ の 発 振 安

定 時 間 が と れ な い の で 、 Ｘ ’ ｔ ａ ｌ ホ ー ル ド モ ー ド 突 入 時 の シ ス テ ム ク ロ ッ ク

は サ ブ ク ロ ッ ク ま た は 低 速 ／ 中 速 Ｒ Ｃ の い ず れ か に す る 必 要 が あ り ま す 。  

・ 通 常 Ｘ ’ ｔ ａ ｌ ホ ー ル ド モ ー ド は 、 低 消 費 電 流 時 計 カ ウ ン ト に 使 用 す る た め 、

突 入 前 に シ ス テ ム ク ロ ッ ク を サ ブ ク ロ ッ ク に 切 り 替 え 、 低 速 ／ 中 速 ／ 周 波

数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 を 停 止 し た ほ う が よ り 低 消 費 電 流 と な り ま す 。  

② Ｘ Ｔ Ｉ Ｄ Ｌ Ｅ の ク リ ア は 命 令 で 行 い ま す 。  

③ Ｐ Ｄ Ｎ の ク リ ア は 、 ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 信 号 （ ベ ー ス タ イ マ ， Ｉ Ｎ Ｔ ０ ， Ｉ Ｎ Ｔ １ ， Ｉ

Ｎ Ｔ ２ ， Ｉ Ｎ Ｔ ４ ， Ｉ Ｎ Ｔ ５ ， ポ ー ト ０ 割 り 込 み ） の 発 生 、 ま た は リ セ ッ ト 信 号 で 行 わ

れ ま す 。  

④ Ｐ Ｄ Ｎ が セ ッ ト さ れ る と 自 動 的 に ビ ッ ト ０ も セ ッ ト さ れ ま す 。  
 
Ｉ Ｄ Ｌ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： ホ ル ト モ ー ド 設 定 フ ラ グ  

① こ の ビ ッ ト を セ ッ ト す る と ホ ル ト モ ー ド に 入 り ま す 。  

② ビ ッ ト １ が セ ッ ト さ れ る と 自 動 的 に こ の ビ ッ ト も セ ッ ト さ れ ま す 。  

③インタラプト要 求 の受 付 、またはリセット信 号 でこのビットはクリアされます。  
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表 ４ － ４ － １  ス タ ン バ イ 動 作  

項目／モード リセット状態 ホルトモード ホールドモード Ｘ’ｔａｌホールドモード

突入条件 ・ RES 信号印加 

・低電圧検知によるリ
セット発生 

・ウォッチドッグタイマ
でのリセット発生 

ＰＣＯＮレジスタ 

ビット１＝“０” 

ビット０＝“１” 

ＰＣＯＮレジスタ 

ビット２＝“０” 

ビット１＝“１” 

ＰＣＯＮレジスタ 

ビット２＝“１” 

ビット１＝“１” 

突入後、 

変化するデータ 

別 表 の示 すように初
期化される。 

（ウォッチドッグタイマ
によるリセットの場合、
ＷＤＴＣＮＴレジスタの
ビット７がセットされる） 

ＷＤＴＣＮＴレジスタの
ビット４／３＝“０／１”
の場 合 、ＷＤＴＣＮＴ
レジスタのビット５がク
リアされる。 

・ＷＤＴＣＮＴレジスタ
のビット４／３＝“０／
１”の場 合 、ＷＤＴＣ
ＮＴレジスタのビット５
がクリアされる。 

・ＰＣＯＮのビット０が
“１”になる。 

・ＳＬＷＲＣレジスタ（Ｆ
Ｅ７Ｃ）ビット１がリセッ
トされている場合 

ＯＣＲレジスタ（ＦＥ０
Ｅ）のビット５，４，１が
クリアされる。 

・ Ｓ Ｌ Ｗ Ｒ Ｃ レ ジ ス タ
（ＦＥ７Ｃ）ビット１がセ
ットされている場合 

ＳＬＷＲＣレジスタ（Ｆ
Ｅ７Ｃ）のビット０がセ
ットされ、ＯＣＲレジス
タ （ ＦＥ ０ Ｅ） のビ ッ ト
５，４がクリアされる。 

・ＷＤＴＣＮＴレジスタ
のビット４／３＝“０／
１”の場 合 、ＷＤＴＣ
ＮＴレジスタのビット５
がクリアされる。 

・ＰＣＯＮのビット０が
“１”になる。 

メインクロック発振 停止 突入時の状態 停止 停止 

内蔵低速ＲＣ発振 停止 突入時の状態（注１） 停止（注１） 停止（注１） 

内蔵中速ＲＣ発振 動作 突入時の状態 停止 停止 

サブクロック発振 停止 突入時の状態 停止 突入時の状態 

周波数可変ＲＣ発振 停止 突入時の状態 停止 停止 

ＣＰＵ 初期化される 停止 停止 停止 

Ｉ／Ｏ端子状態 表４－４－２参照 ← ← ← 

ＲＡＭ ・ RES の場合：不定 

・低電圧検知の場合：
不定またはデータ保
持 （ 電 源 電 圧 に 依
存） 

・ウォッチドッグタイマリ
セットの場合：データ
保持 

データ保持 データ保持 データ保持 

ベースタイマ 停止 突入時の状態 停止 突入時の状態 

ベ ー ス タ イ マ 以 外 の
周辺モジュール 

停止 突入時の状態 

（注２） 

停止 停止 

復帰条件 突入条件の解消 ・割り込み要求の受付

・リセット突 入 条 件 の
成立 

・ＩＮＴ０～２，４，５また
はポート０からの割り
込み要求発生 

・リセット突 入 条 件 の
成立 

・ＩＮＴ０～２，４，５，ポ
ート０，ベースタイマ
からの割り込み要求
発生 

・リセット突 入 条 件 の
成立 

復帰先 通常動作モード 通常動作モード 

（注２） 

ホルトモード（注２） ホルトモード（注２） 

復帰後に変化するデ
ータ 

なし ＰＣＯＮレジスタのビッ
ト０＝“０”となる 

ＰＣＯＮレジスタのビッ
ト１＝“０”となる 

ＰＣＯＮレジスタのビッ
ト１＝“０”となる 

（ 注 １ ）  低 速 Ｒ Ｃ 発 振 は 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ か ら も 直 接 発 振 が 制 御 さ れ 、 ス タ ン バ イ モ ー ド 時

の 発 振 の 制 御 も 行 わ れ ま す 。 詳 し く は 「 ４ － ６  ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ 」 を 参 照 し て く だ さ い 。  

（ 注 ２ ）  リ セ ッ ト 突 入 条 件 の 成 立 で 復 帰 し た 場 合 、 リ セ ッ ト 状 態 に 移 行 し ま す 。  
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表 ４ － ４ － ２  モ ー ド に よ る 端 子 状 態 （ 本 シ リ ー ズ の 場 合 ）  
端子名 リセット時 通常動作時 ＨＡＬＴ時 ＨＯＬＤ時 ＨＯＬＤ解除時 

ＲＥＳ ・入力端子 ← ← ← ← 

CF1/XT1 ・ プルダウン出力。 

・発振は開始しない。 

 

リセット解除後、 

・入力端子 

・発振は開始しない。 

・レジスタ XT2PC(FE43H)
の bit3 で CF 発振用イン

バータの入力／汎用入

力を制御。 

・ レジスタ OCR(FE0EH)
で発振可能／停止を制

御。 

← ・ CF 発振用インバータ

の入力／汎用入力

は、ホールド突入時の

状態。 

 

・ホールドモード突入

時の状態。 

・CF 用帰還抵抗、

XT 用帰還抵抗 

は共にオフ。 

・CF1,CF2 の間に帰還抵

抗はプログラムで制御。

 ・CF1,CF2 の間の帰還

抵抗はホールド突入

時の状態。 

 

CF2/XT2 ・ ハイインピーダンス

・ 発振は開始しない。 

 

リセット解除後、 

・ 入力端子 

・ 発振は開始しない。 

 

・CF 用帰還抵抗、

XT 用帰還抵抗 

は共にオフ。 

・レジスタ XT2PC(FE43H)
の bit3 で CF 発振用イン

バータの入力／汎用入

力を制御。 

・ レジスタ OCR(FE0EH)
で発振可能／停止を制

御。 

・CF1,CF2 の間に帰還抵

抗はプログラムで制御。

← ・ CF 発振用インバータ

の出力／汎用入出力

は、ホールド突入時の

状態。 

 

 

・CF1,CF2 の間の帰還

抵抗はホールド突入

時の状態。 

・ホールドモード突入

時の状態。 

P00-P07 ・ 入力モード 

・ プルアップ抵抗オフ 

・入力／出力／プルアッ

プ抵抗はプログラムで

制御。 

← ← ← 

P10-P17 ・ 入力モード 

・ プルアップ抵抗オフ 

・入力／出力／プルアッ

プ抵抗はプログラムで

制御。 

← ← ← 

P20-P21 ・ 入力モード 

・ プルアップ抵抗オフ 

・入力／出力／プルアッ

プ抵抗はプログラムで

制御。 

← ← ← 

P30-P31 ・ 入力モード 

・ プルアップ抵抗オフ 

・入力／出力／プルアッ

プ抵抗はプログラムで

制御。 

← ← ← 

P70 ・ 入力モード 

・ プルアップ抵抗オフ 

・ 入力／出力／プルアッ

プ抵抗はプログラムで

制御。 

・ 入力モード 

・ プルアップ抵抗オフ

← ・通常動作時と同じ。

P71-P73 ・ 入力モード 

・ プルアップ抵抗オフ 

・ 入力／出力／プルアッ

プ抵抗はプログラムで

制御。 

← ← ← 
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図 ４ － ４ － １   ス タ ン バ イ モ ー ド 遷 移  

 

●全てのモード

■ホールド突入条件 
・PCON レジスタ(FE07H)の 
ビット 2=0, ビット 1=1 

■ホールド解除条件 
・INT0, INT1 のレベル割り込み

要求発生 
・INT2, INT4, INT5, ポート 0 割

り込みの何れかでの割り込み

要求の発生 
・リセット突入条件の成立 （注 1）

■ホルト突入条件 
・PCON レジスタ(FE07H)の 
ビット 1=0, ビット 0=1 

●ホールドモード(注 3) 
・全ての発振は停止 
・SLWRC レジスタのビット 1 が

“1”の場合 
SLWRC レジスタのビット 0 がセ

ットされ、OCR レジスタのビット

4, 5 がクリアされるため、解除

時、低速 RC 発振が動作しシス

テムクロックとなる。 
・SLWRC レジスタのビット 1 が

“0”の場合 
OCRレジスタのビット1, 4, 5 がク

リアされるため、解除時、中速

RC 発振が動作しシステムクロッ

クとなる。 
・MRCR レジスタのビット 6, 7 クリ

アされるため、解除時、周波数

可変 RC 発振は停止となる。 
・CPU, 周辺モジュールは、動作

停止。 

●リセット 
・メインクロック停止 
・サブクロック停止 
・低速 RC 発振停止 
・中速 RC 発振動作 
・周波数可変 RC 発振停止 
・各レジスタは初期状態 

●通常動作モード 
・それぞれの発振の動作／停

止はプログラマブル 
・CPU,周辺モジュールは通常

動作する。 

●ホルトモード 
・それぞれの発振の状態は、

突入時の状態を保持。 
・CPU は動作停止。周辺モジ

ュールは動作。 

■リセット状態解除条件 
・リセット突入条件が解除されて

から所定の時間の経過 

■X’tal ホールド突入条件 
・PCON レジスタ(FE07H)の 
ビット 2=1, ビット 1=1 

●X’tal ホールドモード(注 3) 
・メインクロック、低速/中速/周波数

可変 RC 発振は停止、サブクロッ

クは突入時の状態を保持。 
・OCR、SLWRC、MRCR レジスタ

の内容は変わらない。 
・システムクロックとしてサブクロッ

クまたは低速/中速 RC 発振のい

ずれかを選び、このモードに突

入する。 
・ベースタイマ以外の周辺モジュ

ールと CPU は動作停止。ベース

タイマは、突入時の状態。 
・解除時、発振は突入時の状態に

戻る。 

■X’tal ホールド解除条件 
・ベースタイマでの割り込み要求

発生 
・INT0, INT1 のレベル割り込み

要求発生 
・INT2, INT4, INT5, ポート 0 割

り込みの何れかでの割り込み

要求の発生 
・リセット突入条件の成立 （注 1）

（注 1）リセット突入条件の成立の場合、リセット状態に移行する。 

（注 2）ホルト／ホールド／X’tal ホールドに突入した時の割り込みレベルにより高位の割り込みでないと割り込み要求が

受けられないため、ホルトからの復帰はできません。 

（注 3）低速ＲＣ発振は、ウォッチドッグタイマからも直接発振が制御され、スタンバイモード時の発振の制御も行われま

す。詳しくは「４－６ ウォッチドッグタイマ」を参照してください。 

 

ホルト／ホールド／X’tal ホールドモ
ード突入時の割り込みレベル ホルト解除可能な割り込み要求レベル 

割り込みがかかっていない状態 

L レベル 

H レベル 

X レベル 

X レベル，H レベル，L レベル 

X レベル，H レベル 

X レベル 

なし（割り込みによる解除不可能） 

■リセット状態突入条件 

・RES 端子に L レベル印加 

･内蔵リセット機能(POR/LVD)で

のリセット信号発生 
・ウオッチドッグタイマでのリセット

信号発生 

■ホルト解除条件 
・割り込み要求の受け付け （注 2）

・リセット突入条件の成立 （注 1）
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４ - ５ リセット機 能  

４ - ５ - １  概 要  

リセット機 能 とは、電 源 投 入 時 や動 作 中 にマイクロコンピュータを初 期 化 する機 能 です。  

 

４ - ５ - ２  機 能  

本 シ リ ー ズ は 、 次 の ３ つ の 機 能 を 持 っ て い ま す 。  

 

① ＲＥＳ 端 子 に よ る 外 部 リ セ ッ ト 機 能  

ＲＥＳ 端 子 に 「 Ｌ 」 レ ベ ル を ２ ０ ０ [ μ s ] 以 上 印 加 す る こ と で 、 確 実 に リ セ ッ ト が か か り ま す 。

し か し 、 わ ず か な 幅 （ ２ ０ ０ [ μ s ] 以 内 ） の 「 Ｌ 」 レ ベ ル が 印 加 さ れ て も リ セ ッ ト が か か る こ と

が あ る の で 注 意 が 必 要 で す 。  

ＲＥＳ 端 子 に適 正 な時 定 数 を外 付 けすこ とにより、電 源 投 入 時 のリセットと して使 用 で き

ます。  
 

② 内 蔵 リ セ ッ ト 機 能  

電 源 の 初 期 投 入 時 に リ セ ッ ト を か け る パ ワ ー オ ン リ セ ッ ト （ Ｐ Ｏ Ｒ ） 機 能 と 電 源 電 圧 が

低 下 し た 時 に リ セ ッ ト を か け る 低 電 圧 検 知 リ セ ッ ト （ Ｌ Ｖ Ｄ ） 機 能 が あ り ま す 。 パ ワ ー オ ン

リ セ ッ ト の 解 除 レ ベ ル と 低 電 圧 検 知 リ セ ッ ト 機 能 を 【 許 可 】 使 用 す る ／ 【 禁 止 】 使 用 し

な い と 検 知 レ ベ ル を オ プ シ ョ ン に て 選 択 で き ま す 。  
 

③ ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ に よ る リ セ ッ ト 機 能  

 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ は 、 内 蔵 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 ま た は サ ブ ク ロ ッ ク に よ り 、 一 定 時 間 毎 に リ

セ ッ ト を 発 生 さ せ る こ と が で き ま す 。  

 

リ セ ッ ト 回 路 の 構 成 例 を 図 ４ － ５ － １ に 示 し ま す 。 リ セ ッ ト 端 子 の 外 付 け 回 路 は 内 蔵 リ

セ ッ ト 機 能 オ プ シ ョ ン を 【 禁 止 】 し 外 部 パ ワ ー オ ン リ セ ッ ト 回 路 を 構 成 し た 場 合 の 一 例

で す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４ － ５ － １   リ セ ッ ト 回 路 ブ ロ ッ ク 図  

 

内蔵リセット回路

(POR/LVD) 

マイコン内部 マイコン外部 

RES 
同期回路 

内部 RESET

信号 

ウォッチドッグ 

タイマ（WDT） 
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４ -５ -３  リセット時 の状 態  

ＲＥＳ 端 子 、内 蔵 リセット回 路 、ウォッチドッグからのリセットが発 生 すると、システムクロッ

クに同 期 したリセット信 号 により、各 ハードウェアが初 期 化 されます。  

リセットがかかるとシステムクロックは内 蔵 中 速 ＲＣ発 振 に切 り替 わるため、電 源 投 入 時

でも直 ちにハードウェアの初 期 化 が行 われます。メインクロック発 振 が安 定 するのを待 っ

て、システムクロックをメインクロックに切 り替 えます。リセット時 、プログラムカウンタの初

期 値 は、ユーザオプション設 定 により選 択 したプログラムスタートアドレスになります。また、

各 特 殊 機 能 レジスタ（ＳＦＲ）の初 期 値 は、ＡＰＰＥＮＤ ＩＸ （Ａ- Ｉ ）スペシャルファンクション

レジスタ（ＳＦＲ）マップに示 す値 となります。  

 

＜注 意 点 ＞  

・スタックポインタの初 期 値 は００００Ｈとなります。  

・データＲＡＭの内 容 はリセットで初 期 化 されることはありません。よって、電 源 投 入 時 で

はＲＡＭの内 容 が「不 定 」となっていますので注 意 が必 要 です。  

・内 蔵 リセット機 能 を使 用 する場 合 、リセット端 子 には使 用 条 件 に合 わせた外 付 け回

路 を構 成 する必 要 がありますので、必 ず「４－７  内 蔵 リセット機 能 」の各 リセット機 能

の動 作 仕 様 、回 路 構 成 、注 意 点 ・留 意 点 をご確 認 ください。  
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４ - ６ ウォッチドッグタイマ（ＷＤＴ） 

４ - ６ - １   概 要  

本 シ リ ー ズ は 、 次 の 機 能 を 持 っ た ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ （ Ｗ Ｄ Ｔ ） を 備 え て い ま す 。  

 

①  内 蔵 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 ク ロ ッ ク ／ サ ブ ク ロ ッ ク に よ り 動 作 す る タ イ マ の オ ー バ ー フ ロ ー で

内 部 リ セ ッ ト 発 生 可 能  

②  ス タ ン バ イ モ ー ド 時 の 動 作 を ３ 種 類 （ カ ウ ン ト 動 作 継 続 ／ 動 作 停 止 ／ カ ウ ン ト 値 を

保 持 し て カ ウ ン ト 動 作 停 止 ） か ら 選 択 可 能  

※  ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ （ Ｗ Ｄ Ｔ ） は 、 プ ロ グ ラ ム の 暴 走 を 検 知 す る 機 能 で す 。 シ ス テ ム

の 信 頼 性 向 上 の た め に 、 使 用 さ れ る こ と を お 薦 め し ま す 。  
 

４ - ６ - ２  機 能  

①  ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ 機 能  

・  Ｗ Ｄ Ｔ ク ロ ッ ク （ 内 蔵 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 ク ロ ッ ク ま た は サ ブ ク ロ ッ ク か ら 選 択 ） に よ っ て 、  

１ ７ ビ ッ ト の ア ッ プ カ ウ ン タ （ Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｔ ） が 動 作 し 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ 制 御 レ ジ ス タ

（ Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｎ Ｔ ） で 選 択 さ れ た オ ー バ ー フ ロ ー 時 間 （ ８ 種 類 か ら １ つ を 選 択 ） に 達 す る

と 、 Ｗ Ｄ Ｔ リ セ ッ ト （ 内 部 リ セ ッ ト ） を 発 生 し ま す 。 こ の 時 、 Ｗ Ｄ Ｔ リ セ ッ ト 検 出 フ ラ グ  

（ Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｓ Ｔ Ｆ ） が セ ッ ト さ れ ま す 。 Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｔ は プ ロ グ ラ ム に よ り ク リ ア で き ま す の で 、

定 期 的 に Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｔ を ク リ ア す る よ う に プ ロ グ ラ ム を 作 成 し ま す 。  

・  Ｗ Ｄ Ｔ ク ロ ッ ク に 内 蔵 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 ク ロ ッ ク を 選 択 し て Ｗ Ｄ Ｔ の 動 作 を 開 始 し た 場

合 、 内 蔵 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 は 、 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 制 御 レ ジ ス タ （ Ｓ Ｌ Ｗ Ｒ Ｃ ） と Ｗ Ｄ Ｔ の

両 方 か ら 制 御 さ れ ま す 。 発 振 制 御 を 独 立 し て 行 う た め 、 プ ロ グ ラ ム の 暴 走 に よ っ て

シ ス テ ム ク ロ ッ ク が 停 止 す る よ う な こ と が あ っ て も Ｗ Ｄ Ｔ の 動 作 は 継 続 さ れ 、 暴 走 の

検 出 が 可 能 と な り ま す 。  

・  Ｗ Ｄ Ｔ ク ロ ッ ク に サ ブ ク ロ ッ ク を 選 択 し て Ｗ Ｄ Ｔ の 動 作 を 開 始 し た 場 合 、 発 振 制 御

レ ジ ス タ （ Ｏ Ｃ Ｒ ） の Ｘ Ｔ １ ， Ｘ Ｔ ２ 機 能 制 御 ビ ッ ト （ Ｅ Ｘ Ｔ Ｏ Ｓ Ｃ ） に よ る サ ブ ク ロ ッ ク 発 振

停 止 ま た は ホ ー ル ド モ ー ド 突 入 に よ る サ ブ ク ロ ッ ク 発 振 停 止 の 検 出 に よ り 、 Ｗ Ｄ Ｔ リ

セ ッ ト を 発 生 し ま す 。 こ の 時 、 Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｓ Ｔ Ｆ が セ ッ ト さ れ ま す 。  

 

②  ス タ ン バ イ モ ー ド 時 の 動 作  

ス タ ン バ イ モ ー ド 時 の Ｗ Ｄ Ｔ の 動 作 を “ カ ウ ン ト 動 作 継 続 ” ， “ 動 作 停 止 ” ， “ カ ウ ン ト

値 を 保 持 し て カ ウ ン ト 動 作 停 止 ” の ３ 種 類 か ら 選 択 で き ま す 。 こ の 内 の “ カ ウ ン ト 動

作 継 続 ” を 選 択 し た 状 態 で 、 Ｗ Ｄ Ｔ ク ロ ッ ク に 内 蔵 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 ク ロ ッ ク を 選 択 す る

と 、 ス タ ン バ イ モ ー ド 時 で も 内 蔵 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 が 発 振 を 続 け ま す の で 、 数 十 μ

Ａ の 動 作 電 流 が 常 時 流 れ ま す （ 詳 細 は 「 半 導 体 デ ー タ シ ー ト 」 を 参 照 し て く だ さ

い）。  

 

③  ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ （ Ｗ Ｄ Ｔ ） を 制 御 す る に は 、 次 に 示 す 特 殊 機 能 レ ジ ス タ を 操 作

す る 必 要 が あ り ま す 。  
 

・  Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｎ Ｔ  
 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE79 0000 0000 R/W WDTCNT WDTRSTF WDTCKSL WDTRUN IDLOP1 IDLOP0 WDTSL2 WDTSL1 WDTSL0
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４ - ６ - ３  回 路 構 成  

４ - ６ - ３ - １  Ｗ Ｄ Ｔ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｎ Ｔ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①  Ｗ Ｄ Ｔ リ セ ッ ト 検 出 フ ラ グ ， ス タ ン バ イ モ ー ド 時 の 動 作 選 択 ， オ ー バ ー フ ロ ー 時 間 選

択 ， Ｗ Ｄ Ｔ の 動 作 の 制 御 を 行 い ま す 。  

注 意 ：  外 部 ＲＥＳ 端 子 へ の “ Ｌ レ ベ ル ” 印 加 や 内 蔵 リ セ ッ ト （ Ｐ Ｏ Ｒ ／ Ｌ Ｖ Ｄ ） 機 能 に よ る

リ セ ッ ト が 発 生 し た 場 合 、 Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｎ Ｔ は “ ０ ０ Ｈ ” に 初 期 化 さ れ ま す 。 Ｗ Ｄ Ｔ に よ

る リ セ ッ ト が 発 生 し た 場 合 、 Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｎ Ｔ の ビ ッ ト ６ と ビ ッ ト ４ ～ ０ は 初 期 化 さ れ ま

せ ん 。  

注 意 ：  Ｗ Ｄ Ｔ の 動 作 を 開 始 （ Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） す る と 、 Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｎ Ｔ へ の 書 き 込 み は 禁

止 さ れ ま す 。 こ の 時 、 「 Ｍ Ｏ Ｖ  ＃ ５ ５ Ｈ ， Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｎ Ｔ 」 命 令 を 実 行 す る と Ｗ Ｄ Ｔ

Ｃ Ｔ が ク リ ア さ れ 、 カ ウ ン ト 値 “ ０ ” か ら カ ウ ン ト 動 作 が 再 開 さ れ ま す （ 他 の 命 令 で

“ ５ ５ Ｈ ” を 書 き 込 ん で も Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｔ は ク リ ア さ れ ま せ ん ） 。  

注 意 ：  内 蔵 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 は 、 Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｋ Ｓ Ｌ （ Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｎ Ｔ の ビ ッ ト ６ ） ＝ “ ０ ” か つ  

Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ （ Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｎ Ｔ の ビ ッ ト ５ ） ＝ “ １ ” に よ り 発 振 を 開 始 し ま す 。 発 振 を 開

始 す る と 、 数 十 μ Ａ の 動 作 電 流 が 流 れ ま す （ 詳 細 は 「 半 導 体 デ ー タ シ ー ト 」 を

参 照 し て く だ さ い ） 。 ま た 、 Ｓ Ｌ Ｒ Ｃ Ｓ Ｔ Ａ Ｔ （ Ｓ Ｌ Ｗ Ｒ Ｃ の ビ ッ ト ０ ） ＝ “ １ ” の 設 定 で

も 発 振 を 開 始 し ま す の で 、 注 意 が 必 要 で す 。  

 

４ - ６ - ３ - ２  Ｗ Ｄ Ｔ カ ウ ン タ （ Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｔ ）   （ １ ７ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

①  動 作 開 始 ／ 停 止  ：  Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ／ Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ ０ ま た は Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ か つ

Ｉ Ｄ Ｌ Ｏ Ｐ １ ～ ０ （ Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｎ Ｔ の ビ ッ ト ４ ～ ３ ） ＝ ２ の 時 に ス タ ン バ

イ モ ー ド へ 突 入  

②  カ ウ ン ト ク ロ ッ ク  ：  Ｗ Ｄ Ｔ ク ロ ッ ク （ 内 蔵 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 ク ロ ッ ク ま た は サ ブ ク ロ ッ ク

か ら 選 択 ）  

③  オ ー バ ー フ ロ ー 発 生  ：  Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｔ の カ ウ ン ト 値 が Ｗ Ｄ Ｔ Ｓ Ｌ ２ ～ ０ （ Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｎ Ｔ の ビ ッ ト

２ ～ ０ ） で 選 択 さ れ た カ ウ ン ト 値 と 一 致 し た 時  

 ※  Ｗ Ｄ Ｔ リ セ ッ ト と Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ ク リ ア 信 号 と Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｓ Ｔ Ｆ （ Ｗ Ｄ

Ｔ Ｃ Ｎ Ｔ の ビ ッ ト ７ ） へ の セ ッ ト 信 号 を 発 生  

④  リ セ ッ ト  ： Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ ０ ま た は Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ か つ 「 Ｍ Ｏ Ｖ  ＃ ５ ５ Ｈ ，

Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｎ Ｔ 」 命 令 の 実 行  

 

  ※  Ｗ Ｄ Ｔ 動 作 の 詳 細 は 「 図 ４ － ６ － ２ 」 を 参 照 し て く だ さ い 。  
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図 ４ － ６ － １   ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ ブ ロ ッ ク 図  

 

ＸＴＩＤＬＥ 
（ＰＣＯＮ ｂｉｔ２） 

ＰＤＮ 
（ＰＣＯＮ ｂｉｔ１） 

ＳＬＲＣＳＴＡＴ 
（ＳＬＷＲＣ ｂｉｔ０） 

ＷＤＴＲＵＮ 

ＷＤＴＣＫＳＬ

ＥＸＴＯＳＣ 
（ＯＣＲ ｂｉｔ６） 

ホールドモード突入 

ＷＤＴＲＵＮクリア信号 

ＷＤＴリセット 

ＷＤＴＲＳＴＦセット信号

ＷＤＴカウンタ

（ＷＤＴＣＴ） 

クロック 

セ
レ
ク
タ 

ＷＤＴＳＬ２～０

ＷＤＴリセット

生成回路 

ＩＤＬＯＰ１～０＝２

スタンバイモード 

ＩＤＬＯＰ１～０＝１

スタンバイモード突入

ＷＤＴＲＳＴ＝０ 

ＷＤＴＲＵＮクリア信号 

セット ＷＤＴＲＵＮクリア信号 

ＷＤＴリセット 

ＷＤＴＲＳＴＦセット信号

ＢＵＳ 

ＭＯＶ ＃５５Ｈ，ＷＤＴＣＮＴ 

書き込み命令検出回路 

ＷＤＴＣＮＴ 

書き込み 

ＷＤＴＲＳＴ＝１ 

ＷＤＴＲＵＮ 

リセット 

内蔵低速 

ＲＣ発振回路

発振制御

ＷＤＴ低速ＲＣ 

発振制御回路 

ＷＤＴＲＵＮ 

ＷＤＴＣＫＳＬ 

発振許可 

セ
レ
ク
タ 

低速ＲＣ発振クロック 

ＸＴＣＬＫ 

ＷＤＴＣＫＳＬ 

発振停止 

クロック停止 

３

システムクロック 

低速ＲＣ発振 

制御回路 
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注：ＷＤＴＣＫＳＬ＝０の時、低速ＲＣ発振回路の発振開始／停止制御を行います。 

 
 

図 ４ － ６ － ２   ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ の 動 作 波 形 例  

 

４ - ６ - ４  関 連 レ ジ ス タ  

４ - ６ - ４ - １  Ｗ Ｄ Ｔ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｎ Ｔ ）  

①  Ｗ Ｄ Ｔ リ セ ッ ト 検 出 フ ラ グ ， ス タ ン バ イ モ ー ド 時 の 動 作 選 択 ， オ ー バ ー フ ロ ー 時 間 選 択 ，

Ｗ Ｄ Ｔ の 動 作 の 制 御 を 行 い ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE79 0000 0000 R/W WDTCNT WDTRSTF WDTCKSL WDTRUN IDLOP1 IDLOP0 WDTSL2 WDTSL1 WDTSL0

 
Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｓ Ｔ Ｆ （ ビ ッ ト ７ ） ： Ｗ Ｄ Ｔ リ セ ッ ト 検 出 フ ラ グ  

外 部 ＲＥＳ 端 子 へ の “ Ｌ レ ベ ル ” 印 加 や 内 蔵 リ セ ッ ト （ Ｐ Ｏ Ｒ ／ Ｌ Ｖ Ｄ ） 機 能 に よ る リ

セ ッ ト が 発 生 し た 場 合 、 こ の ビ ッ ト は ク リ ア さ れ ま す 。  

Ｗ Ｄ Ｔ に よ る リ セ ッ ト が 発 生 し た 場 合 、 こ の ビ ッ ト は セ ッ ト さ れ ま す 。  

こ の フ ラ グ は 命 令 で 書 き 換 え 可 能 で す 。  

 

ＷＤＴＣＴ 

ＷＤＴ動作開始 

（ＷＤＴＲＵＮ＝１） 

低速ＲＣ発振開始（注） 

ＷＤＴＳＬ２～０設定時間 

「ＭＯＶ ＃５５Ｈ，ＷＤＴＣＮＴ」

命令実行 

（ＷＤＴＣＴ＝０クリア） 

ＷＤＴリセット発生 

ＷＤＴＲＵＮ＝０クリア 

ＷＤＴＲＳＴＦ＝１セット 

低速ＲＣ発振停止（注） 

※ＩＤＬＯＰ１～０＝“０”または“３”の動作（カウント動作継続） 

カウント値“０” 

ＷＤＴＳＬ２～０設定カウント値 

オーバーフロー 

ＷＤＴＣＴ 

ＷＤＴ動作開始 

（ＷＤＴＲＵＮ＝１） 

低速ＲＣ発振開始（注） 

ＷＤＴＲＵＮ＝０クリア 

低速ＲＣ発振停止（注） 

※ＩＤＬＯＰ１～０＝“１”の動作（動作停止） 

カウント値“０” 

ＷＤＴＳＬ２～０設定カウント値 

スタンバイモード突入 

ＷＤＴＣＴ 

ＷＤＴ動作開始 

（ＷＤＴＲＵＮ＝１） 

低速ＲＣ発振開始（注） 

ＷＤＴＳＬ２～０設定時間＋スタンバイモード時間 

ＷＤＴリセット発生 

ＷＤＴＲＵＮ＝０クリア 

ＷＤＴＲＳＴＦ＝１セット 

低速ＲＣ発振停止（注） 

※ＩＤＬＯＰ１～０＝“２”の動作（カウント値を保持してカウント動作停止） 

カウント値“０” 

ＷＤＴＳＬ２～０設定カウント値 

オーバーフロー スタンバイモード突入

低速ＲＣ発振停止（注）

スタンバイモード解除

低速ＲＣ発振開始（注） 
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Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｋ Ｓ Ｌ （ ビ ッ ト ６ ） ： Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｔ 入 力 ク ロ ッ ク 選 択  
 

ＷＤＴＣＫＳＬ ＷＤＴＣＴ入力クロック 

０ 内蔵低速ＲＣ発振クロック 

１ サブクロック 

 

Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ （ ビ ッ ト ５ ） ： Ｗ Ｄ Ｔ 動 作 制 御  

 こ の ビ ッ ト が “ ０ ” の 時 、 Ｗ Ｄ Ｔ は 動 作 を 停 止 し ま す 。  

 こ の ビ ッ ト が “ １ ” の 時 、 Ｗ Ｄ Ｔ は 動 作 を 開 始 し ま す 。  

 

Ｉ Ｄ Ｌ Ｏ Ｐ １ （ ビ ッ ト ４ ） ：  

Ｉ Ｄ Ｌ Ｏ Ｐ ０ （ ビ ッ ト ３ ） ：  
 

ＩＤＬＯＰ１ ＩＤＬＯＰ０ スタンバイモード時の動作 

０ ０ カウント動作継続 

０ １ 動作停止 

１ ０ カウント値を保持してカウント動作停止 

１ １ カウント動作継続 
 

※  各 動 作 モードの詳 細 は 「 図 ４ － ６ － ２ 」 を 参 照 し て く だ さ い 。  

 

Ｗ Ｄ Ｔ Ｓ Ｌ ２ （ ビ ッ ト ２ ） ：  

Ｗ Ｄ Ｔ Ｓ Ｌ １ （ ビ ッ ト １ ） ：  

Ｗ Ｄ Ｔ Ｓ Ｌ ０ （ ビ ッ ト ０ ） ：  
 

ＷＤＴＳＬ２ ＷＤＴＳＬ１ ＷＤＴＳＬ０ 
ＷＤＴＣＴ設定カウント数とオーバーフロー発生時間例 

カウント数 低速ＲＣクロック サブクロック 

０ ０ ０ １０２４ １０．２４ｍｓ ３１．２５ｍｓ 

０ ０ １ ２０４８ ２０．４８ｍｓ ６２．５０ｍｓ 

０ １ ０ ４０９６ ４０．９６ｍｓ １２５．０ｍｓ 

０ １ １ ８１９２ ８１．９２ｍｓ ２５０．０ｍｓ 

１ ０ ０ １６３８４ １６３．８ｍｓ ５００．０ｍｓ 

１ ０ １ ３２７６８ ３２７．６ｍｓ １．０００ｓ 

１ １ ０ ６５５３６ ６５５．３ｍｓ ２．０００ｓ 

１ １ １ １３１０７２ １．３１０ｓ ４．０００ｓ 
 

※  表 の “ 低 速 Ｒ Ｃ ク ロ ッ ク ” は 、 内 蔵 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 周 波 数 が １ ０ ０ ｋ Ｈ ｚ （ ｔ ｙ ｐ ．） 時 の

Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｔ オ ー バ ー フ ロ ー 発 生 ま で に か か る 時 間 と な り ま す 。 内 蔵 低 速 Ｒ Ｃ 発 振

周 波 数 に は バ ラ ツ キ が あ り ま す の で 、 詳 細 は 「 半 導 体 デ ー タ シ ー ト 」 を 確 認 し て  

ください。  

※  表 の “ サ ブ ク ロ ッ ク ” は 、 ３ ２ ． ７ ６ ８ ｋ Ｈ ｚ の Ｘ ’ ｔ ａ ｌ 発 振 を 使 用 し た 時 の Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｔ 

オーバーフロー発 生 までにかかる時 間 となります。  

 

注 意 ：  外 部 ＲＥＳ 端 子 へ の “ Ｌ レ ベ ル ” 印 加 や 内 蔵 リ セ ッ ト （ Ｐ Ｏ Ｒ ／ Ｌ Ｖ Ｄ ） 機 能 に よ る   

リ セ ッ ト が 発 生 し た 場 合 、 Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｎ Ｔ は “ ０ ０ Ｈ ” に 初 期 化 さ れ ま す 。 Ｗ Ｄ Ｔ に よ る  

リ セ ッ ト が 発 生 し た 場 合 、 Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｎ Ｔ の ビ ッ ト ６ と ビ ッ ト ４ ～ ０ は 初 期 化 さ れ ま せ ん 。  

 

スタンバイモード時 の動 作 選 択  

オーバーフロー時 間 選 択  
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注 意 ：  Ｗ Ｄ Ｔ の 動 作 を 開 始 （ Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） す る と 、 Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｎ Ｔ へ の 書 き 込 み は 禁 止

さ れ ま す 。 こ の 時 、 「 Ｍ Ｏ Ｖ  ＃ ５ ５ Ｈ ， Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｎ Ｔ 」 命 令 を 実 行 す る と Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｔ が

ク リ ア さ れ 、 カ ウ ン ト 値 “ ０ ” か ら カ ウ ン ト 動 作 が 再 開 さ れ ま す （ 他 の 命 令 で “ ５ ５ Ｈ ”

を 書 き 込 ん で も Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｔ は ク リ ア さ れ ま せ ん ） 。  

注 意 ：  内 蔵 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 は 、 Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｋ Ｓ Ｌ ＝ “ ０ ” か つ Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ “ １ ” に よ り 発

振 を 開 始 し ま す 。 発 振 を 開 始 す る と 、 数 十 μ Ａ の 動 作 電 流 が 流 れ ま す （ 詳 細 は

「 半 導 体 デ ー タ シ ー ト 」 を 参 照 し て く だ さ い ） 。 ま た 、 Ｓ Ｌ Ｒ Ｃ Ｓ Ｔ Ａ Ｔ （ Ｓ Ｌ Ｗ Ｒ Ｃ の ビ

ッ ト ０ ） ＝ “ １ ” の 設 定 で も 発 振 を 開 始 し ま す の で 、 注 意 が 必 要 で す 。  

 

４ - ６ - ５  ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ の 使 い 方  

定 期 的 に ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ を ク リ ア す る 命 令 が 実 行 さ れ る よ う に プ ロ グ ラ ム を 作 成 し  

ま す 。  

 

①  ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ の 動 作 開 始  

１ ）  Ｗ Ｄ Ｔ リ セ ッ ト 発 生 ま で に か か る 時 間 を Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｋ Ｓ Ｌ （ Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｎ Ｔ の ビ ッ ト ６ ） と   

Ｗ Ｄ Ｔ Ｓ Ｌ ２ ～ ０ （ Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｎ Ｔ の ビ ッ ト ２ ～ ０ ） に 設 定 し ま す 。  

２ ）  ス タ ン バ イ モ ー ド （ ホ ル ト ／ ホ ー ル ド ／ Ｘ ’ ｔ ａ ｌ ホ ー ル ド ） 時 の ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ の

動 作 を Ｉ Ｄ Ｌ Ｏ Ｐ １ ～ ０ （ Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｎ Ｔ の ビ ッ ト ４ ～ ３ ） に 設 定 し ま す 。  

３ ）  １ ） 、 ２ ） の 設 定 後 、 Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ （ Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｎ Ｔ の ビ ッ ト ５ ） に “ １ ” を 書 き 込 み ま す 。  

Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ に “ １ ” を 書 き 込 む こ と で 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ の 機 能 が 働 き 始 め ま す 。  

一 度 動 作 が 始 ま る と 、 Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｎ Ｔ へ の 書 き 込 み は 禁 止 さ れ 、 Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｔ の ク リ ア と

Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｎ Ｔ の 読 み 出 し の み が 可 能 に な り 、 命 令 に よ る 停 止 は で き ま せ ん 。 ウ ォ ッ

チ ド ッ グ タ イ マ の 機 能 が 停 止 す る の は 、 外 部 ＲＥＳ 端 子 へ の “ Ｌ レ ベ ル ” 印 加 や 内

蔵 リ セ ッ ト （ Ｐ Ｏ Ｒ ／ Ｌ Ｖ Ｄ ） 機 能 に よ る リ セ ッ ト が 発 生 し た 場 合 ま た は Ｉ Ｄ Ｌ Ｏ Ｐ １ ～  

０ ＝ “ １ ” の 状 態 で ス タ ン バ イ モ ー ド に 入 っ た 場 合 で す 。 こ の 場 合 、 Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ が

ク リ ア さ れ ま す 。  

 

②  Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｔ の ク リ ア  

ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ が 動 作 を 開 始 す る と 、 Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｔ が カ ウ ン ト ア ッ プ し ま す 。 こ の Ｗ Ｄ Ｔ

Ｃ Ｔ が オ ー バ ー フ ロ ー す る と Ｗ Ｄ Ｔ リ セ ッ ト を 発 生 し ま す 。 通 常 の プ ロ グ ラ ム 動 作 を 行 う

に は 、 Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｔ が オ ー バ ー フ ロ ー す る 前 に 定 期 的 に ク リ ア す る 必 要 が あ り ま す 。 動 作

中 の Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｔ の ク リ ア に は 、 次 の 命 令 を 使 用 し て く だ さ い 。  

 

Ｍ Ｏ Ｖ  ＃ ５ ５ Ｈ ， Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｎ Ｔ  

 

③  暴 走 検 出  

定 期 的 に 前 述 の 命 令 を 実 行 し な い と 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ は ク リ ア さ れ な い の で 、   

Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｔ が オ ー バ ー フ ロ ー し ま す 。 オ ー バ ー フ ロ ー が 起 こ る と プ ロ グ ラ ム が 暴 走 し た と

判 断 さ れ 、 Ｗ Ｄ Ｔ リ セ ッ ト を 発 生 し ま す 。 こ の 時 、 Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｓ Ｔ Ｆ （ Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｎ Ｔ の ビ ッ ト ７ ）

が セ ッ ト さ れ ま す 。 Ｗ Ｄ Ｔ リ セ ッ ト 発 生 後 、 プ ロ グ ラ ム を ０ ０ ０ ０ Ｈ 番 地 か ら 再 実 行 し ま す

（ フ ラ ッ シ ュ Ｒ Ｏ Ｍ 版 で は 、 オ プ シ ョ ン で 選 択 さ れ た ス タ ー ト 番 地 か ら 再 実 行 し ま す ） 。  
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４ - ６ - ６  ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ 使 用 上 の 注 意 点  

①  Ｗ Ｄ Ｔ ク ロ ッ ク に 内 蔵 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 ク ロ ッ ク を 選 択 し て い る 場 合 （ Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｋ Ｓ Ｌ ＝ ０ ）  

・  内 蔵 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 ク ロ ッ ク を シ ス テ ム ク ロ ッ ク に 使 用 し な い 場 合 、 Ｓ Ｌ Ｒ Ｃ Ｓ Ｔ Ａ Ｔ （ Ｓ Ｌ

Ｗ Ｒ Ｃ の ビ ッ ト ０ ） ＝ “ ０ ” を 設 定 し て く だ さ い （ 内 蔵 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 は 、 発 振 開 始

／ 停 止 を ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ 側 か ら も 制 御 さ れ ま す ） 。 Ｓ Ｌ Ｒ Ｃ Ｓ Ｔ Ａ Ｔ （ Ｓ Ｌ Ｗ Ｒ Ｃ の ビ

ッ ト ０ ） ＝ “ １ ” の 場 合 、 Ｉ Ｄ Ｌ Ｏ Ｐ １ ～ ０ ＝ “ １ ” ま た は “ ２ ” の 設 定 で ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ

が 動 作 し て い て も 、 ホ ル ト モ ー ド 時 に 内 蔵 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 が 発 振 を 続 け ま す 。  

・  ホ ー ル ド モ ー ド を 使 用 し て 極 低 消 費 電 力 を 実 現 す る 場 合 、 Ｉ Ｄ Ｌ Ｏ Ｐ １ ～ ０ ＝ “ １ ” ま

た は “ ２ ” を 設 定 し て 、 ホ ー ル ド モ ー ド 時 の ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ の 動 作 を 停 止 し て お く

必 要 が あ り ま す 。 Ｉ Ｄ Ｌ Ｏ Ｐ １ ～ ０ ＝ “ ０ ” ま た は “ ３ ” を 設 定 し た 場 合 、 ホ ー ル ド モ ー ド 時

で も 内 蔵 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 が 発 振 を 続 け ま す の で 、 数 十 μ Ａ の 動 作 電 流 が 常 時

流 れ ま す 。  

・  Ｉ Ｄ Ｌ Ｏ Ｐ １ ～ ０ ＝ “ ２ ” を 選 択 し て ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ が 動 作 し て い る 時 、 ス タ ン バ イ モ

ー ド に 突 入 す る と 内 蔵 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 は 発 振 を 停 止 し 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ は

カ ウ ン ト 動 作 を 停 止 し て カ ウ ン ト 値 を 保 持 し ま す 。 そ の 後 、 ス タ ン バ イ モ ー ド が 解 除 さ

れ る と 、 内 蔵 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 は 発 振 を 開 始 し て 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ は カ ウ ン ト

動 作 を 再 開 し ま す が 、 ス タ ン バ イ モ ー ド 解 除 か ら 次 の ス タ ン バ イ モ ー ド 突 入 ま で の 期

間 が 「 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 ク ロ ッ ク × ４ 」 未 満 で あ る と 、 ス タ ン バ イ モ ー ド に 突 入 し て も 、 内

蔵 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 が 発 振 を 停 止 し な い 場 合 が あ り ま す 。 こ の 時 （ ス タ ン バ イ モ ー

ド 実 行 中 ） 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ は カ ウ ン ト 動 作 を 停 止 し て い ま す が 、 内 蔵 低 速 Ｒ Ｃ

発 振 回 路 は 発 振 し て い る た め 、 数 十 μ Ａ の 動 作 電 流 が 流 れ ま す 。  

 セ ッ ト の 待 機 電 力 を 落 と す た め に 、 ス タ ン バ イ モ ー ド 解 除 か ら 次 の ス タ ン バ イ モ ー ド

突 入 ま で の 期 間 を 「 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 ク ロ ッ ク × ４ 」 以 上 の 間 隔 を 空 け て 実 行 す る よ う

に プ ロ グ ラ ム を 作 成 し て く だ さ い （ 内 蔵 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 周 波 数 に は バ ラ ツ キ が あ り ま す

ので、詳 細 は「半 導 体 データシート」を確 認 してください） 。  

 

②  Ｗ Ｄ Ｔ ク ロ ッ ク に サ ブ ク ロ ッ ク を 選 択 し て い る 場 合 （ Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｋ Ｓ Ｌ ＝ １ ）  

・  Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｋ Ｓ Ｌ ＝ “ １ ” で ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ を 動 作 さ せ る 場 合 、 Ｅ Ｘ Ｔ Ｏ Ｓ Ｃ （ Ｏ Ｃ Ｒ の  

ビ ッ ト ６ ） ＝ “ １ ” を 設 定 後 、 プ ロ グ ラ ム に よ り サ ブ ク ロ ッ ク の 発 振 安 定 時 間 を 待 っ て か

ら 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ の 動 作 を 開 始 し て く だ さ い 。  

・  ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ の 動 作 中 に 、 Ｅ Ｘ Ｔ Ｏ Ｓ Ｃ （ Ｏ Ｃ Ｒ の ビ ッ ト ６ ） ＝ “ ０ ” に よ る サ ブ ク ロ ッ

ク 発 振 停 止 ま た は ホ ー ル ド モ ー ド 突 入 に よ る サ ブ ク ロ ッ ク 発 振 停 止 を 検 出 す る と 、

プ ロ グ ラ ム が 暴 走 し た と 判 断 さ れ 、 Ｗ Ｄ Ｔ リ セ ッ ト を 発 生 し ま す 。 こ の 時 、 Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｓ Ｔ Ｆ

が セ ッ ト さ れ ま す 。  

※   こ の モ ー ド は 、 主 に 時 計 カ ウ ン ト を 使 用 す る ア プ リ ケ ー シ ョ ン に お い て 、 低 消 費 電

力 を 実 現 す る 場 合 に 使 用 し ま す 。  
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４ - ７ 内 蔵 リセット機 能  

４ - ７ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ は 、 内 蔵 リ セ ッ ト 機 能 と し て パ ワ ー オ ン リ セ ッ ト （ Ｐ Ｏ Ｒ ） と 低 電 圧 検 知 リ セ ッ ト

（ Ｌ Ｖ Ｄ ） を 内 蔵 し て い ま す 。 こ の 機 能 を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 外 付 け に 必 要 で あ っ た リ

セ ッ ト 回 路 部 品 （ リ セ ッ ト Ｉ Ｃ な ど ） を 削 減 で き ま す 。  

 

４ - ７ - ２  機 能  

① パ ワ ー オ ン リ セ ッ ト （ 以 下 Ｐ Ｏ Ｒ ） 機 能  

Ｐ Ｏ Ｒ は 電 源 投 入 時 に リ セ ッ ト を か け る た め の 機 能 で す 。 こ の 機 能 は 低 電 圧 検 知 リ

セ ッ ト 機 能 オ プ シ ョ ン 【 禁 止 】 を 選 択 し た 時 の み オ プ シ ョ ン に よ り Ｐ Ｏ Ｒ 解 除 レ ベ ル の 選

択 が 可 能 で す 。 但 し 、 電 源 投 入 時 に チ ャ タ リ ン グ が 入 る 場 合 や 電 源 が 瞬 停 す る お

そ れ の あ る 場 合 に は 、 下 記 の 低 電 圧 検 知 リ セ ッ ト 機 能 オ プ シ ョ ン を 併 用 す る か 、 外

付 け に リ セ ッ ト 回 路 を 構 成 す る 必 要 が あ り ま す 。  

 

② 低 電 圧 検 知 リ セ ッ ト （ 以 下 Ｌ Ｖ Ｄ ） 機 能  

Ｐ Ｏ Ｒ 機 能 と の 併 用 によ り 電 源 投 入 時 と 電 源 低 下 時 に リセ ッ ト を か ける こ と が で き ま す 。

こ の 機 能 は オ プ シ ョ ン に よ り 【 許 可 】 使 用 す る ／ 【 禁 止 】 使 用 し な い の 選 択 と 検 知 レ ベ

ルの選 択 が可 能 です。  

 

４ - ７ - ３  回 路 構 成  

内 蔵 リ セ ッ ト 回 路 は 、 Ｐ Ｏ Ｒ ， Ｌ Ｖ Ｄ ， パ ル ス ス ト レ ッ チ ャ 回 路 ， 容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓ 放 電 ト ラ ン ジ ス

タ ， 外 付 け 容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓ ＋ プ ル ア ッ プ 抵 抗 Ｒ Ｒ Ｅ Ｓ ま た は プ ル ア ッ プ 抵 抗 Ｒ Ｒ Ｅ Ｓ の み で 構 成

さ れ て い ま す 。 構 成 図 を ４ － ７ － １ 項 に 示 し ま す 。  

・ パ ル ス ス ト レ ッ チ ャ 回 路  

Ｐ Ｏ Ｒ ， Ｌ Ｖ Ｄ の リ セ ッ ト 信 号 を ス ト レ ッ チ す る 回 路 で 、 内 部 リ セ ッ ト 期 間 の ス ト レ ッ チ と

リ セ ッ ト 端 子 に 外 付 け さ れ た 場 合 の 容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓ を 放 電 す る た め に 使 用 し ま す 。 ス ト レ

ッ チ 時 間 は ３ ０ μ ｓ ～ １ ０ ０ μ ｓ で す 。  

・ 容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓ 放 電 ト ラ ン ジ ス タ  

リ セ ッ ト 端 子 に 外 付 け さ れ た 容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓ を 放 電 す る た め の Ｎ ｃ ｈ ト ラ ン ジ ス タ で す 。 リ セ

ッ ト 端 子 に 容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓ を 外 付 け し な い 場 合 に は 、 プ ル ア ッ プ 抵 抗 Ｒ Ｒ Ｅ Ｓ の み 外 付 け

し 内 部 リ セ ッ ト 信 号 の モ ニ タ を 行 う こ と も で き ま す 。  

・ オ プ シ ョ ン 選 択 回 路  

Ｌ Ｖ Ｄ の オ プ シ ョ ン を 設 定 す る 回 路 で 、 Ｌ Ｖ Ｄ を 【 許 可 】 使 用 す る ／ 【 禁 止 】 使 用 し な

いの選 択 と検 知 レベルの選 択 をします。４－７－４項 を参 照 ください。  

・ 外 付 け 容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓ ＋ プ ル ア ッ プ 抵 抗 Ｒ Ｒ Ｅ Ｓ  

内 蔵 リ セ ッ ト 回 路 の リ セ ッ ト 信 号 が 解 除 さ れ て か ら 、 更 に 外 付 け の Ｃ ， Ｒ 時 定 数 に よ

り リ セ ッ ト 期 間 を ス ト レ ッ チ し ま す 。 こ れ に よ り 、 電 源 投 入 時 に 電 源 チ ャ タ リ ン グ な ど が

発 生 し て も リ セ ッ ト 突 入 ／ 解 除 の 繰 り 返 し を 回 避 で き ま す 。 Ｐ Ｏ Ｒ + Ｌ Ｖ Ｄ 併 用 時 は

容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓ と プ ル ア ッ プ 抵 抗 Ｒ Ｒ Ｅ Ｓ を 外 付 け し た 、 図 ４ － ７ － １ の 回 路 構 成 を 推 奨

し ま す 。 推 奨 定 数 は Ｃ Ｒ Ｅ Ｓ ＝ ０ ． ０ ２ ２ μ Ｆ ， Ｒ Ｒ Ｅ Ｓ ＝ ５ １ ０ ｋ Ω で す 。 但 し 、 セ ッ ト 仕 様

に よ り リ セ ッ ト 端 子 に 容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓ を 外 付 け で き な い 場 合 で も 、 プ ル ア ッ プ 抵 抗 Ｒ Ｒ Ｅ Ｓ

を 必 ず 外 付 け し て く だ さ い 。  
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  図 ４ － ７ － １   内 蔵 リ セ ッ ト 回 路 構 成 図  

４ - ７ - ４  オ プ シ ョ ン  

 リ セ ッ ト 回 路 オ プ シ ョ ン に は Ｐ Ｏ Ｒ と Ｌ Ｖ Ｄ オ プ シ ョ ン が あ り ま す 。  

① Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト 機 能 オ プ シ ョ ン  

【 許 可 】 ： 使 用 す る  【 禁 止 】 ： 使 用 し な い  

② Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト レ ベ ル オ プ シ ョ ン  ③ Ｐ Ｏ Ｒ 解 除 レ ベ ル オ プ シ ョ ン  
選択オプション

typ.値 
ＶＤＤ動作 min.値

（＊） 
選択オプション

typ.値 
ＶＤＤ動作 min.値

（＊） 
－ － 【１．６７Ｖ】 １．８Ｖ～ 

【１．９１Ｖ】 ２．１Ｖ～ 【１．９７Ｖ】 ２．１Ｖ～ 
【２．０１Ｖ】 ２．２Ｖ～ 【２．０７Ｖ】 ２．２Ｖ～ 
【２．３１Ｖ】 ２．５Ｖ～ 【２．３７Ｖ】 ２．５Ｖ～ 
【２．５１Ｖ】 ２．７Ｖ～ 【２．５７Ｖ】 ２．７Ｖ～ 
【２．８１Ｖ】 ３．０Ｖ～ 【２．８７Ｖ】 ３．０Ｖ～ 
【３．７９Ｖ】 ４．０Ｖ～ 【３．８６Ｖ】 ４．０Ｖ～ 
【４．２８Ｖ】 ４．５Ｖ～ 【４．３５Ｖ】 ４．５Ｖ～ 

＊ Ｖ Ｄ Ｄ 動 作 ｍ ｉ ｎ ． 値 は オ プ シ ョ ン で 選 択 し た Ｐ Ｏ Ｒ 解 除 レ ベ ル ／ Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト レ ベ ル

に 対 し て 、 リ セ ッ ト が か か ら ず に 動 作 さ せ る こ と の で き る 下 限 値 の 目 安 を 示 し ま す 。  

① Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト 機 能 オ プ シ ョ ン  

 【 許 可 】 を 選 択 す る と Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト レ ベ ル オ プ シ ョ ン で 選 択 さ れ た 電 圧 で リ セ ッ ト が か

か り ま す 。  

（ 注 １ ） こ の 時 の 動 作 電 流 は 全 て の モ ー ド に お い て 数 μ Ａ 常 時 流 れ ま す 。  

【 禁 止 】 を 選 択 す る と Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト は か か り ま せ ん 。  

（ 注 ２ ） こ の 時 の 動 作 電 流 は 全 て の モ ー ド に お い て 流 れ ま せ ん 。  

＊ 詳 細 は ４ － ７ － ５ 項 の リ セ ッ ト 回 路 の 動 作 波 形 例 を 参 照 く だ さ い 。  

② Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト レ ベ ル オ プ シ ョ ン  

Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト 機 能 オ プ シ ョ ン で 【 許 可 】 を 選 択 し た 時 の み Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト レ ベ ル を ７ レ ベ

ル 選 択 で き ま す 。 使 用 す る 動 作 条 件 に 適 し た 検 知 レ ベ ル を 選 択 し ま す 。   

③ Ｐ Ｏ Ｒ 解 除 レ ベ ル オ プ シ ョ ン  

Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト 機 能 オ プ シ ョ ン で 【 禁 止 】 を 選 択 し た 時 の み Ｐ Ｏ Ｒ 解 除 レ ベ ル を ８ レ ベ ル

選 択 で き ま す 。 内 蔵 リ セ ッ ト 回 路 を 使 用 し な い 場 合 の Ｐ Ｏ Ｒ 解 除 レ ベ ル は 、 保 証 動

作 電 圧 ｍ ｉ ｎ ． に 影 響 し な い 最 低 レ ベ ル （ １ ． ６ ７ Ｖ ） を 選 択 し て く だ さ い 。  

（ 注 ３ ） こ の 時 の 動 作 電 流 は Ｐ Ｏ Ｒ が リ セ ッ ト を 解 除 す る と 電 流 は 流 れ ま せ ん 。  

（ 注 ４ ） 保 証 動 作 電 圧 m i n . 以 下 の Ｐ Ｏ Ｒ 解 除 レ ベ ル を 選 択 （ １ ． ６ ７ Ｖ ） す る 場 合 に は 、

使 用 上 の 留 意 点 が あ り ま す の で ４ － ７ － ６ － ② 項 を 参 照 く だ さ い 。  

パワーオンリセット 

（POR） 

RES 
RESET

ｵﾌﾟｼｮﾝ パルスストレッチャ 

低電圧検知リセット 

（LVD） 

マイコン内部 

RRES=510kΩ 

CRES=0.022μF 
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● 選 択 参 考 例 １  

セ ッ ト 仕 様 に よ り Ｖ Ｄ Ｄ ＝ ２ ． ７ Ｖ ま で リ セ ッ ト を か け ず に 動 作 さ せ た い の で 、 そ れ に 最

適 な Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト レ ベ ル を 選 択 し た い 。  

 

Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト 機 能 オ プ シ ョ ン は 【 許 可 】 を 選 択 し 、 Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト レ ベ ル は 【 ２ ． ５ １ Ｖ 】

を選 択 します。  

 

 

 

 

 

 

 

● 選 択 参 考 例 ２  

 Ｖ Ｄ Ｄ ＝ ２ ． ７ Ｖ ／ Ｔ ｃ ｙ ｃ = ２ ５ ０ ｎ ｓ ま で の 動 作 保 証 と な っ て い る の で 、 そ の 条 件 で 最

適 な Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト レ ベ ル を 選 択 し た い 。  

 

Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト 機 能 オ プ シ ョ ン は 【 許 可 】 を 選 択 し 、 Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト レ ベ ル オ プ シ ョ ン は

【 ２ ． ８ １ Ｖ 】 を 選 択 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

● 選 択 参 考 例 ３  

外 付 け に ３ ． ０ Ｖ 検 知 の リ セ ッ ト Ｉ Ｃ を 使 用 す る の で 、 内 部 リ セ ッ ト 回 路 は 使 用 し た く

な い 。 （ ４ － ７ － ７ － ① 項 を 合 わ せ て ご 参 照 く だ さ い ）  

 

Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト 機 能 オ プ シ ョ ン は 【 禁 止 】 を 選 択 し 、 Ｐ Ｏ Ｒ 解 除 レ ベ ル オ プ シ ョ ン は

【 １ ． ６ ７ Ｖ 】 を 選 択 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

   

 

（ 注 ５ ） 参 考 例 に 表 記 さ れ て い る 動 作 保 証 値 （ 電 圧 ／ 動 作 周 波 数 ） は 使 用 す る 機

種 に よ り 異 な り ま す の で 、 必 ず 最 新 の 半 導 体 デ ー タ シ ー ト を 参 照 し 適 切 な 設

定 レ ベ ル を 選 択 し て く だ さ い 。  

LVD リセット電圧(LVDET=Typ. 2.51V) 

LVD 解除電圧(LVDET+LVHYS) 

VDD=2.7V 

セット仕様動作範囲 

LVD リセット電圧(LVDET=Typ. 2.81V) 

LVD 解除電圧(LVDET+LVHYS) 

動作保証下限値 
(VDD=2.7V/Tcyc=250ns) 

マイコン動作保証範囲 
(VDD=2.7V～5.5V/Tcyc=250ns) 

POR 解除電圧(PORRL=Typ. 1.67V) 

VDD=3.1V 

セット仕様動作範囲 

外付け 3.0V 検知回路 
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４ - ７ - ５  内 蔵 リ セ ッ ト 回 路 の 動 作 波 形 例  

① Ｐ Ｏ Ｒ の み （ Ｌ Ｖ Ｄ 使 用 し な い ） の 動 作 波 形 例  

（ リ セ ッ ト 端 子 ： プ ル ア ッ プ 抵 抗 Ｒ Ｒ Ｅ Ｓ の み ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ Ｐ Ｏ Ｒ は ト ラ ン ジ ス タ が 駆 動 始 め る ま で の 期 間 、 不 定 領 域 （ Ｐ Ｏ Ｕ Ｋ Ｓ ） が 存 在 し ま す 。  

・ Ｐ Ｏ Ｒ は Ｖ Ｓ Ｓ レ ベ ル か ら 電 源 を 立 ち 上 げ た 時 の み リ セ ッ ト が 発 生 し ま す 。 ま た 、 こ の 時

の リ セ ッ ト 解 除 電 圧 に は 誤 差 が 発 生 し ま す の で 、 詳 細 は 半 導 体 デ ー タ シ ー ト を 参 照

く だ さ い 。  

・ ( a ) の よ う に 電 源 が Ｖ Ｓ Ｓ レ ベ ル ま で 下 が ら な い 状 態 で 電 源 が 再 投 入 さ れ た 場 合 に は 、

安 定 し た リ セ ッ ト は か か り ま せ ん 。 こ の ケ ー ス が 想 定 さ れ る 場 合 に は 、 ② 項 の よ う に Ｌ Ｖ

Ｄ 機 能 を 併 用 す る か 、 外 付 け に リ セ ッ ト 回 路 を 構 成 し て く だ さ い 。  

・ ( b ) の よ う に 電 源 が Ｖ Ｓ Ｓ レ ベ ル ま で 十 分 下 が り 、 そ の 状 態 が １ ０ ０ μ ｓ 以 上 保 持 さ れ て

か ら 電 源 が 再 投 入 さ れ た 場 合 の み リ セ ッ ト が か か り ま す 。  

 

② Ｐ Ｏ Ｒ ＋ Ｌ Ｖ Ｄ を 併 用 し た 場 合 の 動 作 波 形 例  

（ リ セ ッ ト 端 子 ： プ ル ア ッ プ 抵 抗 Ｒ Ｒ Ｅ Ｓ の み ）  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ Ｐ Ｏ Ｒ ＋ Ｌ Ｖ Ｄ の 併 用 時 も 同 様 に ト ラ ン ジ ス タ が 駆 動 始 め る ま で の 期 間 、 不 定 領 域 （ Ｌ

Ｖ Ｕ Ｋ Ｓ ） が 存 在 し ま す 。  

・ 電 源 投 入 時 と 電 源 低 下 時 と も に リ セ ッ ト が か か り ま す 。 ま た 、 こ の 時 の リ セ ッ ト 解 除 ／

突 入 電 圧 に は 誤 差 が 発 生 し ま す の で 、 詳 細 は 半 導 体 デ ー タ シ ー ト を 参 照 く だ さ い 。  

・ Ｌ Ｖ Ｄ に は 検 知 レ ベ ル 付 近 で リ セ ッ ト 解 除 ／ 突 入 を 繰 り 返 さ な い よ う ヒ ス テ リ シ ス 幅 （ Ｌ

Ｖ Ｈ Ｙ Ｓ ） が あ り ま す 。  

POR 解除電圧 

(PORRL) 

VDD 

RES# 

ﾘｾｯﾄ不定領域 

(POUKS) 

(a) (b) 

ﾘｾｯﾄ期間 ﾘｾｯﾄ期間 
100μs 期間以上 

VDD 

RES# 

LVD ヒステリシス幅 

(LVHYS) 

LVD リセット電圧 

(LVDET) 

ﾘｾｯﾄ不定領域 

(LVUKS) 

ﾘｾｯﾄ期間 ﾘｾｯﾄ期間 ﾘｾｯﾄ期間 

LVD 解除電圧 

(LVDET+LVHYS) 
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４ - ７ - ６  内 蔵 リ セ ッ ト 回 路 使 用 上 の 留 意 点  

① 内 蔵 Ｐ Ｏ Ｒ の み で リ セ ッ ト を か け る 時  

内 蔵 Ｐ Ｏ Ｒ の み を 使 用 し て リ セ ッ ト を か け る 場 合 で も Ｌ Ｖ Ｄ 併 用 時 と 同 様 に リ セ ッ ト 端

子 を 直 接 Ｖ Ｄ Ｄ に 短 絡 し な い で く だ さ い 。 必 ず 、 使 用 条 件 に 最 適 な 容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓ と プ ル

ア ッ プ 抵 抗 Ｒ Ｒ Ｅ Ｓ ま た は プ ル ア ッ プ 抵 抗 Ｒ Ｒ Ｅ Ｓ の み を 外 付 け し て く だ さ い 。 ま た 、 想 定

さ れ る 電 源 投 入 条 件 で 評 価 を 十 分 行 い 、 確 実 に リ セ ッ ト が か か る こ と を 入 念 に ご 確

認 く だ さ い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 ４ － ７ － ２   内 蔵 Ｐ Ｏ Ｒ の み の リ セ ッ ト 回 路 構 成 例  

 

 

② 内 蔵 Ｐ Ｏ Ｒ の み で Ｐ Ｏ Ｒ 解 除 レ ベ ル １ ． ６ ７ Ｖ 選 択 時  

内 蔵 Ｐ Ｏ Ｒ 解 除 レ ベ ル １ ． ６ ７ Ｖ 選 択 時 は 、 電 源 立 ち 上 り 時 間 に 合 わ せ リ セ ッ ト 端 子

に 容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓ と プ ル ア ッ プ 抵 抗 Ｒ Ｒ Ｅ Ｓ を 外 付 け し 、 解 除 電 圧 が 保 証 動 作 電 圧 ｍ ｉ ｎ ．

以 上 に 達 し て か ら リ セ ッ ト が 解 除 さ れ る よ う 調 整 し て く だ さ い 。 ま た は 、 保 証 動 作 電 圧

ｍ ｉ ｎ ． 以 上 に 達 す る ま で の 期 間 、 リ セ ッ ト 端 子 に Ｌ レ ベ ル を 入 力 し て く だ さ い 。  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 ４ － ７ － ３   内 蔵 Ｐ Ｏ Ｒ の み の 解 除 レ ベ ル 波 形 例  

VDD 

RES 

POR 解除ﾚﾍﾞﾙ 

1.67V 時 

ﾘｾｯﾄ不定領域 

(LVUKS) 

保証動作電圧 min.

ﾘｾｯﾄ VIH ﾚﾍﾞﾙ 

ﾘｾｯﾄ期間

RES 

マイコン

From POR

RESET 

RRES 

CRES 
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③ 数 百 μ ｓ よ り 短 い （ 速 い ） 電 源 瞬 停 ・ 電 源 変 動 が 想 定 さ れ る 時  

内 蔵 Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト 回 路 は 電 源 低 下 を オ プ シ ョ ン で 選 択 さ れ た 検 知 レ ベ ル で 検 知 し て

か ら リ セ ッ ト 信 号 を 発 生 さ せ る ま で の 応 答 時 間 が あ り ま す 。 こ の た め 、 図 ４ － ７ － ４ の よ

う な 低 電 圧 最 小 検 知 幅 Ｔ Ｌ Ｖ Ｄ Ｗ が 規 定 さ れ お り （ 半 導 体 デ ー タ シ ー ト を 参 照 ） 、 電

源 が 最 小 検 知 幅 よ り 短 い （ 速 い ） 電 源 瞬 停 や 電 源 変 動 が 想 定 さ れ る 場 合 に は 、 図

４ － ７ － ５ の よ う な 対 策 例 や そ の 他 の 対 策 を 必 ず 行 っ て く だ さ い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 ４ － ７ － ４   電 源 瞬 停 ・ 電 源 変 動 波 形 例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４ － ７ － ５   電 源 瞬 停 ・ 電 源 変 動 対 策 例  

 

VDD 

LVD リセット電圧 

(LVDET) 

TLVDW

VSS 

LVD 解除電圧 

LVDET-0.5V

電源 

VSS1

RES

VDD1

マイコン
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４ - ７ - ７  内 蔵 リ セ ッ ト 回 路 未 使 用 上 の 留 意 点  

① 内 蔵 リ セ ッ ト 回 路 を 使 用 せ ず 外 付 け に リ セ ッ ト Ｉ Ｃ を 構 成 す る 時  

内 蔵 リ セ ッ ト 回 路 を 使 用 し な い 場 合 で も 電 源 投 入 時 に 内 蔵 Ｐ Ｏ Ｒ が 動 作 し 、 リ セ ッ ト

端 子 の 容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓ 放 電 用 Ｎ ｃ ｈ ト ラ ン ジ ス タ が Ｏ Ｎ し ま す 。 こ の た め 、 リ セ ッ ト Ｉ Ｃ を 外 付

け す る 場 合 に は 、 検 知 レ ベ ル を 保 証 動 作 電 圧 ｍ ｉ ｎ ． 以 上 の タ イ プ を 使 用 し 、 マ イ コ

ン 内 蔵 の Ｐ Ｏ Ｒ 解 除 レ ベ ル は 保 証 動 作 電 圧 ｍ ｉ ｎ ． に 影 響 し な い 最 低 レ ベ ル （ １ ． ６ ７

Ｖ ） を 選 択 し て く だ さ い 。 下 図 に リ セ ッ ト Ｉ Ｃ の Ｎ ｃ ｈ オ ー プ ン ド レ イ ン ・ タ イ プ と Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ・ タ

イ プ 使 用 時 の リ セ ッ ト 回 路 構 成 例 を 示 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４ － ７ － ６   Ｎ ｃ ｈ オ ー プ ン ド レ イ ン ・ タ イ プ 使 用 時 の リ セ ッ ト 回 路 構 成 例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４ － ７ － ７   Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ・ タ イ プ 使 用 時 の リ セ ッ ト 回 路 構 成 例  

RES 

Nch ｵｰﾌﾟﾝﾄﾞﾚｲﾝ･

ﾀｲﾌﾟ 

リセット IC マイコン

From POR 

RESET 

数百 kΩ 

RES 

CMOS･ﾀｲﾌﾟ 

リセット IC 

マイコン

From POR 

RESET 

貫通電流防止のため、数 kΩ～数

十 kΩ程度の保護抵抗を挿入 
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② 内 蔵 リ セ ッ ト 回 路 を 使 用 せ ず 外 付 け に Ｐ Ｏ Ｒ 回 路 を 構 成 す る 時  

４ － ７ － ７ － ① 項 と 同 様 に 内 蔵 リ セ ッ ト 回 路 を 使 用 し な い 場 合 で も 電 源 投 入 時 に 内

蔵 Ｐ Ｏ Ｒ が 動 作 し ま す 。 し か し 、 内 蔵 Ｐ Ｏ Ｒ よ り 長 い リ セ ッ ト 期 間 を 設 け た い た め に 外 部

に も Ｐ Ｏ Ｒ 回 路 を 構 成 し 、 容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓ を ０ ． １ μ Ｆ 以 上 に す る 場 合 に は 、 必 ず 図 ４ － ７

－ ８ の よ う に ダ イ オ ー ド Ｄ Ｒ Ｅ Ｓ も 外 付 け し て く だ さ い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 ４ － ７ － ８   外 部 Ｐ Ｏ Ｒ の リ セ ッ ト 回 路 構 成 例  

 

 

 

RES 

マイコン

From POR

RESET 

RRES 

CRES 

DRES 

ダイオードを外付け
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・LC872000/LC87B000 シリーズ・オンチップデバッガ端子処理 
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 AI-1

 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W LC87BH00 備考 BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

0～00FF XXXX XXXX R/W RAM256B 9 ﾋﾞｯﾄ構成          

FE00 0000 0000 R/W AREG  - AREG7 AREG6 AREG5 AREG4 AREG3 AREG2 AREG1 AREG0 

FE01 0000 0000 R/W BREG  - BREG7 BREG6 BREG5 BREG4 BREG3 BREG2 BREG1 BREG0 

FE02 0000 0000 R/W CREG  - CREG7 CREG6 CREG5 CREG4 CREG3 CREG2 CREG1 CREG0 

FE03              

FE04              

FE05              

FE06 0000 0000 R/W PSW  - CY AC PSWB5 PSWB4 LDCBNK OV P1 PARITY 

FE07 HHHH H000 R/W PCON  - - - - - - XTIDLE PDN IDLE 

FE08 0000 HH00 R/W IE (bit6-4 は R/O) - IE7 XFLG HFLG LFLG - - XCNT1 XCNT0 

FE09 0000 0000 R/W IP  - IP4B IP43 IP3B IP33 IP2B IP23 IP1B IP13 

FE0A 0000 0000 R/W SPL  - SP7 SP6 SP5 SP4 SP3 SP2 SP1 SP0 

FE0B 0000 0000 R/W SPH  - SP15 SP14 SP13 SP12 SP11 SP10 SP9 SP8 

FE0C HHHH H000 R/W CLKDIV  - - - - - - CLKDV2 CLKDV1 CLKDV0 

FE0D 00HH HHHH R/W MRCR  - MRCSEL MRCST - - - - - - 

FE0E 0000 XX00 R/W OCR (bit3-2 は R/O) - CLKSGL EXTOSC CLKCB5 CLKCB4 XT2IN XT1IN RCSTOP CFSTOP 

FE0F              

FE10 0000 0000 R/W T0CNT ﾀｲﾏ 0 制御 - T0HRUN T0LRUN T0LONG T0LEXT T0HCMP T0HIE T0LCMP T0LIE 

FE11 0000 0000 R/W T0PRR  - T0PRR7 T0PRR6 T0PRR5 T0PRR4 T0PRR3 T0PRR2 T0PRR1 T0PRR0 

FE12 0000 0000 R T0L  - T0L7 T0L6 T0L5 T0L4 T0L3 T0L2 T0L1 T0L0 

FE13 0000 0000 R T0H  - T0H7 T0H6 T0H5 T0H4 T0H3 T0H2 T0H1 T0H0 

FE14 0000 0000 R/W T0LR  - T0LR7 T0LR6 T0LR5 T0LR4 T0LR3 T0LR2 T0LR1 T0LR0 

FE15 0000 0000 R/W T0HR  - T0HR7 T0HR6 T0HR5 T0HR4 T0HR3 T0HR2 T0HR1 T0HR0 

FE16 XXXX XXXX R T0CAL  - T0CAL7 T0CAL6 T0CAL5 T0CAL4 T0CAL3 T0CAL2 T0CAL1 T0CAL0 

FE17 XXXX XXXX R T0CAH  - T0CAH7 T0CAH6 T0CAH5 T0CAH4 T0CAH3 T0CAH2 T0CAH1 T0CAH0 

FE18 0000 0000 R/W T1CNT ﾀｲﾏ 1 制御 - T1HRUN T1LRUN T1LONG T1PWM T1HCMP T1HIE T1LCMP T1LIE 

FE19 0000 0000 R/W T1PRR  - T1HPRE T1HPRC2 T1HPRC1 T1HPRC0 T1LPRE T1LPRC2 T1LPRC1 T1LPRC0 

FE1A 0000 0000 R T1L  - T1L7 T1L6 T1L5 T1L4 T1L3 T1L2 T1L1 T1L0 

FE1B 0000 0000 R T1H  - T1H7 T1H6 T1H5 T1H4 T1H3 T1H2 T1H1 T1H0 

FE1C 0000 0000 R/W T1LR  - T1LR7 T1LR6 T1LR5 T1LR4 T1LR3 T1LR2 T1LR1 T1LR0 

FE1D 0000 0000 R/W T1HR  - T1HR7 T1HR6 T1HR5 T1HR4 T1HR3 T1HR2 T1HR1 T1HR0 



 AI-2

 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W LC87BH00 備考 BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE1E              

FE1F              

FE20              

FE21              

FE22              

FE23              

FE24              

FE25              

FE26              

FE27              

FE28              

FE29              

FE2A              

FE2B              

FE2C              

FE2D              

FE2E              

FE2F              

FE30 0000 0000 R/W SCON0 SIO0 制御 - SI0BNK SI0WRT SI0RUN SI0CTR SI0DIR SI0OVR SI0END SI0IE 

FE31 0000 0000 R/W SBUF0  - SBUF07 SBUF06 SBUF05 SBUF04 SBUF03 SBUF02 SBUF01 SBUF00 

FE32 0000 0000 R/W SBR0  - SBRG07 SBRG06 SBRG05 SBRG04 SBRG03 SBRG02 SBRG01 SBRG00 

FE33 0000 0000 R/W SCTR0  - SCTR07 SCTR06 SCTR05 SCTR04 SCTR03 SCTR02 SCTR01 SCTR00 

FE34 0000 0000 R/W SCON1 SIO1 制御 - SI1M1 SI1M0 SI1RUN SI1REC SI1DIR SI1OVR SI1END SI1IE 

FE35 00000 0000 R/W SBUF1 9 ﾋﾞｯﾄﾚｼﾞｽﾀ SBUF18 SBUF17 SBUF16 SBUF15 SBUF14 SBUF13 SBUF12 SBUF11 SBUF10 

FE36 0000 0000 R/W SBR1  - SBRG17 SBRG16 SBRG15 SBRG14 SBRG13 SBRG12 SBRG11 SBRG10 

FE37 0000 0000 R/W SWCON0 SIO0 連続データ転送制御 - S0WSTP SWCONB6 SWCONB5 S0XBYT4 S0XBYT3 S0XBYT2 S0XBYT1 S0XBYT0 

FE38              

FE39              

FE3A              

FE3B              

FE3C              

FE3D              
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 AI-3

 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W LC87BH00 備考 BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE3E              

FE3F              

FE40 0000 0000 R/W P0  - P07 P06 P05 P04 P03 P02 P01 P00 

FE41 0000 0000 R/W P0DDR  - P0HPUS P0LPUS P0FLG P0IE P0HPU P0LPU P0HDDR P0LDDR 

FE42 00HH 0000 R/W P0FCR  - T7OE T6OE - - CLKOEN CKODV2 CKODV1 CKODV0 

FE43 HHHH 0H00 R/W XT2PC  - - - - - XTCFSEL - XT2DR XT2DT 

FE44 0000 0000 R/W P1  - P17 P16 P15 P14 P13 P12 P11 P10 

FE45 0000 0000 R/W P1DDR  - P17DDR P16DDR P15DDR P14DDR P13DDR P12DDR P11DDR P10DDR 

FE46 0000 0000 R/W P1FCR  - P17FCR P16FCR P15FCR P14FCR P13FCR P12FCR P11FCR P10FCR 

FE47 0000 HHH0 R/W P1TST  - FIXO FIX0 FIX0 FIX0 - DSNKOT - FIXO 

FE48 HHHH HH00 R/W P2  - - - - - - - P21 P20 

FE49 HHHH HH00 R/W P2DDR  - - - - - - - P21DDR P20DDR 

FE4A 0000 0000 R/W I45CR INT4/5 制御 - INT5HEG INT5LEG INT5IF INT5IE INT4HEG INT4LEG INT4IF INT4IE 

FE4B 0000 0000 R/W I45SL  - I5SL3 I5SL2 I5SL1 I5SL0 I4SL3 I4SL2 I4SL1 I4SL0 

FE4C HHHH HH00 R/W P3   - - - - - - P31 P30 

FE4D HHHH HH00 R/W P3DDR   - - - - - - P31DDR P30DDR 

FE4E              

FE4F              

FE50              

FE51              

FE52              

FE53              

FE54              

FE55              

FE56              

FE57 HHH0 HH00 R/W CFLVM  - - - - CFMON - - FIX0 PWMP2SL 

FE58 0000 0000 R/W ADCRC 12 ﾋﾞｯﾄ AD 制御 - ADCHSEL3 ADCHSEL2 ADCHSEL1 ADCHSEL0 ADCR3 ADSTART ADENDF ADIE 

FE59 0000 0000 R/W ADMRC 12 ﾋﾞｯﾄ AD ﾓｰﾄﾞ制御 - ADMD4 ADMD3 ADMD2 ADMD1 ADMD0 ADMR2 ADTM1 ADTM0 

FE5A 0000 0000 R/W ADRLC 12 ﾋﾞｯﾄ AD 変換結果 L - DATAL3 DATAL2 DATAL1 DATAL0 ADRL3 ADRL2 ADRL1 ADTM2 

FE5B 0000 0000 R/W ADRHC 12 ﾋﾞｯﾄ AD 変換結果 H - DATA7 DATA6 DATA5 DATA4 DATA3 DATA2 DATA1 DATA0 

FE5C 0000 0000 R/W P7  - P73DDR P72DDR P71DDR P70DDR P73DT P72DT P71DT P70DT 

FE5D 0000 0000 R/W I01CR INT0/1 制御 - INT1LH INT1LV INT1IF INT1IE INT0LH INT0LV INT0IF INT0IE 



 AI-4

 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W LC87BH00 備考 BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE5E 0000 0000 R/W I23CR INT2/3 制御 - INT3HEG INT3LEG INT3IF INT3IE INT2HEG INT2LEG INT2IF INT2IE 

FE5F 0000 0000 R/W ISL  - ST0HCP ST0LCP BTIMC1 BTIMC0 BUZON NFSEL NFON ST0IN 

FE60              

FE61              

FE62              

FE63              

FE64              

FE65              

FE66              

FE67              

FE68              

FE69              

FE6A              

FE6B              

FE6C              

FE6D              

FE6E              

FE6F              

FE70              

FE71              

FE72 0000 HHHH R/W PWM4L PWM4 ｺﾝﾍﾟｱ L(付加) - PWM4L3 PWM4L2 PWM4L1 PWM4L0 - - - - 

FE73 0000 0000 R/W PWM4H PWM4 ｺﾝﾍﾟｱ H(基準) - PWM4H7 PWM4H6 PWM4H5 PWM4H4 PWM4H3 PWM4H2 PWM4H1 PWM4H0 

FE74 0000 HHHH R/W PWM5L PWM5 ｺﾝﾍﾟｱ L(付加) - PWM5L3 PWM5L2 PWM5L1 PWM5L0 - - - - 

FE75 0000 0000 R/W PWM5H PWM5 ｺﾝﾍﾟｱ H(基準) - PWM5H7 PWM5H6 PWM5H5 PWM5H4 PWM5H3 PWM5H2 PWM5H1 PWM5H0 

FE76 0000 0000 R/W PWM4C PWM4, PWM5 制御 - PWM4C7 PWM4C6 PWM4C5 PWM4C4 ENPWM5 ENPWM4 PWM4OV PWM4IE 

FE77              

FE78 0000 0000 R/W T67CNT ﾀｲﾏ 6/7 制御 - T7C1 T7C0 T6C1 T6C0 T7OV T7IE T6OV T6IE 

FE79 0000 0000 R/W WDTCNT ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞﾀｲﾏ制御 - WDTRSTF WDTCKSL WDTRUN IDLOP1 IDLOP0 WDTSL2 WDTSL1 WDTSL0 

FE7A 0000 0000 R/W T6R  - T6R7 T6R6 T6R5 T6R4 T6R3 T6R2 T6R1 T6R0 

FE7B 0000 0000 R/W T7R  - T7R7 T7R6 T7R5 T7R4 T7R3 T7R2 T7R1 T7R0 

FE7C HHHH H000 R/W SLWRC  - - - - - - CFLAMP SLRCSEL SLRCSTAT 
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 AI-5

 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W LC87BH00 備考 BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE7D 0000 0000 R/W NKREG  - NKEN NKCMP2 NKCMP1 NKCMP0 NKCOV NKCAP2 NKCAP1 NKCAP0 

FE7E 0000 0000 R/W FSR0 FLASH 制御 (bit4 は R/0) - FSR0B7 

Fix to 0 

FSR0B6

Fix to 0

FSAERR FSWOK INTHIGH FSLDAT FSPGL FSWREQ 

FE7F 0000 0000 R/W BTCR ﾍﾞｰｽﾀｲﾏ制御 - BTFST BTON BTC11 BTC10 BTIF1 BTIE1 BTIF0 BTIE0 

FE80              

FE81              

FE82              

FE83              

FE84              

FE85              

FE86              

FE87              

FE88              

FE89              

FE8A              

FE8B              

FE8C              

FE8D              

FE8E              

FE8F              

FE90              

FE91              

FE92              

FE93              

FE94              

FE95              

FE96              

FE97              

FE98              

FE99              

FE9A              

FE9B              



 AI-6

 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W LC87BH00 備考 BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE9C              

FE9D              

FE9E              

FE9F              

FEA0              

FEA1              

FEA2              

FEA3              

FEA4              

FEA5              

FEA6              

FEA7              

FEA8              

FEA9              

FEAA              

FEAB              

FEAC              

FEAD              

FEAE              

FEAF              

FEB0              

FEB1              

FEB2              

FEB3              

FEB4              

FEB5              

FEB6              

FEB7              

FEB8              

FEB9              

FEBA              

FEBB              
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 AI-7

 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W LC87BH00 備考 BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FEBC              

FEBD              

FEBE              

FEBF              

FEC0              

FEC1              

FEC2              

FEC3              

FEC4              

FEC5              

FEC6              

FEC7              

FEC8              

FEC9              

FECA              

FECB              

FECC              

FECD              

FECE              

FECF              

FED0 0000 0000 R/W UCON0  - UBRSEL STRDET RECRUN STPERR U0B3 RBIT8 RECEND RECIE 

FED1 0000 0000 R/W UCON1  - TRUN 8/9BIT TDDR TCMOS 8/7BIT TBIT8 TEPTY TRNSIE 

FED2 0000 0000 R/W UBR  - UBRG7 UBRG6 UBRG5 UBRG4 UBRG3 UBRG2 UBRG1 UBRG0 

FED3 0000 0000 R/W TBUF  - T1BUF7 T1BUF6 T1BUF5 T1BUF4 T1BUF3 T1BUF2 T1BUF1 T1BUF0 

FED4 0000 0000 R/W RBUF  - R1BUF7 R1BUF6 R1BUF5 R1BUF4 R1BUF3 R1BUF2 R1BUF1 R1BUF0 

FED5              

FED6              

FED7              

FED8              

FED9              

FEDA              

FEDB              



 AI-8
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ポ ー ト ０  ブ ロ ッ ク 図  

オ プ シ ョ ン ： 出 力 形 式 （ Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ま た は Ｎ ｃ ｈ － Ｏ Ｄ ） を ビ ッ ト 毎 に 選 択 可 能  

 

プルアップ抵抗は、 

Nch-OD オプション選択時 ： 付きません 

CMOS オプション選択時 ： プログラマブル

です。 

W-P0 

R-P0 

P0 (FE40)
ビット 7～5

CMOS
または

Nch-OD
端子

D 

C 
Q

P07～P05

T7OUT(P07), T6OUT(P06) 
CLKOUT(P05) 

P0 (FE40)
ビット 4

CMOS
または

Nch-OD
端子

D 

C 
Q

P04

バ
ス 

7 6 5 4 3 2 1 0

P0DDR(FE41)

P0 (FE40)
ビット 3~0

SW 

CMOS
または

Nch-OD
端子

D 

C 
Q

P03~P00

SW 

Hi-PU Low-PU 

SW 

SW 

Low-PU Hi-PU 

SW 

SW 

Low-PU Hi-PU 

AD 入力 

(AN3~AN0)

AD 入力 

(AN4) 

AD 入力 

(AN6~AN5)

S 
E 
L 

S 
E 
L 

S 
E 
L 

S
E
L

ポート 特殊機能入力 

P07
P06

タイマ 7 トグル出力 
タイマ 6 トグル出力 

P05
P04
P03
P02

P01
P00

FUNCTION 出力 

なし

AD アナログ 6 入力

AD アナログ 5 入力

AD アナログ 4 入力

AD アナログ 3 入力

AD アナログ 2 入力

AD アナログ 1 入力

AD アナログ 0 入力

クロック出力 
なし
なし

なし

なし

なし

ポート 0 兼用機能表
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ポ ー ト ０ （ 割 り 込 み ）  ブ ロ ッ ク 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P0 割り込み検出 

P0DDR(FE41)ビット 0

P0DDR(FE41)ビット 1

- - 5 4 3 2 1 0 

P0DDR(FE41)

P0(FE40)ビット 7 
P07 端子入力データ 

P0(FE40)ビット 6 
P06 端子入力データ 

P0(FE40)ビット 5 
P05 端子入力データ 

P0(FE40)ビット 4 
P04 端子入力データ 

P0(FE40)ビット 3 
P03 端子入力データ 

P0(FE40)ビット 2 
P02 端子入力データ 

P0(FE40)ビット 1 
P01 端子入力データ 

P0(FE40)ビット 0 
P00 端子入力データ 

割り込み要求 
ベクタ 0004B 

P0 割り込み検出 
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ポ ー ト １  ブ ロ ッ ク 図  

オ プ シ ョ ン ： 出 力 形 式 （ Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ま た は Ｎ ｃ ｈ － Ｏ Ｄ ） を ビ ッ ト 毎 に 選 択 可 能  

 

バ
ス

W-P1FCR 

P1FCR (FE46)
ビット 5～0 

P1 (FE44)
ビット 5～0

SW

CMOS
または

Nch-OD
端子 

D 

C 

Q

D 

C 
Q

S 
E 
L 

P15～P10 

P1DDR (FE45)
ビット 5～0 

D 

C 

Q

R-P1FCR 

W-P1 

R-P1 

W-P1DDR 

R-P1DDR 

OR

FUNCTION 出力 5～0 

バ
ス 

W-P1FCR 

P1FCR (FE46)
ビット 7,6 

P1 (FE44)
ビット 7,6

SW

CMOS
または

Nch-OD
端子 

D 

C 

Q

D 

C 
Q

S 
E 
L 

P17,P16 

P1DDR (FE45)
ビット 7,6 

D 

C 

Q

R-P1FCR 

W-P1 

R-P1 

W-P1DDR 

R-P1DDR 

XOR

FUNCTION 出力 7,6 

Low-PU

Low-PU

特殊入力 

ポート

P17
P16
P15
P14
P13
P12
P11
P10

特殊入力 
なし 

なし 
SIO1 クロック入力 
SIO1 データ入力 
なし 

SIO0 クロック入力 
SIO0 データ入力 
なし 

FUNCTION 出力 
タイマ 1HPWM 出力 
タイマ 1LPWM 出力 

SIO1 クロック出力 
SIO1 データ出力 
SIO1 データ出力 
SIO0 クロック出力 
SIO0 データ出力 
SIO0 データ出力 

ポート 1 兼用機能表
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ポ ー ト ２  ブ ロ ッ ク 図  

オ プ シ ョ ン ： 出 力 形 式 （ Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ま た は Ｎ ｃ ｈ － Ｏ Ｄ ） を ビ ッ ト 毎 に 選 択 可 能  

 

P2 (FE48) 
ビット 0 

SW 

CMOS
または

Nch-OD
端子

S 
E 
L 

P20

P2DDR (FE49) 
ビット 0 

R-P2 

W-P2DDR 

R-P2DDR 

D 

C 

Q

バ
ス 

UART1 出力 

UART1 制御

Low-PU 

特殊入力 P20 

INT4 

ポート

P21 
P20 

特殊入力
UART1 データ入力/ INT4/T1IN/T0LCP/T0HCP 入力 

INT4/T1IN/T0LCP/T0HCP 入力

FUNCTION 出力 

PWM５出力 

UART1 データ出力/PWM４出力 

ポート 2 兼用機能表

W-P2 

D 

C Q 

PWM4 出力 

PWM4 制御 

PWM ポート２選択 

SW 

CMOS
または

Nch-OD
端子

S 
E 
L 

P21

P2DDR (FE49)
ビット 1 

W-P2 

R-P2 

W-P2DDR 

R-P2DDR 

D

C

Q

バ
ス 

特殊入力 P21 

Low-PU 

INT4 

P2 (FE48) 
ビット 1 

D 

C Q 

PWM5 制御 

PWM5 出力 

PWM ポート２選択 
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E 
L 

S
E
L

P21 

P20 

7 6 5 4 3 2 1 0 7 6 5 4 3 2 1 0 

タイマ 1 カウントクロック 

タイマ 0L キャプチャ信号 

タイマ 0H キャプチャ信号 

割り込み要求

ベクタ 00013

I45SL (FE4B) I45CR (FE4A)
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ポ ー ト ３  ブ ロ ッ ク 図  

オ プ シ ョ ン ： 出 力 形 式 （ Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ま た は Ｎ ｃ ｈ － Ｏ Ｄ ） を ビ ッ ト 毎 に 選 択 可 能  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポート 3 兼用機能表

P3 (FE4C)
ビット 1,0

SW 

CMOS
または

Nch-OD
端子

D

C
Q

S 
E 
L 

P31,P30

P3DDR (FE4D)
ビット 1,0 

W-P3 

R-P3 

W-P3DDR 

R-P3DDR 

D

C

Q

バ
ス 

FUNCTION 出力 1,0

特殊入力 

Low-PU 

ポート

P31
P30

特殊機能入力 
INT5/タイマ１イベント入力/タイマ 0L,0H キャプチャ入力 

INT5/タイマ１イベント入力/タイマ 0L,0H キャプチャ入力 

FUNCTION 出力 
PWM5 

PWM4 

INT5(P31,P30) 
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ポ ー ト ２ ， ３ （ 割 り 込 み ）  ブ ロ ッ ク 図  
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L

P31 

P30 

S 
E 
L 
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E
L

P21 

P20 

7 6 5 4 3 2 1 0 7 6 5 4 3 2 1 0 

タイマ 1 カウントクロック 

タイマ 0L キャプチャ信号 

タイマ 0H キャプチャ信号 

タイマ 1 カウントクロック 

タイマ 0L キャプチャ信号 

タイマ 0H キャプチャ信号 

割り込み要求

ベクタ 00013

割り込み要求

ベクタ 0001B

I45SL (FE4B) I45CR (FE4A)
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ポ ー ト ７  ブ ロ ッ ク 図  

オ プ シ ョ ン ： な し  

 

 

Low-PU 

Low-PU 

P7 (FE5C)
ビット 3～1

SW 

CMOS 端子
D

C
Q

S 
E 
L 

P73～P71

P7 (FE5C) 
ビット 7～5

W-P7 

R-P7 

D

C

Q

バ
ス 

P7 (FE5C)
ビット 0 

SW 

端子
D

C

Q

S 
E 
L 

P70

P7 (FE5C)
ビット 4 

D

C

Q

HALT/HOLD 

INT3～INT1

INT0 

AD 入力

AD 入力 (AN8)

(AN10~AN9)
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ポ ー ト ７ （ 割 り 込 み ）  ブ ロ ッ ク 図  

 

 

S
E
L

7 6 5 4 3 2 1 0

7 6 5 4 3 2 1 0

S
E
L

S
E
L

タイマ 0 クロック入力
INT3 

INT2 

INT1 

INT0 

ノイズフィルタ 

I23CR(FE5E) 

ISL(FE5F)

割り込み要求
ベクタ 00013

割り込み要求
ベクタ 0001B

タイマ 0H キャプチャ信号 

タイマ 0L キャプチャ信号 

H レベル 
L レベル 

H レベル 
L レベル 

7 6 5 4 3 2 1 0

I01CR(FE5D) 

割り込み要求
ベクタ 00003

割り込み要求
ベクタ 0000B
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2011 年  3 月 9 日 Ver.1.10 

オンセミコンダクタ― 

デジタルソリューション事業部 

マイクロコントローラービジネスユニット 

 

LC872000/LC87B000 シリーズ・オンチップデバッガ端子処理 

1. 概要 

【LC872000/LC87B000 シリーズ・オンチップデバッガ端子処理】は、30pin クラス以下の小ピンマイコンにおいてオンチッ

プデバッガ端子を多チャネル装備している機種の端子処理について説明するものです。 

 

2. オンチップデバッガ端子動作について 

オンチップデバッガ端子 DBGPx0～DBGPx2 は、デバッガが接続されていない状態でもシステムリセット時に下記の状態

となります。 

デバッガ端子名 端子状態 対象機種 

DBGP00/DBGP10/ 

DBGPX0/DBGP20 

リセット期間中「L」出力 LC87F2416A 

リセット解除後数μs 期間 

「L」出力 

LC87F2608A/LC87F2708A/LC87F2G08A/LC87F2H08A/ 

LC87F2R04A/LC87FBK08A/LC87FBL08A/LC87FBG08A/ 

LC87FBH08A 

DBGP01/DBGP11 Hi-Z（入力状態） LC87F2416A 

DBGP21 リセット解除後数μs 期間 

プルアップ抵抗「H」出力 

LC87F2708A 

DBGP02/DBGP12/ 

DBGP22 

Hi-Z（入力状態） LC87F2416A 

リセット解除後数μs 期間 

プルアップ抵抗「H」出力 

LC87F2608A/LC87F2708A/LC87F2G08A/LC87F2H08A/ 

LC87F2R04A/LC87FBK08A/LC87FBL08A/LC87FBG08A/ 

LC87FBH08A 

 

3. 端子処理方法 

オンチップデバッカ機能を兼用している端子は、通常【オンチップデバッガ RD87 導入資料】の P11 で推奨されている接

続部品を量産セット基板上に実装する必要があります。但し、量産セットでオンボード書換えを行わない端子に関しては、

前項の理由から下記の制約条件と 低限の実装部品を外付けすることで対応できます。 

 

デバッガ端子名 端子ｾｯﾄ仕様 制約条件・実装部品 備考 

DBGP00/DBGP10/ 

DBGPX0/DBGP20 

入力/入出力/ 

アナログ入力 

100Ω以上の制限抵抗を挿入してください。 参考例 1 

出力 制約はなく実装部品も不要です。  

DBGP01/DBGP11/ 

DBGP21 

入力/入出力/ 

出力/ 

アナログ入力 

制約はなく実装部品も不要です。  

DBGP02/DBGP12/ 

DBGP22 

入力 システムリセット期間中は 100kHz 以上のパルス入力をさせな

い仕様にしてください。100kHz 以上のパルスが入力される場

合には、別端子に割付けてください。 

 

入出力 システムリセット期間中フローティング（Hi-Z）の状態になる場

合には、100kΩでプルアップまたはプルダウンしてください。 

参考例 2 

注 2 

出力 LC87F2416A は 100kΩでプルダウンまたはプルアップしてく

ださい。 

参考例 3 

注 2 

LC87F2416A 以外の対象機種では、100kΩでプルアップして

ください。 

アナログ入力 アナログ入力のインピーダンスが高い（5kΩ以上）場合やアナ

ログ入力にノイズが重畳しやすい場合には、別端子にアナロ

グチャネルを割付けてください。 

参考例 4 

注 3 

未使用（N.C.） ポートオプションにて Nch-OD 出力を選択し入力モードの状

態で、端子を VSS1（GND）に短絡してください。 

 

（注 1） セット仕様に応じた端子処理を行わないとリセット解除後動作しない場合があります。 



オンチップデバッガ端子処理 

ＡⅢ-2 

（注 2）  スタンバイ突入時、マイコンの出力状態により外付けのプルダウンまたはプルアップ抵抗に電流が流れますの

で、同電位または「Hi-Z」に切り替えてスタンバイに突入させてください。 

（注 3） DBGPx2 端子は出来る限り「デジタル入出力でデータ変化の少ない用途」に割付けてください。 

 

 
 

 

 

 

 

デジタル入力 

DBGPx0

システムリセット期間または

解除後数μs 期間 

Nch-Tr：ON 

100Ω以上挿入 

マイコン内部 システムリセット時 

Pch-Tr：OFF 
システムリセット時 

の貫通電流を制限

システムリセット時 

Pch-Tr が ON して

いる場合 

参考例 1 

参考例 3 

参考例 2 

DBGPx2

100kΩ 

プルアップ 

マイコン内部

システムリセット時 

Pch/Nch-Tr：OFF 

システムリセット時 

フローティング状態

(Hi-Z)を防止 

デジタル入力/ 

オンチップデバッガ入力 

デジタル入力/ 

オンチップデバッガ入力 

DBGPx2

マイコン内部

システムリセット時 

フローティング状態

(Hi-Z)を防止 

入出力デバイス 

数 k～100kΩ

プルアップ 

保護抵抗 

システムリセット時 

Nch-Tr：OFF 

(Nch-OD オプション選択例) 

Nch-OD 出力 

参考例 4 

アナログ入力 

マイコン内部

システムリセット時 

Nch-Tr：OFF 

(Nch-OD オプション選択例) 

DBGPx2

5kΩ以下

システムリセット時 

インピーダンスを下げ

ノイズ重畳防止 

アナログ電圧 

デジタル入力/ 

オンチップデバッガ入力 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご注意 

 

本資料に掲載されている記事は、読者が正しく，且つ容易にデバイスの使用法を理解できるように作

成したものです。記載されている応用例などをそのまま用いて製品を製造するために書かれているも

のではありません。したがって、この資料にもとづいて試作・製造が行われ、その結果、安全性・特許

権・その他の権利侵害などの問題がありましても当社は一切責任を負いません。 
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